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法業祭は，全圏民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高拐を関るための閤民的な祭典として，昭和37年，

]12林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

主f発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23日の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各

ブ1面の協力をえて開催してきており，昭和46年度は，その10回目を迎えたの

である。

第10間決業祭に参加!した設林漁業関係の各種表彰行事は 269 件で，それら

行事において良林大臣賞な受賞したものは 429 点にのぼったが，その中から

設楽祭中央審査委員会において 6 部門(農産，国芸，商産，蚕糸， ;1*産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての河本農林漁

業按輿会会長賞が， 12名(団体を含む)に授与された。

決業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当加する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者ーをはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集にご協力主どいただいた執筆者および編集協力者各位に

対し深甚の謝;誌を表する。

昭和 47 年 3 月

財開法人 日本農林漁業振興会
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出品財て

皇杯受賞

ん 菜

受賞者柳沢長治
(北海道紋那市渚滑町元商 1 区)

襲撃地域の概況と人柄一一受賞者の略歴

最近「流氷まつり」で知られるようになった紋別市は，北海道の北東，オ

ホーツク海沿岸のほぼ中央(東経143度余，北韓 44.5 度)に位置している。

寒流などの影響ーから， 無霜期間はわずかに 150 臼(初霜 10 月 13日，晩箱 5

月初日)であり 5 月から10月までの農耕期間積算視度は 2， 7000C 前後，降

水量は 600mm 前後という酷しい気候条件下にある。また土壌の大部分は強

酸性重粘質の海成洪積土壌で，表土は浅く，心土は固結していて理化学性と

第 11翠北海道総走支庁m各区i くに理学性が悪く排水

不良な土地であるO し

たがって普通作物の栽

培には著しく困難な環

境条件にある。

紋別市のおもな産業

は水産で水産漁獲金額

37億円，水産加工製品

生産高50億円に比べ，

農畜産物生産高は17.5
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i百円(いずれも 45年度)となっている。農畜産物生産のうち8396が畜産に占

められており，農家戸数800戸(うち専業400戸)で，そのうち乳牛銅器農家

は 550 戸( 1 戸平均15頭)である。また紋別市の中で

は股家戸数7悶5戸，耕地面積 780ha で，その作付状況は牧草 7096，とうもろ

こしなど飼料作物 1096，てん莱 996，ばれいしょ1. 596などとなっており，

乳牛は全戸で飼養し合計 1 ， 160 頭の酪民地帯である。

梯沢さんのところは，紋尉市郊外諸滑駅から西方の国鉄i者滑線および国道

239号線添い 3km に位置している。家族は経営主夫妻，両親，妹(病弱)，

娘(名寄農業高校 3f手在学)の 6 人である。

:WU沢さんが現在地に居を持ったのは，大正11年叉藤吉さん (78才)が現在

地に耕地 3ha と種牡馬 1 !U'{，搾乳牛 1 頭で営践を始めた時以来で、ある。そ

れは，大正 7 年藤吉さんが札幌市近郊の篠津町から分家して渚滑町市持地で

馬車輸送業を営んだ後，水害に遭って現在地に入植したことによる。現在の

渚滑I!IJは上記のように酪喪中心の農業経営が行なわれているが，大正1]年の

日本吉さんの乳牛 1 頭がそのはじまりであった。また昭和 4 年頃藤吉さんが設

備した中古のセパレーターで、間近の人達の牛乳を処理したが，これが地区の

集乳処理場のもととなった。そうしたことなどから藤吉さんは地域酪農の始

祖としてまた先導者として高く評価されている。

柳沢さんは進取の気性で非常に実行力に富む人である。研究心も旺盛で車rr

しい技術を積綴的にとり入れて経営の改善をはかつているが，同時に試みて

結果のよかったものは独り占めすることなく，附‘近の人達に知らせ地域全体

の経営向上に寄与しているO 努めてそうやっているというのではなく，そう

しないでは気が涜まないとしづ人柄であるO そのような人柄と実績によっ

て，音ßl答や地区の農業関係者の信望が厚く，推されて北見地底酪Jllk 協議会理

紋別市農業委員会委員，沼会滑酪農協議会理事などの役職宏勤め，地域農

業の:fiJX輿に寄与している。

生活の面で、は，住宅の整備には行きとどいた配慮(昭和羽生i三改造)がなさ

れており，暖房，採光はもちろんのこと，夜間電力利用の諒水貯槽の設備，
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第 2 図柳沢さんのほ場略図
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厨房設備，室内花壇など，一家の健康と団らんへの深い心遣いが感ぜ、られ

た。また，名寄農業高校在学中の娘さんは酪農クラブに属して酪農を研修し

ており，農業後継者としての将来を囲く志向しているとのことで，その閣で

も明るい明日が期待される。

翻ニ代にわたる努力の結晶一一受賞者の経営概況

柳沢さんの経営面積は，普通畑 4.7ha， 牧草畑 8.5ha， 放牧採草地(牧

草 1 番刈り後放牧利用) 12.5ha, 宅地の合計 26.2ha で，他に山林 5.0ha

を所有している。畑地の作付状況は第 1 表の通りである。

家畜は現在乳牛 30 頭(成牛19頭，若牛 11 頭)耕馬 2 頭，豚10頭(母豚 1

頭，子豚 9 頭)鶏30羽を飼養している。なお，豚は叉藤吉さんが管理し，そ

の収入は，両親の小使銭(飼料は柳沢さんが提供)としているとのことであ
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第 1 表 *nl ほ;場の作付状況

H刀工1 平日 .15 年 H自 来日 46 

面積 (ha) 作付1{Z(忽) 商税 (ha) 作{、j 率(必)

て ん 菜 1.7 1:3 2.7 20 

ば ;h \，、しょ 0.3 2 0.1 l 

デントコー γ 1. :3 10 1.1 8 

え> ん 表 1.0 S 1.0 8 

家主奇ピート 0.4 3 0.3 2 

牧 毛主 8.5 6.J. 8.0 61 

13.2 100 13.2 100 

第 2 表施設および機械の整備状況

方包 設 数 機 械 数

言答 舎 2 棟 トラクタ (42 FP , 52 I-P) 2 合

差是 j幾 /~ て 民1 2 棟 モ…ア 2 」に品3、

念 Jfl� (乾草) 1 棟 サイドレーキ(へイメーカ) 2 合

サ イ ロ 1 法 フロントロータや 1 合

Jjfi 月巴 場 1 fさ トラック 1 合

尿 i留 5 i箞 トレーラー 1 合?

る。

労働力は経営主夫妻の他，酪農投手j，jの実習生 1 名(男子20才， 3 月から12

月の間)と老父の若干の手助けを加えて，男 2.4 人，女 1 人のま1'3.4 人であ
マ

屯)0

柳沢さんの農業経営のおもな施設と農業機械は第 2 表の通りであるが，て

ん菜栽培の関係では， 45年秋ピート・ハーベスタ(ハト式)を 8 戸共同で，

また46年春にはてん莱高!佳成型施肥機(北糖式)を購入し省力化に努めてい
マ

屯〉。

柳沢さんの経営収支の概要は第 3 表の通りで，自立経営i史家として健全な

経営を示している。

なお，耕地 3ha より出発した;fJJ[l沢さんのところが，今日の安定した経営

-9-



第 3 表経営収支の概況(昭和45年)

項 日 金額(千円) E真 目 金額(千円)

農業粗収入: 6, 590 差是 業経 在]予 費 3, 790 

f毛皮 J[又入
blJごEくL 業: 所 得 2, 800 

て /v 菜
(所 得 ネ) (42.5必)

ばれい
}, 250 

し よ 50 

1iff Ei~ 収入
* 星空 1, 190 

4二 手L 代

イ向 阪 7ゴUプ
5, 340 

農家経済余剰 1, 610 980 

規模にまで発展した約50年間に親子二代にわたって文字通り長に星を仰ぎ，

タに箱を踏んでの営々と努力した結果で、あることは第 4 表の経営面積の変遷

および第 2 図のほ場擁況からうかがい知ることができょう。

第 4表経営面積の変遷

年 次 i許 (ha) 減 (ha) 経営面積 (ha)

大正 11 年 3.07 

昭和 2 年 4.25 7.32 

3 年 25.00 32.32 

15 年 4.36 36.68 

15 年 4.01 40.65 

15 年 5.00‘i 45.69 

昭和 27 年 25.00*キ 20.69 

31 年 3.50 24.19 

34 年 2.00 26.19 

41 年 2.50 28.69 

45 年 2.51 31. 20斗*持

備考 * :昭和 15 年の 5ha は山林

料:昭和 27 年 25ha 減は次男分家のため

料キ:昭和 45 年現在土地利用区分

畑・採草放牧地
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第 5表てん菜l以泣の推移 (kgjlOa)

昭和I 44 年 昭和 45 年

iJ�ll む1 氏 収 iil: 4 ， 6っ。 5, 050 7 ， 970 注)

(柳沢氏作付間在日) (1. 1ha) (1. 3ha) (1. 7ha) 

対51!百・ I可元関 1 区平均 4, 840 4, 130 5.790 

f決 3リ 市 王子 ~J 4, 090 3, 590 3, 770 

全 滋 f 均 :), 843 3.535 4, 301 

(注) てん菜の収f訟は，各決家毎の全iiJ:が討設出荷されるので， :l平刈の収設で

はない。

なお柳沢氏の昭和 46 年収長は 8， 230kgj lOa (作付面積 2.7ha)

てん菜と酪農の結びつけ一一受賞財の特色

受賞lげの特色は，北海道オホーツク海沿岸中部の寒冷な気候と敵性有質

の{J:&位生産土壌地帯において，永年牧草地 (7~8年)にてん莱を栽塙して，

第 6 表 ~VI: ~丞概要

1\コn 毛主 ポリラーベ

ぽf 4去
3 月 21 13: ピニーノレハウス内商F去にてロングベーパポッ

ト (15cm) 使用

I潟 引: 4 月 2~ 71=1 :ヌj;;菜 3 楽頃11"めに

;修 絞{
5 月日 ~10H :;本業 4~ 5 ~廷頃

殺樹木数: 6, 600*j10ha (1住開 61cmx tM~J 24cm) 

弱? κ土:ぉコ 2 間:秋緋(トラクタ 30cm 紛)，若手耕(ロータベータ 1M

施月巴五i: 高度化成 105 (N 11 , P 20, K 15) 140kg，チリ1íf1í石

25kg，熔成燐肥 15kg，尿索lOkg，苦ii険加ffi lOkg , 

方む m'] 鶏~I~ 90kg 

jj証 JJB法:化成肥料 20kg，晃(i}l~ 30kg 全fiTIlnx;{[i，他は続作条

に施Jn

中 *JI 除草 3 問: 6 月中1U ， 7 月仁1"旬 8 月上旬

!的 !徐 5同 間: 6 月上旬， 7 月上旬， 8 月上旬， 8 月下旬. 9 月中旬

)1又 穫
10J] 301ヨ ~11 J] 201] :擦種後 210 日以上，根部肥大終了後，

ビートハーベスタ手iJff]
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10a 当り 7， 970kg の高収量をあげて， 酪農とてん菜とを結びつけた寒地畑

作酪農経営の確立に明るい灯を点じたことにある。

柳沢さんが酪農主体の経営の中にてん莱をとり入れたのは，昭和43年から

で，まだ数年にしかなっていない。しかしながら，てん菜栽培についての新

しい技術を積極的にとり入れ，自分の経営条件の中で生かして，全道および

海辺地区の王子均収量に比べ驚異的な高収をあげ、た実績は第 5 表に示す通りで

ある。

榔沢さんのてん菜栽培は，高畦移植栽培法であるが，その耕種法は第 6 去

のごとくである。

柳沢さんのてん菜栽培技術上の特色として次の点があげられよう。

① 床土の培養と早期播種

床土には，堆厩肥が十分に入った (4 トンj10a) 最良の畑地からとり，炭

カル，鶏糞粉末を混和したものを使用している。なお46年には，ペーパーポ

ットは長さ 15cm のロングポットを用い施肥量を 5 割増とし，床土には泥

炭を主体とした土壌改良剤フミトップの施用も試みている。 j務種は王子均より

2 週間程平い 3 月 20日頃行なっている。

② 融雪の促進と生育期間の延長

てん菜作付予定ほ場には，炭カル(黒褐色) を 10a 当り 50kg 散布す

ることによって，融零を約 2 週間早め， 4 月末から 5 月はじめのゴールデン

ウィーグに耐近の中学生を苗運びのアノレパイトに使つての早期移植を行なっ

ている。早期播種，早期移植によって， 10月初日以降の収穫まで 210 日以と

の生育期間の確保(てん莱の生育には積算温度 2， 90QOC 位が必要とされてい

る)に努めている。

③ 地力の増強

柳沢さんのほ場はほぼ均平であるが， 耕地の大部分は耕土浅く (20cm 

程度) ，霊粕酸性土壌(表土:埴壌土 PH5.2，下露土:埴土)で排水不良地

であったため，今まで土地改良として暗きょ排水，砂客土，酸性矯正，心土

耕，心土破砕などを行なって土地基盤の整備に努力してきた。てん菜の栽培

-12 -



にあたっては，生産力が低下してきた永年牧平地を選んで、秋MÞ (トラクダ

30cm 朝起，デスグハロー 2 由掛け)し，さらに春耕(トラクタお!とロータ

ベータ耕:)によって，牧草の細断混和と砕土の均一化に努めている。この牧

草加の転換には昭和40年から北海道で司r業化された「てん菜酪J12推進事業」

を導入利用している。秋耕時には附近養豚場より入手した豚糞 3 ト γ(46年

度には 4 トン)を施用し，また春おi時には牛甑肥 2 トン~加えて地力の増強

をはかつている。豚裁のほ場還元利用は附近に養豚場があるとし、う立地条件

もあるが，濃厚錦料多給の養豚場擬楽物の資滅的活用としててん菜栽培との

結び、つけは注目すべきであろう。

④ 多収に見合った施肥

;fJj[l沢さんのてん菜には， 10a 当り窒素 28kg，燐酸 31kg，加里 23kg を

よび作条ìこ節用しているが，これは紋別市てん莱施)J巴基準 (10a 当り

収泣 4 トン目標)の，それぞれ 8096 ， 3096 , 55:広域施に当っており，この

ほかFH近養鶏場より入手の)irð~を 40kg (46 年には 90kg) を施用し， 多収に

見合った肥料の泊施を行なっている。

⑤ てん菜茎葉手IJfo刊を配慮した栽培管理

てん莱の健全な生育とてん莱茎楽部の乳牛への給与を考慮して，牛乳へ

の毒性のない薬部による病害虫防除合十分に行ない (4 ~ 6 回)， また中耕

( 3 田)もてん菜の茎葉を傷めないためトラクタ耕によらず馬耕を行ない，

収箆j閉まで、茎葉部を鑓全vC保つことに心掛けている。

⑥ てん菜の導入と輪作体系

てん菜ìâ:'牧寺([1:Ulに導入したあとの ;1命作体系としては，おおよそ次の体系で

行なっている。

永年牧草 てん菜一てん菜ーデントコーンー牧草( 3 年)
\牧草( 3 年)

永年牧草あとのてん菜の作付年数については自下試験研究機関で検討中で

あり，土壌条{~二などによっては 3 年連作の可能性も考えられているが，現在

のところ柳沢さんの行なっている 2年連作は適切な年数であると思われる。
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高磁完了後

襲撃受賞の意義と今後への期待 受賞者の技1;時・経営の普及性

と今後の発展方向

北海道の北部地域すなわち，紋JJIj市を中心とするオホーツク海沿岸の西紋

地区と稚内市を中心とする天北地区の農業には，その環境条件に耐え得る 2í~

幹作目としての乳牛とてん莱とを結び合わせた離農畑作経営が地域営農類期

のひとつとして期待されている。その理由として次の諸点、が挙げられる。

① てん菜茎葉およびビートパルプ利用による購入飼料費の節減

てん菜は根部と茎葉部との割合はおおむね 1: 1 なので 40 トン/ha (全

道平均収量) のてん菜収量の場合，茎葉部の利用率 7596 として 30 トンが乳

牛に給与される。それは館料価値からみて約 3， 500kg 産乳の飼料と計算さ

れるので，ほぼ乳牛 1 頭が飼養されることになる。また，実態調査によれば

てん菜を作付して茎葉部を給与している酪農家と然らざる酪農家とを比べる

と，ー殻に乳量が落ちる 11月 ~12月における乳量低下の割合が少なく，泌乳

量が 10~1596 多いことが知られている。

ビートパルプはてん菜4 トン出荷に対してパルプ 3 梱が還元される。(1 

梱 60kg は市価 1 ， 500 円，出荷還元の場合 650円/梱)。ピートパルプ 1 梱の

飼料嗣障から算出して， 40 トン/ha のてん菜生産によって市師の半値以下で

還元されるピートパルプは，約 4， 600kg 産乳の飼料であり乳牛 1 頭が飼養

される。

② てん菜を生産出荷す~ことによ~現金収入の確保

- 14-



ビートハーベスター

による収穣作業

てん菜は「砂糖の髄格安定などに関する;公律」によって最低生産者価格

(45 年度 7， 760 円/トン，取引価格 7 ， R35 円/トン)が決められて ha 当り

40 トンの生産によって約 31 万円の粗収入になる。なお， 家族労働報酬は約

9 万円jha と見積られている。

③ 家畜ビートの作付の廃止

北海道北部の酪農の冬期貯蔵飼料として家議ピートが作付されているが，

この冬期間の貯蔵には凍結腐敗防止のため常然保混などによって 50C 前後に

保つ必要がある。また給与には切閉するなどの手間がかかるが，てん莱を導

入して茎葉とピートパルプを利用することによって手間のかかる家畜ビート

の作付をやめることが可能となる。

④ てん菜の導入による土地改良および地力増強の促効効果

てん莱は深根性作物であり，酸性に弱いなどのため，てん菜栽絡には「土

づくり」が前提条件となる。したがっててん菜を導入栽培することによって

土地改良による土壌理化学性の改替や堆既肥の施用による地力地強，合理的

な輪作体系の確立が促進される。てん莱で多収をあげた土壌条件，栽培技術

は同時にまた後作物増収にもつながり，例えばてん莱あとの牧草は15~2096

梢収することが実態調査で明らかにされている。

以上のように，てん菜と酪712 との有機的な結びつきは経営の安定，向上の

ために極めて有利な諸点のあることが指導されているにもかかわらず，実際

にはすぐれた実績をあげている慨は甚だ少なし、。それは重粘性の極度に強い

土壌条件のため土地改良など基盤整備が非常に困難であること，また気象条

-15 -



柳沢さんの審舎

件から直訴による従来の栽培法ではてん菜の生育に必要な積算温度が得られ

ずに極めて低収であったこと，さらに酪法家にとっては直播てん莱の間引き

作業(てん菜は多距種子のため 1 個の種子から数本発芽する)と，牧草の収

穫，乾草作業との労働が競合することなどによっている。しかしてん菜栽培

の新しい技術として移植栽培法が確立したことから，積算温度の確保が可能

となりまた間引き作業の時期は農閑期の苗育成時期に移されたが，いまだに

道北地域の酪農家へのてん莱導入は進展していない現状にある。それは理窟

としてよいことであっても農家が農業経営内の技術として実行可能で、あわ

効果のあることを実証していないものは哲二及されないことのためと考えら

れる。

柳沢さんがてん莱導入に踏み切った動機は， 42i手に家畜ビ…トの部に紙筒

移植栽培を試み， 10a 当り 12~13 トン(直播では 5~6 トン)の高収最を得

た結果から自信を持って，てん菜栽培を行なうこととしたことにある。そこ

で， 43年部落内に提唱して北海道てん菜酪農推進事業による牧草地の転換畑

造成を行ない，率先しててん菜の育苗にかかり高畦移植栽培を行なった。そ

の後逐年，てん菜栽培の新しい技術をとり入れ，柳沢さんのほj易の現境条件

に合ぜて消化し改詳して，導入 3 年目にますし、て第 6 表にみるように商紋地区

のみならず全道的にみても驚異的な高収量を獲得し，酪農とてん菜との結び

つきの有利性を突証した。 46 年は北海道にとっては前例のない程の冷害年

であったが，柳沢さんのてん莱は 10a 当り R， 230kg をあげ，部落平均約

5, 800kg (推定)，全道平均 4， 055 kg を遥かに上回る実識を示した。このこ
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とは，単に道北地域の);，~業確立のためのみでなく，稲作転換問題をかかえた

北海道農業全体としても寒地民業確立のための大きな指針として評価される

と }i!:!.iつれる。

かつて， í柳沢さんの父藤吉さんが，地域酪換の先達として酪農振興のため

に大きな貢献を行なったが(昭和 29~45 年，鴻滑酪農振興会長)，その跡を

承けて柳沢さんが rてん莱導入→良fft~又入の確保と飼料合理化寸酪民高生
\迫地力のよ特進一+牧草生産の向上/

産→経営の安定・向上j という「てん莱・酪農結合経営」の模範合実証し得

て，こんご、寒地畑作酪農経営確立のため，その先迭として寄与するところが

秘めて大きいものがあると考える。

17 



寒地農業の確立をめざす

柳沢

このたび，第10回設業祭農渡部門に

おいてはからずも天皇杯受賞の栄に浴
し，身にあまる光栄と感激で一杯で

す。
私とてん菜との関係は，昭和42年に

父から農業経営の一切を引継いだ時点

にはじまります。即ち，私は父の酪渋

専業の経営にてん菜を取り入れた，い

わゆるてん菜酪農経営を確立すること

が，当地域における最も合理的な営農

方式であると判断したわけで、す。

:Z もとより，てん菜栽培技術につきま

しては浅学界才であり，製糖会社の原

料事務所や，農業改良普及所などのご

懇篤なる指導に頼ったのであります

が，てん菜の;場合俗人によって極めて

収量に差異があり，それが栽培技術の

優劣によることに気付きました。主幹
い，当地の篤農家で，昭和44年には全

道ーの高収査を収めた佼呂間町の林一

郎氏に直接，首作りや肥培管理技術等
について示唆を授かるとともに，自ら
の創意と工夫を加えて作付けしたとこ

ろ，昭和 45 年は1.7 ha の作付面積

で， ha 当たり平均 80 トン，昭和 46 年

は 2.7ha に増反して平均 84 トンと冷

害年にもかかわらず前年を上廻る高収

設を記録したわけでございます。

当初は，搾乳，放牧，牧草収穫など

の作業とてん菜の移植や病害虫防除作

長ごム
，口

業などが競合し，無理な労働を強いら i

れる箇もあちましたが，最近では植付!

けから収穫まで，ほとんどの作業を機!

械化することにより，労力配分にも多|

少の余裕が出てくるようになりまし i
~" 
れ」。

私のてん菜増収の儲は，良い商を!
育て 1 日も早く植付けし，出来秋に i

は 1 日も長く畠におくこと，また， R巴[

料を十分に施し，病害虫防|徐は完全に i
突施すること，さらに“やればでき!
る"とし、う根伎を持つことです。 I

てん菜は，菜根を販売する以外に頚 1

2震はサイレージなどに飼料化でき，そ i

のほかノξノレプが還元されるなど酪淡経 l
営を檎完し経営改善を促進する有利 j

性を持っておりますので，酪農振興を!

日採日かけZている地域にあっては， i 
てん菜を是非とも経営の中に取り入 l

れ，酪淡経営の発炭向上が期されるよ[

う努力したいものです。

このたびの受賞につきましては，不 i

肖，私個人の栄誉にとどまらず，北海|

道農業の振興に関しても意義あること i

と存じますので，これを機会に微力で!
はありますがさらに研さん努力を重|

ね，北海道におけるてん菜の生産と糠 l
業の発展に努めてまいる所存でありま i
すので，関係の方々の一層のご線鑓を|

賜りますようお願い申し上げます。 I
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日本農林漁業振興会長賞受賞二二

出品財こんにゃく

受賞者野中喜高
(福島探東白川部概念町大学寺山字鶴生 34)

こんにゃく特産地づくり一一受賞者の略麗

水戸駅からローカル色の波く漂う水線に乗り換えると約 1 時間半で福島

県;こ入る。福島県中通りのi苓の外れである。 Z誌に阿武隈山系，西に奥羽山系

第 i 図 受tt1ii・所在地略図

に挟まれて，南北に久慈JIl流域の狭い

平池が， 矢祭町高町， 榔倉IHJ と続

く。この辺りは，久慈}II vζ沿ったエf'-J自

に7MBが主ßなり，続いて山に向ってゆ

るやかな傾斜の台地に畑が広がり，

家は山の際ーにならぶ合理的な土地利用

の姿である。この辺りが沼島県のこん

にゃく生産地帯東白川郡である。水戸

j択から約 90km， 2 時間少々で磐城llYJ

く。ここが野中さんの住む棚倉

町である。

さんがこんにゃく作りを始めた

のは終戦後， ~i毎繁から:復員して以来で

ある。むしろ設業を始めたのは終戦後
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からといった方が正しし、。昭和13年に福島県立東白川出蚕学校を卒業後，昭

和15:4三 6 月，横須賀海兵団に入団，海軍航空隊で活躍し，終戦時には海軍上

等整備兵腎であった。平素は無仁1 でありながら，ここというときには明快な

決断で方向を示し，人々を引っばってゆく野中さんの人柄はこの時期に養な

われたものであろう。

東白川郡一帯は標高 200m 以上で， 気象的には年平均気瓶 120C 程度，

年間積算気温は 4， 5000C，降水量は 1 ， 600mm 程度である。真夏には 300C

を越える日もあるが，君A熱の日数は少なく，日照も降水も適度で、あること，

こんにゃく生育時期の大敵である台風の襲来のないことなど，こんにゃく生

産の適地である。八溝山系の変成岩に由来する土壌は，表土 25cm 前後，腐

植含iIJ: 396 前後，有効土閣の深さ 50cm 前後で深く，耕起，砕土は容易で、

あり，透水性，保水力ともに中で，過湿，過jfをのおそれは少なく，土壌的に

みても，こんにゃく生産の適地である。

この地域のこんにゃく栽培は相当以前から行なわれていたが，需給動向か

らみたこんにゃくの将来性と，ここが適地であることに自をつけた野中さん

は，水稲の収量も比較的低く，他に有利な作目も少ない東白川地域をこんに

ゃくの特産地たらしめるべく目ざましく活動を始めた。

こんにゃく生産の振興は優良種いもの普及からと，昭和36年から 6 人の仲

間とともに福島県指定こんにゃく採種ほ事業を推進し，今日ますます発展さ

ぜているほか， 37 年から 43 年まで近津山間農協こんにゃく生産副部長(初

代)をつとめ， 39年より 43年まで白から設立した福島県こんにゃく産業振興

会の初代会長をつとめるなど，こんにゃく産業の発展に尽力した。中でも特

筆されるべきことは，こんにゃく生産振興の担い手である人材の養成につい

ての貢献であろう。塙町所在の県こんにゃく試験地でのこんにゃく中堅青年

養成講習の突;giに尽力し， 38 年に開始された際に率先して第 1 回講習生と

して参加し後進に範を垂れたが，この講習は現在もなお毎年継続して行なわ

れ，これまでに 465 名の卒業生左出し，これらの人々はこんにゃく生産振興

の第一線に立って活躍している。また，この地域が，こんにゃくに関して!日
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産地であるため，仲買人など業者の勢力が強く流通上の不利もあったので，

野中さんらはこの改苔のために712協による共販の推進をばかり， 35年より生

いも共版~始めたが， 45{F三段林省の地域特産11~業推進事業により近Ì'!1: 111/列店

協に荒粉加工施設が設けられ， この結果一躍 30必以上の共販率を示すよう

になるなど，生産自のみならず流通商まで幅広くこの地域のこんにゃく

:fJ.長興に立献していることは人々の認めるところである。

野中さんは現在，揺j印県こんにゃく産業J反興会顧問，近津山間農協理司ßìfE

こんにゃく生産部長，同位協火力乾燥場運営委員および共販推進委員などの

役職にあり，今後の活践がますます期待されている。

こんにゃくに関する野中さんの受賞肢は昭和29年， ，店主業共進会での君rs共進

会長賞の受賞に始まり， 40年第 2 聞こんにゃく振興共進会で県議会議員賞，

42年第 4 閉の i可共進会で振興会長賞， 45年良業祭参加の県こんにゃく振興共

進会で民林大臣賞を受賞するなど，輝かしいが，この他にも青少年育成功労

賞の受賞，議産共進会での和牛の入賞などもみられ，誠実で研究熱心な人柄

ヵ:うカミがすっtLる。

な発展一一受費者の経営状況

野中さんの住む1m倉II!J近y21tf.L! fiúJ農協管内の決業事情は次のとおりである。

耕地は水EEl 374ha，普通焔 221h弘前岡地 23ha であり，作付状況は稲

385ha，こんにゃく 195ha，やさい 48ha，たばこ 36ha，塁走 21ha などで，

「米+こんにゃく J， I米+たばこ十やさし、J ， I米+繭」などの複合経岱・が

主な経営類型となっている。こんにゃくは，収穫面積 88ha，生産数量:2 ， 464

トンで、地域の農業総生産額描成で，米を抜いて第 1 位を占めている。こんに

ゃく生産民家の平均 1 り作付面積は 70a， 45 年の王子均 10a 当り収JiJ:V土

約1. 9 トンである。

野中さんの経営lJt-地は， 水田 lha， ~Il! 1. lha で，ほかに山林 llha，仔

とり用の和牛を 1 頭鯛育している。 45 年の作付はこんにゃく 85ha， 水稲

100a，きゅうり 15a，その他 17a で仔午・の売却を含めて農業所得は 2， 273 千
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第 1 表 l昭和 45 年度経営収支紙況

ff' 自 粗 Jl又 入 緩 、口山、A 主2 良業所得

こ/" f'こや く 3 ， 588 千円 1. 963 千円 1. Cì25 千円

稲 547 164 38:3 

き ゆ う り 463 200 2C�3 

肉 用 4二 122 23 99 

.7c の イ白 35 19 ]C� 

(固定財償却費) 113 -113 

メIコミ、 4, 755 2,482 2, 273 

r謝iKヲ 星空 1. 568 

良家経済余剰 70S 

円(うちこんにゃく 1， 625 千円)である。

農業労働力は本人 (48才) ，妻 (44才) ，長男 (21才)の 3 名で，ほかに母

(67才)，長女 (23才) ，次男 (14才)の 6 人家族で、ある O 資本装備は農機具

として耕うん機 2 台および付属作業機，自脱型コンパイン，動力噴霧機など

であり，施設として種いも貯蔵庫 (2 間 x10 尺)， 予備乾燥施設，作業合，

牛舎，堆肥舎，サイロなどを保有している。

昭和45年度の経営収支の概況は，第 1 衰のとおりである。

この表からもみられるとおり，野中さんの経営の中心はこんにゃくであ

れ次いで水稲である。きゅうりは，こんにゃくが夏場には余り労力を必要

としないので，この期聞の労働力の活用と現金収入が狙いであり，和牛は，

こんにゃく畑へ施用する:lí[厩肥の生産のために飼養されるなど，すべてこん

にゃくを中心に動いている。

終戦後， 10a から出発したこんにゃく作は， 毎年一貫して作付面積も 10

a 当り収最も伸びている。最近10年間の動きは第 2 表のとおりである。今後

もこんにゃく作を中心に生産規模の拡大をはかり，水稲よりもこんにゃくに

l1î:点をおいてゆくことにしている。堅実な発展ーぶりであるO

機安定多岐，高品質一一受賞財の特色

野中さんがたびたび入賞しているこんにゃく共進会は，生子から 3 年生ま
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第 2 表 こんにゃく生産の経過

作 付 阪i 1i'l 3 年生

年次( 合計 i阪泣

10alJ 当iL t-り J[又

立 a a a al kg kg 

l取 36 7 17 4 7 35 3, 040 8, 521 

37 8 21 4 8 41 3, 097 1, 239 10 ,307 

38 10 22 9 48 3, 113 2, 179 12, 089 

39 12 24 8 11 JJ 3, 179 2, 543 14 , 290 

40 15 17 16 10 58 3, 260 5, 216 I 15, 861 

41 14 18 18 9 59 3, 342 6, 016 16 , 143 

42 15 25 21 61 3, 423 6, 768 15 , 835 

43 16 25 20 61 3, 488 6, 976 17 ,095 

44 19 29 22 70 3, 586 7, 889 19 , 814 

45 26 38 21 85 日051 7, 361 23 ,389 

第 3 表 昭和 45 年度こんにゃく生産および販売状況

:'t. 二子

1 王子生 1 26 720; 8.8 I 2, 487 1 6, 466 1 3, 860 I 2, 606 1 1. 316 1 400 

2 主ドダミ I 38 1, 429 i 6.0 I 2, 5191 9, 5621 5, 2391 4, 8231 1, 875 

3 年生 21 1, 712! 3.91 3, 5051 7, 3611 7, 361 

計ー
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収穫されたこんにゃく

(右から生子 1 年生，

2 年生 3 年生の11反。 3 年

生は約 2.6kg)

での各年生のいもと荒粉とがセットとなって審査の対象となる。したがって

各年生のものがバランス良く調和した安定多収であると同時に， iRl質的にも

優れていなければならず，高度の技術に裏付けられていなければ入賞はで、き

ない。野中さんの特色は，技術および経営内容の優秀性に由来する高収量水

準で，高IR1質のこんにゃくの安定生産である。第 2 表にみられるとおり，昭

和36年から45年に至る10年間の 10a 当り収量( 3 年生)は 3.1~3.5 トンと

極めて安定的で， この地域の乎均 10a 当り収量1. 9 トンに比べて五割以上

も高く，しかも毎年上弁する傾向にある。

1.高収量

野中さんが安定して高収量を上げている要因は第 1 に「土づ、くり j の努

力，第 2 に種いもの厳選を技術の重点としていることである。

(1)土づくり一作物生産にとって土づくりが基本であることは改めていうま

でもない。ことに堆厩杷の増施による地力の維持増進の重要性は，多くの人

々によって古くから言われてきたところであるO 近年の化学肥料依存の傾向

をみるとき，野中さんの堆!既肥施用を主体とした土づくりは;農業生産の正し

い姿を実証しているように思われる。

野中さんの土づくりの基本は堆厩肥の増施であるO 水田から得られる稲ワ

ラをまづこんにゃく畦間のマルチに用い，これを収穫後に堆JJE としてすき込

む。また製材工場に敷地を貸しているために無料で、入手で、きる木材のチップ

屑を，和牛の敷料として踏ませた後，積み上げておき約 1 年で良質の堆!玩Il巴

ができるので，これを施用する。堆厩肥の施用量は合計で 10a 当り 2 トンで
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野中さんのこんにゃく畑

ある。

深耕は 3 年vc.l 皮， 長~J~ トラクタによって 30cm の深ざまで掘り起す。

このトラクタは白JII地方広域市町村周整備組合機械運営センタ一所属のもの

である。このほか，毎年秋の収穫後にM うん機で耕超することに始まり冬期

間に最低 5 田は掘り起して土壌の風化をほ!っている。

施肥の合理化のために，毎年，とくに問題のありそうなほ場を点に1112主

改良普及所に依頼して土探検診を受け，土壌 pH や石灰， 苦土，亜鉛など

の要素欠乏に注意して施胞を行なうなど， 2'J~:TìíJに周到な対策を突施してい

--, 
00  

土壌病者については，クローノレ， ピリンによる土壌消毒で、防除に努めた結

果，問題となるような発生をほとんどみなくなり，堆既肥による有機質の多

給と杷まって連作障害がほぼ完全に回避され， 15年以上の述作が続いている

ほ場があることなども注目に値しよう。

土づくりの結果，いもの年生別の生育特性に応じた土壌条件のほ場が銘 2

留にみられるとおり，それぞれ整備され高い生産力をあげているが，とくに

生産の最終段階である 3 年生のほ場を周到に管;JÆのとどくよう，自宅に隣J~

させていることの意味は大きし、。

(2)種いもの厳選一野中さんのこんにゃく栽培技術で最も重点がおかれてい

るのは優秀な種いもを選抜する技術であり，このことについての長年の努力

が今日の高収益:をもたらしているといえる。季五:いもの選別は 3 段階に分けら
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れ，生育期，収穫期，植付 第 2ß認畑の分布と 46 年のこんにゃく作付状況

前の 3 回にわたり行なわれ 1 

る。

生育期の選別では，兵品

種，続株，奇型株などの除

去を行なう。東白)1 !地域で

は，野中さん達の影響で，こ

のことは地域として広く行

なわれており，通りすがり

に病株，奇裂株などが @I に

ついたならば，他人の畑で

あっても，ためらわずに抜

きとって捨てることになっ

ているという話も開いた。

。主)

の ø③
の、 l 年生

② 2 年生
① 3 年生

(合計で 85a)

収穫期の選別では，いもの大小，充実性などの点について優良なものを選

別する。

植付前の選加では，主3FのWE!Jô状況や活力から優れた程いもの選別を行な

っている。

3 段階の選別の中で，最も重点をおいているのは収穫期の選別であり，

良な種いもが数多く選抜できるよう，生子から 3 年生にいたる各年生のいも

の作付は面積に相当のゆとりをもたせている。大量の種いもの収穫乾燥のた

め}よい作業舎や建物の軒先が準備されている。

なお，選別された種いもの貯蔵についても周到な注意と努力が払われてい

る。土壁でできた種いも貯蔵庫 (2 間 xl0尺 2 階建 6 トン貯蔵可能)で

と火煙を併用した貯蔵を行なっているが，こんにゃく栽培全労働時間の

約 4 分の 1 の時閣が種いも選別と貯蔵にあてられている。

こんにゃくの耕種技術一野中さんの耕種技術の概要を以下参考までに述べ

る。
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収穫後の種いもの乾燥

(1)植付時期地温が 130C になる 5 月 8 IJ ~10日を中心に約 1 カ月の間

は付け 5 月初日頃までに終える。間続が22日頃から始まり，水の

係で田植j弱は動かせない。

(2) 品種在来種

(3) 栽椴密度 10a 当り 3， 000 本

(4) 施肥 i笠宮肥 10a 当り 2 トンのほかにこんにゃく用配合肥料 (8-12--

10 に苦土 4 が加わったもの)な 10a 当り 100kg 施用

(5) 病害虫訪除 ボーノレドーを主体{じストマイなど，年間 6~8 四散布

する。

2. 省力化と薬約化一労働生産性

野中さんのこんにゃく作の作業別労儲時間を昭和38年と 45:4三について比

したものを第4 表として掲げた。

この 7年間で全体の労働時間は 3 分の 2 以下に減少している。この原

は，小型管理機の利用による作畦， :l者土などの管理作業の省力化と，新うん

機に装着して利用される招収機の利用による収穫作業の省力化である。参jc;こ

後者による収穫作業の省力化は呂ざましく， 38年に 151 時間かかった収穫作

業が45年には50時間で済むようになり，突に 100 時間の減少となった。

野中さんの，昭和45ff.の労働時間は 222 時間で，こんにゃく作りの労働時

lI ijの全圏平均 10a 当り 289時間 (11\"3%1]44年)に比較して少ないが，全国的に

こんにゃくは山聞の急傾斜地など機械利用に不誌な畑に栽培されることが多

いのに対し，野中さんの;場合は機蹴利用に好適 L，機械の利用効率の高い王子

- 27-



作業別労働待問 (10a 当り)第 4 表坦畑であり，小型機とはし、え機
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械化も相当進んで、いる現状から

みて，両者の労働時間にはもっ

と差があってもよいように思わ

れる。しかし野中さんの場合

さきにも述べたように種いt土，

もの選別と!非蔵に多くの労力を

害1き，全労働時間の約 4 分の 1

の52時間をこれにあてているた

め全体の労働時間が地えている

もので，機械化によって省力化

された労働時聞が選)31j貯蔵の集

約化にあてられているというこ

とができょう。

こんにゃくの高収益性一3. 
割
引

ぷ入
口

経営の分析

こんにゃく作りの 10a 当り所得は19万 1 千第 1 表からみられるように，

こんにゃくは米の 4.8野中さんの場合，円であり，米では約 4 万円である。

倍の所得を上げている。農業所得を全体の耕地面積で割れば， 10a 当り 11万

8 千円の所得を上げていることになり，高収益経営ということができる。こ

んにゃく作技術の優秀性と同時に，夏場の余剰労力の利用と現金収入を兼一ね

たきゅうり栽培や和牛の飼養など， きめ細かい経営上の配応、が実を結んでい

ることは見逃せなし、。さらに，家計費として 156 万 8 千円が使われているな

ど，消費生活の水準も農村としては高し、部類に入り，生活を豊かにする努力

も払われていることが注目される。

綴地域ぐるみのこんにゃく振興一一今後の発展方向

現在 85a のこんにゃくの作付商積な 150a にまで増やす計

- 28-
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第 5 表東白J1 1地域のこんにゃく作付間続の推移(単位: ha) 

町村名 |昭和34年 35:禛. 40~f 41年 42年 43年 44年 45年

概念問了 62 66 92 94 225 215 239 253 

タミ Z寺田了 133 128 166 168 190 180 200 215 

iお 前T 155 158 239 242 330 320 345 353 

鮫 )11 村 48 51 73 74 97 97 118 123 

合計 398 403 570 578 842 812 902 944 

直1jをもっている。この程度の部杭であれば， 1Vえ付時に雇用労働を入れれば，

現在の家族労働力で、十分にやってゆける見通しである。この場合，現在の水

間を転用する考えはなく，今後米の生産調整が進むならば，他家の休ilJf7]( [j

や出稼ぎ農家の畑を借りてこんにゃく作付面積を拡大することを考えてい

る。 46 年の稲作転換では自家の転換水田 20a のうち試験的に 3a にこんに

ゃくな栽培してみたところ，付近の水間でて根腐れ摘の被害がみられたにも

かかわらず野中さんの水沼では高股栽培の方法をとったために病気の被害も

なく好成訟を収めることができたので， 来年ーは il去作団結 20a の全部にこん

にゃくを作付けることを予定している。

あととりの長男も今秋から農協の荒粉加工施設で働くこととなり，野中さ

んのこんにゃく作りへの意欲が次の代に受継がれようとしているO このこと

も野中さんの気持を切るくしている。

束尚川地域のこんにゃく生産保興に努力し，地域の発展とともに歩み，今

後もさかみ続けようとしている野中さんである。こんにゃくにかける意欲は今

も全く変らない。

ここで東白川地域のこんにゃく生産を展望してみよう。この地i或の作付面

積の堆移を表 5 に掲げたが，この10化問，この地域のこんにゃく生産は一史ー

して伸び続けており， 46年度は 1 ， 000haを越えたと推定されている。気象，

土壌などの 1:] 然的環境条件に恵まれていて，こんにゃく生産の適地であるこ

と，平坦地で機械利用に;Ì@ 1--，大規模様械化による生産性向上の見通しも高

いことなど， f!自の産地に比べ有利な条fijーにあるので，今後ともこの地域の発
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震の可能性は高し、。加えて県を中心とする①こんにゃくを基幹とした農家の

育成，②集団栽培の推進，③こんにゃく栽培の省力化と生産安定，④優良種

いもの生産，⑤荒粉加工合理化推進，⑥流通体制の強化，⑦こんにゃく中堅

青年育成などの諸項目を柱とするこんにゃく産地育成指導方針が着実に突を

結びつつある。 45年の地域特産農業推進事業による荒粉加工施設の新設を契

機に， 44年に 1696 であった農協による共版率も， 46年には 3096 に上昇した

が， さらに 50~6096 に高める努力が続けられている。現在，東白]11地域で

生産されるこんにゃくいもは 7， 700 トン (昭和 45 年) で， そのうち荒粉加

工施設で処理される畳は約 3， 000 トンであるが， さらに荒粉加工施設を増設

し，商取引の優位性を確保する計図lを推進することとしている。

この地域の112家のこんにゃく生産への意欲にはすばらしいものがあり，こ

の中にあって野中さんの経営が地域のこんにゃく生産振興とともにますます

発展することを祈るとともに，今後のーそうのご活揺を期待したい。
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日本一銘柄確保に努力

野中

わが，福島県東白川地方は，古くか

らこんにゃくの特産地で， およそ 300

年前から栽培されております。私の家

1 でも栽培歴は古いが，本格的に淡業経

営の基幹的作物として栽培するように

なったのは，荒Lが俊民後の昭和25:(.1三か

らです。その当時は病答や連作陣容を

はじめとして種いもの貯蔵技術がt:Jl劣

のため，作柄が安定しませんでした。

しかし不安定ながらも収益性の高い作

物としてこの地方で長年産地維持が続

いたことは，気象条件，土地条件など

こんにゃく栽培には恵まれた立地条件

に法づくものと思います。そこで私は

関係指導機関の指導を仰ぎ， Fri潟の安

定， {I耐容の安定をめざし技術改主主に努

力してきたところであります。私のと

った主な改替/誌は次のとおりでありま

す。

1. 俊災程いもの確保

9芸指定採怒ほの指定を受け，品質の

統ーをばかり，積いもを厳選し，貯蔵

倉も電熱を利用し貯滋の安定化をはか

った。

2. 土づくり

! 深刻f (3 年卸こ行なう)を行なうと
共に，良質i邸巴を増施し土壌診を災施

し施胞の合理化(特に土嬢改良資材)

につとめた。

3. 病害虫と述作i淳容の排徐

こんにゃくは葉が 1 枚でありその保

- 31 

意書
=閑・a

惑がÆ~なので初期防徐を徹底し，健

菜作りにつとめた。また，土づくりと

共に土壌病害(特にこんにゃく綬腐!

病，線虫)の防除を行ーなった。

4. 栽培の翁力化

扱1反j幾の開発により続投:鉱大が容易!

となり，また，小型管理機の利用 (Fp

波， .培土等)による努力化ができた。

5. 流通の改替

組織の強化をばかり，近津l勾!llð及協

に火力乾燥機( 1 時間 1 トン処理)を

設置し，政協を中心とした系統販売の

磯立に努力した。

6. こんにゃく中堅背年の育成

昭和38年より，こんにゃく中堅青年

養成講習会(福島県災試こんにゃく試

験地)が実施され， 45 年度までに 465

名の修了生をおくり出している。この

修了生でこんにゃく振興会を組織し，

私はその初代会交として選ばれ，組織

の強化脊成に努めた。今後は，福烏j尽!

こんにゃく振興会並びに近洋jlj岡農協!

のますますの充実をはかわ栽培技術(

の研究と，組織を通した絞売体制の確 l
立に努力し，特産地の形成とともに，

日木一銘柄確保のために努力したい考

えです。

最後に今回の栄にi谷しましたのは，

今日まで拡を育てて下さった各指導機

関および行政機関誌先生方のご指導の

賜と深く感謝申しあげます。



日本農林漁業振興会長賞受賞

出品財水稲の集団栽培

受賞者舞地集団栽培組合

代表者竹並

(悶山県上房郡賀陽町市在地)

総集団栽培組合の結成一一受賞者の略歴

舞地集団栽培組合のある岡山県賀陽町は，県の中央部やや西寄りに位置

し，吉備高原の名で、呼ばれる隆起準平原に開かれた町で，町境は名勝豪渓な

どの深い浸食谷と標高 600~700m の連11jで境され，耕地は標高 300~450m

に開かれた純良山村で、ある。

第 1 [遡受賞者所在地l略図

- 32-

当町は昭和30年 2 月， I日 5

ヵ村が合併してできたIl!Jで，

耕地 2 ， 000 ha のうち水田

1 ， 500ha とタノミコ 300ha ヵ:

農業の中心である。最近は酪

7廷に力を入れており，農業協

同組合の総合牧場にはハーベ

ストアを導入するなど畜産の

近代化をばかり，乳牛飼養が

約 1 ， 000 頭に達するようにな

ったO また松茸と抑制野菜は

特産物である。



雲草地3集団栽培絡会

のメンバー

搾i也地区は町の中央部にあり，米・タバコを基幹部門とし最近乳牛も増加i

している渋業地帯である。耕地の内訳は7]CEEl 34ha (うち 26ha が基盤整備

ずみ) ，普通畑 10ha，樹岡地 2ha，草地・牧草畑 21ha で， 水田の比重が

、
。

当l吋では合許以来，農業の近代化を行政の根幹とし ， 71~業J反興諸施設の整

備充実・経営改善など民業所得の向上と安定に努力を傾けてきた。舞i白地区

ではこの合併と機を一つにして 1$摩地地区農業改良クラブJ が結成され，米

のj:Nl民安定と「米+αJ 農業への}l~t皮のためにサ世紀梨や乳牛の導入につい

ての研究が盛んになった。

昭和35年の新良村建設事業では地区青年達の集会所ともなる農産物の集荷

場が設置され，集団討議・共同研究が一間促進された。そして地i玄青年連の

共通の問題意識は，主要法j宝物の稲作について水田の基強整備ができていな

いため，反収が低く多労を要することであった。

米どころの当地i玄として反収 450kg で、は誕足で、きなし、。 1 枚の水IEが 3a

以下の棚田で機誠f七できないし半沼田で菜作ができなし、。 1 戸当り1. 5ha

の耕地を持ちながら土地を十分活かしていない。これらのことが集団による

民業経営の改善への意欲を一層かきたてた。

!主!の第 1 次構造改善事業の開始には真先に名乗りをあげ，昭和41~43年に

基盤整備と稲作の近代化施設が整備された。そして基盤整備で、きた 24ha を

対象に38戸の農家によって42年「舞地集団栽培組合」が結成された。その後

44年iこ県単事業:の「稲作総合モデノレ集団設費事業」の指定を受けー，多くの機
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年次

41 

42 

-l3 

-14 

45 

90m2 の電熱育苗施設

第 1 :表事業実施と機械の施設の整備経過

事 業 イノケコ

ñ'1 極総合モデノレ

築間設置事業

大型電熱脊苗施設

導入促進事業

41'平 主義 内

ほ場農道援 ÝÎ言 26 ha 

i涜渠排水施設 26 ha 

近代施設

ぁk
q二r

トラクター l 合， コンパイン J "fT', 
パインダー 4 台，格納康 1 棟

後械導入

æj直|没(動力 2 条) 6 会，パインダー

2 合，コンパイン 2 台，ライムソワ-

3 合，乾燥機 1 台

予f 菌室 (90m2 ) 1 棟

械導入を行ない，さらに45年には同じく県単事業で「大型電熱育笛施設導入

促進事業J を実施し， 90m2 の育商室を設置して 26ha の水間の育活を全部

これで賄い反収の安定化に寄与している。

当組合の事業実施と践械・施設の整備怪過は第 1 表のようである。

この組合は稀にみる団結の下に，近代技術の高位平準化による多収と省力

化を達成し，米+α部門として水田哀f'pの去作(ビールムギ)，のちに酪農の

ための飼料作(イタリヤン)の導入および省力化された家族労力の酪農・肉

牛・タパコ・夏野菜(ほうれん草)への投入による農業所得の増加，また規

模の小さい兼業農家には安定就業(最近ゴム靴工場が誘致された)による収

入増加を達成し，当集団栽培の結束と将来の発展への見通しを非常に明るい
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ものにしている。 (1昭i沼自和4必5年j度支第1叩O間岡山県/1良!k林漁業近代化表彰事業で

大匝賞を受賞した)

機集団栽培組合の経営概要一一受護者の経営概要

1. 生産組織と運営

この組合の管足立組織はつぎのとおりである(鰐 2 図参照)。

第 2 図組合の管理組織

j一一書記会計…第 1 班

(一一栽 培 係 会長一一l一一一第 2 IiE 

I 防除係長トー第 3 Iil 

トー用 水 係 長 卜一第 4 J:1E 

i受後械係長 j-第 5 班
[長ード班

:lJi在の役員は次のとおりである。

( 7 戸)

( 7 

( 6 戸)

( 5 戸)

(6 戸)

( 7 戸)

合長竹並仁一 (37才) 時総合長大木忠司 (36才)

歳原 (37才) 栽培館長大木正勝 (46才)

防除係長 IU il!時忠保 (32才) 用水係長大木静夫 (45才)

機械係長山崎敏治 (43才)

〈作業班長)

第 1 ]iJI 大木 (48:1'-) i;f~ 2 EE 石井 (28才)

第 3 双r: 竹並 (47才) 第 4 班成原 叙 (46才)

第 5 HE 大木 務 (61才) 第 6 班大木 (26才)

この組合は上記のように，集団を結人的に 6111:に分け，それぞれ班長のも

とに栽培係をおき，田植機・コンパイン・パインダーを各1'LT:に配分してい

る。

作業は共同と協定に分けられ，育活・銚起整地は組合の共間百!?負，出槌・

刈Z反・脱殺は班内共同，その他の施肥・水管理・防除などは技術協定により

摘別農家が行ーなっている。

技術の協定は毎年瞥及所と組合で共同検討した「栽精どよみJ によってお
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普及員と組合員との

共同検討会

り，完全にこれを守り整然と実行されている。

組合員の出役は 1 戸当り 2 人を原則とし，組合 1 本の共|句作業については

割当出役予定が立てられる。また各班は班こ、とに班長が中心で斑内の作業の

出役予定が作られる。もし都合で出役割当を休むときは，オペレター，一般

作業とも 1 時間 250 円で後日清算される。

脱穀後の籾の乾燥・調整は農協のライスセンター (佐竹式 1 臼処理長

300懐)に委託される。ここで、は各農家ごとの籾最が完全に計量されるので，

農家ごとの生産量は容易に識別・記録される仕紹みとなっている。

この組合の経営は補助事業で導入された機械・施設・建物以外は固有の資

産な持たず，実際の事業活動上必要な経費はその都度紹合員の集団栽培に提

供している耕地面積割で賦課徴収している。

2. 所要労力および生産費

集団栽培 26ha の水稲収量および所要労力の推移を示すと第 2 表のとおり、

である。

収量は44年 648kg ， 45年 570kg で平均 600kg としても，集団栽培前の、

450kg，現在の付近農家の 456kg に比べ 3096 余の増収となっている。

第 2表 水稲収長ーと所要労働時間(lOa ~当り)

42 年 43 年 44 年 45 年 一般農家

450 510 480 648 570 540 456 

労働時間 180 100 100 68 59 58 120 

(注) ①収益は装i宇田，② 42年以降はライスセンター利用
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J所要労力は59時間(乾燥は除く j で，これは集問栽培前の 180 時間の 3 分の

1 であり，付近農家の現在の 120 時間(乾:操は除く)の 2 分の 1 で，著しい

省力となっている。

作の生産政は第 3 去のようで，民間栽j授のこ諸経質が少なくて済

んでいる。とくに訪 i徐民@賃借料以外は各抗日とも少なし、。賃借1Sj料金がJ込

.7~;~~こ多額を裂しているのは，脊苗・耕起!fさi官。ライスセンターの利用などに

よる委託続問が多いためである。それでも 10a 当り 1 'Çl?用合計で， 全国王子

第 3 表米の生産:l!~ (10a 当ワ) 単位:丹

乱?i也集ぽ! [JiJ IU tlfl, 中 図 全 国

;{11l l1.� 主主 700 596 650 602 

JI巴 ギf ヂ之 -1, 858 6, 173 6 ,240 4, 822 

正百 j寸 来} 費 1, -101 1,715 1, 759 1, 824 

水 利 交 -100 703 683 1,446 

防 除 主主 -1, 349 1, 600 1,703 1，お4

建 物 星空 867 1, -191 1, 326 1, 479 

淡 フ院ミZ 主主 -1, 533 百， 558 9 ,223 7,732 

主主 力 !{1{ 97 142 95 

民俗?ド;f 料令 10 , 230 1,-193 1, 276 1, 343 

ヲ3 防 去を 8 , 52-1 22 ,773 21 ,928 22, 493 

メ仁ミ1 計 (a)(設)fl合計) 35 , 862 -16 , 199 H ,930 43 ,070 

反 J!;Z (kg) 570 475 -199 484 

級生皮 官 (b) 76, 950 6-1, 039 67 , 499 65 ,332 

L合X会二< 引 (b-a) .11 ,088 17 , 8-10 22 ,262 

(注) 鍔池袋団は!lß和 15 年度の依 (4-1年はlSD反 6-18kg で高すぎた年)，他は

44 年の{i宣

均の 8596，中国平均の 8296 ， IT{;J 山県平均の 8096 とコスト抵下が著しいこと

は注目すべきであり，集問栽治の大きなメリットとなっている。そのため机

との差引では他に比べて 2 的以上の収誌よ??となっている。

綴7k稲の集団栽培の特色 受賞材の特色

この集団栽府組合は完全な技術協定による文字通りの集団栽培であり，経
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営としては生産の協業組織体といえる。ただし単なる共同作業の集団ではな

く，舞地集団栽培組合として農業機械・施設・肥料良薬などの生産資材を一

括購入している。このような活動上の必要資金の調達は，その都度面積部で

賦課徴収しているため，役員と組合員の断層が生ぜ、ず組合員38戸が全員一体

闘をもって運営にあたる点は，この集団の運営を明朗なものとし，民主的な

知識体となり，かつ永続させる基盤となっているといってよい。

このような組合員の一体観と農業近代化への意欲が，次に述べるような稲

作2の多収省力投手伝の確立となるのであるが，なお特筆しておくべきことは組

合員の若さであり，年老いた両親述の青年連に対する全!協の信頼感である。

すなわち組合長の竹放仁一氏は 37 才であり， 組合役員のほとんどが 30~40

才の若し、人で，さらにこれに継ぐ 20才台の青年が離践しないで機械作業の中

心として働いているのである。各翌[の機械作業は各班とも班内の青年が担当)

し，さらに他地医や農協のオペレターとして援助するほど青年に恵まれてい}

る。このような状況なので，農業後継者づくりのモデル集落として県下の模

範となっている。

1. 安定多収技術の内容

作季と栽横密度 稚苗機械移植を行なうので，大型電熱育萄施設の利用に

より慣行より 1 ヵ月近く早植えをしている。また栽植密度も田植機の導入に

より，慣行の 18 株1m2 が 20~22 株に増加した。このような早槌・信植が穂

数の確保を容易にし多収の一国となった。

施肥法と水管理 小区間の棚田を 30a に拡大する i祭， -l;I]こと鹿土が多く行

なわれたため地力の低下や不均‘が著しかった。そこで耕土培養のため桂カ

ノレ・熔燐および堆既肥の:1:首施に努力した。施肥法も伏防止・登熟の向上を

ねらいとするよう改め，水管浬は活者期以外はすべて間断滋:水とし，中干し

を励行して恨の健全化をはかった。

このような施肥・水管理により，穂数増加のときに起りやすし、 1 穂粒数の

減少・登熟不良. fflJ伏などを防止し，多収の一因となった。

病害虫の防除 当地区はウンカ類・メイ虫などの害虫，いもち病・白葉おき
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基盤整備のできた 30a 水回

に一様に生育す::5水稲

前などの病容の多発地帯に属するが，発生予察にもとずく事前の一斉防除で

しい効果をあげている。

技術の統一 42年組合結成以ヨ!E r栽培ごよみj を徹底して遵守しているの

が，この組合の特徴で，例えば集団栽培の 26ha は44if. 1 年だけヤエガキに

全国変更した以外は， 1If.年ヤマピコ 1 r日1種に統ーされている。集団内に土焼

廷のないことから，施肥も全く同一設計が守られている。 46年10月現地調査

したi恥地区内全面全く同じ生育状態の水稲を見て，その統ーぶりに驚かさ

れたことであった。

2. 省力技術の内容

育菖施設の利用 育苗施設は 90m2 で出芽・緑化策用の固定棚が 62主あ

り，同時に 1 ， 200 箱が青苗できる。各政ごとに 1 基づっ使用しJ各種までは各

到。ごとに行なうが，管理は柴田として専属の管理人 2 名が行なっている。育

部は 3 聞に分けて各1[E一斉に行ない，前の生育が箱により不均一にならない

よう施肥法・約書訪|徐に注定、している。

回1直後の科用 問践は各方E1 frが割当てられ，オベレーターのほか部補

給. friì植谷 1 人の計 3 人で間総を行なう。 10a 当り 1・5 時間の能率であるO

牧市問i疫機では回聞の均千が強く要求されるが，五!?猿整備後間もない水間で

問植機利用に支障をきたさない水[f1条件にする努力は大変なものであったと

推察される。

収穫機の利用 各班には自!脱却コ γパインとパインダー各 1 台が配政され

ている。作業はパインダーで府間刈りを行なった後，コンパインで刈絞る。
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動力稚苗密植機による共同田植 自説型コンパインによ忍収穫

第 4表水稲栽清技術体系の概妥

作業名| 作業期間 |使用機械，施設，資材

育 部 I 4 月 25 日 ~5 月 13 日 i 共同育商施設(90m')
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5.0 I 班共同1.5 

乾 燥 110月 10 日以降

その他

農協委託

12.9 

(注) 品穏! :ヤマピコ，ほ場面積: 26ha，ほ場区間: 30a, トラクター 45PS 1 台
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さらにバインダー刈取部分の脱穀を行なう。コンパインはオベレーターと袋

の 2 人で，パインダーは 1 人の計 3 人が組になり 2・3 時間の能率であ

る。脱穀したもみはライスセンターに運ぶ。

3. 作業体系と労働時間

としての作業体系を第 4 表に示す。表ìこみられるように作業の種類に

よって，柴田・班・ mn人と作業分担が異なっている。間人作業でも全体の稲

作体系の一環として，作業月日や使用資材 iA:が協定され，確実に実行されて

し、る。

この作業体系における延労働待問は，収穫までで 10a 当り約60時間で，

これは同じく回総機・パインダーを使用する周辺民家の 120 時間に比べて2詳

しく省力化されている。

警護集団栽靖の効果と今後の発援方向

1. 集団栽培の効果

TJíJ記のとおり水稲生産におけるこの張関栽培の効果は労働力の節減と増収

の阿部で間期的な改苦と進歩をみることができた。このことは米単作経営か

らの脱皮という大きい効果をもたらしている。

すなわち，この柴田の努力は，わが国民業における脱米作民業化の先陣と

して，稲作の省力化を区!りながら +α 部門としての踏段・肉用牛・やさい・

タバコといった換金部門の拡充強化を実現してきたのである。

この柴田栽培を援に， 38戸の組合員が経営類型の改普(多角化)を進め，

民業所得の拡大に努力してきている状況を参考まで、に表示すれば第 S 支のと

おりである。

昭和43年，柴田栽培の発足当初は水稲単作中心経営が多かったが，水稲労

力の節減により乳牛や肉牛の導入を可能にしている。このことは I 類型と N

類型の農家数の動きに端的に現われている。すなわち I 類型の水田酪民経常

はわずかに 4 戸で乳牛耳百数も子牛を合め28頭;こすぎなかったのが， 46年には

戸数は 3 倍以上の13戸に増加し，飼養頭数は 100 頭を越え 1 戸当りの搾乳
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第 5 表 集団農家の経営類型の推移と経営概況

類 2担 別 1 43 I 44と斗46 I 規 模|粗州経営費国空

I 水[日酪農
(乳牛十水稲)

その他経営 I 14 

(兼業)

9 

|平均乳牛 8 頭 13E11思想
(搾乳牛 6.5 頭)

t， 5dmol 川5

3, 6321 2, 4731 1, 159 

の他 900

牛工員数も平均 6.5 頭と拡大した。他方肉牛の肥育経営も 45 年に 5 戸が発足

し， 46年には 1 戸平均12頭となった。このようなことから飼料生産の必要が

急速に高まり，裏作表をイタリヤンに転換させることとなった。

なお，酪農・肉牛に進まない農家は，タバコ作を充実する一方，省力稲作

で余った家族労力を夏作やさいに指向して反当り 12~15万円の粗収入宏確保

できるようになった。

また安定兼業化のために同!日J内に誘致されたゴム靴工場への就業は，規絞

の小さい兼業農家の収入源として喜こばれているが，安定就業できるように

なったのは水稲の省力化によるものである。

2. 今後の発展方向

この集団栽培組合の今後の計悶としては，水稲の集団栽培はこのまま続け

るが，路長・肉牛の頭数増[こともなう実作飼料{乍の栽培拡大と水稲反収平均
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幾協の総合牧場に設置されたハーベストア

6601屯への地収を目標としている。現在，倒伏防止のために政カルを 10a当

り 300kg 継続施用しているが， イタリヤンの英作普及にともない施JI巴祉は

検討して行くことにしている。

なお，酪J誌の多頭化については，将来 l 戸平均搾乳牛30li}iをF1 j禁とし，集

団民家の草地牧草畑 21a の反収増のほか， 英作館料作の充実により Rl主主f

実現していく計闘である。氏14二の肥育経営も 1 戸f・均20~40.üJiを日 j京にした

いと計画中である。

耕地・家族労力その他の理性iで，上記の畜産経営の多頭化に進めなし

には， 10ha 余の畑地での夏やさい，とくに夏ほうれんそうの栽椛の拡充に

つとめて現金収入の確保を関りたいということである。

東北地方の終酪栽培は大別して農民型と良協裂に分類できるとされてい

る。当集聞はどちらかといえば農民型に属するようであるが，あらゆる補助

造業を積極的に導入し，また農協・普及所を最大限に活用するこの組合のや

り方は，東北地方;こない新らしい型であり ， ik閉栽上古ーにより，浮いた労カセ

+α 部門の拡大に活用する方式は西日本のとくに太平洋ベルト地帯をひかえ

た中間;農業地布・の良 IU村における今後の集問栽培の 1 つの原型を示すものと

して高く評価できる。

43 -



水田高度利用で安定図る

舞地集団栽培組合

(代表者竹並仁一)

鋒地集団はi滝山県中昔話山間に位置
し，稲作を中心とした零細農業地帯で
あり，昭和41~42年に農業構造改議事
業の指定を受けて水田の基磯整備と機
械導入会行なった。当地では幾業構造
改善芸評業主ピ契機として昭和42年には良
家戸数38戸，水図面積 34ha で集団組
織な結成し，現在まで組織の強化と機
械施設の充実を続けてきました。とく
に昭和 44 年には共同育苗施設を設置
し，これと併行して回槌機を導入する
ことによって稲作の機械化一貫作業体
系の推進が可能となり大幅に省力化な
図ることができるようになり，稲作の

I1 将来に切るい見通しを得ることができ
ました。このような成果をもたらした
のは指導機関の熱語、ある指導援助と，
集E君主主の団結力であったと反省し， q当:
に祭出結成以前の農業構造改善芸評業実
施中の苦心が現在に至らぜたものと思
いますので，当時の状況を述べてみま

す。
昭和羽生子，基盤整備事業の実施に際
し冬期間の降雪雨と入手不足で工事が
おくれ，感穫が近づいても工事の最中
で各淡家へのほ場配分の決定ができ
ず，ぜめて 2~3枚のほ場でも平く仕
上げて共同苗代用地とし 6 月中に工
事を完了するよう参加農家の出役を要
請し，これに指導機関の勤労奉仕を受

i けるなど内外の協力のもとに推進した

- 44 

が，ほ場配分はおろか慣行の江i結期よ
り 1 カ月おくれの結果となりました。

そこで構改役員と農業改良クラブ員が
協議し，本年度は各農家にほ1認を配分

せず，協業による稲作として念場を切
りぬける提案を行ない，参加fi~家の協
力を求め 7 月 15 日?こようやくざを水田
の回J憶を終ることができました。とこ

ろがこの部落あげての工事が全体の共
同精神の留まりとなり，管理計闘は青
年腐の農業改良クラブ員にまかされ，

一般管理は，当番制で実施しました

が，この年の稲作のほ場Jjljの生育援が

大きければ，ほ;場配分が悶ttlæ となるの

で，周到な管理主旨行なった結果，天候
にも恵まれたせいか， 10a 三日りの王子均

収穫量が 480kg という好成績を上げる

ことができ，この結果j災地青h辺やほ;場

の配分をスムーズに行なうことができ

ました。

このような動機で青年日sな中核とし

て集団を結成してきましたが，今後水
稲については機械移植の共向イとを進め

るとともに，農家所得の向上と水回高

度利用という見地から表作に飼料作物
の委託栽培を取ワ入れ，また一方では
路差是，野菜の導入を図るなと安定した

農業収入なあげるよう構成員全員の力

強い前進をはかつていきたいと 53~欲に
燃えております。



天皇杯受賞/森

ままご

ヱミ;

朝雄

Fう

(渓業技術研究所営経土地利用部経営第二科長/王子 I Li完二)

白木農林漁業振興会長賞受賞/小野JIlそ菜協業組合....・H・.....……・・66

(農業技術研究所経営土地利用部市場適応研究室長/小野誠

日本農林漁業提興会長賞受賞/奥 平 謙 三….....・H ・.....・ H ・...・・・・ 81

(渓業技術研究所経営土地利用部経営第二利長/平 lli 完ご)



三二二二二二天皇杯受

出品財みかん経営

受賞者森 朝雄
(福岡県粕摩郡古賀町青柳3006)

鰯みかん生産団地つやくりに一路謹進一一受賞者の略歴

鹿児島本線、の博多駅より門司に向って北上すること約17km， 20分で古貸

釈につく，古賀駅の東南約 5km のところに受賞者・森朝雄氏の住む青;問IJ部

落がある。

古賀町は玄界灘に面して海岸の風景は美しく，玄界国定公闘の一部となっ

ている。哀臼本的気候(山陰型)の地に属し，年平均気温15.50C，最低気温

2 CCで冬季は曇天雨が多い。玄界灘の影響を受けて比較的温暖であり，こ

の地:こは結晶片岩を母岩とする土壌の洪積窟が多い。祖川、lみかんや晩生中11橘

に過しているため，この地域には約 1， 000 ha のみかん生産地が形成されて

きている。

地方，福岡市に隣接するため都市化の影響も強く，人口の増加とともに市

街化しつつある。既成閣の一部は新都市計画法による線引きで，市街化12<:域

に編入され，この地の農業には都市化におされて一部後退せざるを得ないと

ころも出てきている。このような環境条件の下にあるので，みかん間の況撲

を拡大し経営を確立するためには，農業振興地域へのみかん園の移動も考え

ねばならなし、。また労賃の高騰，地価のfr宣上がりも著しし、から，みかん国管
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6 年生奥津早生の結果状況

理運営の省力化ととも ;ι 土地生産性を高めるための高度な技術が要求され

るところである。

森朝雄氏は高校時代からみかん園経営の~Jをもち，みかん技術の修得のた

め，高校を終えると段林省圏芸試験場興津支場へ研修に出た。悶再rrな卒業と

問時iこ昭和30年20才の若さで父親から 1 ha のみかん掴経営たまかされた。

以来みかん専業経営をめざし，試験場や普及員などの指導をまじめに実行

し，積極的に新しい技術を導入しては，その技術を消化して自分の技術力 i立

を高めた。機械化，省力化を着実に実行してみかん閣の生産力を高め，既成

闘を基盤として次第に畑，水回， 111林原野をかんきつ閤に転換した。こうし

て規模拡大と経営の合理化をはかり，現在 8.5ha の *ll橋間を経営するに五

っている。

その規模拡大逃程では，みかん{'f-沼地をみつけては用地買収と資金導入に

苦労しながら，つねに向志と結束してこれにあたってきた。 機械化共同作業

の出来る規模のみかん生産団地をつくりあげてきたので、ある。各みかん生成

;団地については，基盤整備，とくに農道，国地配置，用水確保，助成林など

に力を入れた。機械化と生産安定に努め省力的で、高生産性のみかん国経営管

理が徹寵するよう各ほ場は設計されている。たとえば層地傾斜は 5~1O度額

皮で農道の一部はアスフアルト舗装され，各自の鴎には自由に事が通行でき

る。各閣地では協同 ss防除，協陪漉i銃を突施し，会みかん生産団地は舗装

道路で連結され， 22km 離れた最速のみかん間地にも30分足らずで行ける。

したがって，適地を求めて 4 カ所に分散した問地で、も機械化によって管理作
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向山の農道はすべて完全アスフア

ルトに舗装されている。この重量道
にそって偲男J]にみかん盟が配置さ

れている

業の守主力化が徹底し，経営規模の拡大が合理的に可能になった。

第 1 :表玄望際!の工事の概要と事業費

卒業名
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森氏のssによる共i湾訪徐実施状況

氏は個別的に 1ha のみかん園から 8.5ha のみかん簡を10数年間でつくり

あげてきたが，地域としての生産体制づくりについてもつねにその先頭に立

った。みかん作の同志を組織化して関関や隠地管理を行ない，規模拡大と経

営管理の省力fとを行なってきている。たとえば第 1 表に示す工:"J.q現嬰と

授の投入を要した玄望閣の開闘では，全面積 (39.1 ha) の参加良家 (47戸)

の生産委員長を昭和44年より現在までつとめ，防除践のオベレーターとして

も活躍している。さらに昭和46年には古賀町土地改良l主総代として池成民業

の強力な推進者となっている。氏のご両親も健在で農業に従事し，夫婦，

供 3 人弟妹と計 9 人の円満な家庭を築き，生活様式も近代化されている。

森氏は各種l品評会，研究会でも活躍し，今までにも数多く受賞している

が，そのおもなものな拾いあげてみると， flB和311f"-，その研究発表で全国か

んきつ研究大会賞受賞，昭和34年には青年学級活動によって福間県公民館連

絡協議会表彰をうけ，昭和41年には青少年育成の功により日本民林漁業揺

興会長賞， 44年には第 9 四農業祭参加i果実品評会の早生詰UHで民林大「立賞，

46年 3 月にはみかん作経営で、第13@]NHK俊秀まに選ばれ Jl'k 1* 大出賞受

賞，そして第10回農業祭lこ参加し，今回の天皇杯受賞に輝いたのである。

総稲作は生産調整で全面休耕一一受賞者の経営概況

1. 経営地および植栽みかんの品種構成

水田54a ，みかん閤850丸山林20a計 924a の経営地である。みかん毘

850a は適地をもとめて開志と開国し，規模拡大してきたため， 4 カ所に分散
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受賞者ーの経営地および筒状みかんの品種構成第 11濁している。各みかん|議l

ば llil種の特徴をもたせ

て， ilh日 IÎi'i'Jに品1'1'1 ，

比三菌混丹、1 ， i児村j- (ネー

フツレ)へ配分航栽して

1tl5落の 2.6ha には，

35~25年生の出リ1'1みか

41王n1んとネーブ、ル，

1~í1れた向山開地(13

8 戸)の1. 5 haにha , 

::.:: .. ，み刀、ん地寄
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は輿111:平生 (6 :1"j二生)，
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第 7表組収益と所得構成 (1 ， 000門)

種 ま美 収 3正三E守[ 粗収益 経営費 月庁 得

平生温 j十l 31 トン 2, 170 

普通温チH 13 780 

不一ブノレ 6 720 

その他かんきつ 10 600 

60 4, 270 2,012 2, 258 

(注)水稲は生産調整のため全部休耕

早生 (3 年生)を収穫労働配分と家族労働力の活用を考えて縞栽している。

どのみかん闘も生産団地として，機械化によって協同作業が省力的に行なわ，

れるうえみかんの品種特性，園地の位置などによって収穫時期も規制され，

各国地の収穫適期は集中しない。各国ごとに品質の揃ったものが適期に収穫

され，共選共服されるよう考慮して各隠地に適品種が植栽されている。(第

2 , 3 , 4 表および第 1 函参照)

2. 家族構成と農業従事者

家族の構成は両親と木人夫婦，子供 3 人，弟妹各 1 人の 9 人で、あるが茂従

者は父と本人夫婦の 3 人で、ある(第 5表)。弟は果樹研修で大分県にある農

林省常緑果樹農業研修施設に行っているが，卒業すれば農業に従事すること

になっている。妹は通学のかたわら家事を手伝っている。このほか委託研修

生 1 人を預かり，臨時傭延30人が働いている。

3. 主要農機具

おもな農機具には共同所有の SS のほか，個別でポータブ、ル SS2 台，動

力噴霧機 2 台，草刈機 3 台，揚水機 2 台，小型トラクター 2 台， トラック，

自動車各 1 台，動力一輪車 1 台を常用O これら動力機械の活用によって積極

的に省力的みかん園管理をはかつている。また貯蔵燦123m2 を整備し市況に

応じて有利に出荷できるような出荷調節をしている(第 6 表参照)。

4. 経営成果の概要

若令国が多いので45年度の経営成果では第 7 表のように総収量60 トンであ

り，粗収益427万円，経営費201万円，所得 225 万円であった。今年 (46年)
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玄翠密の整地作業 (39ha)

は各問地に結果させたので、向山閤20 トン，玄車悶10 トン，池田間 2 トン，

柳田トンの収量が見込まれ， j窓生産量は約82 トン 4 割弱の土器産主ピ予定して

いる。 ffiìf'fîは生底調整のため全国休耕とし，みかん よって経営の成果

の向上につとめている。

第 8表 かんきつ劉士号佼鉱大の経過

Z資 自 I 30 年 38 年 42 :îj三 43 年 I 45 年

土 水 III 120 5.1 54 54 54 
士也

r.1!l 40 。 。 。 。

所有
111 ;休 40 20 20 20 20 

野 20 20 。 。 。

計- 220 � 94 74 74 74 

出(自家) 66 

" (購入) 25 

畑 (自家) 40 

" (矯入) 9 

林(自家) 20 

(購入) 1--10 300 

結果関 80 100 220 220 370 

米結果国 20 160 190 330 480 

計 100 260 410 550 850 

自家 9'í f効力 3 3 3 

年 窟 2 

臨時震用延人数 30 
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線共同，個完!日乍業を組み合せる一一受賞財の特色

じ みかん作による経営規模拡大と資金調達

父親から受草原し、だ水ß]1.2 ha，みかん闘1.0 ha，乳牛 2 DJiの経営から，み

かん留を拡大するためにまず乳牛を処分した。次に加地40a ，山林20a ，水

F1�66 a をみかん闘に転換した。さらに昭和35年には水ß]25 a ，知19 a を$1 い

足してこれもみかん悶に転換し， 育fÝinこ 2.6ha のみかん閤をつくりあげて

いる。

この青t9ílのみかん i認を拠点に自己資金を蓄積し，適地を探してはみかんff

の同法;を集め，結束してみかん器用地の購入，協同間関，協同新植， rあ院機

械化作業主f行ないながらみかん函を拡大してきたのである。そのみかん国規

!支拡大の経過は第 8 表に示すように， 青柳部落に 2.6ha のみかん医lを昭和

38年に整備し終ると，昭和42年には 4km 離れた向山に集間的に開闘し，そ

の個別配分 150 a を I~l 日のみかん閣として拡大している。 43年十こは県道沿し、

に適地をもとめ， 6km 離れた玄望閤 39.1 ha を47戸で集団的に関関し，そ

の個別配分として 140 a を確保し，さらに45年には 22km 離れた池田にみか

ん閤 6 ha を 3 戸で協同開園し，うち 300a を確保して現在の 8.5ha のみカ υ

ん閑規模に述した。
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5 年生の南柑20号の結果状況

このみかん問規模拡大に投入した針金には， 自己資il~のほか借入金 1 ， 638

万円を安している。この借入金は長期借入金 1 ， 4887]門(おもなものは同作

良部資念22万円，民業部造改訴事業主íí'進資金 250 万円， 112林漁業資金組救

託金480万円，間育成資金86.4万円，日T託金650万円)，短期借入三í2150万

円などである。これら りた考え長期低利の

託金を有利に活用している。

2. 協業組織と個別管理

務氏は以上のよう の規模拡大主流I必il'l旬、二広地域を対立1に行なっ

てきたが，みかん悶の適j愈与やDfJ l潟栽には在1(1i量的に fFïJ志とともに地域の

し，みかん家主ど安田(1':1に組織化してきた。この

ことによって，みかん附用地の確保，借入資金導入の円消化をはかり，大問

j会械化iこよあ集団的協同iJlH誌ならびに協業的な集団生成作業単位をつくりあ

こうしてみかん閑の持分を間別に配分し，みかん国管理を続出合照的

に行なえるようにしている。作目IJでは実現できないプミ型機械施i設により符力

的作業管恕，たとえば協同前除，集団沼;水，協同選果H1荷などは協業で行な

うが，施íJE ， Jlx誌などの管JBH'lô支:はゐ定の技術協定のもとで的)]íJに行

たっている。すなわち柴田的みかん図、合っくりあげることによって，協同(11"

と個別作業を約み合せたみかん i京jfrffH!のすi力化と労働能不の向上をはかつ

てきたといえる。

3. みかん生産費，収益の推移

普通みかん(成閤10 a 当たり)の最近 7年間(昭和39~45年)の生成
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費と収益，突誌の推移をみれば第 9 表のようになる。 10a 当たり収孟は41 "1三

に上昇ーして平均約 4 トン確保できるまでになった。 30~40年生の普通温外|は

樹高が 3m以上に高くなり，収穫に多くの手間がかかり収穫労働の能率が次

第に低下した。多くの未成閣をかかえているので，これらの未成園が結果し

始めると収穫労働の不足が考えられる。

そこで41年の収穫後より樹高を 2 ~1. 5m 程度;こ次第に切り下げ，収穫労

働を能率化するための樹形改造に若手している。そのために収量の増加はみ

られないが，毎年安定して 3~4 トンを誰持している。樹形改造が終り掲形

の完成とともに収量は今後増加するものと思われる。この樹形改造によっ

て，今までの所要労働400~350時間が250~200時間へと大幅に省力化されて

きた。したがって第 1 次生産費も漸減傾向をたどり， 10a 当たり 10万円から

7万円に 1 kg 当たり生産費は26円から21~沼円へ約 2 割弱切り下げるこ

とができた。

収益面では10a 当たり組収誌が9万円より 13万円へ， 10丘当たり所得では11

万円より 16万円へお劣向上し， 1 日当たり労働所得も 3，599円より 7，629円へほ

増している。このようにみかん悶管理の省力{とをくふうすることによって収

益性の向上を実現できてきつつある。以とのような大摺な生産授の低下と収

益所得のと芥は最近の経営管理の合理的発良の成果を示すものといえよう。

4. 生産・販売技術

栽培聞では生産の安定と品質の向上に努めているが，特に土っくりに力を

入れた。地力を増強し，よい品質のものを安定して取るために葉商讃をふや

し，竿と表年ができないような連年結果をくふうしてきている。また品

を良くするため整技定にも力を入れ，ふところ技まで日照を良くし摘果を

励行して玉揃(しM) を改善した。収量と樹勢iこ応じた適量施肥， J盛期防除

を行なって肥効と防除効果を高め，高生産性みかん閣を作り出している。さ

らに当地域は海に近く潮風害によって果実の外舗を悪くし品質をおとすこと

から，防風対策にも力を入れ防風林，訪風洞の整備に力を入れている。みか

んの味を濃厚にするために擢水は 7~8 月までにとどめ 9 月以後の擢水は
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やらないことなど，みかんの品質向上には生産聞でも狩ーにくふうと努力を重

ねている。

出荷酪では，適期採J/}Zを励処し，貯蔵施設を活用している。出荷には経営

事清と市況を考癒した適期出荷に力を入れ，品質保持と収益の向上をはかつ

ている。販売国での消費者市場対応としては，当地域の ìffi1t 1+1みかんは糖度・

酸度など味覚の点ではまだ極上ifi! とはいえないため，味の均一化，玉揃，

色などに力を入れ，品質の揃ったものを大量に計時的に市場出荷することに

よって市場信用を高め，収益友高める努力をしている。

5. 若令国の経済的管理運営

若令閣の占める割合が多いので，この経営では，これらの若令閣をどう管

理運営するかが大きな問題になる。若令閣の管理では除草・防除・中耕など

すべて機誠化による省力化作業主ど徹底し， 10a 当たり 100 時間以内ですませ

ている。従来若令園には結果させず摘果して樹体づくりに力を入れてきた

が，樹体が大きくなりすぎでは計図密植の経済効果が上がらなし、。技術的経

許的に若令園の管理の仕方を考えた結果，森氏は若令悶にも今年 (46年)か

らは結果させている。結果させることによって若令木徒長をおさえ，筏.'1憾の

ままで結果させ単位当たり収最を増大させる若令密槌期間をできるだけ長く

保持することが，若令IßIの収益を急速に増大させる経済的生産技術であり，

理方法であることに気づいたので、ある。

本年度は 3 年生 5 年生闘などの若令閣にも樹勢を盟書しない稼度に思い

きって結果させ，収量を高めている。このよう ~'ζ経験を生かして若令果関閣

の経済的管理方法をあみ出すくふうをこらして成果をおさめている。

6. 堅実な今後の経営計画

以上のような急、速なみかん罰規模の拡大や経営管理菌での省力化，販売国

での品質向上，出荷の市場対応のための投資に要した借入金を今後どのよう

に嫡調に返済しながら経営を安定化さ捻るか。さらに 8.fi ha のうちの未成

閣が成鴎化しても機械化施設化によって十分に管理運営するにはどうすれば

よいかが，今後の経営計画の中心課題である。
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この課題にこたえるため，第10表に示すような施設計画を立てている。こ

の施設計図では46~50年を第 1 次計画とし，昭和46年に農道の整備と貯水施

設をすすめる。 47年にはみかん図成国化にともなう防除なと、管理作業の拡大

に対応できるようブロードキャスターつきの小型ss を200万円で導入。 48

年にはみかん生産量の増加に対応できるよう貯蔵施設予措室を拡大する。さ

らに49:9三には雑相を整理して園地改良のうえ運搬，搬入の機械化・省力化のた

めにフォークワフトおよび 3 トン 1資トラックを導入する計画をたてている。

この第 l 次計開によって昭和50年には現在のみかん菌 8.5haの整儲を完了

するが，その必要資金はみかん収益から蓄積される自己資金をあてることに

している。第 2 次計画では弟との共同経営によるみかん障の規模拡大に着手

し，昭和53年 iこ 10ha のj@J也を取得して鴎地造成の計filliをたてている。この

所要資金は 4， 500 万円程度と見込み，将来はさらに用地を取得して面積を拡

大し兄弟で 20ha のみかん悶経営に意欲を示していることなど，着実な年次

計画のもとに，一歩一歩実行してきている。

昭和55年までの10年間に，現在の借入金を元金利子共に完全償還する計回li

は第11去のように示され，みかん図の生産力，経'{A\'・の収益力に応じて返済で

きるようになっている。この償還財源は，第12表に示すみかん園経営の損益

と，農家経済余剰計算書からわかるように，農家経済余剰の 1 部をもってト

分支払われる計闘をたてている。この収支計算計回書では，その見積り価終

などからもわかるように，;品川、|みかん 1 kg 当たり 45円，ネーブノレ 1 kg 当た

り 100 円ときわめて手がたく堅実にたてられており，十分実現の可能性は高

し、。

第13表には，今後10年罰の資金運用計耐を示している。昭和45i:Fのみかん

収入 427 万円が今後年々増加して55年には 2， 081 万円へ約 5 倍増の予定であ

る。この収益を第10表の施設計固に示したように，みかん闘地の国道施設お

よび機械の整描に有効に投入する計n討をたて，省力化と生産力の増強をはか

ることにしている。

第 1 次計画は自己資本で整備するが， 機械化の閤難な!日園地の階段畑 1
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第 10表施設計図 (L�'!. (、工千円)
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第12表 損益および農家経済余剰計算書
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ba を改造L ， 49年春， 改植の計画である。まずこの旧闘でも機械化一員'体

系のみかん毘i管理が確立される。ついで50年から始まる第 2 次計間ではふた

たび規模拡大に力を入れる。みかん閤適地 10ha の買収とみかん閑地造成を

考え，必要費用 (4， 500万円)のうち8796 (3 ， 900万円)は蓄積白己資本でま

かない，残額 (600万円)は，長期{底利融資金によって 53 年から右手するこ

とを計回している。

しかし，この借入金 (600万円)は，一応の予定であって， よなかん lilIî絡が

現在程度であれば士制日収益から蓄積できる。都市化が進んで市街化広域にな

ってきるので，水田を売却しても十分自己資本で実施できるから，資金運用

聞からみればこの 10ha の規模拡大は計画通り実行される見通しをもってい

る。以上の結果昭和50年には，全簡に大型機械の導入をばかり，現行の10a 

当たり労働投入時間 (206時間)を半分以下に省力化し， 10a 当たり 94 時間

ですませる管理作業の体系化をくふうしつつあるが，参考ぬまでにその-2;討を

第14表に掲げておこう。

7. 地域社会への影響

森氏のみかん作専作化と規模拡大のすすめ方ば，周辺地域良家のみかん作

動向にも大きな影響を与えてきている。古賀町には昭和39年にみかん作付が

176haにすぎなかったが，昭和45年には339ha へ約 2 倍にふえてきている。

みかん作の規模拡大と専作化が全般的に行なわれていることを示している

が，古賀町‘の農家には町内用地のみでなく，森氏と同じように隣接した新宮

町，福間町，玄海町，若宮町宗像町など、他地域へもみかん適地をもとめては

出作を行なっているものが多し、。その出作面積は温州みかん 112 ha, 夏み

かん 23ha，計 135ha にもおよんでいるのである。

このように森氏は地域農業主どになう先駆的大規模経営者として，みかん主

産地形成に対しても強力な推進力のーっとなっている。今後のわが国果樹農

業は，副次的な零細規模経営を打破し，大型機械施設を有効に経j剤約に駆使

できる専業的大規模経営をつくり出 L，生産の近代化，経営の企業化を実現

しなければならなし、。その果樹作経営で他産業にまけない収益な確保して家
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族の生活の向上をはからねばならなし、。しかも，所得の確保だけではなく，

国際的自街化に対応して森氏の将来計画でみられるように，今の氏のみかん

生産費 (1 kg 33門)を lkg15円程度にまで引き下げることによって，国際

競争に打ちかつだけの果樹生産力をつくりあげることが切実に要望されてい

る。この要望iこ答えるため，同志を組織化して地域集団的に大規模のみかん

産地をつくれ機械化により，経済合理性を貫徹して経営管理の省力化みか

ん国の規模拡大を通して，生産費の低下，品質の向上に一層努めなければな

らない。こうした点で指導的実践者として森氏の今後の経営発展には大きな

期待が寄せられるものといえよう。
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忍耐@努力@実践あるのみ
;+;: 
不本

戦後日木の経済は，世界に例をみな

いほど急速な高度成長をとげ，今や，

丹の切り上げ，幾資産物の自由化要求

など，世界の日本に対する風当たりは

強く，日本の農業も国際競争力の有無

が今後生死を意味するといっても過言

ではないと思います。

このような激動ずる授業'Ij~f勢にある

時，第10回を迎えた農業祭で農業者の

最高の栄誉之である天F皇杯を賜り，身に

余る光栄と感激のきわみであります。

これはひとえに，これまでご教示下

さった諮先生をはじめ，よき先議や仲

間，そして地域の人々の御指導の妨で

あり，心から御礼を申しJ二げます。

私がみかん閣の経営を受け絞いだ当

時，父は44才，経営は水回1.2 ha，み

かん閤 1 ha と乳牛 2 頭を加えた多角

経営で， ;j之が昭和30年輿F君臨芸試験場

の卒業を待ちかねたように努定もぜ

ず，その年よりみかん霞の経営はなに

殺り，父は水悶の係とそれぞれ分担し

てなのみかん専業経営にそなえてくれ

ました。

当時は何もわからぬまま無我夢中で

65 

朝雄

したが，学生時代から私には一つの隠

擦がありました。それは幾業も他ßff業

に負けない労働の報酬により，ゆとり

のある経営，豊かな生活の突現でし

た。

顧みれば17年，この間，理想と現実

は時代とともに変遷して合致せず，

ただ忍耐，努力，実践あるのみと初志

を焚き，新しい技術は意欲的に取り入

れ，適地j盗作を基本となし ~1桜的に

規模拡大と問符に徹底した泉銭整備を

計り，大型機械化により生産袈'を大幅

に切り下げ，自由化攻勢に負[ナない経

営実現の途につき，現在8.5ha の経営

規模になりました。そしてさらに大型

機械化により可能な 20ha 経営の計四

をたて，国際競争に打ち勝つ経営の合

理化達成へ，今後さらに巡遊する所存

であります。

尚，これは私のみにとどまらず，地

域の仲間とともに研鈴を重ね突践して

いるものであり，今回の受賞はともに

喜びを分ち合しりより自信を深め，さ

らに今後，柑橋残業発展に微力ながら

尽したいと念願しております。



一一一一……一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞一ーで十一(十一一

出品財野菜協業経営

受賞者小野川そ菜協業組合
(福島県耶麻郡北塩原村小野)1 1)

襲撃受賞財の概要

小野)11そ菜協業組合が所属している北塩原村は，福島県の北部に位L，東

は猪苗代町，西は喜多方市，北は米沢市，南は塩川町，磐梯町に接してい

る。村内は標高830~1 ， OOOmの檎原地区， 400~600mの大塩地区， 220~300 

第 1 [頭北塩原地域図

66 -



小野JlIそ菜協業犯

のメンバー

吋:mの北山地区:の三つに分れている。気象条件は標高訟で年平均気tlirl.1l .70Cか

ら7.60Cの聞に分布している。

総民家戸数は641戸，耕地面積は水æ306 ha，よ!n260 ha，その他 6ha， i司令

'572 ha で 1 戸均90 a という零細なれ=J;畑作地帯である。 高冷地の栃原地

区に小野JIIそ菜協業組合があるが，ここは 1[1問地となるので畑地率が高く，

v経営団結ーが本刺になる上に水田は棚田となり，水稲の収}誌が低し、。加えて冬

季聞は積零 105m におよび，根琴別間が;長く，農業には不向きな環境であ

る。農家は，大部分が自給飯米を確保しながら，W:新民iこ従事し辛じて生活

を維持していたので、ある。ところが燃料事情の変化で需要が減少したため，

やむなく日程，木地造り，ナメコ栽培， I.U菜採りなどをとり入れざるをえな

くなった。若令労働力は見切りをつけて流出し，過疎化が静かに浸透してい

る地帯である。

この北塩原村の東端に小野}IlY，吸がある。この湖は明治21年の磐梯111噴火で

討妥Il::.められた火山湖であるが，楠原Ìr切などに接続する的1m群の一つである 0

1この地域一帯が昭和25年磐梯朝日間立公閣に編入され，近年民指が盛んにな

っているが，そこに21戸の小野Jl l部落がある。周閉には耕地らしいものが見

当たらないひっそりとした山合いの簡素な部落で，それから先は国有林に通

ずる林道だけである。ほとんどが親せき関係で、結ばれた，いわば孤立した 111

鳴の集落といった感じである。

この地域の競売野菜は，昭和40年ごろから急速に伸びはじも，檎)京地|哀の

一平稲沢では 20ha の変だいこんが栽主持された。それを契機にやがて織原全域
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に普及するが，高冷地夏だいこんはすで、に栃木県那須地方で、栽培され，その

有利性が実証されていたこともあって，既存耕地だけではなし山間地の農

家所得を向上するために開拓パイロット事業としてとりあげられることとな

った。昭和45年までに完了しているのは，檎原地区県営開拓パイロット事業

60ha，事業費 1 億円。金山地区共同開拓事業 10ha，事業費232万円。昭和

47年の完了予定が早稲沢地区22ha，事業費 3 千万円である。

このような事業にさきがけて，小野JII部落では生計の道を模索していた

が昭和41年に農業構造改善事業を検討し， 21戸のうち17戸が参加を決定し

た。参加農家は直ちに農地造成事業共同施行規約をつくり，国有林の払下げ

を申請した。当初は基幹作目として和牛の肥育をとりあげようとしたが，資

金の回転が遅く，収益性が低いことなどで高冷地野菜の生産に踏切ったので、

ある。

そのときたてた農業構造改善事業の基本構想によると r地区内国有林お

よび所属替地を開墾し，畑地 23.04 ha を造成し， 野菜閤芸近代化のため，

野菜集荷所 1 ヵ所および機械〔トラクター (PS37) 1 台，外に付属作業機一

5 台〕の導入により協業化を留り，生産の向上と所得の増大を図るJ ことを

意図している。

小野川の部落総戸数は21戸，そのころは半前品生産農家 4 戸，自給的農家

が 6 戸，水田 4.23 ha，知1.43 ha で，水稲lO a 当たり収量はわずか 240kg"

肉用牛が 4 頭，総所得が 104 万円，常時農業就業者は23人で 1 人当たり農

業所得は 4 万 5 千円にすぎなかった。いかに貧困であり，農業だけでは生活

できない部落であったかが明らかであろう。この貧困な農民が 2 千万円を

投入して農地を造成し， 600 万円を近代化施設にあてる事業計闘をたてたと

き，その反応はさまざまであり，疑心暗鬼であったに違いない。ーたび参加4

を決意した17戸は，昭和42年に事業が実施される段になると 5 戸が脱け，

5 戸は出資金の調達ができず，わずか 7戸が残るだけとなったのである。

奥磐梯の野菜産地は，昭和45年には指定産地となり， 230 戸が夏だいこん

96ha とその他の販売野菜 8ha を栽培して 1 億 9 千万円を売りあげている。
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大産地が形成されたわけであるが，だいこんの連作陣容を避けるため，レタ

ス，はくさい，ほうれんそう，ブロツコリー，セノレリ，にんじんなどが試作

され，輪作体系を確立して産地の永続的な発展をはかろうとしている。とく

に小野川地区には県関芸試験場委託試験地や新訂l種導入試験ほがあり，他の

地区に先がけて熱心に研究をすすめている。

当村は中央部を県道が通り，国道49号線に接続している。東京，横浜市場

への距離は 308 km，約 8 時間で結ばれていて，交通には比較的恵まれてお

り，野菜の輪送にはそれほど、問題がない。輸送費は 1 kg 当たり 5 円ていど

で，出荷は北塩原民業協同組合が担当し，共販率は9096に達している。平担

部の野菜も水稲転換により作付が橋加し，村の服売野菜は 145ha に達して

おり，その伸びE容は著しし、。そのような環境の中にこのそ菜協業組合がおか

nている。

機そ菜協業組合の設立と活動の経過

この組合は高冷地野菜栽培を目的に昭和42年10月 131ヨ，構成戸数 7戸，構

成人員14名(夫婦)で発足した全面協業経営の柴聞である。 76万円で毘有林

の払下げを受け， 18ha の畑地主ど造成しているが，この耕地は部落より 3km

離れた標高 1 ， 070m の高冷地で林道しかない不便なIj~)授である。畑は緩傾斜

地であるが石際は少なく，土質，水利ともに野菜作には好適で、ある。耕地は

11のほ場にほ固されたいわゆる大ほ場尽闘である。

組合員は55万円の出資を資格条件として組合に加入し，一致協力して昭和

42j手から畑地造成立と開始した。その出資金総額 385 万円は土地購入授，地な

らし li1ì償資，立木作1\償提，その他の来m世にあてられている。 内訳を示すと第

1 去のようになる。

総合員の出資金調述をみると 7 人のうち 5 人が共有林を売却して資金を

つくり 1 人は所有地を売却し，~りの 1 人は共有林売会fl裂の一部を借入れ

ている。野菜の生産団地育成の事業資金は約 2 千 5 百万円，補助残が約 800

丹である。そのうち 8ii誌の融資を受け，残りは自己資金をあでなければな
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w( 

759 ， 000円( 1 m'33門 X 23 , 000m2) 

550, 000 

870 , 000 

1. 671 , 000 

内 217 ， 900門は資材費，備品費，現地調査費，
設計費，当初の給料，人件費等

内の金資出第 1 表

金
償
償
費

資
格得

し
裕

取
ら
木

地
な

土
地
立
雑

3, 850, 000 

訳内の金資己自第 2 表

(7096国・泉補助)21, 319千円 x3096 =6， 396千円農業構造改善事業費
(土地蕊盤整俄)

野菜指定産地生産出荷
近代化事業費

(63万円は村費補助〉X 1/2 -63万円= 1, 170 3, 600 

250 x1/2 500 業事単県

(補助残融資)7, 816 25 , 419 

らなし、。その内訳は第 2 表のようになっている。

畑地の造成は，昭和42年に 8.5ha，つづいて43王子 4.lha， 44年 10. 68ha で

3 年間で完了している。野菜を最初に作付けたのは43年である。この年に

を導入し，夏だ近代化施設(トラクターおよび付属機械，格納庫，集荷所)

いこん 4.6ha を作付け， 680万円の収入をあげている。 44年には夏だいこん

それにレタス 2ha を作付けたが，前年は作柄，価格とを 6.2haに拡大し，

もに好調だったのとは反対lU 秋の長雨と低撮で作柄が夏、く加えて市況が振

前年を下回る 425 万円の売上げに止まった。生産者に対わなかったために，

する配分が少なく，野菜作に対する組合員の不安と動揺はかくせないものが

あった。

45 年にはだいこんを 5ha に止このような危険を避けることもあって，

1 千レタス，ほうれんそう，はくさいをとり入れて 8.2ha を作付け，め，

万円を越す販売額をあげている。

46年には夏だいこんを 4.5ha に減らし，はくさいおよびレタス各 2ha，

その他を試作 L.ブロツコザー，ばれいしょ，
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だいこんの

全体で 10.6ha '2ピ作付け， 1 ， 725万円の販売実績をあげている。この他にナ

メコの収入があり，この組合は発足後わずか 5 年目で，一応安定した経営の

水準に到達したといえよう。

野菜の生産量:が増加したので46:iドには集荷所を一棟増設し， トラクターを

1 台追加購入している。さらに 1 台借用しようとしているが，作業の適期l憶

が短かいので，これだけのトラクターは必要としよう。トラクターの操作は

第 2図組織体制
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出荷販売係

淡機兵係

肥料資材係

病寄虫防除係

管 淫 係

庶務会計係

だいこん 担当

レタス η 

はくさし、 " 

その他 " 



肥料の散布

全員ができ，若々と成果をあげている。償還金はまだ 400 万円ほどあるが，

その返済はさしてむずかしくない。

警護そ菜協業組合の組織と運営

この組合は，組合長が全組合員のおじに当たる同族集団である。組合員の

年令構成は，平均38才で，組合長を除いて全員が若い。夫婦参加の全国協業

経営で，組織体制は第 2 図のようになっている。

組合員は 1 人 1 係で，組合長は全体を統轄し，農場長は毎日の作業主ピ効率

よく遂行するように作業計画をたてて作業員を配置し，農作業の運営管玉虫;こ

当たっている。農機具係は各作業機械全般の利用運営，管理にあたり，管理

保は土地，農道および施設などについての全般的な管理を行なっている。出

荷販売係は出荷販売計画の樹立，規格の統一，選別，荷造り，出荷作業を監

督し，肥料資材係は，肥料農薬などの生産，出荷資材の調達の管理に当たり，

病虫害防除係は病虫害を早期に発見し，その防除にあたっている。

このように組合員は責任を分担し，協力し合って組合の運営に当たるが，

作付計画は全員協議の上で決定している。役員の任期は 2 年である。

組合員は上述の係を分担すると詞時に，逐次野菜の作付種類が増加してし、

るので，作目ごとに担当をきめて研究管理する方式をとっている。したがっ

て，一人が 2 つ以上を分担することもあり，責任をもって管理する方法をと

っている。

この協業経営の運営理念は，平等出資，平等出役，平等配分とし、う平等主
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義が原則である。組合員の労働能力・技能の差別はなく，役員報酬やオベレ

ータの賃金格差はない。全組合員が役員であり，オベレータとなるので，農

場に出役する限り平等なのである。ただし労働賃金は時間給で男 1 ， 500 円，

女 1， 200 円ときめられている。

高冷地なので作業が集中するため，夏はiWJ 5 時半に出勤して夕方 6 時半に

帰り，秋になると 6 時半出勤となる。都市労賃に比t設して決して 1 時間当た

り賃金は高くないが，ほとんど休む者もなく，出勤 B数の較差は少ない。ま

た出勤時刻に遅れる者もなく，協調性のある経営体である。

昭和43 ・ 44年は月給制としていたが，不合理なこともあって45年からは日

結制に切り替え，運営管理がうまくいったようである。賃金は男女差はある

が，組合員は平等であるとの原則にたち，責任を分担することによって経営

者，管理者意識を昂揚している。平等に配分しているので，ともすると非近

代的な経営管理のように受けとられるが，部落秩序を呂的機能集団のにþlにと

り入れてそれを運営の基礎浬念としている点で注目される。

術の特急

そ菜の栽培は大型機械体系で，肢の長さが 100m の大ほ;場一貫機械生産で

ある。だいこんは大型機械で耕うん，整地をし， i悩持を両輪の中に 2 本，間

{!lIHこ 4 本たて，シーダーマシγでは種し，蹴立てはしない。この踏切りのア

タッチメントと無置l~立栽培は組合員が自ら開発したものである。

山間の零細なおI:ý也を耕していた農民が，大型機械を駆使し，栽培から作業

機の改良にいたるまで短時日の間になしとげ、たのは，柴田活動の成果といえ

よう。消毒，除草などの管理はトラクターを利用し，収穫しただいこんは 5

台の洗i僚機で洗い，荷造合もくふうしている。栽経過程の手作業は，間引き

と収穫だけである。収穫作業の機械化が進まないため，この時期には雇用労

働力を入れざるをえず，これが規模拡大の規定要因となっている。

だいこんの収護は洗j恥荷造りに労力を要するだけでなく，抜きとってひ

げ根を除く労力が大変である。当初は抜きとって 1 カ所に集め，ひげ根をと
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だいこんの播種溝付 薬剤散布

って洗擬していたが，先進産地主ピ視察して抜きながら除去するのが省力にな

ることを発見し，いまで、はその方法をとり入れて作業能率を高めている。こ

の集団は熱心に先進地を視察し，技術はもとより，組合の運営管理に至るま

で研究を重ねている。

このようにまだ手作業は残されているが，大型機械による大農場制経営の

省力効果が大きし、。第 3 表のように，奥磐梯の慣行農法では10 a 当たり 224

時間であるが，当集団では半分以下の 103 時間である。 とくに紛うん， 整

地，施肥，は種，中耕除の労力が目立って減少している。

だが，だいこんだけではは種期と収穫期に労力が集中するので，他の野菜

を組合せないと労力配分がうまくし、かなし、。加えて連作障害が懸念されるの

で， f木関と輪{ノFで土壌陣容を除かなければならない。すでに数種類の野菜が

試作され，成果が確認されて，輪作体系が確立しようとしている。土壌管理

と並んで、労働配分の点からいかに作付を分散し，かつ組合員が長期間就業す

るかが課題で、ある。主な野菜のは種期と収穫期をみておこう (第 4 表)。

5 月融雪後耕うんが開始され，レタスからは種されて逐次だいこん，ほう

第 3 表 夏だいこんlO a 当たり労働時間

地区全域

集団

計

224.2 

103.1 
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第 4 表主な野菜のは種期と収穫期

l土 種 期 収 E安 J!JJ 

t!.. し、 」ラーー ん 7 月 11 20 日 8 月 20 ~9 月初日

(� く 占寸 し、 6 月 20 ~ 7 Jj lOB 8 月 25 ~9 月 25 日

レ タ ス 5 月 25 ~6 月 10 日 8 月 10 ~8 月 30 日

ブ口ッコ y - 6 Jj 10 15B 8 月 30 ~9 月 30 日

ほうれんそう 7 刃 20 ~ 8 Jj 15B 8 月 30 ~9 月 30 日

れんそうにわたるが，収穫時期は 8 月下旬に集中する。したがってこの時期

には，雇用労働力を入れざるをえなし、。だいこんとはくさいはほとんど同時

期に収接されるが，だいこんはひげ根とり，洗瀧，結束ではくさいよりも労

防力がかかるので，市場の需要を満たすに足る 4ha に止めようとしている。

これは賢明な一つの市場対応の方法で、あろう。

組合が出荷する野菜は，品質規格がそろっている上に荷のまとまりがよ

い。市場での評価が高く，同一地i玄内の野菜の中では高債で取引きされてい

る。しかし， ，農協単位のプール計算なので，手取りは平等で、ある。全長共販

なので組合にとっては不利なこともあるが，産地掠輿にきわめて協力的で、あ

る。

だが，価格は等しくても純収益が高し、。慣行農法の生産費は，変だいこん

1 本当たり 26円であるが，小野JIIそ莱組合では18円である。し、かに生産性が

高く，機J誠Jl~法が優れているかが明らかであろう。それだけ市場での競争力

が強いのである。

営の成果

村内だいこんの農協統制率は8096である。 残りは任意組合1396 ， 高人 4

96，その他 4zdである。統税率が高く，ほとんどが京浜市場向けである。小

野JIIそ菜協業組合の都当市場は多摩青果で，市場で好まれるAL級のだいこ

んを生産するように栽培管理に心掛けている。

出荷は県経済連が盟事するトラックで輸送するが，その出荷経費は第 5 去

のようになる。
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第 5表出荷経費

費 目 4グZマE二 費 儲 :;kヨ4 

門
包 装 資材 費 0.74 2 ， 600円 +3 ， 600kg

労 賃 3.00 1, 350 x 8 人ム3 ， 600kg

運 賃 5.00 kg~当たり 5 門

販売手数料 2.80 販売金額の 105"6

検 査 料 0.00 

農協手数料 0.28 販売金額の 196

そ の 他 雑費 0.10 出荷役員経費 lkg当たり 10銭

計(1 kg当たり経費) 11. 92 

年

{恕

次

格 |19~1 2司 34~1 40rl 20f11 
45 I 46 
円門
424 576 

東京市場へだし、こんを出荷するには 1 本当たり 7~8 円を負担しなけれ

ばならなし、。産地が市場へ出荷する涼価は，慣行農法では33~34円，小野川

そ莱協業組合では25~26円である。これが産地の最抵!浪の供給原価で、ある。

ここで，北塩原農協が販売した夏だいこんの価格をみておこう (第 6 表)。

昭和44年の暴落では，出組合でも供給原価を割っている。 42年の価格水準

では，供給価格と見合う程度である。過去 5 ヵ年をみると， 3 ヵ年だけが堅

調であったにすぎない。このように野菜は時として暴落することがあるの

で，その師格対策として補てん準備を考えておく必要があろう。

〔そ菜協業組合の経営収支〕

昭和45年の粗収入は 1 千万円をこえ，経営費は700万円，純収入は300万円

である。組合発足 4 年目で黒字経営になったこの成果は， {I也の産地の追随を

許さない(第 7 表)。

4~5 年前まではこの部落の農業収入はみるべきものがなかったが， 1 

当たり出役労賃所得26万円，純収入の配分42万 8 千円，計68万 8 千円の農業

所得をあげるに宣っている。この所得水準は決して高いとはいえないが，こ
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第 7 表経営の収支(昭和何年)

型2 沼 金 額 J商 要| 収 主主 金 君民

経 4ド1ニt 芸空 計 7, -円 i 販売収 10 ， 030千門

用 330 300人

役 1, 820 

資材費その他一切 3, 650 
訳 i一一一

な1 ~主P主1 金 1, 200 

さ当 期剰余金 3,030 

i二K1 10,030 i 合 10,030 

第 B 表 聖子菜の生産ーと販売(昭和46年)

野菜の穏煩 作付面積 出荷数盈 販売金綴 j潟 喜善

だいこん 4.5ha 16， 765来 9 ， 653 ， 500円 1 来 10本

l主くさし、 2.0 6， 175箱 4, 634,950 1 箱 15kg

レ タ ス 2.0 2， 653箱 1, 801, 450 1 箱 10は

ほうれんそう 0.5 9， 446来 485, 610 1 3l~ミ 200g

ブロッコリー 0.3 3 ， 796~首 276,505 1 箱 2kg 

~f h いしょ 1.0 10 t 300,000 

その他試作 0.3 100,000 

10.6 17,252,015 

の山村で過去の実情と比較するとき，まさに雲泥の差といえよう。

この所得は昭和46年に一段と上井している。まず，そ莱の種類別販売収入か

らみておこう (第 8 表)。

販売突絞は 1 ， 700 万円におよびだいこんは 1 ， 000万円をわずかに下由って

いる。作付面積は 10ha であるが，今後さらに作付面積が拡大し，収量も向

上するとみられるので，順調な伸びが期待される(第 9 表)。

総支出額は 1 ， 000 万円を上回っているが，この賢岳の中で販売手数料の占

める割合が高い。ついで組合員の労賃，肥料代，運賃，償還金，資材費，

用労貨の11演である。ここで出荷経費の負担がいかに大きな割合を点めている

かが注目される。と同時に，組合員の年間出役日数は 993 人で、あるが，
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第 9 表経営の収支(昭和46年)

費 用 金 額 j向 3さ I1又 益 :金 額

経 宅13 受 計ー 10, 211, 023 販売収益 lí, 252, 015 

生
種 商 304, 780 

DE 料 1, 291, 690 

]~泊ξ 芸誌 238, 430 

修 理 21, 755 農機具
産 燃 来? 366, 290 トラクタ一周

2, 222, 945 

販 資 材 924, 993 ポリ， HJ荷容器等;

j軍 主主 1, 165, 544 出荷

売 手数料 1, 897, 721 販売額の1196

3,988, 258 

労 藤 用 779, 190 575.5人

賃 出 役 1, 410, 630 993人

計 2, 189, 820 

{昔 上 業} 150, 000 トラクター，マイ i
クロパス

償 ユ、民互主主L 金 1, 160, 000 農資林金漁金， 近代化

組合運営費 500, 000 

~期剰余金 7, 040, 992 

メ口う、 17, 252, 015 17.2:;2, 015 

労働力が 575 人であることも法目されよう。

前年は雇用労力は 300 人であったから，作付の拡大で雇用が増加し，また

省力技術の確立で組合員の出役日数が減少していることが明らかである。雇

用労力は部落内と路辺から入れるが，土工労働と競合するため，それに合せ

て労賃を決定せざるをえなし、。 1 日 1 ， 400 円である。

このように支出が多いにもかかわらず，農家所得は出役労賃21万円，純収

入の配分 100 万円，計 121 万円となっている。前年に比較してほぼ箔増であ

‘ヲ

屯〉。

一月



省力機械作業は出役労力会f排除して純)1又提言ビ高める方向へ作用しているの

で出役労設を引上げていく必要があろう。さらに今後は雇用労力が減少する

こともありうるので，収穫労働の配分と機械化が進められなければならな

;し、。

輪作体系を要品ーするのが土壌管理と労力配分，野菜の価格変動の危険分散

である。この点、に留意して新らしい作型を確立し，さらに間有林の払下げ右

受けて 1 戸平均 2ha程度の野菜面積まで拡大する必要があろう。 品質が

箆れている上に生産授が安いので搬出にはやや不便であるが十分の市場競争

力をもつものと考えられる。

構造改善事業を契機に，販売野菜を生産したことのない農民が，大型機械

営農を短期間で確立した業績は値の範とするに足り，高く評価されてよい。

今後の野菜産地の発展方向を指示し，啓蒙に果した役割が大きし、。
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全面協業経営へ遇進

小野JI\そ菜協業組合

(代表者相原周美)

このたび，私共小野JIIそ菜協業組合

が第羽田農業祭において，日本農林漁

業振興会受賞の受賞の栄に浴し，一同

身に余る光栄と存じております。

fi共は農業に経験のない者ばかり 7

戸の集団で，全面協業組織をつくり，

高冷地野菜栽培ーを始めてから 5 年を経

j品しました。そしてようやく昭和46年

になって販売金額が約1， 700 万円に達

したのであります。

かえりみますと，昭和42年に営林署

より山地を貿受け農地を造成し，初め

てみるトラクターを導入しさらには

集荷所を設置し，どうして作るのかわ

からない夏大根やレタス等の栽培をし

てきたので、すが，夢と希望，それに対

する未知と不安，喜びと悲しみのくり

返しの毎日等々，種々入りまじった気

持で夢中のまま過ぎてしまいました。

その間農業についてはすべて全くの素

人である私共 7戸のグループに対し

農業構造改善事業の実施を該当させ，

その事業を通じて，将来に対する方向

づけ，協主主の組織化とその運営，農場

経営と野菜の栽培技術等の指導屈で，

関係諸機関の親身に優る力強い援助を

受け， EFが突現しつつあるものと感裁

の念で一杯であります。

私共は，この栄誉ある受賞を機会に

気分を一新しさらに頑張らなければな

らないと肝に銘じておりますが，昭和

47年からは次の事柄な課題として取組

み一層努力するつもりであります。

1.現在約 10 ha の作付面積である

が，今後は 14~15 ha に伸ばし，販

売金額を 3 ， 000 万円までにする。そ

のためには差出し大根主力の作付か

ら， レタス，白菜，かんらん等禁物

類の作付を増やしてゆくこと。

2 ，これと併行して，畑残主ll4~5ha

には毎年計間的に緑肥作物の作付を

行ない，土嬢改良をすすめ生産の増

大と安定をはかつてゆく c

3. 私共 7戸のグループは，前述しま

したとおり今までは外部からの指導

援助に依存していたが，これからは

白からが解決処理できる態勢にした

いと怒っています。

4. 最後には，全商協業経営が個別経

営より優る点を実績で示し臼木ーの

グループになりたいと思っておりま

す。
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日本農林漁業振興会長賞受賞

出品財 力一ネーション経営

受賞者奥平謙

(兵跨!県加古川市八幡町上回条700)

カーネーションによる企業的経営一一受賞者の略産

加古川市は夜臨海工業地誌に属する地域で，決業工業の{斤存する~r興都

市である。市の仁1"うたを加古川が流れ，河口から順次，市街化区域，市儒化調

!京区域， il:ミ業振興対h)成が展開している。このように都市化が進む中で 7， 052

2 ， 900ha の耕地で良業を営んでいる。したがってここに展開す

第 1 図 受賞者の!日各図
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る J1!.k業では，都市圧によ

って兼業化がすすむとと

もに，他方には高騰する

池偶・労働賃金に対抗で

きるだけの収設力を発揮

できる茨木集約的，企業

的施設悶芸が発達してき

ている。この地j淡には水

fl1と鼠室が併存し，自己

経の多くは混誌を組合

せている複合経営が多

い。 集約的な施設問芸慌



j昆室の全景 栽培状況

室経営の規模拡大によって農家は都市圧に対応しているといえる。

奥王子謙三氏は加古川駅の東北約 8km にある八幡町上西条部落に住患をか

まえ，温室抱設によるカーネーションの企業的経営を行なっている。同氏は

昭和 7 年法学校を卒業と詞時に川辺郡神浮村(現伊丹市)の吉i商法留に入関

した。花き生産技術を修得し，昭和14年帰郷して露地菊10a を試作した。昭

和17年より八幡町上西条に定若して温室 400m3 を建設し，カーネーション

栽培と養鶏 300 羽，水稲20a の複合経営を開始した。戦時中は食糧増産技術

員として八l幡fJk業会に奉職し，温室で甘藷，やさいの脊苗をすすんで、行な

い，食糧の増産確保に協力している。

終戦後昭和21年 3 月から，ふたたび農業iこ専念し， 昭和22年には， {呂志

132m2 を増築して 532m2 とした。さらに翌23年には 100m2 増築し， この

地域では始めて大輪カーネーションな導入して栽培し始めている。 以後温É1i

規模さと逐年拡大し，今日の栽培施設5 ， 758m2，生産量20万本，年組収益1 ， 200

万円というカーネーション経営合築き上げ‘てし、る。

昭和17年，部器で温室カーネーション (400m3 ) を始めた当時は，村内で

特別祝されていたが，終戦後カーネーション施設を毎年拡大して成果があが

り始めると，近隣や全国各地から見学，視察者がふえた。研修生の申込みも

多く，市内にもカーネーション栽培の同業者が逐年増加した。現在ではカー

ネーション栽培農家11戸，温室面積 20，460m2 ~こ達しているが，奥平氏はこ

のようにカーネーション栽培による地域開発をすすめてきた人である。
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またこの地J>>x;開発の支柱となり原動力となったのが)JllI!� 11 iÍï'市温室総合の

共同健苗育成事業である。昭和40年に同志 8 名がlmëx)11 f訂占出窓組合を結成

し，昭和4H子にミスト J不当ミ紫7tfî温室主f完成し，ぞキドi 家用}なの共同脊苗を行な

ったが，奥王子氏はその1計五支[王手?として全!日管盟主f引受け，良質陸1閣を

合員農家に配布し始めている。その結果，よい成来をあげ，カーネーショ γ

としての市場信用をおめえた。こうしてカーネーショ γ泊室栽培が集日

産地として地域的に定義したのである。さらに開手1143;1'-には同志 8 名ととも

に農:Æi:j:組合法人八幡瓶室組合を結成し， 新たに敷地 19， 000m" 'â:共同購入

し，鉄骨アルミナ瓶室 9， 900m2 を完成した。 大輪カーネーションの栽培に

若手し，その組合長となってカーネーションの協栄経営を推進している。

現在，氏は兵庫県花き協会カーネーション部会部会長の外，兵庫県カーネ

ーション航空輸送出荷組合の組合去となり，花き流通の近代化につとめ，兵

き間芸界の指導者的役割りを来している。

このような地域社会ならびに良村青年の育成に対する武献によって，昭和

4年には県民業祭で知事から感謝状を受け，昭和41年， 42年には全国法村官

年教育振興会から感謝状を授与されている。また昭和46年度仮日新IlfJ ，

協会主fHiの第20回全国民業コンクールで、は，

よって民林大目弦念受賞している。

カーネーションの企業的

カーネーション大規模経営 受望者の経営概況

奥平氏は温室カーネーション中心の経ど第 1 去に示す家紋 6 人(内股従

者 4 人) ，常備 2 人，臨時傭 5 人で行なっている。 現在は長男夫婦が中核と

なって経営管理を行ない鬼平氏は八括協組合長として， カーネーショ

ン (9 ， 900m2 ) 作りに年間労働臼数340 日中240 日従事している。

経営土地面積は水間22a ，温室およびピニーノレハウス数地87 a , rll~*31 a 

140a である o のうち 27 a とビニーノレハウスの13 a でカーネーション

を栽培し，一毛水田の22 a では自家用飯米を作っている。混室ビニールノ、ゥ

スのほかは作業場 208m2 と 15kg 入りの豆油タンク (13mつがある。大出陣
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家族と農業従事者第1:表
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(注)世帯主兼業従事:日数 240 1:1分は八幡部室組合カーネーション作りに責任

者で従事している。
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柄(式)銘子瓦f重

292 ヲミ星号 K133 ， 330m2用

尚早1] 当り 17
~57 [ 

7PS 

1 ブイボ

119 

314 

683 

12 

15 
85 

135 

380 

米花 3 号

矢野式

温湯式

宿谷式

KBB 
コニノ、プ

1/2P S 

2 

-
A
1
i
t
i

宅
i

り
ん

1

ム
の

L

S 2 

自動潜水

暖房配管一式

動力噴霧機

ヒータ一
市ンフ
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ム
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自動濯水施設，暖房配管，J1の整備状況をみると第 2 表のようにボイラー，

ヒーターポンプ，電Pf.\設備があり， H:~ {iif用に荷物自動車があ動力噴霧機，

る。

かような現状にいたるまでの経営発展概況を辿ってみると第 1 留のように

なる。終戦註後400m2から逐次温室規模を130m九 100m2 ， 700m2 と急速に増加I

拡大し始め，昭和26年には水田 8a~購入して600m2 温室を噌築した。昭和

31年には県温室農協を結成して副組合長となり， 32 年に 200m2 増築，
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ミスト繁猿室(共同脊苔)

第 2 図経包拡大過程とその主要事項(年次5JIJ)
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ご場，ボイラ一室を業Jr築装備している。昭和郡年には加古川花き組合を結成し

てその部会長となり， 37if~に 600m2 を噌築し， して大輪系カーネーシ

ョンの栽培に切り替えている。さらに昭手JJ38年には 80m' のビューノレノ、ウス

育苗室を増築している。昭和初年には加古川温室脊苗組合を結成し，そのtll

合長として， ミスト挿芽槌室 (150m2 ) で鰭Wîの共開育成卒業を行なった。

昭和42年にはさらに槌室を拡大して3， 117m2の規模な実現している。調五時
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第 3 表 カーネーションヨミïft'5iミ絞(昭和3ì------45年)

年次|総生産本数;平均叫粗収益|経営費|所 得| 針Jj 考
|本1 門 P':JI 門|門!
37 1 553 , 500 1 13.10 1 7, 258, 4121 4, 979, 2711 2, 279, 1411 
38 1 549, 260 1 15.10 1 8,327, 9951 5,621, 3971 2 ， 706 ， 59割

561, 840 1 13.60 1 7, 669, 6301 5, 238,358, 2, 431 , 2721 

40 i 626, 870 1 13.50 1 8, 443, 0351 5, 783 , 4791 2, 659, 5561 

41 悦 6回80川1 19 却!叩叩84( 刊山6! 叩....,J. L.JV ! l , v././ , ":"'VVj '-" .Á...J V , JVVj "'-', t.JV.:;." L.J"T LJI 閏切替

42 567,7001 19.30110, 956,0481 7, 362, 46513 ,593 , 5831 

43 442,800 1 19.10 1 8, 480, 0611 5, 554, 4401 2, 925 , 621! 
44 I 513 , 248 1 20.10 1 10 ， 395 ， 7時 6 ， 913 ， 1821 3, 482, 5811 

45 附 7911 20.00 112, 732,316i 8, 62 

(46年10月)には1 ， 050m2 増築中でこれが完成すれば4， 168m2 の温室による

大規模経常を営むことになるO

ビニールハウスも昭和羽生子の育苗室80m2 から次第に拡張し現在では2， 64ひ

m2に達しているので，昭和46年度末には6 ， 808m2の大規模カーネーション栽

取が展開する予定となっている。

昭和37年から45年までの混室カーネーション生産宍絞と経営成果は第 3

に示すように顕調に伸びてきたo 45年jZには総生産本数 638， 791 本，粗収益

12， 732 ， 316円，経営費8， 629 ， 831円，所得4， 102 ， 485円をあげるにいたってい

る。

務好適地で企業的経営 受賞財の特色

加古川市八幡町は民業振興地域に鼠し，奥王子氏の温室がある上西条部落は

高40m，加古川沿いの平坦地で年間平均気温 14.70C，降水量 1 ， 375mm，

自照時間1 ， 916時間，日照率は45~52必である。特に冬期の日照時聞が長く，

日 !VA、最は多いため冬期王子均気温は 5~80Cの撮躍さで乾燥しやすし、。この冬

期間の適温下で日照の多い気候条件がカーネーションの旺盛な成育，開花を

招来しているため，わが国で、もカーネーション栽培の屈指の適地といえる。

カーネーションの原産地(地中海)気候や，オランダの温室カーネーション
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産地アールスメールの冬期間の気象にも類似して，特に冬期間(土カーネーツ

ヨン栽域の気象的好条件にめぐまれた場所である。

他方，夏期の気象は高温多湿の欠点もあるが，国内では瀬戸内の夏寡雨j色

f!?に属する。加古川の流れで夜間祖度が下がるので，カーネーションの幼植

物の栽培期間として夏期を利用し， t泣付初期生育には好適の栽培地といえ

る。土壌条件は河川敷の関係で，砂質土，排水良好な肥沃地で，そのうえ

水量が富であるのでカーネーション栽培に適している。またブミ消的都市右プ

t~l~え，支通の{更が良いので市場関係にもめぐまれているところであるO 戦前

のカーネーションは高級切花として扱われてきたが，現在で、は大衆花として

消資されるようになり，需要も王子準化してきた。

しかし，わが罰のカーネーション消費は年末と 5 月第 2 日曜日のほの日と

に二つのピークをつくっているため，この時期をねらった作型がつくられて

きている。すなわち，わが悶の温室プJ ーネーションの栽培概要をみれば，

J[1jの気象的不幸iJ条{牛を .f;iJ J，漬物で、}砲させるため 6 月下旬から 7 月上旬に定植し

て徐々に生育させ，年末に多く 1:11荷できるように10月下旬頃から採花し始め

る。年末に最高の切り花を出し，さらに 5 月の母の日の需要にも対応できる

ように生産する作型をつくり出し 6 月上旬まで切花出荷主ど蹴続して株のヲ i

持立とするのである。このカーネーション栽培の基本作型による作付利用方法

の大要をのべてみると， 12~3 月の持芥， 1~5 月発根商の冷蔵， 4~5 月

{Jl椋， 6 月下勾~7 月上旬定悩， 8~9rt上旬最終ピンチ， 11月中~6 月中

旬採花心出荷するのである。この作型の他に夏切り， 1 本切り栽培を組み合

わせて，労働配分の合理化と施設の周年的利用による効率化をはかるように

作型の組み合わせをしているのである。

奥平氏はこのようにカーネーションの生産にとって八幡fHJ上西条部落は自

然的(気象，土壌，水) \こも，経済的(市場，交通)にもカーネーションの

好適地であること 目したo r"沼郡117年にここに定着して以来，混室カーネ

ーション栽l音を始め，たえざる研究と努力によって着実に温室カーネーショ

ンの規模を拡大し， 現在!，";758m2 (46年度末 6 ， 808m2 ) の大規模ハウス施
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ベンチ栽培

設によって経営成果をあげているのである。この経営の特色は経営能力のす

ぐれていることはもちろんのこと，たえず新技術を導入し，個別と協業を調

和さぜながら次第に経営の規模を拡大し，経営を改善することによって91

働，土地の生産性を向上し高収益を実現してきたことにある。そのおもな寄せ

意くふうの跡を記してみれば次のとおりである。

1. 大輪品種の率先導入

消費者l脅好の変化安いち早く読みより率先して中愉在来種から大手lfi品種へ

全面的に切り替えた。大輪種は中輸在来種よりも単価が高いので，この単 ifllî

増によってJ]Jj売収益の増加をはかっている。

2. ベンチ栽培の開発

従来のベッド栽培をベンチ栽培に切りかえた。この栽培法改善によって，

品質や叙泣の向上と切花回転率を高めることができた。品質の均一化と切花

本数の増加によって高収益を獲得できたので、ある。

3. 新技術の導入と閣年栽培

切片テストや茎頂培養技術を修得し， ミスト挿芽による無病無菌 l告育成を

行ない，苗冷蔵によって若苗の随時定植を可能にし，定植期の l隔を鉱大し

て，定槌期労働の分散適正化をばかり，さらに周年栽;暗の作型を確立した。

国員経済の成長，所得の向上につれて，カーネーション消賀'も周年化 L，価

格も周年的に国定化する傾向がみられるから，周年切花栽培な実現すること

によって経営の安定と収益の増大を図りえたので、ある。

4. 栽培管理技術の改善と省力化
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自動遊水装畿

自動換気装鐙

、問ゅんか

i!� 主主 '民'

土の入換えはトラクタ -ijif凶論使用

自動Ufl水佼mによる 16)J 

温室経営では七猿消毒， j也j昆調節，施!ì~，水などがÎtの品質と

大きく影響する。したがってこれらの栽培管理には特に注意し，たえず研究

くふうしているが，たとえば土壌の蒸気消脊践を導入して，消7与を徹底して

いるため，立柏j汚などの病害発生は防践できている o 照による開花促進，
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協同経営温室全景 選完IJ 荷造り

地温調整による生育の安定化とくに夏季栽J容の安定を留っている。さらに施

肥種類や方法を研究くふうし，施肥の安全と肥効の増進によって成果をあげ

ている。また施設の自動換気装置を設け，自動i容水設備などによって温湿度

の管理，水管理を自動化した。これで、省力化を大幅にすすめる(第 4 表参

照，部落・県標準より約 400 時間節約されている)とともに作業の安全を確

立している。

5. 市場対応の改善と倍格安定

花き需要の増加に件乃花市場の大型化に対応して，経営を大規模化し，生

産の大量化，計同化をすすめている。また共同育菌，協定技術の実施によっ

て地域民家の技術の王子準化，生産物品質の向とと均一化を悶り，市場信用を

高めえた。これとともに大輪カーネーションの消費の盛んな京浜市場を主力

に共同出荷販売し ， y目白需要の遅れている関西市場には定格取ヲ|によって治

問の伸びを促進するなどのm湯刈応を改善し拙務安定化へのくふうをこらし

ている。

6. 翰送の改善一一一航空機輸送の開拓一一一

切花はその鮮i立が生命となるので，従来の鉄道を航空機輸送に出り替え，

カーネーシヨン空輸出荷組合を組織して協同集荷・出荷を行なってい

る。荷造り法にもパッキング方式をとり入れて，荷傷みのない安全荷造法

をつくりあげた。輸送時間の知杭，鮮度の確保，荷造りの館易化，経費の節

減( 1 本当たり 1~2 円安い)をはかることによって，輸送距離の延長と肢
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:ゃ

第 5 苦笑 :,3m' (lOÞl')当たりの生E巨額

!五

山
火
※そのrn>>誌の平均

※J走路ぷ)11~:?1ミ問主主課潟芝tによる fa25カーネーション(中大総)平均~tÈÎÍ í'fj~

64.2 

第 5 表 刈íf"j 7Jリ fド付および収入実絞(昭和45年度)

カーネーション (沼 主主)

" (ピニーノレハウス) 13 75.000 97.500 14 1, 365. 000 
kg当り

fr (米) 22 450kg 990kg 133 131.670 

62 I 12.863.986 

第 7 表決え:怒営費およひ

出荷費用

)J[~料設 585，側|弓

手口 留 資 220 ， 000

130.00D 

53 1, 600 

986, 200 

156, 575 

382.000 

1, 304, 280 

:I;J~ ~t~ 被服姿t 21.000 

m:.(f，lf 労働 Tþ'.( 2.340 ,000 

f'F 4、*B、f 272.000 

利 γ 117, 244 

迎 4fLち""1. :{52 , 700 

'1"' 支立 ;ISf 1, 273.232 

8.67 1, 831 

第 8表経営成果

i 総収入 l 経営費 i 所得額

カーネー
、ンョ γ

稲作

第 9 表 カーネーション部門の所得分析

家族 1 人当たり所得

家族 1 日当たり労働率{RW，

lO a 当たり農業粗収入

lO a 当たり農業純収入

1, 025 , 599円

3 ， 419円

3.183 ， 079円

1. 093. 621丹
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第10表借入資金および段違

議 煩入先|金額(内) 1 借入|用途附償還 i1t 空 i 状主
l 年月日 I ~~ I 年仮|芝草塁|残 存与

近代化資金 i 及協 1 1 ， 0肌∞OiS 37. 拍 室1"分1 1咋! 日2 ， '<,941 300 ,000 
向上 1 1/ I 1,000, 000: S 39.101ベンチ1" I 10 I 日7， 764 必9 ， 000

向上1/ 1 1, 000, OOOi S 40.101 1/ 1'1. "1 10 悶， 4921 420, 000 
向上1/ 12， 800， 0叫 S 41. 101滋 室I -1. ,,1 8 1 420 ， 8おげJ日， 000

L 資 ZlfF l m，∞4S446(山水 3 い33 ， 00011 928 ,000 J …… 同 上
" 11,1-11, 0001 1/ I~ ン ミト恥iトμ一ベI 3 ド山川山一勺1

、リW

つ7
ノ川

NIJυVIJトγJ
C…… 

吾計，- I ド口叩，1臼9引1ω01 - 1 一 1 一 |h1 34ω51 川Mω
備ヨ考号 さらに， 4必6年度総合資金 2， 2初0∞O 万円を{借昔入れ，土池1臼5a をR購持入し?混昆室てをと拡

大する計画をすすめている。

売市場の拡大に成功している。

以上のように，カーネーションにとっての好適立地を選んで温室カーネー

ション経営を企業的に展開し，第 5 表に示すような 33m2 当たり 100， 000~

130， 000円(一般標準70， 000 丹~80， 000 円)の優秀な成果をあげているのが

この経営の特色である。

鱗経営の分析と成果

(1) 部門別の作付収入実績は第 6 表に示すとおりであるが，その内訳をみ

ると米はすべて自家飯米として家計に仕向けている。カーネーションは家計

用と贈答用に2， 720本， 57 ， 140円仕向けたほかは，すべて共同出荷しているの

粗収入額はカーネーションで:'12 ， 732 ， 316円，米で 131 ， 670円，計 12， 81)3 ， 986

円に達している。

(2) 経営費と出荷費用は第 7 表に示すような内答である。この穂高安には

次米から導入した新品種(ウイルスプアー)苦の母株代として 1 本}Ì'Í.i匀li 

100円， 2 ， 200本代 220， 000 円を投じている。最も大きい費用は雇傭労賃であ

り常傭 2 人(月給 3 万円， ボーナス 2 カ月分を含む)と臨時傭(女 1 ， 200

人を単価1 ， 250円で使用し，その労賃支払額は234万円である。ついで大きい
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!JH用は温室などの建物，大農兵償却代で 130 万円に達する。出荷費用として

運1''i35万円，市場手数料 127 万円を支払っているので，農業経営資用と出荷

政府合計額は年867万円となっている。

(3) 経常成果としてのカーネ…ション部門所得総額は第 8 表に示すように

約410万円で、あり稲作所得約 9 万，百1.419万円をえている。カーネージョ γ部

門の家族労働報酬と，耕地10a ~当たり収入念示すと第 9 表のようにすばらし

し、成果をあげけいる。

(4) 借入資金とその償還状況についてみればこの大競技i品軍経営をするた

めの借入資金とその位還状況は第四表のようになる。 近代化資金と技術導入

資金の佑二入総J額は 7， 191 千円である。これらを活用して瓶室の拡大，ベシチ

化および í~1 動潜水施設などを整備してきている。 45 年j支の償還額

1 ， 341 ， 605 丹を返済しているが，これは 45 年度設業所得者立の約3096にあた

る。借入残高は3， 897千円であるが，さらに46年度には総合資金2， 200万円を

新たに借り入れた。これで土地15a を購入し，年度末までにil，j\.~I1 ， 050m2 含

拡大する 1]設Eわである。

(5) 剰余所持の利用状況をみれば、，剰余所得は経営規模の弘大と整{誌のた

めに約705ぢ投入し， 2526合貯蓄，生活改善には約 596をふりむけている。

活改ざ;では特;こ主婦の家苓労働を省力{じするための台所改善に点をおき，

'ti:化製品を整備している。現在家事労働は主として母，長女が引受けており

して経信'に参加できるようになっているO と経営の分担が計

附i切に決められ，主人， ，次男，父母など一家をあげて協力するこ

とによって，家族労働力を活用した高生産性の経営が行なわれている。食生

活の [J3守をみても充実しているが，たとえば総食費に占める動物性主由

数(J)iJ，牛乳，内出資額の総食費に占める率)は4296tこ述している。

線地域的活動および普及性と今後の発展方向

加古川市では諒海工業地帯の展開とともに逐年都市化がすすみ， f也業へ

の兼業化傾向が強まっている。こうした地域なので、その民業で、も他産業に対
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応して発展するには経営規模の拡大，資本集約化，機械施設化による省力化

をすすめ，生産性の高い高能率の経営が強く要請されている。この要詰にこ

たえて奥平氏は積極的に新技術，近代施設を導入し，規模を拡大して企業的

経営を展開しているが，この経営展開の手11院と方法は当地域のカーネーショ

ン経営農家の先駆的模範となっている。同氏の指導に従ってカーネーション

温室部門を導入し，経営規模を拡大している農家も次第に多くなり，その132

及田への寄与も大きし、。またこのような地域農家の個別指導だけに止まら

ず，カーネーションの地域集団的生産活動にも力を入れていることはすでに

述べたとおりである。

さらに， 43年には従来の個別経営に出j足で、きず，カーネーションの今後の

発展方向は大規模集団生産による生産力の強化にあるとして，同志 8 名とと

もに協業経営に着手したことも先にふれたとおりであり，またこの事態が生

じたために46年から自家の個別経営は全面的に長男に委譲している。この農

事組合法人による協業経営はまだ初期段階のため， 現在の経営収支は欠損

(昭 44 年ム250 万円，昭45年ム982 万円)であるが，今後のカーネーション

温室経営発展方向を示すものとしてその発展は注目されてよし、。他方多くの

農家がカーネーションと稲作との護合経営を営んでいるが，その農家のカー

ネーション経営規模な拡大するためには地域集毘的に組合員の稲作生産の機

械化(田植機，稲刈機)をすすめ，稲作の集団的作業の協業組織化さどとおし

て稲作の省力化をすすめる要がある。こうすることによってカーネーション

栽培の規模拡大や必要労働力の確保をはかるなど，地域農業開発にも力を入

れている。

以上述べてきたように奥平氏はカーネーションを愛し，わが国のカーネー

ション生産を世界水準にまで成長させようとし、う願望を抱いている。地域的

にカーネーションの生産地を積植的に形成する努力をし，さらにカーネーシ

ョンの新たな企業的大規模協業経営の責任者として活躍しているが，今後の

成果には大きな期待を寄せることができょう。
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種苗のノ〈テント制度が必要

奥平謙三

大正 4年県下手111崎君[5の山村Iこ主主を受

け，昭和 4年県投入学までは何不自由

なく過ごしましたが入学後家運傾き昭

和 7年春ようやく卒業しました。悶l待

に川辺郡のー鴎芸淡家へ見習生として

住み込み，カーネーションの栽埼販売

の技術~修得しました。当時は現在と

異なり技術面では非公開であり，販売

簡でも荷造りその他で非常な主さがあり

種々苦心しました。

昭和15年独立を志し帰郷し露地菊な

栽培その潤温室建設に必妥な資金資材

の入手に奔走致しましたが時あたかも

食糧増産の声高く不可能になり国主主致

して居りました月1[. 縁有りて現住所に

j寄付きカーネージョン温室 120 j'平の経

営を引き継ぎ現在の出発点となりまし

た。その後第二次世界大戦となり初期

は市場へ出荷できましたがささ援が烈し

くなるにつれ市場へ出荷で、きず近隣の

花屋へ持ち込んで、販売していたがそれ

も不可能になり，カーネーション栽培

を断念し食滋増波技術主主として三経験し

ました。

幸い混~取壊し寸前に終戦となり同

梁の友人がカーネーショ γ部を保存し

ていたため早速カーネーション栽培を

始めました。それと同時ーにや11戸にいち

早くバラックの市場ができ全国より良

手が築う予想以上の栂坊で取引きが始

まりました。良男子の顔振れ買い振りな

どな見て来〕支出荷をめざして21年 1 月

19 日単身カーネーションの見本主f持ち

東京へ U:13è王子心の米. í0z業原の卸売市

場の内の花市場てとみね当て 1J:l符の苅談

をまとめ!，{J!診も関西の約 2 倍で非常に

有利であることがわかり，知り同染者

と相談し，ここにカーネーション東京

出荷が始まりカーネーションの担段の

来京定期便が誕生しました。その後兵

され関双

を始め北限. r宇lJfC 関西，中国!~ヒブL~ [1

と全国主妥消費地へ出荷. Wj石カーネ

ーションの名戸を天下に示したのであ

ります。その後各消費地にもそれぞれ

E在地ができましたので治資の動向を考

厳し大輪径の導入とその栽培技術の研

究および販売図の PRに務め一方では

逐次規模の拡大を計りました。 35年頃

より中京で大総稜が採算ベースで取引

- 95-



きができるようになり，その後関東出

荷も非flf~な好評ーを得今日に至りまし

た。その筒35年~40年頃にて大総額も

内地法および輸入額等，支，石，混合

でその成果も揚らず品穏の選JJIjに非常

に苦心致しました。昭和41年 1 月香港

にて兵tq'1県図芸見本市が開催されまし

た時，切花部代表として参加19 日間取

引状況の調査，帰国途中台湾に寄りこ

れを視察致しましたの実際に販売して

大総額(シム系)の冥仰が判明し帰国

後関西でも採算ベースで取引出来る絞

になりました。

以上を振り返って見ます時規絞拡大

においては戦前終戦i間交では自己資金

に非常に苦心しましたが， ~ì&後制度金

を活用して非常に楽になりました。こ

れが為急速に生成が併Ij辰し相場合くず

したきらいが有り，またtミ業生産の性

質上，もう少し長期低利であってほし

いと希望します。また販売[習では，つ

くづく炭産物の{阿倍の不合理な点が身

に泣みました。もし授業を企業化し投

資:こ対する利潤の追求になればその点

が一層大きくなると思います。

今後私達は初期の目的達成のため施

設の近代化および拡充立地条件によ!fJ し

た栽培技術の研究による新しい栽培体

系の確立，消費の動向に応じた品穏の

導入，育成，荷造り，輸送，売掛金の回

収等流通の改善また凡ゆる機会を利用

|して P 廷による消資の拡大を吾!り，生
i 産伎の向上と価格の安定4努力化による

生産コストの低減等経営の合理化に

努力して賠ります。以上につきまして

は，各研究機関生産者および業者が一

体となって努力すれば解決の見通しが

つくと忠われます，しかし本当の農業

(花7守国芸)の発展の基礎は育穫にあ

ると思われます。普から苗作り半作と

か 7 分作とか中しますが，し、かに苗自

体が良くともその系統品種が劣等であ

れば何にもなりまぜん。優秀な系統を

育成するには多大の努力と長期の日時

多額の資金が必要でありますゆえに大

きな力でカバーしなければ到底不可能

であります。これが為早急に種穫のノ号

テント制度の確jzが必要であります。

この11jlj皮が確立すれば日本独自の欧

米に負けない俊良系統品種がで、きると

縫倍致します。現在ではほとんど新し

い俊良品種は外国から総入されている

と言っても過言でありません。やがて

くるであろう世界の交流を思えば寒心

に耐えまぜん。関係各位の協力により

早急にこの制度の凝立が制定されんこ

とを祈ってやみません。なお流通機構

におきましても全国的な組織による需

要に応じた生援計簡ならびに計聞出荷

などにより，価格の安定対策を行なう

べきだと存じます。私達は今後微力で

はありますが花弁生産業界発展の為

努力する覚悟でありますので!日に倍し

ての御指導御綬淀の程をお願い申しま

す。

96 -



志
田

産 部 Fう

天皇杯受賞/児湯酪農業協同組合 ...98 

(農林省畜産試験場加工部長/浜悶 寛)

日本農林漁業振興会長賞受賞/細 田 治 憲…..，・ a ・-…. • . • • • • • • • .… 114 

(農林翁畜産試験場飼養技術部長/檎垣紫光)

釘本農林漁業指興会長賞受賞/栗原 正 明....・ H ・....…・・…......…・ 127

(白河穏E5牧場茨主主支場長/松崎 格)



皇杯受

出品財牛 乳

受賞者児湯酪農業協同組合

代表者長友九州男

(宮崎原児湯郡川南町平田 1307)

鱗受賞者の略歴

1. 宮崎県酪農業協同組合連合会および児湯艶農業協罰組合の略歴

児湯酪農業協同組合は出品した牛乳が受賞したことになっているが， J自確

には品質密秀な生乳を生産するようになった総合員の努力に対して天皇賞が

第 1 図受賞者の所在地

98 

授与されたといった方が妥当であ

る。それにしてもその背景には宮崎

県の階農関係者，とくに宮崎県酪設

業協同組合連合会を中心とした総織

的な農業組合活動が大いに与ってい

るとみることができる。

宮崎県における乳牛の銅養は第 2

次大戦前主として市乳の製造販売を

業とした人たちにより少数の乳牛

(昭和10年当時 286 頭)が飼養され

ていたにすぎなかった。それがi没後

酪設に展開したのである。すなわ

ち，昭和30年当時 1 ， 950 頭の乳牛が



児j暴酪農業協同組

合のメンバー

1 ， 500 戸によって飼設され，それらの民家は大小却を越える間体・グルー

プに分かれて，相互には何らの述情感も持ってし、なかった。このような状況

の IてÞ-e昭和初年12月， 西jお3 よびび、北諸L県京 j郡1部:.小j林5司ホf，市.部滅市言をピ!区玄j域或とする怒j

;1 L!麓池;帝?日帝;背t同カが:縮7良:史2振輿法に1悲臼住;づく 2怒芸 j品史ミ部終約9f酪筑)浪J兵:地j域或必iにこ;指日定され， 続 l 、て32{f 1 

月には怒iJ:b賄述が結成され，以後現在の県賂述が41年に結成されるまでの間

りをf演じることになった。

方，児湯陪7127う:所在ずる県中央部の足玲 I L!麓台地においては昭和36年ごろか

ら酪112団地の形成がえ，昭和39年にはこの地域の:1:~Lの一元集荷をはか

るために尾鈴蹄述の設立をみた。次いで昭和41年 4 月 1Jl1工 JJf{料乳補給金fhljJ支

の発足に先がけ， 41年 1 月;こは寂お・足鈴阿部述を小心にした県酪述が結成

され，制度続行までには県内生乳の 9996 を受託販売する r休\liljが整い， 制度

施行と向時三に1左京f刊誌指定生乳生注者団体;となった。次いで、43"1三 7 )~には尾鈴

民約問地域の指定を交げ， 以来宮崎県の酪l誌は発展の一途をたどってい

る。昭和45年 2 月における下の乳牛頭数は28， 500頭であり，県別乳牛頭数

では全国20位，九州では熊本県ーに次ぐ酪良県となっている。

次に現在の児湯酪段業協同組合は戦後外地，あるいは近在より!日陸軍用地

へ入植した酪民民によって構成され，その経緯は次のようである。

昭和20年 !日持軍用地跡へ入槌開拓

!! 26年 J11 j有酪設業協同組合設立

か 33年 児湯酪民業協同組合と改称

グ 41年県西n連結成とともに会員となる
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グ 42年長友九州男氏組合長に就任，現在に至る

2. 宮崎県におけ~乳質改善の沿革

宮崎県の酪農は終戦時ーまでの馬産地としての経験を生かし，台風rlr~襲地の

防災農業として戦後展開している O 当地方は夏期の気象条件が高官主多湿で酪

農にとっては不和であるにかかわらず，戦後昭和35年までの15年間には乳質

改善上のこれといった施策が見られない。そのため霧島酪連の昭和35年 6~

8 月における落等乳の発生率は平均1196，年間の落等率も 69Z を越えたとい

い，また，同酪速が昭和34年夏北九州向けに送乳を行なった際にも，輸送前

の乳質管2理が十分でなかったため，到着乳がしばしば落等となって大きな損

害を受けたほどである。とはいえ，当時の関係者が乳質改替に関心をもたな

かったわけで、はなしその必要性は十分万三知しながらも，なお当時のわが国

酪農の経済力では手頃で有力な冷却装置も装備できなかったのである。

その後，昭和 35 年から県酪連が発足した 41 年までの約 5 年間は県下の乳

牛頭数が急増した時期であるが，そのころから生乳の落等による損諮をくい

とめ，他方，増産された生乳を県外の飲用向けとして有利に販売しようとい

う考えから，乳質改善ならびに集送乳合理化の重要Itがいっそう痛感され，

必要な施設を若‘々と整備した結果，器等乳の発生率も次第に低下したのであ

る。

次いで42年 6 月には県。県酪連・乳業会社を会員とする乳質改善協議会が

設立され，乳質改善共励会，細菌検査の実施およびその成績に基づく奨励金

の交付等を行なっており，農薬・抗生物質残留問題についても積極的に対応

している。さらに，昭和43if. 4 月からは県内産生乳の検査体制の強化と対外

信用を獲得するため，宮崎県生乳格付条例が施行され，県営の格付検査が行

なわれている。

さらに最近では県内市乳，学校給食向けならびに従来の北九州・山口県向

けの県外送乳だけでは生乳の飲用化もようやく限界に達し，生乳生産量の増

加に伴って加工原料向けの乳量が増大して生産者乳価の引上げも困難とな

り，酪農掠興上支障をきたす恐れを生じた。しかるに折よく昭和46年には綿

-100-



第 1 表 7f;!;崎県における手L質改善および袋送手L施設のまさ備状況

年次
年間平均落書字乳率

(2 等乳設/出荷手uま)

3 

36 霧島酪逮 -1. 

38 " 2.67 120 .t 

40 " 1. 56 216 4 

41 県郡迷 1.40 270 戸。

42 " 1.30 326 3 3 

43 " 1. 40 :348 4 

44 " 1.:30 :340 4 

45 " 1. 20 :320 4 

46 " 
上 司王 1.20 

:321 4 
年間推定 0.9 

2 6 

2 1 1 ! 7 

2 1 I 8 

8

7

9

 

n
L
 

内
ノι
d

(注) 1. 41年新設のクーラーステーションは西部， 42年はえびの， 43年は)JJ南。

2. 1íil溶祭手L万rrの減少は苦言淡戸数の減および袋手L所の統合による。
3. クーラーステーションの廃止はえびの路設の新設に伴う同地区 3 農協

の施設の廃止。なお，乳業の施設は含まなし、。

4. タンクローワーの処分は大型 (10 トン以上)化による。

ìq!戸山]カーフェリー 第 2 国宮崎t7- (路没)における生手Lの用途別
年間販売量就杭の見とおしとなった

ので，フェリーを利用し 2~OOO ト〉
4,000 

てE反対!jjjmへ飲用向けの
2,000 

浪路を開拓したいと考 20，000
8.000 

ぇ， 4昨皮には)11南クー問。iA-H
ラーステーションから森 4.000 

永阪神工場へお~ 1 ， 000 ト 10，000

ンの生乳(児湯酪協産85 制01-
6,000 

労，者I\R~々協 1596) 4.000 
2,000 

を試験的に輸送すること

になり，その前提として 年次 42 44-46' 

仁ごコ二二]
5更 す主
ト員 三ミ
波{直

カE工おけ

l宮内市ヲ'G:Sllt
一、

1
1
1
 

1ト
ー
山
川
，

h
y
J
 

42 44 46 42 44 46 42 44 48年
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乳質管理をいっそう徹底させたので、ある。その結果，乳質が著しく向上する

とともに試験輸送にも成功し，また， 46年度には大阪・神戸・向山・広島と

も生乳の取引契約が成立し，生産者乳価の引上げができることになった。

宮崎県の近年における乳質改苦ーならひ、に生乳の叛売動向は第 1 表および第

2 隈からその概要を知ることができる。

翻児湯酪農業協同組合の経営概況

1. 組合の概況(昭和何年 10 月現在)

組合員数 115 

乳牛飼養頭数 1 ， 496頭 (13.0顕jf三)

45年度年間生乳生産量 3， 357 トン

4~年度生乳販売金額 151 ， 111千円

2. 昭和 46 年度の事業概要

a. 購買販売事業

生乳の販売，館料・優良種子その他酪良資材の購買供給

b. 乳質改苦卒業

c. 指

自給飼料生産基捻の整備，経営規模の拡大，乳牛の導入および初妊

牛の預託，命j養技術の指導，酪農簿記々 11援の指導，低能力牛の淘汰

d. 輸送

集乳，配Tn，飼料・種子・器材の輸送

e. 製品販売事業

牛乳および乳製品の受託販売

3. 経営内容

当組合の昭和45年度の損益計算書は第 2 表のとおりであり，事業利益の中

心は飼料の購買と生乳の販売であるが，組合の収益で、は組合員への利益還元j

のために若干の赤字となっている。しかし，これを受取利息・受耳支配当など

の事業外収益などで補填し，損益計算としては赤字になっている。
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第 2 表 t員 主主 ご十 算 ごき 昭和 45 年 12 月 :n 日

総 メI 、l tﾎ: の rm 

I 

(1) JIX 主主

(2) 裂 Jf1 

事業総利益

li 事業管理~!l:

(1) 人件費 7 , 673 ,858 0 

(2) 旅費交通史 209 ,78 

(3) 事務費 237 , 264 
ドChhD4 a (4) 業務授

(5) 治税負担金

(6) 施設設

(7) 雑 設

事業管理設計

事業収益

磁 ;[J坊さ外J良主主

(1) 事業外収益 2 , 429 , 0981 内 訳

(2) 事業外費用 1, 724, 587 704 , 511 事業収益 ゐ1， 186 ,662 

N j!Jl間外損益 事;案外主主 704 ,511 

(J) 期間外収主主 期間外主主 509 , 500 

(2) 郊j間外損失 4:i8 , 41 509 ,500 
当期剰余金 27 ,349 

当期剰余金 27,:i49i 



第 3表財 Eま 自 録 昭和 45 年 12 月 31 日

j尚 要 金 額

内 訳

3を 産 の 部

(1) 経済卒業資産

現 金 9 ， 387 内

当 座 7真 金 14 , 576 

1ﾏﾎ 金 9,060 ,534 

手ま {間 証 券 80 ,000 

5:. 取 手 形 624, 604 

率 業 未 収 金 17, 357 , 267 

U�l 卸 資 産 2, 225 ,392 

資 産 4,441, 142 33 , 812 ,902 

(2) 閏 定 資 産

有形図定資産 5, 143 , 554 

外 部 出 資 金 4, 538 ,000 9, 68 1, :5:54 

資 産 メIコ主、 43 , 494 , 456 

負 債 の 官官

支 払 手 形 675 ,900 

三拝 業 米 千五 金 11 ,6:58,515 

経済事業借入金 12, 500 , 000 

え官 負 侵 9, 874 , 119 

負 債 l日h 計 34 ,708 , 534 

差 ヲ I 純財産 8,78:5, 922 
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E 経済事業負位
(1) 支払手形

(2) 卒業未払金

締災未払金
仮死未払金
加工未払金
利用未払金
保手L 未払金
経済事栄治入金
Jどの他経済卒業負依

未払金
退職給与ヲ I ~当金
仮受金

投 I字情報託金
法人税引当金

経済事梁負佐合計
N 資本

(1) 出資金

(2) 法定準備金

(3) 特別積立金

ω 当期利益金

繰越潟余金

設羽剰余分

資本合計

;災 Wlえび資本合計

金
金
金
券
形
金
入
札
令
一
金
金
波
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山
け
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昭和 45 年 12 月 31 日

12,500 , 
9 , 874 , 

5 , ,124 , 
278 , 

9"1, 
5 , 861, 

1, 166, 
3 , 805 , 
ム 859 ，

3 , 
39 , 

表J~夜対
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2 , 225 , 
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クーラーステーション

組合員農家の牛乳の水冷
授持冷却器と搾乳器

部落の築事L 所

組合員農家の牛舎内部

なお，昭和45年度の財産自録および貸借対照表は第 3 去，第 4 去のとおり

であり，し、ずれも堅実な内科である。

総受堂前の特色

1. 克湯酪農業協詞組合の乳質改善

児湯酪民業協同組合は児湯郡川南町に所在し， この地域は宮崎県として

代酪52の歴史が比較的古く，当組合は昭和38年ごろまで、の10今ニ間にわたって

小規模の市乳処理工場を持っていた。しかしながら，昭和往年当組合が県際

述の傘下に入った当時の乳質は県内においても良くない状況にあったという

おそらく搾乳後における生乳の取扱い，とくにクーラーステーションへ持込

むまでの過程における冷却を十分に行なえず，また，農家の!日態依然とした
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第 5 表 >'1:: 1必宮古燥による主主乳冷却装備の導入状況

張手L 所ユニットクーラ一

政家小型ユニットクーラー

水冷 j党狩 J令 j、IJ ll:f 

創設管理のせいであったものと考Eえられる。

その後， fI日和42年に長友九州男氏が組合長に就任して以来，当組合は県酪

Æ夜営の川市クーラーステーションの建設に協力する一方，部落集乳所の建

設，水i??おむ}乍冷却l慌の全戸装部j，搾乳器具22材の衛生管:主il，通風式改良畜舎

の建設等刻長;環境の整備，樹127および夜間放牧あるいは良質粗飼料の多給の

奨励等乳牛の保健，飼料に主るまで全組合員が一体となって努力した結果，

45年度には品質が全出ì(l'Jに故俊秀の生乳を生産するようになった。

当組合の手L質管理の特色は，高舎の消寄，搾乳器の殺議にはじまり，水冷

J究J学冷却誌により搾乳直後のおi乳の個人冷却，音ß落集乳所でのアノレコーノレテ

ストによる (LS酸!支 2 i:j，乳の自主チェックとユニットクーラーによる冷却およ

び，クーラーステーションにおける乳質検査とプレートクーラーによる

の完全冷却を経てその後の保管・íIï命送過程にいたるまで一貫した消ゐ:殺茜・

冷却・検査のシステム化を完成させたことである(第 5 表)。

たとえば，通?;?の場合衛生管理がもっとも劣りがちの民家の生乳生産過程

において当組合の民家は畜舎の清掃消毒をはじめ， ミルカーの洗浄と厳重な

殺菌， ミノレカーの定期 (年 2 回) 点検と抜打ち調査によるライナーの取替

え，生乳用ifi筑の使用などを尽常あたりまえのこととして確実に実施してい

令。

また，当組合の出家はおもにパケット式搾乳機(普及率8996) により通常

i;i)jタ 2 回搾乳しているが，その搾乳後における乳j誌の管理も理惣的である。

すなわち，話ii乳はが過してjき乳缶に移し，水冷撹持冷却'J~を装若してIflJ営水

道水あるいは臼家用水により冷却する。すると，搾乳作業が終了するころに

は乳温が 2GOC 前後になるので，作業がすみ次第ただちに部落集乳所へ搬入
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するが)。集乳所へ鍛入

した缶乳は秤量ならびに

アルコーノレテストを行な

ったのち，ユニットクー

ラーの水槽({:1 ìこ浸演し，

50C 程度に冷却して貯蔵

する。これらの冷蔵缶乳

は毎日朝 1 田巡回して来

る 2.5 トン積みのトラッ

ク(組合は 2 台所有)に

第 3 菌部落築乳所の位置および集乳路線

積載してクーラーステーションへ集めるが， トラックによる集乳所要時間は

1 路線 (4 路線存在)につき30~40分程度なので，夏期においても到器時の

乳混がlQOC 以上に上昇することはない。クーラーステーションにおいては

組合職員が立会って乳質検査を行ない，次いでプレートクーラーにより lOC

程度に冷却したのち，ローリ一事のタンクあるいは!?jマL タンクへ収容してい

る。 返還用の乳缶は半自動式洗缶機により洗浄したのち，蒸気殺菌して部溶

集乳所まで集乳時に送り届けている。

以上，要するに当組合による乳質改善の成果は，生乳の生産過程における

潟到な能生管理と搾乳後における徹底した乳温管理の結果もたらされたもの

である。

なお，当組合は以上のような水槽式部落集乳所を使った典型的な伝乳方式

の集手しを実施しているが，それらの部落集乳所は民家が搾乳のつど缶乳を搬

入し易いよう適切な位l買に配置してある(第 3 図)。

また， 昭和 44 年末に表面化した生乳中の残留農薬問題に関しては耕地の

62.596 が焔地であるのでその汚染が比較的に少ないものと考えられたが，

当組合はいち早く対策に取組み，すなわち，水田に対する BHC のJ散布をや

ゆ一吉11の淡言葉は小裂ユニットクーラーを{沼人で保有し，その水浴中で倍乳を冷却する。それ

らの淡家の中にはf苛手Lを自分でクーラーステーションヘ扱入するものもある。
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生手しのアノレコール検査・細菌検査・脂肪合長測定結果

および乳房炎発生率
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第 6 表
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生乳中の抗生物質検妥結果第 7 表めるとともに稲わらも飼料として使

検体数

558 

558 

50-1 

558 

270 

589 

570 

589 

570 

589 

570 

n
v
n
v
A

リ
ハ
リ
ハ

v
n
V
A
U

ハ
リ
ハ

v
n
v
n
v

調査主f-月

45年12月

46年 1 月

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

うことをやめ，その代わりにどート

さとうきびパルプ，甘しょパルプ，

でん粉粕等を購入して給与した。そ

の結果，当組合の生乳r:f::tの BCH 合

また，西最はつねに県下一少なし

日本各地から森永阪神工場へ送られ

てくる生乳中でも最も少なかったと

いわれている。また，抗生物質問題

に関しても当組合は座談会などを連

注:検体ば集乳所単位の生乳
じて，上部組織の作成になる「原料

乳汚染防止要領j の周知徹底に努め

JII南クーラーステーション生乳中の BHC 含;長測定結果 (ppm)

ヨ号

宮崎県総合f}k試分析

日大医学部分 1ft

第 8 表

調査年月

45年 9 月

46年 8 月

るとともに，抗生物質使用に関する規制事項を確実に遵守している。なお，

この組合の生乳は県外へ服売しているので， tjミ乳所ごとの生乳について

TTC による検査を毎日実施している。

児湯酪農業協同組合の生乳の品質2. 

刻H(器等乳率) , 当組合法の生乳について近年行なわれたアルコール検査

一菌検査，脂肪合王立の測定結果ならびに乳房炎の発生率は第 6 去のとおりであ

また，抗生物質検査， BHC 含量の測定結果はそれぞれ第 7 表，第 8 支り，

のとおりである。そのうち，わが国の標準的な値である脂肪率は別にしてそ

れ以外の{直によって示される当組合の生乳品質は全国的にみても寝秀であ

勺， 46年度においてもさらに向上しつつあることが分かる。



機受賞者の技術，経営の分析および普及性と今後の発展方向

当組合における乳質改諮の特色は乳賢官;r:rf[~システム化して，生乳生産過

程の衛生科=翌日および搾乳後の乳慌管理を徹底さぜた点にあることを前述した

とおりであり， ;31)段その中に当初台;こ独特な技術があるわけで、はない。乳n

f改古ーは本来そのようなものであって， );別、11の技術を結集なすれば述成で、きとう

ものである。ただ，それを集問で実施するとなるとなかなか問先(であり，と

くに乳業者との間で乳質による乳簡の取りきめがされない現状にあってはそ

れがいっそう面倒で、ある。この点当組合の乳質改替は，それを組織的にしか

も設鏑等の商で過剰投資にならないようにして突行し，(変秀な成献をあげた

ことは評価に1i立する。

しかしながら第 6 表を見ると，停電事故により生じたという器等乳は別に

しても細菌検査成政はさらにいっそう向上させることが望ましし、。その場

合，当組合の手u昆管理にはまったく問題がないので，搾乳~:~兵の洗浄殺菌等

生乳の生産面になお改訴が若干あるものと思われる。

次に，当組合の酪設は第 9 表のような加議頭数の増加 1 戸当たり飼養乳

牛の多頭化および生乳阪売J止の増加などに見られるように発毘しており，ま

た，農家の乳牛飼養競技(第10表)も年々拡大している。

さらに，当組合の生乳販売手数料(第11}史)は事業の発展ーによ 1) 44年度ま

で 27Z であったのを45年泣から1. 8実互に引下(ずており，また，

飼料lìifilITを45年度から他の組合よりも 1 袋につき50円安くするとともに，手1]

用高に対して 1FZ の i刊誌しをするなど，組合員に対する矛1)誌の還元に務めて

いる。すなわち，当組合の酪設の発展は乳質改苦と結びつけて清々進んでい

るということができる。

最後に，私見によれば当組合は現行の缶乳方式の集乳を将来ノミノレク乳方式

iこ改善する方向で考えて，スケーノレ口ーリーの採用を検討してはどうかと

える。それは当組合で日量10 トン近い生乳を集荷するためには， 40kg 容の

乳街を 250 偶必要とし，その洗浄殺fu1等iこ多大の労力を要するので，その労



第 9 表 乳牛jl~H室頭数および生手LJ販売量

手L
年 次 組合員数

RB 43 1:ド 117 1, 017 

44 120 1,350 11. 3 2, 809 

45 124 1, 450 11. 7 3 , 357 

46 115 1, 496 13.0 

第 10 表経営規:g!f の拡大

土足 侠
44 壬ド 45 年 46 年

(乳牛頭数)
戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数

1 ~ 2 2 1 2 。 。

3 ~ 4 5 20 。 。 。 。

5 6 15 門i戸t 10 55 4 24 

7 ~ 9 50 448 40 340 11 87 

10 ~ 14 29 377 50 570 49 520 

15 ~ 19 18 :)40 17 322 41 615 

20 ~ 29 。 。 4 86 8 170 

30 ~ 49 2 86 2 75 2 80 

50< 。 。 。; 。 。 。

120 山 I 1, 450 I 115 1, 496 

第 11 表生手L 販売事業成絞

f有三 次 ~I三乳絞売量 販売金額 手数料率

41 年 1, 264 

42 1,732 

43 2, 468 107, 429 2 

44 2, 809 127 , 253 2 

45 3, 357 151, 111 1.8 

46 (上半期) 1, 914 94 ,925 1.8 

力の分散と集乳作業全体の省力化を図る意味である。ただし，その際には多

目的な用途を持つ普通トラックの利点，およびスケールローリーを使用した

場合の乳告の洗浄殺菌法等についてト分考慮したうえで決定する必要があ

る。

-112ー



組合員の努力で落等乳皆無

児湯酪農業協同組合

(代表者長友九州l男)

私遠の組合は宮崎県の中央部である あるいは搾乳器具および牛乳輸送\f'iの

川南町に位置し， }誌は太平洋にのぞ 洗浄消議等厳設な検査なたえず災施

み，西は尾鈴111系に閉まれた足鈴山競 し，早期冷却の首ー及徹底には万全の対

台地で，広域間在fは， 89.81 王子方 km ， 策宅(~I\~ じ組合員の指導にあたりまし

人口 2万人のI怖かな農村i也被でありま た。この給条務等手しがなくなり，県の

す。本組合の設立は昭和26年 5 月で現 海上輸送の試験:ttl!区として本組合の生

在組合員 115 名，乳牛飼養頭数 1 ， 496 乳が選定され大分よりフェリ…で関西

頚で 1 戸当たり王子均飼養頭数は 13 頭 方面に出荷しましたが，品質で好評を

になっています。年間の総出荷乳量は 博しましたので昭和46年総島~神戸間

3 ， 700 トンで、大半ば県外出荷に向けら のカーフェリーの就航により本格的に

れています。 輸送を開始しました。その後もさらに

私達の総合員は最初 180 名で，ほと 乳質改善には総合員一丸となって努力

!んど戦後入総した者同志で酪淡を始め した結果，天.'111不の栄殺を獲得したも

た関係で，酪淡経営技術は全くの素人 のであります。勿論，県や線路在述の指

で，借財に苦しみ， 11f6淡を中止する 導の賜でありますが，組合員の良識と

者，あるいは離決する言者等があり， ~え 自覚による点も大きいものと思いま

在の 115 名が生き残った菌自殺家であり す。私達は今後も，今回の栄殺を{怒つ

まず。従って組合員相互の結びつきは けることなく，さらに努力な重ね，消

他の総合には負けませんが，技術の未 費者。の皆さんから親しまれる，より良

熟は不受IJ古書事事故牛の続出は勿論，務 質でうまい生乳を生産し，皆さんに援

等乳の多かった事は自慢ではありませ 供することを磯約いたしまして喜びの

んが， j県下第 1 位でありました。この 言葉といたします。

ため手L質改議委員会を構成し，弱音淡家

を巡回し，畜舎の法掃消毒の状況点検
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機受賞者の略産

一一一一 B本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財乳 用 牛

受賞者細田治憲

(北海道恵庭市牧場北)

細自治怒氏は昭和 15 年 2 月 9 日北海道千歳群ril5\庭市牧場 225 番地におい

て，父宮造氏の 2 男として出生した。父の冨造氏が昭和 5 年に始めて現在地

において，乳牛の雑種約10頭と 16.9ha の原野を入手して牧場を開拓した。

この地域は支勿・恵庭・ 1等前の火山i噴出物によって全体がおおわれているき

わめてひ蒋な土質で、あり，地力の維持増進には酪践による有機質肥料の投入

が絶対必要条件であって，古くから酪農が振興している地帯であるO すなわ

ち，真駒内種畜湯が開設されていた当時に，既にその分場として利用されて

いたものであり，現在も地名として牧場(まきば)と呼ばれている。

同氏はこの地で次第に経営の規模拡大を行ない，乳牛頭数も25頭までに増

加し，乳牛の改良に若手しかけた時期，すなわち昭和23年不幸にして自家所

有の穣雄牛による事故で突然死去された。それまでは離農の経験のまったく

なかった斐の久子さんが長男の告和氏(当時小学校 3 年)を頭に 6 人の子供

を養育しながら経営をつぎ，現在まで努力したものであって，叔父の縮図盛

氏(現在北海道水産部長)がその事情をみかねて 1 年数カ月手伝ったことも

あったO

当時の畑出家は完全な母子家庭で，幼ない兄弟 6 人がキリスト教を信ずる
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細尽牧場の会景

母親の教脊を受け，家族全員で努力をしたものである。ことに子供の教育11(

は総て乳牛を売却した金額によったものであれ乳牛頭数も 10頭位に減少し

た。また，これらの期間には部落の陥民家の援助を受け，さらに北海道乳牛

改良の指導者である宮都宮勤氏の物心両部にわたる熱心な指導があった。

その後長男信和氏が昭和31年高校卒業後，母宅ど助けて経営に参加し， rtl:l~t{ 

iもも兄、合助けながら高校に進学し， 33 年高校卒， 35 年酪JlU:短期大学を不

し，兄弟 2 人で牧場の経営規模を確立した後に，1'1}び酪農大学に編入して39

q二に卒業をした。

この時期を待って長兄は米国ウイスコンシン州ブリストノレ牧場に満 3 年!日i

海外実習をし，その関守中の経営に従事‘していた。治窓氏も兄帰国後産ちに

渡米し， ミシガン州アパッチ牧場に学んでいる際に，偶々不幸にして長男信

手口氏が心臓麻痔で急死されたので，急遮1抗菌し牧場の経営を継ぎ今日に歪っ

-n、る。

この恵庭地域には酪農家147戸，乳牛頭数2， 175頭であり，有名な描毘牧場

なども近くに{立医する。また近接した工藤，永iI恥山形，橋田牧場などで共

同利用による段i道具の合理的利用体系を磁立しており， さらに新規に 35ha

の山林を液得し，本年度は 20ha の草地造成を行ない，その他共同で水間伝

fF:b也 7ha を借り受けて銅料作物の栽培を行なっているO

なお，乳牛経済検定事業ならびに酪民北海道一表彰事業には連年積紐的に
正念ぽ

参加し，昭和45年より牧場乳検組合長として指導的地位において活躍して、ぬ

り，その他札幌酪農協同組合幹事，恵庭市酪i呉振興協議会理事なども務め，
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いまだ年令は若いが今後の活躍は広く一般に嘱望されている。

機受賞者の経営概況

掘問牧場は開設以来40年を経過するが，その間交および長兄の突然の不幸

に逢い，幾多の困難に耐えながら経営の規模拡大を計り，寵秀な乳牛の系統

牛を作出して今日の成果を得るに到ったのは，母の絶大な努力と受賞者が亡

き父および長兄の遺志を尊重して酪農振興に謹進した賜ものである。

現在の経営概況は，総乳牛頭数48顕であり，そのうち経産牛30頭(搾乳牛

25頭，乾乳牛 5 頭) ，育成牛 1 年未満10頭 1 年以上 8 頭である。

経営土地の面積は，従前の 16.9ha の面積における銅養顕数の限界は20践

であったが，昭和初年に 35ha の山林を取得し，そのうちの 20ha に草地造

成を行なっており，その概要は次の通りである(第 1 表参照)。

その他に水悶転作地 7ha の{昔地にデントコーンおよび牧草な栽培し，サ

イレージ用に充当している。これらの耕地は第 1 図に示すごとく，比較的散

在した状態であるために，夏季は放牧を主体とし，冬期間はサイレージと乾

草および家畜ビートの給与さと行なっているO

したがって比較的大裂の農機具が必要で、あるが， 5 戸で共伺利用をフォー

レージハーベスター，へイベーラー， ブロプ， ヒドロポンプ， サイドレー

キ，ライムソア，カノレチパッカーなどで，実施し合理的に運営している。ま

た畜舎は 1 棟 410m2 で，写真に示すように衛生的にも極めて合理的であ

る。この牛舎は旧いもの (152m2 ) に新らしく 225m2 を増築したものであ

り，堆肥舎 90m2 と尿溜の 95. 4m2 およびサイロ 2 基 (240 ト γ ， 87 トン)

も完備している。

なお， þ世肥の運搬はバーンクリーナーが設備され，搾乳は 5 台のミルカー

で行ない，搾乳した牛乳の搬送も写真に示すように，省力化のためにトラン

スミルクウェアーで送乳し，搾乳した乳量を記録して，自{動的にバルククー

ラー(安藤式で比較的安い)に冷却されるようになっている。

家族構成は母と妻および子供 2 人の 5 人であるが，妻は家事に専念し，育
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第 1 ;表経営土地の利用と生産

稜 類 利用形態

飼
!e文 J~干[ 12.5 乾 寸}トが 503 

業} 放 牧 70 

f乍[デントコーン
ーサイレージ 87 80 

4.0 6,000 80 

物家憲 1ゴート 0.4 10 ,000 40 一一一一 90 

合 音十 16.9 1, 118 

そ l 草地造成 20.0 

の山 林 15.0 

{自 宅地など 2.0 

総 54.9 

，成牛の手伝し、さとする君主度であり，作業の大部分は本人と 2 人の突留生で経営

を行なっている状況である。

経営収支の慨要については，昭和45年に総合施設資金 800 万円と近代化資

金200万円，合計七 000万円のí1k り入
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売が 54， 000円，若牛販売が 850 ， 000

3円，成牛淑売が 300， 000 円で，収入

合計は 7 ， 473 ， 820 円である。一方支

一払い利息、および減lifli償却費などを含

む支出合計は 6， 151 ， 182 円であり，

，所得は1 ， 322 ， 638円となっている。

すなわち，乳牛の改良の進肢に伴

tい，泌乳能力が高くなり，また飼料

第 11盟純国牧場全部隊l
(46. 10 月現在)
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レイヴンセジス系母娘系統牛群

作物の自給態勢の確立によって，導入資金による規筏拡大を計ったものであ

り，合理的な規模拡大の事例であるといえよう。

総受賞財の特色

受賞財は昭和45年11月 20~24 日に豊橋市において開催された第 5 回全日本

ホルスタイン共進会で， 44都道府県から出品された乳牛 325 頭を12部分に区

分合して，その12部において 8 総の出品牛若手のうち最高の栄誉を獲得し，

林大臣賞を受賞したものである。

すなわち，母牛と娘牛 2 頭の母系牛群の審査において個体得点 100 点の計~

300点と， tElfbl、性 150点の合計 450点、を満点とした基準により，それぞれの体一

各部についての長所と欠点を比較審査した結果，本牛群はそのうちで抜群。

成績を収めたものであり，概要は次に示す通りである。

母牛・レイヴンセジス ピューテイ コマンダー

祖父・クレセント ビューテイ コマングー

干旦母・セジス ヒンベノレ レイヴン オームスピ一

昭和34年 9 月 10日生，名誉種牛，体格得点86.0

泌乳能力: 8 才 2 カ月 6 産， 305 臼 3 田搾乳

乳量 10， 452.8kg 乳脂量 341. 3kg 乳脂率 3‘ 27%，~'

娘牛(1) ・スカイラーク ウ x イン ホープ

(4 産)昭和39年11月 17 日生

父牛・ホワイト バーチ パターボーイ
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体格得点85.0，第 5 閉全日本共進会第 8

部乳能力: 305 臼 乳量 7， 363.5kg 乳脂主主 3.3396

娘牛(2) ・ノ…ススター セイピア オブ ビューティプリンセ;ヘ

(7 産)昭和42年12月 4 日生

父牛・カーネーション ベッス パーク

体格1%点83.5，第 5 間全日本共進会 6

泌乳能力:現在検定中

本L:j二j出土母娘牛ともに，いずれも優秀であり，(間体については，/手牛のレ'

f グン セジ 3え ピューテイコマンダー号は12才ですでに10産を46 1]ご 5 月四

日に分娩をしているが，突に若々しく活力に溢れている感じである。すなわ

ち，体各部の均称は良好であり，背線も強直で，体積に笛み強健i生をj立憾な

く発揮している。また，品位，資質ともに良好であり乳牛の特ー質もよく表現

されてし、る。乳器については付着・形状も良好であり，資質も弾力に1Iみ，

乳頭の形も理想的である。

本牛は既に10産(雄 2 ，雌 8 )を分娩し，その平均分娩間隔は 346 日であ

り，極めて繁殖能力が良好であり， さらに分娩の可能性が推定される。ま

た，泌乳能力は 1 産 6 ， 398.3kg ， 3 産 8， 282.4kg ， 6 産 10， 452.8kg の公

認記録が示しているように，現在もなお高い泌乳能力を有している。

娘牛(1)スカイラーク ウェイン ホープ号は 7 才であり，体積に富み， 1171

{立資質良好であり，背線も強く後艇の発達が良好である。とくに乳慌の付法

および形状がよい。本牛の泌乳能力は 2 Jtfの記録は 7， 864kg であるが，今

後なお高い能力をだすことが十分期待される。

娘牛(2) ノーススター セイピア オブ ピューティプリンセス号は 4 才で

現在泌乳能力の検定中であるが，発育がよく， ~本各部の均称もよく保たれ，

品位・資質も良好で、ある。また背線も強く，中躯および後躯の発達が良好で

あり，乳器の付着および形状がよく，将来の活躍が期待される。

この母および娘の 2 頭の母系牛群については， 母牛の遺倍力が 1緩めて強

く，その援秀な点が娘牛によく引継がれている。すなわち，品位および資質
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がよく表現されており，また背線は強く，体積に富み，その強健性をよく現

わしている。乳器の形止!とおよび付若，資質ともよく，また母娘i習の相似性が

強L 、。

本共進会に出品された娘牛は 2 頭の制限があるが，その他は現在細田牧場

において飼育中の 2 頭もともに擾秀であれしかも母娘牛間および娘牛問志

のいずれにおいても， よい点が強く遺伝し，欠点は明瞭に現わされていな

L 、。

このような優秀な母系牛群は簡然に出来たものではなく，永年にわたる乳

牛改良の努力の結品である。すなわち，下記の血統に示す如く，縮問牧場の

古い血統として，モードリンの系統にキングセジス ポンチャック イマニ

シおよびその系統牛を用いて，いわゆる系統繁殖をして作出されたものであ

れ現在の細田牧場の飼養牛の大半はこのセジス系の系統牛であるといえ

る。このような系統繁殖を行なうためには，その後代検定を確実に行なうこ

とが必要であり，全牛の泌乳能力検定を笑施していることは勿論であるが，

さらに生産された娘牛の選抜と淘汰を適切に行ない，さらに交配する種雄牛

の選定についても，それぞれの系統についての適性を確実に判断し，これら

の選定と相応した管理技術によって始めて完成された芸術品であるといって

も過言ではあるまい。
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母

費者の技術と今後の発畏方向

細田治憲民は父および長兄が残したセジス系の牛群を基礎として乳牛の改

良を進め，昭和41年に経営主として後J継して以来，きわめて短い期間に，下
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記の如き乳牛共進会の受賞を得た他に，泌乳能力が高く，連産性の高い牛群

の造成主f果し，さらに耕地を 16.9ha から 36.9ha に拡張し，乳牛頭数も20

頭から現在の48頭までの規模拡大に成功している。

1. 乳牛共進会の受賞成績

昭和 41 �f. 石狩管内家潜共進会 1 等

(ラブリング ブロード マスター)

42 全道共進会 1 賞

(スカイラーク ウェーン ホープ)

43 第 2 ID:!滋央酪 E2 祭名誉賞

(レイヴン セジス ピューテイ コマンダー)

43 全道共進会 1 賞

(セジス ビューティ ローヤルオレーター)

44 全道共進会乳房最高{立賞

(スカイラーク ウェイン ホープ)

全道共進会 4 才級 2 等賞

(スカイラーク ウェイン ホープ)

全道共進会 1 等賞

(ノースター セイピア オブ ビューテイ プリ γ

セス)

共進会 2 等賞

(セジス ビューティ ローヤルオレーター)

45 全道共進会 1 等賞

(スカイラーク ウェイン ホープ)

北海道 B&W ショ- 1 í立

(スカイラーク ウェイン ホープ)

道央酪農祭名誉賞

(ノースター セイピア オブピューティ プリン

セス)
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全選共進会経産の部 2 等賞

(ノーススター セイピア オブ ピューティ プリ

ンセス)

北海道 B&W ショー母系娘群 1 位

(スカイラーク ウェインホープ ノ…スター セ

イピア オブ ビューティ プリンセス)

北海道 B&W ショー母系娘群 2 位

(レイヴンセジス ビューテイ コマンダー スカ

イラーク ウょイン ぷープ)

46 第 5 回全日本ホルスタイン共進会(官官記)

2. 泌乳能力の検定成績(昭和45年度乳牛経済検定)

検 定 手L 正ド 頭 数 21 頭

f守i 乳 牛 換 算 頭 数 17.6 主!J:ï

分 娩 間 隔 日 数 401 日

生 手L 生 産 最 119 ， 968 比

1 日 1 頭 当 り 手L f霊 21. 05 1沼

平 均 乳 E旨 率 3.9 96 

ネ艮 菜 類 6 , 300 kg 7.1 96 
サ イ レ 一

三;- 類 20 , 761 23.5 

与
乾 草 ?真 12, 377 14.0 

ピ 一
ノレ Z白 4, 600 5.2 

飼 ピ 一 ト ノ、。 ノレ フ 2, 952 3.3 

放 け し、 牧 13 , 991 15.8 
料 濃 厚 飼 業} 27 , 457 31.0 

(FU) 
I日L 88 , 438 100.0 
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昭和何年度酪農共励会審査成績表(忠陪r!i乳検述，立文民秀賞j3. 
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(:f) 一番主主

12 ,060115 ,360 3.300 

D 

程

f スコ
ン、ンン，

イブリ I 5.850 
ド
120 

4.680 

以上の成絞の他， H13和44年度には，全牛群の体格審査および館、乳能力検定

の認定を受け，無名に近い牧場を短期間の“ Extra Breeder" の戊績より

う、らに一流のブリーダーとしての評価を得るようになったものである。

このような成果を得るためには，それ相応の技術が必要で、あり，その主な

ものを以下に列記する。

雌牛個体の長所と欠点'â:'系統的に確実に把握し，それぞれの改良のた

めに支配する種主役牛の選定と，その産仔成績の調査記録などから，常に確実

に進歩向上するよう計閥的な改良を進めているO すなわち，従来のセジス系

ウォーカーコマンダーとディーンビューテイの!実からクレセント

(新冠種畜牧場繋義)を中心とした改良を極めて合理ミソノスカイラーク

的に進めており，乳牛改良の模範的事例であるといえよう。

乳牛の改良には，泌乳能力ばかりでなく，経済能力が大切であること
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稲田牧場の牛舎内 細沼牧場の放牧場

に着目し，連産性が高くて生涯能力の高いことを選定の基壌にしており，あ

くまで系統牛の作出に重点をおいている。したがって，そのためには全牛の

必乳能力ばかりでなく，経済検定を実施している。

3) このような乳牛管理を行なうためには，搾乳回数は 1 日 3 1mで，しか

も泌乳量の正確な記録の他に，高能力牛としての個体管理は欠くことのでき

ない条件であるO したがって，その他の乳牛管理は省力化する必要があり，

トランスミルクウェアー，バルククーラー，パーンクリーナーなどの施設を

完備している。また牛舎構造についても常に清潔に保つことと，冬期間の舎

内環境をよくするための換気および保温などについては，とくに注意が払わ

nている。

4) 経常の安定と合理化を計る自的で，夏季は放牧な主体とし，冬期聞は

乾草，サイレージおよびビートによる自給調料の多量生産の方式を採用して

いる。ことに放牧地 4.7ha は傾斜地であり，こと質とも関連して，乳牛の運

動にきわめて好適な条件にあることを利用しているO このような運動の条件

が肢蹄が強くて連産性の高い乳牛を作出しているものと考えられるが，問時

に夏季の放牧によって，他の作業労働時聞を多くすることができる合理化に

もつながっている。

5) 粗飼料としては，牧草・デントコーン・家畜ピートの栽培に限定して

いる。すなわち，混播牧草はルーサン1. 5kg，ベレニアルライグラス 0.5

kg，オーチヤード 0.5kg，メドウフェスク Oo5kg，チモシー 0.5kg，ラジ
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ノクローパー O.lkg の 6 種混捕を行なっている。この他に 20ha の草地造

成および 7ha の休耕水田の館料作物の栽培などに努力しているので，農機

具を効率的に用いて能率を上げる必要がある。したがって 5 戸共有でフォー

レージハーベスター，へイベラーなどの大型農機具は共同利用とし，それぞ

れの共同利用あるいは借用などによって合理的な作業体系を確立して，合理

化を協議しながら運営しているO

以上で経営の概要を説明した通りであるが，現在の土地条件は必らずしも

まれた条件ではないが，この条件を克服して酪践の安定化を計ることが必

要であると考えられる。すなわち，乳牛飼養頭数 50 頭，銅料作物用耕地 50，

ha の酪農経営において，泌乳能力を高めると問時に自給率 8096 の経営目

標が実現しつつある状態であるといえよう。

今後の酪民経営において，いたずらに規模拡大を計ることよりも，その生

成の合理化を図るための高位生産技術の確立が急務であろうと考えられる

が，組問牧場はこの意味での模範的事例であり，今後の努力によって完成さ

れ北海道筋践の模範となられることを切望している次第である。
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国際競争に対処して

細田

この度，はからずも第 10国農業祭で

日本農林漁業振興会長賞の栄にあづか

り，全く感無量で，私にとっては生波

忘れることのできない栄設であり，感

激のきわみであります。

私の家は母子家庭で，私が小学 3 年

'11 の時，父は自分の繋養種牡牛に倒され

突然母と中学 1 年の兄を頭に 6 人兄弟

は 12 月の寒~にほうり投げられまし

た。さらに昭和42年には，兄も亦，志

合中途で亡くなったことは，余りにも

;残念でなりまぜん。しかも今図の受賞

に至るまでは，先輩や諸先生方，さら

に地域社会のすべての力添えがあった

ればこそです。本当に心からお礼を申

し上げます。

此の紙面で私如き者が，突絞も余り

ないのに述べても，その言葉は軽く~

しいものと思います。しかし，父兄の

志を継ぎ，母の苦労を肝に命じて私の

考えを述べます。

牛作りは率{乍りからをそットーにJj&

胞と尿てと十分活用し，生産費の低い高

品質の粗飼料確保に努めております

が， まめ科率を 30~4096 を維持し長

年 (7~ 8 年)草地を利用することは

大変むずかしい問題です。私は土壌改

良資材宏一十分投入しオーチヤードとア

ノレプアルファーを主体に単位当ワ栄養

生産の向上に努めております。高収量

を望めば，まめ科率が少なくなり，ま

め科E容を向上しようと思えば収量が少

ごム 豆包
，ロ~~

なくなることからlOa アール当り 7~

8 トンを目途に章生によって窓索，:燐

酸，加盟の施ffl を十分配慮しながら章

作りに努めております。

哲三i王作といわれておりますが，手VI二

においても生後10ヵ月を作物の首と思

い，その年に生産確保した粧鈎料の 1

番品質の良いものを主体として，細心

の注意をそそいでおります。搾乳牛の

飼料給与については過去において泌乳

性を追究したことから， r寓能力牛 6 頭 l

を繁磁障害により廃用した経験をして

おります。このことから良質な粗飼料

を中心に濃厚宣言料の蛋白は冬1596，夏

1296 とし， イ尽蛋白高カロリーを原則 I

とし泌乳曲線の最高最低の差さと少な

くし年間 1 ï!l'l当りト 6γから 6.5 ト

ンを目標に努力いたしております。さ

らに雌牛の欠点を改良する種牧牛を厳

選交配し，連産性をばかり，生涯能力

の向上と，牛若干!の主流をなす，三系統

の系統繁殖を実施し，牛群のレベルプ

ップに特に留意いたしております。

昭和50年度を目標に国際競争力にト;
分対応できる家族経営で，成牛噸， | 
育成牛20頭，牛乳代のみ， 開0万円;
で再生産ができるような経営を目標!

に，精一杯頑張りたいと思うと悶じ|

に，今凶の受賞に報いるために酪農経 i
営を通じて地域社会に貢献すべく覚情!

を新たに山ります。 ii 
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二二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財豚

受賞者栗原正明
(神奈川県高1'Ii郡綾瀬町小図95)

機豚の理想像の実現にとりくむ一一受賞者の略産

栗原さんの住む高grr郡綾瀬町小周は神奈JlU尽の中央よりやや東京寄りのと

ころで，新宿より小間念、小田原線にて約45分，横浜より相模鉄道厚木線にて

約25分の海老名駅の東方約 2.5km の台地にある。

この綾瀬IUJを中心とする高座郡の養豚の歴史は古く，中郡と並んで神奈川

第 1 図受賞者の所在地 県の種豚生産地帯であり，明治以来

わが閣の種豚生産の中心地として知

られており，特にヨークシャ一種時

代においては高鹿豚の名声は養豚界

を風醸した。さらに昭和36年を境と

して産肉能力のよいランドレース，

ハンプシャーが輸入されるや，いち

早しこれら新品種を飼養し，改良

にとりくみ，優良種豚を造成し，こ

至|れら大型種についても種豚生産地域

警|としての地位を確保し，ますますわ
が悶種豚のメッカとしての地位を不
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動のものとした。

栗原さんは昭和 4 年 3 月 4 日，良夫氏の長男として生まれ，昭和22年県立

愛甲農学校(現在の県立中央農業高校)卒業後，家業の農業に従事ーした。同

家は 15 代も続いている当地の素封家で，麦・甘藷を中心とした郎作経営を

行なっていたが，栗原さんは県種畜場の指導助言によって昭和24年から種豚

(ヨークシャ一種)を導入し，青年養豚研究グループを結成し，そのリー夕、、

一格となって養豚経営にとりくみ，昭和29年よりは経営主となり種豚専業の

経営を行なっている。

栗原さんの豚の改良についての持論は「よい種豚からよい肉豚ができる」

とし、う信念に基づいているO このためには体型中心の種豚改良ばかりではな

く，産肉能力・産子能力の高い豚を作ることであるとの改良理念のもとに，

種豚繋養頭初より種鮒鯨産子検定を行ない繁殖能力の向上に資するととも

に，産肉能力については昭和34年に豚産内能力検定が開始されるや，国公の

検定機関に率先して受検して，経済性の高い種豚の造成につとめている。

本人の人柄は明朗活達で，旺盛な研究心と強い信念をもち，地域・家族の

信望が厚く，家族は父 (70才) ，母 (66才) ，本人，夫人 (43才) ，子供(長

男17才，長女14才，次女 8 才)の 7 人家族で，いずれも鑓康であり，また家

庭は極めて円満で，長男は将来養豚を志している。

栗原さんは現在，神奈川県内青壮年養豚家の研ー究グループであるピッグブ

リーダーズクラブの会長，神奈川県養豚農協高grr副支部長，綾瀬町養眠組合

副組合長の要職にあって活躍するとともに，昭和32年より毎年 1~2 名の県

内外よりの研修生を受け入れて，養豚後継者の養成に尽力している。

機安定した種豚経営一一受賞者の経営概況

栗原さんの経営は日本種豚登録協会認定の優良指定種豚場として，指定制

度開始の昭和 40年以来現在まで継続認定を受けている種紙専業の経営であ

る。

1. 経営規模
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{A1重ぎ- 豚 17 頭(種雌 16，種雄 1) 
穏 成- 椋…… 9 頭(種豚候補豚)

豚・…・・30 頭

豚 dCh 1 9 櫛 180m2 

回 39a うち休耕地 20a
Mt 地

畑 44a うち牧草地 20a

樹闘地 165a 経営拡大余備地

労働力 2 人本人および研修生

1紫義種畜はいずれもランドレースの純粋種で，種豚は種豚登録豚で，うち種

離豚は繁殖設録豚・神奈川県産肉能力検定終了豚および受検中のものである。

豚舎は住宅を含む宅地 30a のなかにあり，耕地の 9096 は市街化区域に属

しており，付近は住宅団地の造成が急ピッチで進められており，将来の種豚

経営継続のために，泰里子市に 165a の出問地をTI出来しているO

労力は現在本人と研究生 1 名の 2 人で、ある。研修生は毎年 1 名~2 名を採

用しているが，これらの研修生はここで技術を学んで、将来種豚経営をす

年で，別棟の研修生宿舎に起居し，食事は家族とともにして，種隠の飼育管

理技術を荷得しているO 研修生は賄の他に毎月手当として 1 万円の支給を受

け，終了時に優良語版 1 頭の報酬を得ている。

2. 経営の収支

昭和 43~45 年の 3 カ年間について 1 ヵ年平均の収支をみると，収入が

7， 479 ， 194円，支出が 3， 736 ， 022円で差引のJ1!k業所得は 3， 743 ， 172円となって

いる。

収入はほとんどが極限販売によるものであり，支出は飼料衛生~~t ， 光

熱水料提，設銀、登記料・種付料，出兵~AJ:， 自動工作およびテーラーの

輸入種目まの償却などである。

昭和45年度の収支の状況を示すと，第 1 去の通りである。

なお，栗原種臨場より談波された種豚数は現在まで， 1 ， 990n立を数え，そ

の談渡先は1111;):盟主ご含め34都道府県;こ及んで、いる。
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想的な肉

豚一一受賞

財の特色

1. j憂秀な体

型@枝肉お

よび資質

受賞財(豚)は

ランドレース議官

ータス・シルベス

タークリハラ 1 号

と 2 号で，昭和45

年 4 月四日生れで、

ある。

この豚は純粋種

5衰の産肉能力の向

区分

収入

支出

差引

第 1 :表沼和45年度経営収支

項 目 金 額 J荷 要

話:豚販売 12, 120,270 円 種豚 156 頭

肉豚販売 442, 445 成 3 頭，子40頭

そ の イ自 63 ,200 

i反 入 12,625 ,915 

飼 業; 費 1, 617, 390 うち自給飼料 7万円

衛 生 費 333 ,080 

農 兵 費 96 , 165 

光熱水料 212,730 

諸 給 与 272,850 研修生賄料・手当

種付・登録料 384,870 

償 強' 1, 140,000 

(種 絞) 1,000 ,000 

C:~ 会) 70 ,000 

(大淡兵) 70,000 

諸 経 主主 214,287 旅費，租税等

支 出 計 4,271, 372 

農業所得 1 8，抗日31

上をはかるため，昭和45年10月東京都立川市で開催された日本種目家登録協会

主催の第 6 回全日本肉豚共進会において， 出品点数 214 頭 (107 組)の中か

ら最優秀賞を獲得し，内閣総理大臣賞・農林大臣賞を受賞したものである。

この 2 頭( 1 組)の豚はともに生体においては体の緊りがよく，腕伸びが

あり，肋張りがあり，後艇が充実し特に内股の張りが極めて優秀であり，校

内においては赤肉最に宮み， q守にハムの内張り・外張りがよく，脊脂肪は薄

く一様に均一(肩@脊・腰の 3 部位の平均♀ 2.1 ， 合 2.3cm) で腹部脂肪

も少なく，筋肉・脂肪・骨の割合はほぼ適当であり， 肉の品質は淡灰紅色

で，肉の紫りがよく，脂肪の質もすぐれたものである。

本共進会の出品豚の目標値は体重 90kg ïìíI後，生後日令 6 ヵ月前後のもの

であるが，受賞財の生体および屠体の測定値は第 2 表の通りである。

本豚の血統は第 3 表に示すように，体格審査得点、は父84.12点，母83.75点
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受焚豚の生体(♀・(j)

の産子豚であり，また母豚は繁殖能力豚で 2 間の産子検定結果ーはお点満点に

対して， 13点， 11点の成結を収めており，かつ，同腹豚のや1I奈J11 9弔豚産内能

力検定成績は第 4 茨の通りきわめてすぐれた成読を示している。

2. すぐれた護隊選抜技術

栗原さんは良い種紙から良い内j隊ができるものであるという信念・持論の

第 2 表体尺主!iJ定成 fJ{

①生 体

1"': 分(性別|生後1:1令|体 意 i 体 長 1 1陶 Ull I -1才 l沼

kg� cm cm! cm 

主主

♀ 93.1 117.0 99.0 16.0 
'3t ζ 日オ

8 " 92.0 116.5 95.0 16.0 

w 品(阪52組の平)均 ♀ 184 99.6 124.5 98.3 15.4 

8 " 97.7 125.4 102.6 15.6 

②密 体(校内)

区 ノ5J¥ 性別 活体重 歩留 (1者肉) 康体長

g 62.2kg 67.6796 98.4c田
~)t 541l辻Q・ 長j

8 62.8 69.02 96.5 

2 64.3 68.87 100.5 
tL\ Q";'，対の平均 (52組)

。* 65.5 67.73 100.2 

脊!潔長(五) EZゐ 体 '1隠 脊(3 部脂位平均肪) 
号 7l .8c皿 32.1c田 2.1c血

Fコ1乙'. AよF主,. 日オ
8 72.2 32.0 2.3 

♀ 74.3 33. 1 2.4 
出品財の平均

8 74.1 33.2 2.5 
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もとに種践の改良を行なっている。

このことは昭和34年わが罰に豚産

内能力検定が開始されるや，率先し

て国立・公立の検定施設に受検して

産肉能力を調査・犯麗して，その結

果を改良に反映させ，繁猫伎につい

ては，種豚導入以来種雌豚産子検定

を行ない紫嫡能力の向上に努めて経

済価値の高い種豚の造成に傾倒し

て，ヨークシャー麓において昭和36

~40年に全国的に全盛をきわめたニ

ュートン系を作出し，昭和39年第 5

沼全日本種豚共進会において経産践

の部で優等 1 席となり農林大臣賞を

受賞した。

8 号

受賞豚の枝肉

第 3表血 統

父
シノレベスターハノラシノレボ 3543 

(種 25041) 体格審主主得点 84.12 

へノレンダーロータス ドノレフクリハラ 1~3 

母 種 84555) 体格審査得点 83.78 

(繁 7778) 産子検定 1 問 13 点 2@] 11 点

第 4 表 向腹豚産肉能力検定成績(1lB 45 神奈川県)

区 53 ¥ 1 El機体設 90 kg 日令 脊腹長 (ll)

同 JJ支 絞 1, 022 g 13ヲ .0 日 68. ワ c皿

神奈川県 202 頭平均 749 71.4 

ロース断面 2資 ハムの割合

向 1夏 豚 18.5 cm 34.:3 96 

神奈川然平均 17.6 2.84 31.:-) 
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昭和36年を境として，外国において産内性がすぐれて経済性が高いといわ

れたランドレース種が輪入されるや，栗原さんは昭和 37 年に 3 頭を輸入し

てその産肉性を調査し，その結果，ランドレースの性能が高いことがわかる

と，昭和43年に従来飼養のヨークシャ一種を全廃してラ γ ドレース種のみの

改良に専念し，昭和43年の第 6 回日本種豚共進会において 1 等 1 J1i!，'を獲得し

た。さらに昭和44年には自らオランダ国に赴き，ランドレースの飼務管理技

術を習得するとともに，種豚 2頭(妊娠中)を導入して改良を加えた結果，

昭和45年10月東京都立川市で開催された第 6 回肉豚共進会で;段霞秀賞を受賞

した。

栗原さんの繋養するラ γ ドレースは輸入した 6 頭のうち，性能調査の結果

によりワースレー，ペリンダーの 2 頭を基礎l誌として今日の産肉能力ならび

に繁殖能力が高い栗原系としての名柄豚を作り上げた。この生産子豚の譲渡

先における活躍の一例を上げれば，昭和46年10月 15日三重県松坂校内市場の

枝肉上物率が 87~ちとし、う好成績をあげていることからうかがえよう。

鰯受賞者の技術・経営の分析および普及性と今後の発展方向

1. 技術の特色と分析

このような優れた肉豚が具現したのは，栗原さんの種豚選抜技術および餌

器管理技術の優秀性にほかならなし、。

栗原さんは種豚改良の着眼点として産内能力・繁殖能力を中心に選抜し，

体型選抜については骨太で、頑丈な骨格のもので，かっ，後粧の充実と胴のび

のよいものを選び，飼養管理においては，子豚・育成豚は発育に応じた筋骨'

づくりのための飼料と運動を，繁殖豚では妊娠・泌乳に応じた館学l を給与す

ることであろう。

栗原さんは飼料の給与については独特の配合を行なっている。すなわち，

自家配合飼料として第 5 表のように高蛋白配合鏑料，澱粉質飼料をつくれ

これを用途に応じて市販の配合飼料と配合して給与し，豚が最高の能力を発

揮でき得るように専念している。
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なお，緑拐については夏はコンフリーを，冬はカブを飽食させている0

2. 経営の分析

栗原さんは種豚経営の重点目標を箆秀な種子豚の生産においているO これ

には優秀な系統の造成を行なうことで，繁殖性・産肉性の能力の向上をはか

第 5 表 自家配合飼料 ることとし，繁殖性は仕上り子豚数

魚 Z由 40.0kg 
(子豚売払時の頭数)が多く，かつ穏

(a) 
大 王正 1白 40.0 畜取得率が高いこと，種豚の供用年限

蛋高i金合記 アマニ粕 8.0 
が長いことを，産肉性については後粧

合飼配割合
カノレシウム 9.8 

'寄' 粉 6.5 の充実・体の伸び・発育のよいこと，

ピッグエード 2.5 飼料の利用性がよいことを，また強健
料 食 塩 4.5 
Lつ で館い易い種豚を作出することに傾倒

f毎 草 2.0 

(b) 大 変 160kg 
L ている。

澱粉資配合飼料の合合配割
産主 15 これがため，導入時には索政の選抜

ε4喜4三 1話: 15 
について血統・能力・体型により厳選

ノレーサン 30 
し，育種においては徹夜した選抜と淘

(c) 給与時の配合割合

①繁厳豚

73 ¥ |賀高まZ還日''iI:毛|妊娠期間|授乳期間

市販種啄配合飼料 48.5必 5096 60;;ぢ

澱粉質自家迎合飼料 45.5 43 30 

高ii自白家配合録料 6.0 7 10 

② 子豚・育成豚

離乳~ 30kg 
ピEIl史刀ま ~刀目1J'â

市販子豚配合飼料 7596 1596 1796 

rtf 奴種豚配合飼料 35 33 

澱粉質自家配合飼料 33 36 

高蛋白自家配合飼料 12 9 

ノレ サ ン 10 5 5 

魚、 粕 10 

大 正王 粧! 5 
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汰を加えて資質の改善・能力の向上をはかわ この結果総収入では 9696 が

種子掠による服売識を上げるにいたった。

葉原さんは経営規模の拡大にあたっては自己資本により拡大し，務合等の

過剰投資をさけており，かっ，規模拡大は漸増の方法をとっている。このこ

とは，最近労働生産性の向上・多頭飼育による利潤の拡大ということから，

いきなり経営規模を拡大して管理技術面，資本および利子商，義援処理面に

支障をきたし，経営に行きづまりを招いている事例が多いときに，同氏のこ

の経営規模拡大方法は若突に地についた安定経営の方法として特筆されよ

う。

なお，栗原さんの種豚経営で見のがせないものは，種掠譲渡にあたって良

心的な評価を行ない，購買者の強い信頼を得ていることであれその結果は

詔定客の増加となってきていることであろう。また，栗原さんは種豚譲渡先

に対するアフターサーピスとして，飼養管理の技術指導をしており，子豚販

路の底流ともなっている。

栗原さんは種践の飼養を開始した昭和24年以来農業簿記をつけ，昭和33::í'手

からは神奈川県農政課編の農家の簿記により 17年間継続して記l践して，経

営・改善に反映させており，作業分野においては重点的に労働の配分をし，

特に労働負担の大きい分娩看護についてはテレピカメラを備えつけて居室か

ら分娩前後の状態を監視し，事故防止と労働負担の軽減をはかるなど創意工

夫をこらしている。また，糞尿処理については糞は芝浦半島の特定競莱生産

農家と契約をむすび定期的に引取らせ，尿についてはコンフリーの窒素吸収

力が強いことと緑錦確保の一石二鳥をねらって，農協所有のノミキュムカーに

よる畑撒布を行ない，市街化地域の中にあって糞尿公害の発生防止を行なう

など，経営の総合視野にたった計画設計・実施をはかつていることは養豚経

営者にとってよき指針となろう。

3. その普及性と今後の発展方向

わが国の養豚は組織化・集団化による高能率経営時代への展開がさけば

れ，豚肉の需要供給の態勢の礁立と品質の良質化・規格化による養豚の近代
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化へと脱皮が要望されている。

すなわち，近代化の背景として，国際的には昭和46年10月からの生豚・掠

肉の自由化があり，また，養豚飼料の 92矢5 i，? i輸入に依存していることから，

常に閤際自由市場の影響を受け，近くは昭和46年12月初日の閤擦通貨調整に

よる対ドル基準レートの円切り上げが 16.88;;ちとなり，国定為替相場 1 ドル

308 円の新通貨態勢により対処していくこととなれ国際自由経済の動きの

把撞がより一層必要となり，閣内的には国際競争に立ちうちできる産業とし

て，豚肉の良質化・規格化，豚の資質向上と改良紐織の強化，多頭飼育技術

体系の確立，糞尿公害の防止，需給態勢の確立と流通機構の改善および生産

態勢の組織化・集団化・地域化をはかることにより，養豚経営の安定と発展

への態勢が緊要で、あるO

このような養豚の社会・経済的環境の中にあって，栗原さんは率先，養豚

近代化の道交突践し，よい肉豚・種豚づくりにつとめるとともに，輸入飼料

の有効利用，大型品種の師養技術の確立，地域養豚組織の強化による経営の

合理化をはかり，また独自の方法により市街化地域内における糞尿の処理に

より公害問題を解消し，かつ，今後の経営の発展に対する対策として，県内

に樹悶地を求めており，用意周到な計回・突行により益々今後の発展がj招待

されるところであり，優良種IT衰の作出および師養管理技術はわが国義版界の

トップブリーダーとして，大きな活躍が期待されているところである。
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私はかく行なし、かく考える

栗原正明

私の養!琢経営は，創業以米今日に到

るまでに 3 つの階段があった。その 1

つは昭和29年に数年に主主る経営簿記の

反省の結果，当地方の主作目であった

変， I塗稲，務花生を止めて既に名高か

った高座豚の養豚主梁，甘議，水稲を

これに配する経営としたことである。

次いで昭和42~43年に五り時の新品

種ランドレースがヨークシャー主体経

営から入れ替って時代に即応したラ γ

ドレースに切り替えたことであろう。

第 3 の転機は36年度総入のランドレ

ースに飽き足らなさを感じ45年オラシ

ダ購買団に随行し第 2 回目の直輸入を

殴り，立つ欧州先進国の養豚を始めと

する淡事事情を視察し得る機会を得た

ことである。この渡欧により数年の防

に著しく改良の進んだオランダランド

レースの選定導入をなし得，i!.つ先進

国の飼養技術に学ぶ所が多く，その結

果改良の組織では直接検定方式，穏雄

豚の集合による人工授精所方式等神奈

川県の涜夜実施するところとなり，そ

の成果のーっとしてこの前後に輪入さ

れた種豚によって生産された豚が今回

の受賞対称となった第 6 沼全肉共の肉

豚となったわけである。今や本県ーでは

連年に亘る欧米先進諸国からの最新の

種豚や技術の導入により世界最高水準

をゆく養豚が磁立されようとしてい

る。豚肉は世界的に現在過潟ではなく

我が図でも今後初年間に 3 倍余の需要

が見込まれて居弘行政指導主主しきを

得れば自由化恐るるに足らず日本淡業

最大の成長部門と信じている。私共先

進j尽のブリーダーの資務も自ずから大

なるものがある。私共は rE'!.い肉豚は

よい種目家から」のモットーの下で広く

全国同志の方々と共に稜豚の改良"â::"~去

にした養豚経営の向上発展を希って止

まないものであります。
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第10間/農業祭受霊記者の技術と経営

印刷・発行/昭和47年 3 月初日

発行/財団法人 日本農林漁業振興会

東京都千代田区霞が関 1 の 2 の 1

制作/社団法人 全国農業改良普及協会

東京都港区新橋2-1ト 5
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明治神宮御社殿に

おけるま軒惨害露。J.Itt

画自主義祭行事…?で





発刊の
、匹

、ー とば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および、経営発展の意欲の高拐を図るための爵民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23尽の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省、と日本農林漁業掠興会が各

方面の協力をえて開催してきており，昭和46年度は，その羽田呂を適えたの

である。

第10閤農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 269 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 429 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，国京，畜産，JJ;糸，林産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての臼木良林漁

業振興会会長賞が， 12名(間体を含む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の使れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関保する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刑に付した次第で、ある。

終りに，本書の編集にこ、協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に

対し深甚の謝意を表する。

昭和 47 年 3 月

封団法人 日本農林漁業振興会



部門

天皇杯受賞/北条輝雄 6 

(農林省主主糸滋|芸局窓糸改良fi!l!/杉 原 l慶)

民本農林漁業振興会長焚受賞/吉沢 喬….....・H ・.....・ H ・...…25

(産主林省蚕糸閑芸局蚕糸改良課/神保 行 雄)

沼本農林漁業振興会長賞受賞/)11 浜 孝 昭・・H ・ H ・....・ H ・...・ H・-品

(淡業技術研究所経営土地利用部経営第 1 科長/児 玉 賀 典)



警察受賞者の略歴

三二三:二:二天皇杯受

出品財養蚕経営

受賞者北条輝雄

(茨城県結城市結城 3198 番地)

北条輝雄さんは j 木年46才の働き盛りで，養蚕主業の農業経営を行なって

いる専業農家で、あるO

北条さんが居住する結城市結城3198番地は，東北本線小山駅から水戸線で

約10分，東結城駅(無人駅)で下車，同駅から徒歩で 2~3 分のところにあ

る O また，栃木県小山市から水戸市へ通じている国道50号線で，小山市より

約 8km 東進したところである。(第 1 図参照)

第 1 図受賞者の所在地
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この付近は鬼怒川流域の

王子坦地で，昔から養蚕が盛

んなところである。現在で

も養蚕と水稲の複合経営を

行なう農家が多く，主な農

産物は米，繭，薬苗，干び

ょうである。また，高級和

服として名声を博している

結城紬の産地で，冬期の農

閑期に，この付近の農家で



織られるものが多いということである。

北条さんは，結成尋常高等小学校を卒業後，直ちに父時四郎さんに協力し

て農業に従事していたが， 39年40才のとき民業経営の一切を引き揺れ、だO

農業経営を引き継いだとき，今後何を柱に段業経営さど行なうべきか，ずい

ぶん迷ったそうである。

当時，父時四郎さんは薬問88a ~経営し，上長~1 ， 040kg を生産しており，

i也区内でも屈指の養蚕民家であった。また，繭は{制作安定制度が整っている

ので，安定した経営が期待でき，努力次第では他作目以との収談合あげるこ

とが可.能であると考え，養護さと柱とした農業経営合志向することを決意した

とのことである。

しかし，当時の養蚕技術および経営のしくみは，者初化したi~t-転機も入ら

ないような密槌薬閣が多く， また，銅育面では稚査は{個人飼育，壮主主は平

朗，上放は一頭拾いというように，いわゆる，慣行技術によって養蚕経営が

行なわれており，さらに規模を拡大して養蚕自立経営農家に発践するには，

それを目立む技術・経営上の問題点が山積していた。

そこで，北条さんは地域担当の哲二及職員に;{{I談し，その助言指導を受けて

積極的に省力養蚕技術を導入する一方，養蚕を柱とした設業経営:こ切換える

ため，立当初桑i習の改j札業悶悶積の肱大，前育施設の拡充，稲作作期の調

整，作自の単純化なと12業経営全般にわたって，その改苦に創意工夫をこら

すとともに意欲的に取り組み，民業経営を引きj郎、でから 7 生f-にして，今日

のような規慨が大きく生産性の高い養蚕自立経常を確立するに至ったのであ

ヲ

屯)0

このような，侵れた長窓技術および経営のしくみは非常に高く評掘され，

近隣民家の見学者はJ坊をたたず， -1'としいときでも進んで現場の案内，技術・

経営の説明走行ない，その普及に努め，地域の !tr~蚕経営の改善に貢献する一

方， 45年j支関東地区摘生産性コンクーノレで、優秀賞を， 44年度毎日新開， z;f民

協会共催の第19恒J'全国コンクールで、優秀賞を，さらに45年度には茨城県養護

段業協向総合連合会主催第 8 回茨減県養蚕経営改普競技会において農林大田
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賞を受賞するほか，第10回農業祭において天皇杯受賞の栄誉に浴することに

なったのである。

また，北条さんの人柄は，素朴で誠実である。地域社会における信望も

く， 38年まで結城市消防団第 4 分団長に就任 l ていたほか，現在は結城市農

業協同組合養蚕部小塙支部長，結城市農業共済組合損害評価員，結城第一高

等学校 P.T.A. 結城支部副支部長に就任し，地域社会の発展に貢献してい

る。

機受賞者の経営概況

1. 家族構成

家族は 6 人であるが，養蚕従事者は北条さん夫妻と長男の和夫君の 3 人で

ある。父夫掃はし、ずれも70才以とであるが健康であれまた，子のかかる幼

児がいないので，働き手 3 人はフルに養蚕に従事することができるO この点

恵まれている(第 1 表)。

第 1 :表家族構成 (45 年末)

名|続 柄|生年月日|年令|塁手| 備氏 点4
4

北条輝雄 経営主 大 14. 2. 23 45 。

上子 実 大 15. 11. 13 44 。

時四郎 父 明 3 1. 3. 19 72 

ト リ 母 30. 2. 20 73 

和夫 長 男 昭 25. 1. 22 20 。 結城一高農業科卒

次男 次 男 31. 3. 16 14 " 在学中

また，文時四郎さんは熱心な養蚕家であったが，次男の次男君も高校卒業

後は蚕業技術員になることを希望しており，いわゆる，養蚕一家ということ

ヵ:できょう。

2. 経営耕地

39年，農業経営を引き継いだときの耕地面積は，水田 95a，普通畑 35a ，

桑閤 88a 計 218a であったが，その後， 40年に既設桑閤 7a 購入， 41年普通

畑 27a を購入新植， 43年に普通畑 26a 借地，自作普通畑 31a 桑闘に転換炉

8 ー



第 2表経営耕地面積の推移

年次 |水田|普通焔|桑閤| 昔1- 考

昭 39 95 a 35 a 88 a 218 a 

40 95 35 95 218 既設桑図 7a 購入

41 95 35 122 252 普通;l:!n 26a 購入総{、j-

42 95 35 122 252 

43 95 30 153 278 普普通畑焔 26a 借地， 転自作換
44 95 30 153 278 通 31a 桑l認に

45 95 30 153 278 

46 69 30 209 308 |自作水田 26a，借地水間

さらに46年には米の生産過剰に対応し水田を他作呂に転換するという国の方

針に従い，積駆的に水間 56a (うち借地水田 30a 含む)を薬障に転換する

など意欲的に薬図面積の拡大を図った(第 2 表参照)。

その結果， 46 年の経営耕地面積は 308a ， このうち薬問面積は 209a とな

り， 39年に比べ羽生子は1. 7倍に， 46i:f三は2.4倍に拡大した。また，経営~JÞ地部

積に占める茶困のシェアーは 39年に 4096 であったものが， 45年には 55}ι

46 年には 6896 に拡大しており，養蚕主業の農業経営に発反してきた足跡と

芯;欲のほどがうかがえる。

3. 資本装備

主な養蚕用施設は，飼育室 361m2 (46年に 72m2 増築) ，専用上主主;室 138

Izf，貯桑室 59m2 であるが， このほかトラック 2 台，耕転機・トレーラ-

1 台，動力噴霧器 1 台， ミスト 1 台，収繭機 2 台，給桑台車 2 台 (46:1'手に 2

合的設) ，抜根機 l 台などを装備している。養蚕が青年にすかれない最大の

原悶は居宅養護であるといわれている。

北条さんは，蚕室( 1 蚕期最大飼育能力初年 18箱， 46年22絡) ，専用上旅

(回転族収客能力 205 ~引を設け，生活と養蚕を完全に分離し，出家生活

の改蓄を留るとともに，省、力養蚕投手I;jが十分その機能を発海するために必要

な施設に対しては，おしみなく資本を投下し，養蚕経営の近代化を商ってい

る。

また，家高は種豚 2 頭を飼養しているが，そのj醍肥は，水田のワラととも
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第 3表主な資本装備

区 分 1 45 年 1 46 年|
飼 育 室 320m' 392m' 

天 幕 41 
建物 専用上ぞく室 138 

貯 桑 室 59 

(ト プ ツ ク 2 台

耕怒機， トレーラー 1 台

動力噴霧器 1台
、、 ス ト 1 台

大農 援 房 機 1 台

兵機 自動収繭機 l 台

足踏収繭機 l 台

自動毛羽取機 l 台

給 桑 iι'Ì、 率 2 台 4 合

抜 ネ艮 機 1 台

家畜種 豚 2頭 2 頭

。指 =tι 
d手

LLA生))階室下 132m'，け(B) 188m' , 46年に
蚕のさしか 72m' 増築

(F) のところに設置

ω2階 99m2 ， (c) 畜舎の 2 階 39m2

2中0蚕m'用勿)の階下 39m' ， ;[土釜用 (E)

1. 5 トン 1 台， 1 トン 1 台

ヤンマー 6 型

丸山式，スーパー ポータブノレ

丸中式

センター 22 型(灯油用)

トヨー式

北沢式

東京農機，日輪号

46年 2 台増設

(注) 備考欄の ω， (防， (C)……は第 2 図家庭配i乏障の家屋の符号である。

に，桑園マノレチの材料となり，さらに桑

園の土作りに貢献している。

4. 経営の収支

45年には，水田 95a，普通畑 35a，菜

閤 153a，働き手 3 人で，農業粗収入407

万円〈繭 319万円，米 48万円，畜産40万

円) ，良外収入80万円計487万円をあげて

いる。良外収入は農閑期に織っている結

城紬の販売代金である。

第 2 図家屋配置図

養蚕所得は，年 7 田鍋育を行ない， 86 箱を婦立て，上諦 2， 715kg を生産

し，粗収入319万円を，あげているが，このうち，経営支出は 91 万円である

から，差引所得ー額は228万円である(第 4 表参照)。

所得率は 7196 ， lOa 当たり粗収入は約21万円で，全国平均 10a 当たり *ll
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収入約10万円の 2.1 倍という

高い収益をあげている。

また， 45年の農業自立経営

の農業所得の最低限は 150

円であるから，養蚕所得ーだけ

でも立派な自立経営農家とい

うことカ1で、きょう。

襲撃受賞財の特色

北条さんの養主主経営の特色の

第 1 は，者朽薬闘を積駆的に

改植して桑罰の若返りを図る

とともに，多肥長栽培により

10a 当たり収蔽量 186kg と

いう省力多収穫桑闘を造成し

たことである。

第 2 は，追掃と飼育・上波

第 2表収支計算 (45今三)

区分 星空 ロ 金額 タd 

総収入① 3.18千9円
米収入 480 

収入の部 造成収入 400 草flIT家 2 ]1只

淡外収入 800 結波組1

苦十 4.869 

Z妥稜(1(; 157 86 ~~í!i 

目巴 料 (1(; 200 

良薬(1(; 15 

共同飼育代 138 

光熱動力代 30 
支出の部

淡 Z妥兵(1(; 108 
(養蚕) 建物償却費 148 設資業金近返代済化金

共済掛金 45 

組合負担金 58 

その他 12 

苦|② 911 

主主蚕所得 (-@ 2.278 

のぞ[力化で養蚕規模の拡大と施設・家族労働の効率的活用を図り，

1m2 当たり収縮 lli: 7.61王g，養蚕従事者 1 人当たり収繭lli 1, 140kg というき

わめて生産性の高い養蚕経営を確立したことである。

このような，素晴しい高能率，高反収の養蚕続長?は，どのようにして生ま

れたのであろうか。その技術と経営のしくみについて，以下部介しよう。

1. 省力多収種桑園の造成

(1)桑菌の若返り 北条さんの桑闘は，鬼怒川流減の平担地にあって，土

壌は沖積土 (2A タイプ)で肥沃であるから，自然条件にはまれていると

いえよう。

39年に経営さと引き継いだ当時の桑関は， i守の老朽葉問ばかりで， 10a ~Iう

たりの~又璃は 118kg であった。
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マルチをした見事な桑園

第 5表樹令別桑図面磁 (45年)

樹
一
回
割

令 I 2 年 I 3 

1l8kg という 10a 当たり

収臨量は全国ベースでみれば

高水準であるが，この地域と

しては満足すべきものでなか

った。

30 12 

17.6 � 7.8 

8 I 9| 計

第 6 表 手踊直距離別桑翻面積

f北 植 ~g 離 面積 割合

a 
1. 8m x 1m (550 本植) 30 

2.0m x 1m (500 本植) 39 26 

2. 2m x 1m (450 本植) 64 42 

2.4mx1m (420 本槌) 20 13 

153 100 
経営規筏を拡大するには，

まず土地生産性を上げること

が第 1 であれそのためには桑園の若返りが必要であると考え，抜根機を購

入して樹令10年を目標に積極的に改植を行なった。賢明な措置といえよう。

その結果，現在の桑闘は第 5 表に示すとおり，いずれも樹令10年以下の桑

園ばかりで， 4~9 年の樹勢l任盛な桑闘が 7696 を占めているO

この桑閣の若返りは，肥料の士号投とあいまって土地生産性向上の大きな要

因をなすものであり，実に見事な桑閣であるO 付近の桑閣と比べてみるとそ

の見事さがよくわかるO

桑の品種は，すべて一の瀬。仕立法は，茨城県で奨励している改良高根刈

であるが，一見中刈仕立のようにみえる。陸間，株聞は，羽生ドから敷わらマ
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ノレチに改めたが，それ

までは耕伝機を使用し

た清*J山;てど行なってい

たので，改植・新植の

機会に宙船染圏三ど耕転

機の運行に支障をきた

第 3 図桑i滋築関fむの状況

さない程度の酷幅に|到、出 国道50号線

改良した(第 6 表参

J((~)。

(2) 桑園管理の省力

(j主)一一- 45年の団地
一一叩 46年 lニ新経 Lた団地
( )内紋学j主怠宅からの;æ密主である

化と肥料の増投 薬閣の管理を省力化するには，まず桑闘の集団化を図るこ

とが肝要である。この地方の耕地は， I日結城潜の政策で 5a 内外の小区耐の

耕地が多かったので，北条さんは交換分合と耕地の購入， 1，品=地など桑図面積

を拡大する過程を通じて桑閣の集団化を行ない，現在は団地にまとまってい

る(第 3 閣参照)。

最も速い薬閣は， lkm はなれているが， トラックを装{llIj しているので，

この程詑の距離は作業能率の阻害要因にはならないといっているO

次に茶話!の管理で労力を要するのは，除草と耕訟である。

北条さんは43年から従来行なっていた清耕法を敷わらマルチに改善し，無

~訴訟4!\li除草で省力化している。

この敷わらマノレチは，館育期間中桑閣の除草， *J~j誌作業ーから 19平放され銅育

作業に全勢力を注入することができ，この経営の特色である追掃による規模

拡大を可能にしている。また，マノレチ材料で、ある多量のワラなどは有機質素

材ーとして土作りに主主献しており，正に一石二鳥である。

なお，桑闘の生産力を高めるうえに欠くことのできない築の病害虫防除は

蚕業中堅青年研究会の会員の奉仕で共同防除を行なっているので，北条さん

自身が行なう主な桑爾管理作業ば胞肥とマルチと冬期の農関期に行なう株の

整理ということになる(第 7表参照)。
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第 7表桑罰管理の作業体系

時 期|憾の種類| や り 方

3 月中旬 春日巴の施肥 10a 1E当H③特 2~子 6 袋，塩加 1 袋強，熔燐 1 袋強表
笛散

" 桑閣の消毒 ヒメゾウ，農薬リンデンスケノレシン，共同防除

5 月下~6 月中 夏胞の施肥 10a 当@特 2 号 5 袋，表面散布

6 月上旬 桑閣の消毒 カイカヲムシ，農薬石灰硫黄合剤，共同防除

7 月下旬 追 』巴 10a 当尿素 2 袋，表面散布

8 月上旬 桑国の j自主写 スキムシ，農薬，ディプテレックス，共i可防除

11 月以降 土壌改良 lOa 当，石灰 3 袋，表面散布

" 
てず ノレ チ 石灰散布後，わら等で、マノレチ

11 株の整理 給校等整理

施肥は，丸薬特 2 号を主体にして 10a 当たり成分換算 N 51kg , P 18kg , 

K22kg とし、う多量の無機質肥料を 3 月の春肥に 5596 ， 5 月下~6 月中の夏

肥に 4596 の割合で施し，さらに 7 月下旬に尿素を追肥として施しているが，

いずれもマルチのうえに全面散布して施肥作業の省力化を図っている。ま

た，マルチの前に石灰を散布して，土壌改良にも留意している (10a 当たり

施肥最第 8 表参照)。

マルチは，先に述べたとおり捺lfi，耕転の労力を省略できる反面，マルチ

作業にかなりの労力を必要とするものであるが，北条さんは第 7 表[こ示すと

おり，晩秋蚕が終り，稲の収穫が終った11月以降の民間期に行ない，家族労

働力の配分を上手に行なっている。また，多量のマルチの材料は次のように

確保している。
第 8 表 lOa当たり施肥量

① 自家水間 95a のわら。

②種豚 2 頭の厩)J[':。 種 類

③ かや耳屋根を改築する

農家のわらを毎年 1~2

棟分譲り受ける。

④ 条薬育の廃条を活用。

スキムシの多発した年は

デイプテレックスを散布

丸桑特 2 号

塩化力日旦

熔燐

尿素

稲わら等

計
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第 9表養蚕成絞 (45 年)

主主 期 締立月日 知立数長 総 i反繭量 上繭収益

5. 8 16 箱 675.5 kg 643.3/cg 

春 蚕 5. 19 13 473.3 450.8 

29 1, 148.8 1,094.1 

6. 28 15 461. 9 439.9 

初 秋 蚕 7. 20 11 297.1 293.0 

26 759.0 732.9 

8. 28 15 408.1 388.7 

11免 手火 蚕
9. 7 13 424.3 404.1 

9. 12 3 110.6 105.3 

31 943.0 898.1 

~i・ 86 2,850.8 2,715.1 

し害虫の駆除を行なう。

⑤ 不足分については，付近の農家よりわらを購入する。価格は水i刃渡し

で 10a 当たり 1 ， 000円程度で入手は容易であるとのことである。この点

恵まれているといえよう。

このように，北条さんは菜園の柴田化とマルチにより薬間管理の省力化を

進める一方，薬闘の若返り，マルチ材料による土作りと多肥栽培に努めた結

果， 10a 当たり収繭量は第四表に示すとおり 39年に1l8k であったものが，

43 年には 168kg ， 44 年には 1731王g と年々向上し， 45 年にはついに 1861王g

という見事な省力多収穫薬闘を造成するに至ったのであるO

2. 追掃と飼育・上族の省力化で規模拡大

蚕の飼育は，限られた家族労働力と施設を上手に作って経営規模を拡大す

るため，森重'f 2 田，初秋蚕 2 問，晩秋主主 3 聞と年間 7 回行なっている(第 9

表参燕)。

このような追掃を可能にした技術と経営のしくみは，前に述べた桑陸i管理

の省力化と施設の整備，飼育・上族作業の省力化である。このほか，地域に

おける稚接共開館育所の効率的な運用も非常に寄与している。
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(1) 追掃と蓋{乍の安定

しかし，追掃は第4 固にいr… 月5ー日
みられるように壮蚕期と

上族期が重なり，ややも

すれば蚕作の不安定と労

働ピークを招きやすいも I 7 

のである。

北条さんは，蚕作の安 I 8 
定は養蚕経営安定の鍵で I 9 

あるとの信念のもとに，
110 

次のような対策を講じ

て，蚕作の安定に万全を

期しているので，毎年各

蚕期とも作柄は上々であ

4ヲ)0 

蓋作安定対策

第 4 函追掃と壮蚕期および上族日 (45 年)

10 日 20 己 30L 

(/3t'�) 

音1~ 土iI.6/4 
ひ~ììヨcli-Z@] 上.iR?/ﾎ3 
持立タr一一

~/nÎ:)記上意 02

Cl5簿)

初広:2 @J
持立;長。

初~，~2図上 i!i 初2

佼王K2回 --α五む一一一一一十一一
持立号17 B制3@] 一二おれー二一向日刊日

神立予チ2
Bi'JJ:2@上族主浮

, B党問団よa.1910 

j主 量.~共同飼奇
一一一一一急 告を

初釈をE
肉牛肉相内情 Bt ，fj乙 会

① 各蚕期とも古íJ蚕期の収臨出荷後，次蚕期の銅育まで15~16 臼間の間を

おき，この間に 396 ホルマリン液を動力噴霧機で散布し蚕室，蚕具類を

徹底的に消毒する。

また，同一蚕期で先の蚕が上族したときは，そのあとの蚕室，蚕具を

クライト 200 倍液で直ちに消毒する。

② 追掃で掃立口が重なるときは， 3 令は奥さん，壮蚕は北条さんと長男

が担当するほか，貯桑も 3 令用と壮蚕用を分離して，病原菌の伝播を防

いでいる。

③ 蚕室の床は，掃除，消毒がしやすいように全部コンクリート床にして

いる。

④ 専用上族室は畜舎の 2 階とA蚕室(第 2 図参照)の 2 階に設けている

が，蚕室の 2 階の方を使用するときは， 2 階の床にビニーノレを敷いて排
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新築した専用益室

糞，拶1;尿が階下の主主主に洩れないよう措院している。

(2) 鰐育・上族の省力化 他方，追捕による労働力の集中イヒに対しては，

餌育・上族作業の省力化会f積極的に進めるほか，これらの省力議室技術が十

分その機能を発揮するよう蚕室，用上放室をJ札新築するなど資本装備の

充実を悶っている。

北条さんが経営を引き縦し、だ当時の経営規模は収漏;量約 1 ， OOOkg ，

230m2 であったが，その後，年々規模を拡大し 2， OOOkg 近くになると，追

掃方式をとっても壮蚕期は全部 2 段飼育にしないと収容できなくなり，作業

能率は極端に落ちてきた。

そこで， 43 年に農業近代化資金の融資さと受けて， 2 ( 1 階査室

133m2 , 2 階上族室 99m2 ) を新築，さら Jこ 46 年Iこはその南側に自己資金で

77m2 を増築して，議室を 433m九専用上波室を 138m2 に拡充した。この

ほか，自動収繭機・自動毛羽取機・給薬台市などを装備して作業能率の向上

を図っているO

過剰投資は経営を不安定にするから，厳につつしむべきであるが，北条さ

んのように規模にみあった必要最少限度の投資は，養蚕の体質主f改苦し，経

営の近代化を進めるうえに必要なことである。餌育は，各蚕期とも 2 令まで

共同飼育， 3 令から度外条薬育を実施している。主主度は 1 段と 2 段蚕盟主ピ

交互に配列して飼育長の増大を図るとともに， 45年から給桑台車を導入し給

薬作業の省力化と疲労の聡減を図っている。給桑台卒は l 段蚕座の方にの

せ， 2 人 1 組で 1 段と同仮~の 2 段蚕を同時に給薬している。北条さん
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第 10 表桑閣の設定と収穫 (45 年)

蚕州立月日|残条式桑閤|噌騎圏直専用桑閤|噌謂図
面積 25 a 1 92 a 20 a 16 a 

5 月 8 日 3 令し用古条掻芽残収す穫 4-5部令伐用採 , 基

号禁 蚕 3 令伐用採, 先端
5 月 18 臼

4-5 令用，基
部伐採

6 月 28 日 3 穫令用， :f商船収
3 収令用穫 , 間引

4-5部伐令用採, 基
初秋蚕

7 月 20 日 4-5収令穫用， j商将i 4-5 令伐用， 基
部採

春 1 回目収穫
8 月 28 日 委主園より m 

残し中間伐採

晩秋Jf 春 2 回目収穫
9 月 7 臼 桑園より 1m

残し中間伐採

9 月 12 日 同 上 先端伐採

は，この給葉台IjIの導入によって 30;ぢ位省力化ができたといっている。

年間条菜育の普及率は，農林省、の調査によると 45 年には飼育数量で 80必

という高い普及率を示し，臨の生産性向上に大きな役割を果しているが，給

桑合1ドとかリフトの普及はここ一両年で，このような簡単な装置を能って能

率的な条薬育を行なっている農家は，まだ一部の先進的農家に限られている

と思う。

繭 1kg の労働時間に占める給桑時間の都合はおおむね 3096 で，かなりの

ウェイトを占めているので，このような簡単な装置を利用して給菜作業を省

力化ずることによって，まだまだ生産性向上の余地は残されているというこ

とができょう。中，壮蚕用の条薬l収穫は，規模が大きく追掃方式をとってい

ると非常に難しし、。とく l巳夏秋蚕期の条桑収穫は，わし、小枝と間引収穫で

は採薬能率がわるいうえl巳高温のため薬葉の萎調も激しく蚕作の安定も期

しがたいとし、う問題がある。北条さんは第10表に示すように，春秋兼用桑園
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自然上践でよ様作業のを省力

92a，残条式築菌 25a，夏蚕専用桑閤 16a，初秋専用桑隈 16a の用途別桑i認

を設けて，それぞれの蚕期に応じた条桑収穫が能率的に行なえるよう創意工

夫をこらしている。また，残条桑閣は翌春刈りを行なって初秋専用薬i詣に転

換し，初秋専用桑闘は残条桑園に切換えている。

上族は，自然上族法の全面的導入と専用上競室(図松波収容能力 205 紐)

を設けてきわめて能率的に上;侠作業を行なっている。自然上践は42年から導

入している。それまではー顕拾い，さらに条払い法に改善したが，上族時に

は続時に人を雇いお祭りさわぎであったそうであるO

たまたま， 41fj:.晩秋蚕期に地区担当の普及員の指導もあり，また，鰹期間

に労働力が集中する上族作業を省力化することが規模拡大への途で、あると

え，その改善を考えていたので， 42年からこの地域では率先して実行に踏切

ったのであるO もちろん，初めは中々登族しないとか，蚕庄の外にはい出す

とか，いろいろ問題があったが，問を重ねるにしたがい，そのコツをのみこ

み，現在ではこの経営に定着し，専用上族室の設置とあいまって規模拡大の

原動力となっている。

上族作業の手11肢は，あらかじめ暇なときに族器を組みたてて上族室に格納

L，ホルマリンで消議をしておく。蚕肢の植は使用する族器(普通回転族，

筑波族，改良自然族の 3 種)にあわせて設けておき，上族吉íjの除沙は省略

するが，あらかじめ努定鉄で蚕佳の凸聞を撃鹿して蚕座面をできるだけ平

にする。熟蚕が 50~6096 で、たところで族探を 2 階から降して藍佳にのせる

だけであるから，ほとんで手!習を要しなし、。ただ，熟蚕のはい出しを防ぐた
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結城紬織りに励むよ子さん

め，蚕座の周りにクレゾールを浸した籾がらを散布しているとのことであ

マ

心。

このように上族作業を省力化しているので 4 [到にみられるように，

蚕と晩秋蚕に15~16箱の上族と 13箱の次iこ掃立た壮室]坊が設なる労働ピーク

時でも，臨時雇用は 1 人も行なわず， 3 人の家族労働力だけで柴々とこなし

ている。これは，この経営の特色の一つである。

3. 養蚕中心に作期の調整，作自の単純化

北条さんは，以上述べたように，養蚕用施設すと整備拡充するとともに， ，技

薬・飼育の両国にわたり積極的に省力技術を導入する一方， 95a の水田につ

いては約半分を直播，半分を春蚕終了後 6 月 25 日中心に田植を行ない，晩秋

蚕終了後収接ができるよう水稲作期の調整と訂1種の選定(中， rtft.生種)を行

なっている。また， 30a の普通畑については，自家用野菜と陸稲(もち米)

の 2 作自に単純化するなど養護中心に農業経営を改議するため，創意工夫を

こらしている。

さらに，冬期の52関拐には，北条さんと長男は桑園のマノレチと桑株の整理

に従事し，桑闘の生産力向との基盤造成;こ努めているが，一方，奥さんはこ

の地方の特産物である結城紬を織って民家所得の明大に寄与している。

4. 経営改善の成果……飛躍的に生産性向上

このように，家族労働配分の合理化と養蚕を柱とする農業経常への改善に

工夫をこらし，撹まざる努力を重ねた結果，第11表，第12表に示すとおり経

営規模，養蚕技術，生産性ともに，経営移設を受けた39年当時の養蚕経営の
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第 11 :表 議宣言経営改善の成果

j者 39 年① 45 年② ②/① 

対? 地 �Il 五ミ 218 a 278 a 12896 

3定 信l !在i 在: 88 a 15:3 a 174 

規悦指際 I 1美栄従 Zjç 潟数 2 人 2.5人 125 

Z妥 ~~ i前 五Y 230m' 361m2 157 

収 総 tド主'. u二) 1, 040kg 2 ,751kg 265 

桑 j本:l '1~; .現方法 ィi:f iVf 法 でず ノレ ずL

位J ノ口弘、 老中'j イ七 9 j子米 i的

1:1: :¥l. 法 1長 メIJ 改良雨模刈

技術指標 I 10a 当 N 筋 IIB J注 51kι 

有f~ 玄E 飼 1ドf 他人餌育 共同飼育

止t 主主 I゚TJ 手了 qz 長司 五年合主間主台条工p:桑利周育

上 族 ガ 担ミ -jjJl沿い 自然上放

l 人当 j以溺蛍 520kg 1, 140kg 219 

lOa 当 j以隣 iit 118kg 186kg 158 

護室 1m2 ，当 )1又繭設 4.5kg 7.6kg 169 

災業組収入 -107万

経常損保 i 設妥組収入 :)19万

議護依存度 7896 

主公安fミ己 図 ネ 4096 55 9<ハ0/ 136 

第 12表生成性向 1: の推移

区 分 .13 1'{三 44 ゴF 45 年 I 46 年
3一3々2 隠i Iftj 在ffl 153 a 153 a 153 a 209 a 

l奴 i繍 j3i1l L 2, 583kg 2 , 653 2, 850 3 , 228 

五t j� 従 者 2.5人 " " " 
lOa ?ヨ )1又 E溺 v1itzL - 168.8kg 173.4 186.3 (154.5) 

ト 198.0 

1 人:"Î収繭 fA: 1,033kg 1, 061 1, 140 1, 291 

!日給波市浪 i窃， lOa当 144.7kg 139.8 132.1 

手占 城 " 121. 1 108. :3 100.4 

(注) ~16年 lOa 当り収繭肢は， 46年の新布n桑図のJ奴業抵当ど 189ぢとみなし試算し

たものである。なお， ( )内数字は桑関関税でl奴繭51-をJれ純に除したも

のである。
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姿と全く面白を一新した。

すなわち， 45 年には養蚕従事者 2.5 人，桑罰面積 153a で，繭 2， 850kg:

を生産して，養蚕所得 228 万円をあげ， 10a 当たり収繭量 186kg ， 1 人当

たり収騎長 1， 140kg， 1 人当たり養蚕所得 91 万という生産性の高い素晴し

い養蚕経営を確立するとともに，豊かで明るい農家生活を築き上げたのであ

る。

この経営改善の成果は，養蚕自立経営を志向する農家の範とするにたるも

のである。

襲撃普及性と今後の発展方向

北条さんの素晴しい高能率養蚕の技術と経営のしくみは，すでに紹介した

とおわ別段目新しい技術があるわけで‘なし現行の省力養蚕技術を積極的3

に，かったくみに活用した成果であって， その技術と経営のしくみは，今

後，養蚕経営の近代化を志向する農家の指針として，全国的にその普及が期、

待できるものである。

ただ，この経営の特色である追掃形式などを導入する場合には，次のよう

な点に留意することが必要である。

① 家族労働力，蚕室などの施設の整備状況によってもことなるが，小規

模経営が追掃とか多田育形式を導入することは，その効果が発揮できな

いばかりでなく，作柄を不安定にするので，つつしむべきであろう。

② 主主期と蚕期の関は十分期間をあけて消毒を徹底的に行ない，蛮作の安

定に万全安期することが必要であろう。

@ また，稚蚕は共同飼育を行なうことが，蚕作の安定と飼育作業を簡素

化するうえに必要であるが，このことは個人の力で解決できないので，

広域的に地域内の共同銅育所の効率的な運営について検討することが必

要であろう。

一般に追掃とか多回育を行なう場合，その地方の主な捕立時期は共同飼育ー

であるが，時期はずれの稚蚕は個別飼育を行なうケースが多し、。
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結i或市農協管内には，北条さんが加入している上山川稚蚕共同餌育所のほ

かに 2 か所の飼育所があり，茨城県の指導もあって，この 3 か所の銅育所を

うまく運営して組合員の要望に応え，北条さん初め地域内の規模拡大志向農

家の経営改善に非常に貢献している。

最近，追掃とか多田育によって経営規模を拡大しようとする J史家が噌加し

ているので，稚蚕共同飼育所の広域的かつ効率的な運営について，指導~望

みたい。

北条さんは， 46 年iこ 3 ， OOOkg の大台を突破したが，これに満足せず， 47 

年には，さらに 17a のお亘畑を購入して経営規模の拡大を計回している。

率い，北条さんの家は歴数が広く宣言室を増築する余J也があれかつ長男和

夫君が養蚕後継者としてお父さんに協力し養蚕経営の改善に熱心に取り純

んでいるので，さらに規模が大きく生産性の高い養蚕経営に発展することが

で、きると思う。

父子あい協力して，高能率議蚕の達成に向って，一層の精進を期待するも

のである。
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慣行技術による経営を打破

北条輝雄

関東平野?こ，ーきわ高くそびえる紫 で，安定した経営が期待でき，努力次

降，筑波山の西北部に位置する結城市 第では絶対他作物以上の収益をあげる

は，結城紬と桑商の産地としてま日ら ことが可能である，という結論に達

れ，古くからの養蚕の盛んなところで し養蚕を柱とした農業経営を指向す

す。 ることになったので、す。

そのような地干Inこ，農家の長男とし それ以来，伝統のある養蚕だけに，

て生れ育った私は，何の抵抗もなく， 古くからの慣行技術による経営を打破

小学校卒栄後続のもとで農業に従事， し，さらに養蚕規模を拡大し，養蚕に

昭和39年-10才にして漸く設業経営のー よる自立経営農家を目指し，投手l:r，経

切な引き継ぎました。 営Jこの問題点を探究し，いろいろな方

当時のわが家の経営は，水町95アー 策を樹てて，突施してきたわけです"，

ノレ，普通焔30アール，桑悶88アーノレを が，はからずも今回の受賞の栄に浴

耕作し，特に養主主においては毎年上繭 し，今後も，ますます研銭努力して受

1 トン以上を生産する地区内で、も屈指 賞に恥ない実績を保ち続けるととも

の養蚕良家になっていたが，自分が経 に，さ詳し、にして，養蚕の好きな後継者 Ili

営一切をまかなうとすると，来して今 (交努23才，高校卒業後養蚕に従事)

後，何をjおこ農業経営を行なうべきか を得ましたので，さらに養蚕規模を拡

を考えなければならず，親をまじえて 大して， (現在，また将来の農業情勢

協議，地区普及員等の助言をも得て， に対処して)一層の土地生産性，労働

わが家の基盤でもある養蚕について考 生産性をあげ，養蚕による自立経営農

えた結果，議は価格安定命Jj皮が確立さ 家に発展いたしたいと，考えておりま

れており，流通織構も整っているの す。
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一 一一白木農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財養蚕経営

Fぜ r;~f'
こえ F主 吉 沢 喬

(長野県上水内郡小)11村大字小

根III字表立民8(89)

山間地で養蚕単一経営を実現一一受賞者の略歴

727沢喬さんの住居ーは，長野県上水内郡小川村で，県北部の上水内郡の西潟

端に位泣し，長野市からは西へお.9km の距離にあるO 交通の便は信越本

拠ii川中島駅下車西方へ 20km でパスの使がある。 この地減は地形は ílil伏Z在

日:して複雑であり，村の南部を密から}f~に流れる土尻JII(下流犀川に合流)

の治作;こ，わずかに平山地の耕地があるほかは，ほとんど I-U腹の傾斜に治っ

第 1 1m受賞者の所在地 てきり聞かれた耕地が

存在する山村であるO

このi也;;ifは市・くから主主

査が盛んなところで，

養蚕収入が民家経済の

柱となっている。

沢さんは，大正 9

年大日方家に生まれ，

昭和 9 年学業主f終え，

直ちに農業に従事し

- 25-
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り，難をのがれて20年に復員した。翌21年に望まれて吉沢家に入籍以来吉沢

家の中心として農蚕業に従事し，父の老令により経営主として，現在fこ至っ

ている。入籍当時の養蚕はきわめて小規模(桑園 15a) で麻，大小麦を栽培

していたが，水田はわずか10a，畑作中心でしかも傾斜地が多く，加えて立地

条件も悪く，計回したとおりの収入をあげることができなかった。 28年~30

年頃には養豚，酪農を行なったが思うような成績が得られなかった。 40年頃

養鶏を行なったが，これも立地条件の不利から期待した収益をあげることが

できず42年養蚕を基幹とする経営を志向して，桑園規模の拡大を着々進め桑

閣の集団化，若返えりを行ない省力技術を導入， 45 年には桑閤 230a，年間

収縮量 3.5 トンの養蚕単一経営を実現した。桑閤面積の 66% が餌斜地とい

う不利な条件を克服し，生産性も山間地帯としては毎れた成績をあげるにい

たったことは，旺盛な研究心と計画性のある実行力に負うところが大きく，

この地方での模範的な農家で、ある。また農家総合長，小川村の損害評価委

員，部蕗養蚕組合長として地域農業の発展に尽力し，地域の人達からの信望

もきわめて厚い。

これらのため昭和43年には，養蚕経営の改善に努力した成果が認められ長

水振興会長賞を，昭和45年には長野県養蚕経営改善競技会で最優秀賞として

農林大臣賞を受賞した。家庭にあっては，妻きくよさん (50才)が経営主;こ

劣らぬ養蚕熱心で，長男房斉君 (18才)も養蚕に対する熱意旺盛で後継者と

して両親に協力している。

警察計画的な規模拡大による経営合理化昨一一受賞者の経営概況

1. 地域の概況

小川村の耕地面積は 980ha (43年)でうち菜園 277ha (28%) ，農家戸数

1， 279戸うち養蚕戸数729戸 (57%) ，年間収繭量223 トンと県下でも上位の議

蚕村である。耕地は総面積の 2596 程度で山林 (30必) ，鹿野 (2696) が多く

加えて，耕地の大半が傾斜地という恵まれないところである。昭和45年度の

西山農協の取扱い農畜産物生産肢売額実績は910百万円でそのうち繭代は515
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第 1 表家族構成(昭和 45 年)

氏 名 |続 柄|年令|養蚕従事の状況(能力換算)
七にb1 沢 i笥 !止信・主 1.0 

" きくよ 姿 50 0.5 

" 伝 {'f- 父 91 老 令

" Z苧 王寺 長 男 18 1.0 

" 和 子 長 女 23 0.7 

" f~ 元 次 女 21 軽井沢町電通勤務(察在住)

白き カ j免 ;�'¥t 3.2 

百万円を占め，販売総額の 5796 が養護によるもので， この地域の農家経済

に対する養蚕依存度はきわめて大きし、。養蚕に次ぐものは畜産 191 百万円，

特用作物 107 百万円，などがある。年間 1 トン以上の繭生産量をあげている

大規模養蚕農家は年々増加し現在12戸存在している。

2. 経営の概況

(1)家族構成 家族 6 人のうち，養蚕従事者は吉沢さん夫妻と，長男，長

女 4 人で能力換算で 3.2 人となっている。家族の構成は第 1 表のとおりであ

る。

(2) 経営耕地経営耕地は 250a で，うち 230a が桑闘であり，残り 20a

は水田，自家用野菜畑である。その他に山林 200a を所有している畑作中心

でその上耕地の大半が傾斜地である。昭和2H下吉沢家に入籍当時は麻，大小

変を栽壊していたが，その後畜産も導入し種々複合経営を体験してみたがい

ずれも計慨した所得を得ることができなかった。

従来から片手間に行なってきた養蚕に若目し，昭和42年以降養護を慕幹と

する経営を志向して，自己所有の普通畑の桑濁への転換，交換分合，休耕地

の借入れを行なうなど桑閤の拡充と柴田化につとめた結果， 45 年{こは桑間

230a の養蚕単一経営を実現した。

過去における経営耕地利用の推移をみてみると第 2 表のとおりである。

桑園は標高 730m の地常にあって飼宵場所より 800m のところがもっと

も速い距離で， 200~500m の範囲にあって概ね 5 団地に集中している。特
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第 2表経営耕地面ftlの挽移

{l1!i考

に桑園造成のさいは農道を整備することに心がけ，ー菜園管理の能率化をIZI っ

ている。この地帯は額斜地が多く集団化を行なう条件とすれば，よい条件下

ではないが 15a 2 筆を交換分合によって集固化するなど極力志;をもちいた。

土壌は火山性崩積土壌で、比較的良く桑に適している。

桑lfl:種は一ノ瀬，剣持，新桑であるがほとんどは一ノ瀬で，用途別桑国主f

{i'安定し，仕立法は高根刈式で管理はi青耕法，マルチ法を併用している。

(3) 主な資本装備建物では木造 2 階建蚕室 1 棟，鉄骨ハウス 1 棟，差出

し型，上族宝あわせて延面積 874m2 である。養蚕用機具の主なものについ

てみると効力噴霧機，動力毛羽取機，足踏式収騎機，暖房機各 1 台，耕うん

機 3 台， トラック 1 トン積 1 台である。 46年には上族室を増築したことによ

り飼育能率が向上した。また桑の運搬，廃条処理などに利用するため 1 トン

積みトラックも導入して積械的に装備の充実を図り，経営の発展をめざして
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鉄骨J、ゥスと桑翻

いる。

(4) 経営収支昭和

451ドは表，夏，初秋，

晩秋， I~É 々秋査のTIfJ出

で迫掃きを入れて年 7

r0:1飼育を行ない， 108 

絡を掃立て総 l民繭玉i:

3 ， 463I沼(上繭 3， 394

kg) を生産している。

臨販売収入 374 万円，

第 2 図桑販の分布 iまi

経営支出として 108万円， |所得 265万円となり所得率 70銘である。'ff蚕

従事者 1 人当たりの縞生産量は 1 ， 082kg である(第 3 表)。

機努力により大規模養蛮を達成 受賞財の特色

1. 複合経営から単一経営へ

吉沢さんは入籍後経営の中心となって農業に従事してきた。昭和20年代は

大小麦(菜作，大小豆)を中心として，麻，たばこを一部栽培してきた。 30

年代は主体であった大小変を減反し，麻も減反させたこの間に養豚，商持政，

詫鶏を導入した。養蚕は 23 年には桑函 15a 程度のきわめて小焼棋であった

が，安定した収益合得られるということで29年たばこ舶を桑簡に転換し， 30 

年後半には普通知iを購入して薬陸i化するなど 80a まで、に規模拡大してきたD
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42年養蚕を基幹とする経営を志向して， 第 3 表収支計算 (45年)

普通畑 100a の借入れ土地を桑菌にし規
!繭販売収入① 3, 

模拡大を 々進めた。他方省力化のた 米 。

め，桑園の集団化， I2道の整備も行ない
収入の部 当k対ζ 産 物 。

そ の イ患 50 
45年に養蚕単一経営を実現した。

計 I 3,785 
このように吉沢さんは畑作中心の農業

経営の中にあって大小麦，麻，たばこ栽
蚕 穏 f� 
目巴 業} 費 l 241 

培，あるいは畜産も導入するなど主業を 農 薬 主塁 42 

変えて養蚕の複合経営を経験した。しか 光熱動力安 14 

し，どれも経営の柱とすることができな
貝出 桑 費 J 78 

共同飼育費 j 179 

かったO 結局普から代々引き継がれてき
支出の音ß

農蚤兵費 122 

た養蚕を経営の主体とした養蚕による専
震用労働基金 101 

共済掛金 31 
業経営に踏み切ったので、あわこれに移 組合負損金 142 

行した動機は次のような理由があげられ ぺヲ7 の イ出 35 

ヲ心 。
討会 ② 1,083 

(1) 輔の流通販売が安定していること 去を引所得①ー② 2 ， 652

および価格が安定していて勉作自に

比較して有利で、ある。

(2) 養蚕技術指導の体制が整備されており安心して生産することができ

マ

心。

(3) 養護はこの地帯では適作で，家族全員が経営に従事することが可能で、

あるO

桑園基盤の拡充についてみてみると， 36 年から 42 年までに年々 10~25a

づっ増反し， 43年には 55a を造成して 44 年の所有面積は 200a となった。

45年 30a の桑園を購入し，さらに46年には 10a の桑簡を購入して現在 (46

年)では 250a の桑園を保有している。

l民繭量は43年 1 ， 972kg であったが， 45年には 3， 463kg (1. 8倍)となり，

養護専業経営の基盤を確立するに至った。
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経営耕地面積の推移(第 2 表参照)にもあるとおり，小面積ではあるが，

桑閣の購入，借地，交換分合，水間転換など農地の移動が困難な条件下で歩

一歩規模拡大を図り，傾斜地という惑い条件を克服してある程度の集団化に

成功したことは，吉沢さん 第 4 表桑図施肥登 (45年: 10a 当たり)

の養護専業化への情熱と， 月巴 業f 名 施月包)5:t 成分換算

号I-jibi伎に??;んだ実行力によ ヨL 塁走特 2 号 300 kg 無機質肥料

るものであることを指摘し マユミ化成 60 N 51 kg 

尿 言ミ 20 P205 16 kg 
ておきたい。 石灰窒素 20 K20 16 kg 

2. 桑園地力の増進と 告土 Zヨ灰 90 

有機質肥料 2.000 
管理

第 5表桑園作業 (45 年)

l空 ;lW 長 IBl伐採糊|長ノレ誌|防除|鰐|器禁4111J五百戸
3月下旬竺1し ! 今治手i 服 I袋，竺?竺
f主竺害虫l 動吸い?キソ γ除草 300∞
4月中勾春刈

三F日一一動噴|寄託おお市川鮒JJl:

z瓦石|夏肥|畑可 |審判" I 組員哲男互理
7耳石「 I 寸拘除 草|同半判叩自閥動|い凶グん示ム山モ吋キソ γ3制O∞O
7明月刊!一」一一マルげチ翠刺刈マ竺
可五百病答|動噴|胴枯病防徐メノレ叩比
五百司一一審判 " I 富山おし防除，機械
問者句今;名手15E鍛 1袋，問形肥料

第 6表桑簡の概況

土ti!形|土壌!標高!極付距離 メμ入 面白 三号

3 年未満 70a 平坦地
85a 

111問地| "Q_ I 高根刈| 傾斜地 145a 
4 年以 i二 160a 

薬品種一の瀬
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用途別

春秋兼用桑園

(120a) 

夏秋専 ffi 桑閑

(100a) 

夏一期取り桑悶

(40a) 

3 令用芸誌の収穫法

第 7 表用途別桑悶の設定

収穫時期

6 YJ 15 日 ~6 月 25 日

9 月 10 日 ~10月 15 日

7 月 20!ê1~ 9 月初日

7 月 15 日 ~7 月 30 日

9 月 10月~1O日lO Fl

JI又 穫 プj 世ミ

春主主潮 条桑収穫

秋蚕期間引条桑収Et，中間伐探

夏蚕期間引条桑収穫

秋蚕期 -fjfíJ尚桑l奴程[，先端伐採収穫

fl蚕期まで交通しとして討き全部条桑

収穫(年により初秋Iifl/にも使用)

晩秋蚕期に間引収穫

春蚕期…・・春秋兼用桑院から全芽収穫

夏蚕均一一夏一期取り桑閣から全芽収穫，一郎専用桑隠より JI荷主5
秋蚕期…・夏秋専用桑鴎からJ商;巴;全芽育成ならびに兼用桑罰より j 主主5

第 8表飼育実績 (45 年)

蚕 jtJl 

泰 蚕

変 蚕

蚕!
8. 1 13.0 495 

38.0 初 秋
8. 18 10.0 289 

8. 28 11. 0 348 31. 6 
PJﾍ'. Z大 蚕

9. 7 27.0 872 32.3 

音ト 108.0 3.463 32.0 

菜園に対する施肥(第 4 表)は 3 月 7 月に配合肥料を， 11月には問形把

料を全部散布あるいは溝施肥を行なっている。地力の維持増進に必要な有機

質の確保は自己山林の刈事をすべて活用し，近隣の養鶏家と契約して鶏糞を

購入しあわせで有機質として利用している。このほか蚕糞蚕沙も堆肥化して

10a 当たり 500kg を桑閣に還元することおよび刈草は 10a 当たり 1 ， 500

kg を土中堆肥として投入している。傾斜地の桑簡が 6696，王子坦地の桑園が

34郊とし、う条件下にあるので地力保持には特に留意し有機質の多投，刈:弘
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廃条によるマルチを行なうなどその努力は立派なものである。その成果は45

-i1三 10a 当たり i反論Jft 151kg と県下 5 t立の突絞で，県下 1 位の大規模養護民

家である。

この地千告は桑かし、がらむしの発生が比較的多くまたーj~ßのところではIJI，~柏

病も発生するので，防除には制心の注芯:を払いj自邸宅ど失せず被日立したを

行なっている(第 5 表)。

経営規棋の拡大に{半し、多国予ぎを導入し，多同育 iこ適応する用途菜園をI没

定しているO

桑闘の概況は第 6 表の通りである。(第 6 表)

3. 脊蚕の省力化

稚il1は 2 令まで稚1ïf共同飼育所で行ない， 3 令以降は鉄骨ハウスなどを利

用して行なっている。時立回数は追掃きをいれて年 7 回の飼育で，掃立て}ÌÍT

と各議期終了後には蚕室蚕兵の洗浄と jドi寄せと励行しft'f作の安定に万全を則し

ている。壮蚕飼育は 1 段あるいは 2 段の条桑育で飼脊経過により早口，遅口

に分け上族時の労働力の集中を崩すように工夫している。

上枝は一部自然上族を行なっているが，ほとんど条払い法を採用してお

り，成績は良好である。薬の収穫法は第 7去のとおりであるが，議の運搬に

はガーデントラクタ一宮科用しているが 46 年には 1 トン積トラックを導入

し，運搬労力を効率化した(第 8 表)。

山開地における合理的養蚕経営一一受賞者の技術，経営の分析

王宮沢さんは複合的な養護経営を脱して，養蚕'â:: i，~幹とする経営を志向し爾

来若実に薬障の拡大を進めてきたO またßiû育施設の拡充については資本投資

を低くするため自己の山林からの木材を利用するなど詳縮な計闘を樹立し，

!I買次経営の充実を国っている。

1. 桑園の生産力向上

桑国は傾斜地にあるもの 66第， f.lfU也のところわずかに 3496 と立地条件
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自宅裏山の桑飽

はJEい， そのうえ標高 730m とし、う高冷地で桑の成育期間も制約を受ける

地帯であるが，有機質の多投，土壌の流亡防止を徹底した結果，桑の成育が

良くなり， 10a 当たり収繭量で、みると 43年 133kg ， 44 年 129kg ， 45 年 151

kg と 44 年は新極薬歯が多いためやや減少しているがいちじるしく向上して

いる。 45年の小川村平均のlOa 当たり収繭量と比べて1. 9倍の能率を上げて

いる。これは，薬栽培技術が優れていることは当然で、あるが，有機質を 10a

り 2 ， OOOkg 施し，土質に応じた施肥設計，肥料の流亡防止，病虫害の

防除を励行しているためであるO しかしこの地帯の土壌特性は桑闘のある;場

所で，大きな差があると思われるので，土壌検定を行ない，それぞれの土壌

にあった施肥設計宏樹立するとともに，土壌流亡を防ぐ措置を実施すること

が必要で、あろう。さらに有機資源として入手が可能な刈革を最大眼利用し，

10a 当たり有機質 2， OOOkg 程度は必ず投入し， それ以上の投入を考えるべ

きであるO

桑の収穫については立地条件からみて特に労力がかかると思われるので，

仕立法は当然のことながら気象条件から見たより効率的な仕立法を採用する

とともに，今後桑園面積の拡大も想定されるので機械による収穫を考慮し導

入すべきであろう。桑運識についてもさらに能率のあがる方法を工夫し採用

すべきである。

病虫害防除は適期に消毒が行なわれ効果をあげているが，この地域は他に

養護農家もあるので効率的防除走行なうため，地域の人達が協力して共同防

除を実施するような体1#11の整備を期待したい。
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2 段の条桑育状況

2. 効率的な育蚕作業

年間条薬育を中心とする省力技術を導入し，合理的な蔚生産を目標とし

て，実施してきて高い労働生産性をあげている。しかし規模拡大が急速であ

ったため，施設が不足し 2 段銅育，居宅の一部を飼育，上践に使用するなど

工夫を加えて育蚕作業を進めてきた。しかし将来 1 段飼育に改めることによ

れ手作業による給桑から給桑装置などによる装置化が可能となりより効率

的な飼育ができることとなるので，その実現を希望するものである。

飼育施設についてはさらに桑闘規模拡大の計回とあわせて， 47年に鉄骨・ハ

ウスの建設も計画されているようであるが一日も早い実現を期待したい。

3. 経営実態のは握

経営の評価，さらに将来の目標，年々の計画，それに対応する作業計図，

資金計闘などすべての計画策定と改普策の基礎として活用される簿記につい

ては，今吏その必要性を強鵠ずる必要はないが，とくに大競模養蚕経営にお

いては必須事項と考えられるので継続実施を望むものである。

襲警普及性と今後の発展方向

小競模養蚕を脱出し，養蚕専業経営を志向して計画的に王子々桑陸!規模を拡

大し， 43 年大規模養護経営の基援を確立し養蚕単一経営を実現した。 これ

は吉沢さんの細心の注意を払った計路と，熱意あふれる実行力に負うところ

で，その実績は高く評価されるところである。規模拡大にいたる薬閣の集団

化と農道の整備，地力保全のための有機質の多投，病虫害の徹成防関;，能不
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的な育蚕作業，資本装備の充実など経営の合理化をJ佐進してきたが，いずれ

も経営規模の大小をとわず普及性のある実行可能なものばかりである。とく

に傾斜地における桑園造成，仕立収穫法，管理はこの地域での普及性に富ん

だ技術であろう。経営を合理化し，所得の橋大を図ることが強く要請されて

いる現在吉沢さんの養蚕経営は生きた指探として，今後の養蚕経営合理化の

ため貢献するであろう。

今後の発展方向についてみると近い将米に収繭量 5 トンを目標としてい

る。これを達成するため47年には自己の山林 lOOa を開墾して桑園を造成す

る計画がある。また銅育施設も増設を計~!ìi しておりその完成を47年後半を目

途において若々準備が進められてし、る。

つぎに養蚕後継者については，吉沢さんの長男m斉君がすでに父とー絡に

養蚕に従事し44年村蚕業青年クラブの結成にも参回し，養蚕に対する熱意を

燃やしており，積極的に養蚕と取り組み合理的な養蚕経営の発展を進める意

欲が見られる点非常に心強く感じた。

以上，計jîljÎ的な規模拡大と創意工夫による前進の経緯，今後の発展方向に

ついて述べたが，養蚕意欲を燃やし悪条件を克服し立派な養蚕専業経営をき

ずき上げ今回の受賞となったので、あるが，この機会を契機にさらに前進した

目標に向って，一段と精進され全閤養蚕農家の指標として，立派な養蚕自立

経営農家に発良されることを期待してやまなし、。
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5 トン養蚕に一路遇進

τ士士 ~~コ
1=1 1I、

主Lはこのたび，昭和J46年度ー農業祭の

蚕糸部門において日本淡林漁業振興会

長賞受賞の栄にi谷させて頂いたわけで

ありますが，決家にとってはこんな名

殺なことはなく，この感激は佐渡忘れ

ることはないと思います。これも関係

機関ならびに笈業技術員の方々のご指

導によるものと深く感謝しておりま

す。

わが家の主主主主は，昭和26"fまでは粂

闘も 15アーノレしかなくおI)~i主的なもので

したが， 11也に迎fr もないため30年頃か

ら徐々に桑原jの拡大を始めました。と

ころが33年には蚕糸業は大不況におち

いり，桑閣の務理をしなければならな

いような状態でしたので豚や鶏も導入

してみましたが，立地条件の惑いこと

もあって思うような成果はあがりませ

んでした。しかし，何とか災業経営~

安定させなければならないので，先進

i也祝祭に参加したり， ~5寝技術ffil.に相

談したりして研究な進めてみましたと

ころ，新しい養蚕技術は非常に進歩し

ていることが判ってきました。これな

らたとえ糸価が少々下っても主主蜜専業

でやってゆけるという自信が湧Hlてま

いつました。そこで私は一大決心を

し，主主主主一本でわが家の経営てど推し進

めることにしたわけで‘あります。それ

からは桑儀!の拡張につぐ拡践を行な

い，段外への放し飼いを地域の養蚕家

喬

に先がけて取り入れるなどの省力技術

と，桑図への有機質の多J交を柱として

努力をし，この 5 年間に収繭涯を 3 倍

に伸ばし，当初日際とした 3 トン養蚕

が迷成できたのであります。この間，

桑不足で買桑も思うにまかせず，切な

い思いをしたことも数多くありまし

た。また，父は老令で，子供もまだ学

校でしたので，働き手はな達夫婦二人 i

だけでしたから全く自の仮i るような忙[

しさで食事時間もろくにとれなかった i

h 上波の時ーなどは蚕庄の中に繭を!'r

ら)-'Lてしまったこともありました。し

かし宏、は自信をもって始めたことで

したのでひたむきに安一本に打ち込ん

できました。

その甲斐あって，ハウスだけでは間

に合わず住宅の一泊[1 も使用していまし

たが ， 4í'<1三からは完全な段外飼育へ移

行することになり，また長年の念願で、

あった台所の改普もできこの演では女 I!

房のB=ぶj演が見られるようになりまし

たo 1えの村は過疎といわれ，若者が都

会に流出していく中にあって長男 (23

才) も私達夫婦とー絡になって主主主主に

生きがいを感じて懸命に主主ととり組ん

でくれております。私もまだ息子に負

けてはいられません。親子力を合せて

さらに規模拡大を進め 5 トン餐蚕を

近いうちに達成したいと考えておりま

す。
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二二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一

出品財養蚕経営

受賞者川i 浜孝昭

(兵庫県養父郡関宮町関宮 1364)

2 種兼業農家から専業経営に一一一受費者の略歴

JII浜氏の経営は山陰線八鹿(ょうか)駅より西方 14km，国道 9 号線の名

所といわれる八木谷ループ橋を眼下に見下す山腹にある。

JII浜氏は昭和 31 年 3 月に関宮中学校を卒業したが，水:a 23a，畑 10a 0), 

零細民では自立のすべもなく，日雇兼業に出ていたが，その聞も関宮町青年

団の支部長に推されるなど、人望のある生活態度を保ちつづけた。昭和36年か

らは新日本運輸 K;K. の一長~e:離トラック運転に従事し，月収 5 万~8 万をあ、

第 1 図受賞者の所在地 げ比較的恵まれた兼

*方 ~p

N
1
γ
|
 

業農家で、あったo. し

かし，危険をともな

う職業であるし，土

地を得る機会があれ

ば農業に帰りたいと

いうかねての念願ヵ二

かなえられる時がき

た。昭和40年度関宮

町は農業構造改善事

¥ 

手守系.liß

I-----.~\ ノ一一-、\ .' ¥..../  

‘\~ー! 新系Jìf
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業の基幹作自の一つに養蚕を選び， )11浜氏の居宅に近い部落有林を開墾して

養蚕協業経営を作ることを決めた。 )11浜氏は同志 4 人と共に開墾建設に従事必

したが，同志は 1 人減り 2 人減りして，結局，最後まで初才、を貫撤したのは

)11浜氏ただ 1 人であった。

)11浜氏はまだ若い民民である。 ffl2 穏兼業農家として脱出化も当然という

環境の中から決断力と忍耐力によって，ここ数年の仁1:1に築きあげた経営の金

字塔は法村青年を勇気づける範となるとともに，衰退気味であった地域の養

護に大きな前進の希望をもたらしたものである。

)11浜氏は，養護に関するm主り全くの素人であって，設業に帰るために事業

に参加したのであって，おそらく養蚕をやりたし、と思ったからではなかった

であろう。だが， 1日いイメージをもった養護技術が筏めて省力的，近代的に

体系{じされ，しかも指導体制が貫かれていたことが，素人のJII浜氏にやれる

自信をもたせた。新しい栽薬法，朗脊法が突に議i直に彼の経営に没透してい

った。 JII浜氏は議院に I~l らが素人であることを認め，科学技術を信じ指導は

耳安かたむけうる人柄であり，また実行の面で、はi情熱的に事業に取組む人柄

である。 地域養護はうË，:し、立派な指導者を見/:1:\し育てあげたものである。

機非火山性赤黄色土のf頃斜桑圏一一受賞者の経営の概況

および特色

1.桑島面積

JII浜氏の薬閣は 200a である。傾斜地の雑木林を開&:~して作った

400a 開墾して，法問， 出道，筋設敷地を除くと 200a しか残らなかった0

.200a の中， 傾斜地にテラスを作った薬園が 70a ， 王子tF(J也に集団化している

のが 130a である。土撲は?I~火山性赤黄色土で、閲裂地で、あるから，土地生産

力は極度に低かった。標高は 350~400m で気協の条例=もよくなし、。この条

件で 10a 当たり 110kg の収荷量を 5 年目で実現している。

自宅からtt査飼育所のある A 薬閑(第 2 閣参照)までは 500m の傾斜商

るが，この道路は母力でコンクリート簡易舗装をしている。
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桑菌の一部

第 2 図住居と桑淘との位侵略図

(注)告をー→ 1士受信i斉所 500fT]

一一一護送(中尾 2.51'1)
告宅ー→縦歪晃同飼育所l.Sk"

/合
品1立方面Jノ\i手芸ト二fん.'
、至る グ(イ旦馬)

一菜留は現状では 200a であるが，近接する部落有林を川浜氏に譲ってもら

える契約もできたし，稲転跡地の借入 20a を桑罰にする予定であるから，

経営規模J広大の期待は明るい見とおしである。その他の耕地は水閏 23a，普

通畑 10a が自家食糧の自給に当てられ，合計 233a である。 111林は 150a

あるが急傾斜地で， 10km もはなれているので桑隠造成には不適である

(第 1 表)。

2. 家族構成と労働力

家族労働力は川浜氏夫妻と母親で 2.8 人と換算している。 40年に開墾を始

めた頃は彼と，父母の 3 人であったが， 2 年 1=1には結婚し，経営が建設期を

終るまで苦労であったが，労働力には恵まれた方で、あった。協力者として彼

を励ましつづけてきた父親が初年春急逝され，労働は夫妻の上にのしかかる

が，省力技術を積駆的に取入れ，母親の助力をえながら，雇傭労働65人で、切j
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経営耕地の利用状況
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抜けている。 44年度のでは様保;はさらに減少しているという。切るし

(第 2~ミ)。

川浜氏の経常の省力技術を形成している装備は，給桑台車を施設した壮蚕

飼育所 2 棟

Jfì~ ， 協力的分担，省力投術で成立っている経営である

資本装備3. 

(26 と機械器具格納賂l!S'茶室兼と1炭室 1fJR (69m2) (99m2) , 

8.58.P. , の建物施設がある。作業機は 138. P. の乗用トラクター，m
 2 合の軽匹i輪トラックという î~1転，運搬用機械，3.58. P. と 2 t"ìの耕私機，

動力噴霧自動毛羽取機，自動収臨機，条桑メリ取の電動回転鋸型の条刈機，

さらにテラス法面i斉摘刈fflの回転式草刈機が主要なものである。機，

これらの施設，機械は民業近代化資金等の補助，融資によってまかなって

いるが， )順調な経ニ営収益のiW加でf十 îillj的に償還で、きうると見込まれているO
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第 3表経営収支概算

金額| 備 =b三
d手

農業I 繭売上代金 I 問問4円I 上富山0.2kg，中韓 84.5勾，玉繭 52.8kg ，
収入 下 48.5kg，計 2 ， 196kg

|乙 3削74 1
l 蚕種購入費 119, 280 63 箱

稚主主共同飼育費 130,800 63 $ﾍlﾎ 

肥料購入費 173, 000 化料成1肥20料袋 3硫1号安1002袋0袋 10号100袋， 苦土石灰肥

農薬購入費 50 ,800 ホルマリン等および除草剤

農蚕兵購入費 20, 000 

光熱・動力費 81, 700 灯油，電気，ガソリン代

共済掛金 32, 245 

斌 設ミ 金 77 , 671 

怒用者賃金 68, 250 女子 65.0 人 x@1 ， 500 円

自家労働賃 757,500 男 200 人，女 305 人，計 505 人 x@ 1 ， 500 円

1,511 , 246 

差引純収益 792, 628 没業所得=1， 540 ， 128円

(参考) 上繭 1kg 当たりの生産費用 752 円

(注) この収支表は原資料について筆者が修正計算した。

)11浜氏は初めての養蚕経営であるし，生涯をかけた卒業で、あるので，自ら

記録をつけ計算をするとしヴ習慣が始めからあった。決算法はまだ必ずしも

理にかなったものではないが，自家労働費三ど試算し，それを費用とみなす企

業的思考が自然、にできている。

収入は鰯売上代金の約 230 万円だけは計上してあり，支出は養蚕に関係し

た諸費用を整理して計上し，約 151万円，したがって，純収益が約四万円で

ある。普通の農家のように農業所得を求むれば，自家労働費を純収益に加え

て 154 万円とし、う立派な自立経営であるO しかも，省力化と収繭量の高さに

よって上璃 1kg 当たり生産費用は概算(資本利子，償却費を入れず) 752円

とし、う生庇性を示している(第 3 表)。
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機素直に形成された近代議蚕技術 受賞者の技術

1. 桑菌管理

桑園 200a は，地力造成のために， 10a 当たり約 2， OOOkg のいねわら，

野草が土中i世肥として投入され，赤黄色土は今や黒々とした壌土に変ってい

る。 10a 当たり施肥量も 3 要素換算で N39.7kg ， P20516.5kg , KlO.5kg と

いう施用量でlOa 当たり~又繭晶:を 5~6 年で1l0kg としヴ高水準に上弁

せしめる力となっている。一ノ瀬 9096，会1]持 1096 で根刈無傘式，栽 ;1法官

度は 200cmx60cm でlOa 当たり 800 本である。白菜菌消は年間 61豆]，

動力i噴霧機で実施し， ヒメゾウムシ， ヒメシンクイ， カイガラムシ， クワ

ノスリップ当紋羽病，芽病，駒枯病等の病害虫を徹底して子i汚してい

v 
00  

2. 三年輪収法

術立回数は，春蚕j明 2 回，夏秋蚕，初秋蚕，晩秋盗JVì 2 田，晩々秋と 71可

の多田育であるが(第 5 表参照)これに合わせて，総収法で条薬収穫が組立

てられている。 200a の薬i主j (土 3 区分し， A, B, C としている (第 2 関参

照)。収穫法を観略的に述べると，者室期は，株元伐採収穫と，前年中間伐

採したものを先端 3~4 葉残してかき芥収穫する。fJJ秋蚕期は，春切を行な

ったものをド部 1m 残して水平伐採収穫するもの，倭小枝， 供服、校を切取

利用するもの， !i~部伐採収穫， および春蚕j拐に先端を残したものを科用す

る。晩秋蚕期は，哀切の下部 70cm "á::'残し， 中間伐採と初秋伐採の再発穿

を分岐部から伐採収穫する。収穫は 7 問で複雑で、あるが， 2志木型を表示する

と第 4 表のごとく， 3 分の 1 ずっ 3 年輪収になり A→B→C と菜園を循環し

ている。

3. 育蚕の概要

育蚕は 7 間，期別の掃立時期，掃立法，収議長をみると第 5 表に示すごと

くである。最大掃立f設は晩秋蚕の 2 回目であり， I~出火蛮期に重点、があるよう

にみえるが， )艮繭H{からみると春蚕期に~rff点がある。多国育は労働配分念会
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第 4 表 3 今三輪収法

春一
初秋晩 秋 考

中 イえ

次年度ーは Bになる

次年伎は C になる

次年度はAになる

A 1/3 

B 1;:3 会伐

C 1/3 

仁1， 伐 {Éf発:5F したもの l

第 5 表 2長期!JIj M~ÎL収繭長(昭和 45 年)

{im 考

481 461 

973 

124 夏蚕

8 
218 

12 342 28.5 

9 279 

lS 492 

3 110 

27 881 815 32.6 |免々秋蚕

63 I 2, 196 2, 012 34.9 

理的にし，総収繭量をあげるための方法で、あるが， )11浜氏の経営では最大掃

立期の箱当たり餌育施設面積が狭いことからくる飼育期の分散でもある。省

力化のためにも箱当たり 20m2 以とにしたいとしヴ宿題が残っているといえ

よう。

稚蚕期は全蚕期 2 令までは共同飼育所で飼育され， 3 令で配蚕されるが，

すべて完全な条薬育である。

4. 育蚕作業の省力化

家族労働力を主とする養蚕経で 2 トン以上の収繭笠をあげるには，育蚕
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ヰ士蚕鋳育所(左)上務室(右) 上接室

作業の体系，手11阪が省力的に抱l::s':r:てられていることが存在犯となる。 )11浜正の

71カ技術は l 段飼育粋と給桑台車にまず基礎づ、けられている。給桑台1liは飼

育衿の紋iこ取りつけたレーノレに乗せられて移動するが，給莱， I出少の際の桑

条はもちろん，条払台の役 FI もはたすように'屯総合張った便利な装ig:であ

お。 63箱の立E;:で飼育作業 (3 令~5 令)が 1 ， 151 時間ですんでいるのは

そのためである。

10096 自然上族を採用している。上!j~作業の均一化を計るため 3 令

の顎から経過によって数仁川三分けてと族のピークを調整している。上71加をは

る前日に全部条tftをし，蚕EE'2ど極端に縮座して居、j監部を使用して自

然一i二放を実施している。条払い，条の運搬すべて給桑台工11を利用するのでj二

政準備作業も能率よく，秘端な紡肢で蛋庄が王子且lであるため践の設限時間も

少なくてすむし，全蚕期の上}炭に要した時間は596時間，全体の 1096 にもみ

たない省力ができている。

収縮，毛羽取などももちろん動力化していて，育蚕過程の63~ずiの総労働時

Ii~は 3 ， 817 ff守間にしかすーぎなし、。

5. 栽桑作業の省力化

{1Jî斜地のテラス薬闘が全薬閣の 3 分の 1 ， 70a を占め， Z2道も迂I均してい

乙ので，栽様作業の条件は必ずしもよくないが， トラクターによる耕転，施

)]目の省力化，株直しに電!fUJ条切鋸の採用など，管理は入念，地力造成に特に

努力している経営としては， 200a に対して2， 334時聞は比較的能率のよい作
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株直し[醗I 謹いの他|計回引飼育 i 上族 i 収繭|その1lli1 il-J- I三竺
83 1 892 1 999 1 360 1 丸叫川61 日11 596 1 吋吋山71ω1

内 訳 内 訳繭主主 100kgl10a 当た備 考
たりの時りの労働

男|女 i 計 諸|関 i 計労働時間間 4 

1 

993
1 り，問動力:46年に

1, 9961 4, 1551 6, 1511 5, 1581 993 1 6, 1511 280 1 307.5 比して 340 時間多い。

業が行なわれていることを示している(第 6 表)。

このように，栽桑，育蚕過程の省力によって労働能率は繭 100kg 当たり

280 時間，桑園 10a 当たり 307.5 時間という成果を示し，労働 1 人当たり

22.5箱の掃立量，労働 1 人当たり 787kg の収調査をあげている。

6. 養護成績

} 11浜氏の経営は桑閤 200a というこの地方としては，きわめて規模が大き

く，しかも開墾地で気象，土壌条件が悪いにもかかわらず，栽桑技術，飼育

技術の素Eまな修得によって，年々成績を向上している。桑関 200a は樹令 5

170a , 6 年 30a であるが， 3 年目で 1 トンをオーバーしたのは楽園面積

の広さによるもので， その頃の 10a 当たり収繭量は関宮養主主組合の平均よ

第 7表桑閤および収繭iZ:の推移

年次 (a) 

a 

43 200 

44 200 

45 200 1 2, 196 。 2, 196 110.0 62.1 
(62.2) 

46 200 I 2,200 。 2.200 110.0 
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りはるかに低い水準であった。しかし翌 44 年から生産力は上昇し 10a 当た

り 87.61唱とわが国の平均ぐらいまでには到達した。総収臨泣 2 トン以上に

到達したのは45年で養蚕を始めて 5 年目のことである。 10a 当たり収繭最も

110kg に述し，衰退気味の地域養蚕の水準をはるかに抜く水準になった。こ

の年川浜氏は，第 5 凶兵県養蚕経営改善共進会で兵庫県知事:賞を受賞，つ

づいて第 6 回兵庫県養護経営改善共進会 (昭和 46 年 3 月) で、は農林大阪賞

を受賞し，今回の民業祭の表彰につながる成私立をあげたわけである (第 7

表)。

昭和46年度は 10a 当たり収繭i設を 125kg，総収縮設を 2.5 トンにすべく，

父亡きあと，斐と母の協力を得て努力してきたが， 8 月上旬の19号ー台風 9

月下旬の23号台風の影響で築紫を傷め， 45年度の成総の水準で我慢せざるを

えなかった。この程度の成績を悪条件の中で維持しえたのは，I[f病予防が徹

底し，育蚕技術が年々着実に向上しているためである。

鱗地域養蚕帯興のモデル経営として一一経営の分析

関宮町.のある兵庫県養父郡下は兵庫県下の養蚕の中心地帯であったし，衰

退気味でありながらも今日でもそうである。養護渋家1 ， 158戸，哲:及率21. 496 , 

桑園 304ha で桑園率 12.596，総収繭盆 189 トン，農業収入において養蚕の

占める比率 5.5~6.096，高産，米につぐ主要な農産物である。

郡下に 1 トン以上の収繭量をあげている養蚕農家が 6 戸あるが， 2 トン以

上は川 i浜氏ただ 1 戸でトップである。関宮町は昭和40年度農業構造改善事業

で基幹作自に養蚕を取りあげ，町一本の稚蚕共同飼育所，稚蚕共同薬閣を設

して衰退しようとしていた養護の再興に懸命の努力をやっている町であ

る。もちろん， JII浜氏が全くの素人からスタートして今臼の水準に到達した

のは地域養蚤の関係機関の指導援助に負うところ大であるO

JII浜氏は，開裂による桑罰造成後 6 年にして 10a 当たり収繭最 110kg に

到達 Lた。地力の低い非火山氏性赤貰色土の薬園は，山本，いねわらのlOa

当たり 2， 000kg の投入によって今は黒々とした植壌土に改良されており，
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今後も有機質の投入に一層の努力をつづけるといっており，現在の 10a 当

たり収縮 fA:が 150kg に到達するのには多くの年月を婆しないであろう。給

桑台車をうまく使いこなした育蚕過程の省力化，各種の拶l:î去，薬切，運搬の

機械導入による栽桑過程の省力化も次第に作業精度を高めつつ，一層能率化

すると考えられるので 1 人当たり掃立量，収繭最も拡大が可能である。

現在の 200a の桑闘もこの地方としては規模がずばぬけて大きいが，

して桑闘に隣接した部落有・林の払下げをうけ，さらに 100a の桑信号造成の実

現が可能になっているとし、う。 300a の桑園規模で、あれば、，年間所得 350 万

円~400 万円の養蚕経営も夢ではなくなるし，川浜氏の精神力と技術をもっ

てすれば、可能で、あろう。

現在，主主父君15下には， 1 ， 500ha におよぶ山麓開発パイロット事業の計闘が

進められており，昭和36年から調査段階に入っている。この計画には 300ha

の菜園造成計四があり，川浜氏の養蚕経営は正しくその事業のモデル経営と

して適切な条件を具備している。

川浜氏は今後，関宮町 395戸の養蚕農家その中心をなす 42戸の蚕薬研究会

員のリーダーとして，地域養蚕振興に大きな役割をはたす人で、あると忠われ

マ

心。

むすび

川浜氏は31才の若さである。中学卒業後，数年間つづけた兼業，しかも収

入の比較的高い遠距離トラックの運転手を思い切ってやめて，人生を養護;こ

賭けた。その賭は見事に成功したし，発展性を認められる。しかし，この賭

は，若し、からできえたともいえる。決断力，素直さ，集中力，健康な体と心

によって陛突に伸びてきた。家庭は明るく丹羽，aで、ある O 労働時間を無理して

伸ばさなし、。勤労とレジャーをはっきりと割切れる近代性も身につけてい

るO 今や良村を激流の如く押流す兼業化，脱農化の中にあって， JII浜氏はそ

の激流に逆らって農業に帰ってきたO そして若実に土の上に雨脚を広げてつ

つ立っている。まことに農村青年の模範というべきである。
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ガマンした甲斐があった

川浜孝昭

;fÁの住む地域は!県下でも主主蚕の盛ん 本を読んだり先議諸氏または向志の;百;

な地域である。この地方の養蚕は71干し、 見を開いたりして取り組んだ。現地は

産業でもあり養蚕に関係した諮り伝え 秘めて条件が怒く「これでも桑ができ

や伝説も多く残っている。昭和140年， るだろうかJ と今は亡き父も心配した

私は同級生の勧めもあり交通事情の惑 ものであった。

化と j危芭出!険没な級3梁?袋4でもあつた運送会社の 2当詩H時寺の)淡1虫2芸梁書経;営営凱tは土ブ大王土茨z校

長E距巨潟離f運転乎に見切りをつけ決村予青7王年下 ている 1I時l時5であり養蚕を五志主す同芯も少し

として養窓に生きる決t芯立をし7た4。さ当当附A ずつふえていた時で沿った。設初のう

私のm丁(養父郡関宮町)においては主主 ちは素人であったのと大型設蚕をめざ

蚕を基幹作目として農業締造改善事業 したため計図と作業の乎)1震が極めて恵、

を推進中であり，家族やま日人と相談し く省力化もできず収入に結びつかずに

たり実情を視察したりして自分なりに 嫁さがしに悶るほどは数々の問題が密

養護経営について研究することとし し、かぶさってきたものだった。しかし

た。 負けるものかと歯をかみしめ頑張り統

主幹い君ßr);Jにはy誌の養蚕を中心とする けた。現在も直接収入に結びっく土地

パイロットファームが設i註されていた 生産力については今もって十分とは言。

ので，近くでもあったので夜々ここを えないが土地条件からするとまずまず

訪れ大規模養蚕の5ijミ情を見たり時には であるがこれからも重点的に向上を凶

作業を手伝ったりして取り総むことが っていきたし、。また駁られた労力で、あ

で、きた。今居、えば25才の若い私によく るので司先進地復祭や研究には努めて参

ゃれたとき当時のことがなつかしくよみ 加し175'に創立と工夫を心掛けている。

がえってくる。こうして色々勉強し昭 今岡の受賞を生慌の栄治と心掛け汚す

和.n年暮に 1111*の開拓に務手し実際に ことなく暖かく見守ってくださった皆

取りかかることになった。全くの素人 絞のご期待に沿い得るよう更に努力す

の私?とは不安な日々の連続であったが る党阪です。
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第 10回

農業祭受賞者の
技術と経営
昭和46年度

林産部門



明治神宮御社員室に
~r+~ 訴事韓主主b昌弘

[戸10国農業祭行事のÍ]'fげ-





発刊の
、除

、- とば

農業祭は，全留民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高拐を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

主ピ発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 2313 の勤労感謝の祝日を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省、と日本農林漁業振興会が各

方面の協力をえて開出してきており，昭和46年度は，その10回目を追えたの

である。

第四国農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 269 件で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 429 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，間芸，畜産，蚕糸，林産およ

び水産部門)ごとに天皇杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長賞が， 12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する農

林漁業近代化への生きた指標として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付した次第である。

終りに，本蓄の編集にど協力をいただいた執筆者および編集協力者各伎に

対し深甚の謝意を表する。

昭和 47 年 3 月

財屈法人 日本農林漁業振興会



林 産 音E 門

天皇杯受賞/松下徳市・・ ・ 6
(元林業試験場調査部長/三井鼎

国本農林漁業振興会長焚/佐 藤 与吉部....・H ・....….....・ H ・.....…・… 26

(林業試激場経営部長/大友栄松)

臼本農林漁業振興会長賞/菊池友平....・H ・....….......・ H ・...・ H ・-・4

(林業試験場土壌部長/橋本与良)



一天皇杯受

出品財乾シイタケ

受賞者松下徳市
(大分県日田郡大山町大字西大山1601)

シイタケ生産にその生涯を懸けた人 受賞者の略歴

大分県の昭和45年の乾シイタケ生産量は 2， 191 トンで，わが国全体の27.5

9ぢを占め，全国最大の生産県である。これは昭和18年に全国に先・んじて純粋

培養種菌による栽培法を導入し，その普及をはかった結果であれまた品質

においても最箆秀といわれる。
ちぬ

この県のシイタケ栽培の歴史は古く，寛文年聞に現在の津久見市千怒の農

民源兵衛が炭焼の際，シイタケを見つけ栽培を始めたといわれているO そし

て今そのと源兵衛の再来ミと称えられているのが突に松下徳市民その人であ

る。

氏は終始一貫その生涯をシイタケ栽培にささげてきた専業者である。氏は
きたあまベ

明治30年に大分県北海部郡津久見村千怒の農家の次男に生まれ，同地の尋常

高等小学校を中退，当時長崎県対馬でシイタケづくりをしていた父君のもと

にはしりその仕事に従事した。その後父君とともに仕事を求めて大分県から

福間県，山口県の美称郡や愛媛県の北宇和郡などの現場で，幾多の辛酸をな

めながら栽培技術を身につけた。大正 7年 1 月~悶 8 年 7 月はシベリア出兵
そのぎ

に従軍したが，除隊後長崎県東彼杵郡，奈良県吉野郡下のシイタケ事業現場

を経て大正10年大分県日田郡前津江村へ移り，同13年間郡大山村(現第 1 事
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に入植した。氏の専業としてのシイタケづくりはここから始まり今日業地)

に歪り，かくして氏の栽培経験年数はまさに60年になんなんとしている。

氏は人となり篤法的でその旺盛な研究心と奉仕精神は自家経営の発展のみ

ならず11\ く社会に貢献する原動力となっているO また家族構成員(第 1 表参

照)一体となった協力態勢は農山村過疎傾向の現在において特筆すべき存在

といえる。

さらに氏は自己の長い試行錯誤にもとづく生産技術を独占することなく，

また昭和36年からは山村青年技術研その事業地を訪れる者に惜みなく倍え，

修生を積綴的に引き受け，毎年全国から柴まる多数の青年等の指導に当たっ

かくして長年にわたってなされたシイタケ生産業界に対する氏の顕著な業

績は，栄ある叙勲と数多くの表彰となって現われている。すなわち，昭和38

年黄綬褒主主，向43年期'l5 等瑞宝章を文化の尽に下賜され，

ている。

また農林大臣賞は

数

伏込 伏 込 jfJ 木 主な 種 商

年次 本数 材;fjl( 1 ;2ドの大きさ 樹種 rIコI~ 種 駒偶数

昭40 16, 960 212m3 9 口n X 150cm クヌギ 121, 205, 509, 303, 1605 34万個

41 24, 960 312 " " 121, 205, 510, 303 50 " 
42 17,360 217 " " 121, 205, 509,510, 303 37 " 

43 19,520 244 " " 121, 127, 205 ,509, 510 44 " 

44 16,000 200 " " 121, 127,510,509 34 " 

45 17, 600 220 " " 121, 127, VV4, 303,510 37 " 

計い12， ω
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毎年 7 月に行なわれる全国乾椎茸品評会において 3 田(昭和43 ， 44 , 46の各

年)受賞された。その他の表彰は枚挙に暇がないといえるO

襲撃優良製品の持続的生産の基盤一一受賞財の経営

1. 経営の組織

一般に経営というからには営利を目的として費用財(投入)から収益財

第 3 表 回定資産の年ー償却額と現在価額

種 別 |新諦年 i 語JpF(常) 1 年償却額{古一両耐用年数
自 動 銘ー 昭34 85 , 000 一円 3 年

36 85, 000 η 

40 90, 000 /f 

1竪 架 線 33 (600m。) 7 500, 000 

42 (200m。) 30, 000 90, 000 /f 210, 000 

簡易揚水機および水

道

ハ
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n
u
v
ハ
H
v

n
u
n
u
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U
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u
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υ
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a
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A
U
 

ハ
U
ハ
U

F
h
d
F
h
υ
 

ヴ
d

ケ
d

q
d
n
δ
 

8 

/f 

車吉 東洋式乾燥機 43 875 , 000 109, 375 546, 875 /f 

燥
ノ、. 

一 ナ 一 38 60 , 000 7 

/f 40 60 , 000 8, 572 8, 572 /f 

機
/f (2 台) 45 130, 000 18, 572 111, 428 /f 

乾 燥 室 (140m2) 43 3, 970, 000 178, 650 3, 434, 050 20 

/f (120 /f ) 36 760, 000 34, 200 418 , 000 /f 

/f (100 /f) 35 360, 000 16, 200 181, 800 " 
/f ( 80 /f) 38 450 , 000 20, 250 288, 000 /f 

フレーム (2組26m') (欽 42 280, 000 56, 000 112, 000 5 
浸パイプ水製)

槽(組立式) 38 40 , 000 " 
普通トラッ !J (4 t) 32 760, 000 /f 

乗 用 主ド 39 800, 000 6 

穿 子L 機 45 65 , 000 21, 667 43 , 333 3 

計 ~1l.0 ， 180 ，ω17内，吋 5 ， 336， 0581
(注) 乾燥室の年償却額は新調価格 xO.9/fut用年により，他は新調価格1m用

年にてそれぞれ算出。

-8 ー



第 i 図事業地の聞各区i
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(産出)への儲舘循環を形成し維持(再生産)するための組織であるはずで

ある。ところで松下氏の場合，長年月にわたり独立自営シイタケ専業として

優秀な存在と認められているだけに，当然このような意味における紐織が出

来上がっている。

1) 保有土地と資本装備 氏の土地保有状況は田畑0.45 ha，山林 9.57ha

(うち借地 0.90ha) ，建物敷 0.23ha (うち借地 0.10ha) ，計 10.25 ha で

ある。 ここで山林はクヌギ原木林 6.37 ha , 栂場1.90 ha (うち借地 0.90

ha) を含んでいる。

保有栂木本数は112， 400本(過去 6 カ年の伏込設)で発生可能本数 78， 800

木(伏込年次昭和40~43年)である(第 2 表参照)。

施設・装備の取得，年償却，現在の諸価額は第 3 表ーのようになる。

2) 事業地 この経営の事業地は 2 カ所に分かれ(第 1 lZl参照)，その第
Tこらいtまる

1 は氏が戦後その経営発肢の基盤を築いたところで大山IlIJ回来原にあり，そ

の第 2 は昭和34年の規模拡大に際して栂場環境，交通条件を考慮して選んだ
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B 回市清岸寺である。この両者を徳市民が一括経営し，第 1 事業地はその管
たつお

理を後継者立生氏(長女婿)に任せ氏自身は第 2 事業地を管理，立生氏の実

弟京三氏(三三女婿)が主任となって働いており，施設・装備の重点t土ここに

おかれた(ちなみに徳市民は現在日間市竹田新町に居住し，ここから事業地

には自動車にて第 2 に約10分，第 l に25分を要す)。

3) 労働力 この経営のシイタケ部門の自家労働は徳市民夫妻，立生民夫

妻と孫耕作氏の 5 名であり，京三氏夫妻は世帯が別なるがゆえに常傭として

経理されている。常傭は他に女子 1 名あり，これら常傭 3 名に対しては労災

および健康保険に加入し，毎年雇傭の日傭については年 1 回慰安旅行を行な

第 4表労働力延人数(昭和45年)

よfぞ力 自家労働 雇傭労働 計ー

男 女 男 女 男 女

人 人 人 人 人 人
シイタケ 329 266 325 575 654 841 

育 林 35 10 10 2 45 12 

計|訪4 I 276 I 335 I 577 Iι可 853

第 2 図月別労働配分図 (45年)

日
数m
ω
ω
川w
m
o
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自
家
労
初

白
土
問
株

n
u
シ
イ
タ
ケ

。

司 20

,- 40 
4高 60

労 80
100 初
120 
140 
臼

欽
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うなど労務対策にも意を用

いている。次にこれら労

働力の投入状況は第 4 表，

第 5表，第 2 図のようであ

る。

4) 原木最近 5 カ年間

の年平均原木量は 238m3

(約19， 000本)であり，そ

の約 8 部を購入に依ってい

る。約 2 割は現在保有のク

ヌギ原木林 6.37 ha から供

給しているが，近年の原木



第 5 表作業別労働延人数(ジイタケ， 45年)

伐 玉 援 伏 伐採まし 村守 十月 採 乾 選 不

かで お 場 別 時
らの 計

精お管理 ろ 管 持 ;fi.t 

採 切 種 込 ろ し 理 取 燥 造 培

家族 lz 114111U1442112 
麗!常傭 li l:11411;;|;|;:1421 二|;;;
仰|臨時 lZ111141 司 141112

計 lzl::l:11111:;1l:1:;111;;|:: 

高騰にかんがみ， 原木自給を目指してすでに 10ha を確保しクヌギを槌栽

する予定である。将来はさらに原木林を拡大し 5 割穆!支を自給に依りたいと

いう〔注〕。

〔注〕仮りに毎年の伏込f設を 200ni3 とし， その5096の 100m3 を自給するものとすれば
毎年 1.7 ha の伐採を要し， 伐期を15年とみれば 25ha 余のクヌギ林の保有が求めら

れる。

なお第 1 卒業地(海抜高 500~600m のクヌギ林 2ha，林令 8~13年，

4， 000 本)に上国側講施肥を数年にわたり行ない，その肥培効果さと試験して

いる。

2. 投入・産出の概況

松下氏の場合シイタケ栽培が主業で、現在のところ耕地・ 111林の保有は少な

い。したがって，ここではシイタケ経営についてのみ昭和45年の実績をのべ

ることにする。

最近 5 カ年間の年平均原木投入金は約 19， 000 本で種菌投入量は春出型70

5Z，秋出型 3096 である。 45 年の労働投入:昆:は 1 ， 495 人で、自家労働 40タム
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育ち盛りのクヌギ肥培林

(回来原)

区 44 45 

kg 

乾シイタケ

その飽

計 。
ゐoo 

n白, ヴ4
噌
E

ム
P
0
 

4
E
ム, n
b
 

雇傭労働 60箔(男 325 人，女 575 人)であった。支払麗傭労賃は1 ， 062 ， 500

円(男 1 ， 500 円/人，女 1 ， 000 円/人) ，物財襲(直接材料費， 共通費)は

2， 636 ， 300 円で計 3， 698 ， 800 円の投入がなされた。 これに対し産出は

7， 882 ， 000 円(産出量 2， 800 kg，製品価格 2， 815 円jkg) (第 6 表参照)で

あるから，差ヲ i現金手取額は 4， 183 ， 200 円となる。

以上は現金収支の概要であるが，最近事業の経理面を改善し企業としての

損益を明確にするため諸帳簿の整縮に意を用いている。

鰯確立された技術体系一一一受賞財の特色

氏は大分県での先駆的存在といわれ，その長年月にわたる体験と旺盛な研

究心によりシイタケの栽培と乾燥に独自の技術開発を行ない，優秀な乾シイ

タケを多量かつ持続的に生産しているO ことにその代表的製品ともいうべき

「天白どんこ J (注〕は乾シイタケの全国品評会において最優秀 (農林大臣

賞受賞)との折紙を付けられること再三におよんだ。
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代表的製品「天白どんこj

〔注) r天白どんこ」は乾シイタケのうちでも最高級品といわれ， 輸出品としても東
南アジア地域に向けて最高価格で販売されている。 これは寒冷郊に発生するもので，

fをも少なくその品柄はその年の気象条件によって， 大きな影響を受けることがある。
「天白どんこJ は形が丸形または半球形で肉厚「どんこ」の形状であり， ~奇d幹部表屈
に細かい鮮明な亀裂を有しその亀裂が白色で交叉して花または亀甲状を呈しているも
のが良品とされている。

1. 生産技術の特色

1) 栽培技術 氏の栽端技術は能れた原木づ、くりから始まる。日出地方は

高?限度での露地栽培であるため，樹種は長持ちのするクヌギを選び一般には

中径木が好まれている。しかし氏は楠;場の有効利用の点から単位面積当たり

の収容材積と「どんこ」生産(肉質の締った歩jとりの良い茸を期待)を考え

て中以上大笹木を使用している。

伐採は紅葉期の適期に行なうが，全業の 7 割紅葉したとき立木に蛇目を入

れ， (ア)樹液の流動が止まり傷口に波ほどの甘い水摘が踊る， (イ)蛇目
うす

を入れても樹皮が剥げない， (ウ)伐り口の変企(紫黒色)が淡くなる，を

指標としている。このような細心の注意を必要とすることから購入，原木に

ついても氏の場合立木で購入し原木造りはその経営内作業で行なっている。

葉枯しは同一伐採地でも原木の大小，山頂と山麓，方位，伐採後の気象な

ど環境条件を考慮してその期間をきめている。

王切りは橋場環境を考えて「どんこ」をつくる目的には長沼(1. 5m) に

「こうしん」には短か自(1. 3m) とする。

接種における種菌投入最は春出系 7 訓，秋出系 3 割であるが，品11互に応じ

て商系伸長の遅い春出系とか，元玉の樹皮の厚いものまたは葉枯しのとき地
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面に接していた樹皮面には種菌を多く接種する。

仮伏せは小径木および乾燥気味の原木にのみ行ない，大径木や生木の場合

は雑菌防止の点から行なわない。

本伏せは呂田地方では伐採跡の裸地伏せが主で伏込み地と楠場を異にす

る O この方法は伐採跡地に伏込むため労力節減になるが，氏の場合尾根筋の

風通しのよいところを選び，また葉枯しのとき地面に接していた樹皮面を上

田にして伏込み，雑菌防止に注意を払っている。

樽起しは臼団地方においてはクヌギ原木が多く，コナラ地帯より菌糸の伸

長が遅いので秋出系は「ひと夏j 経た後，春出系は「ふた夏」経過してから

起す。この点氏は伏込み期間に関係なく楠木が完熟してから起すO したがっ

て，大筏木で未熟なものは再伏込みを行なうことになるO とくに秋出系のも

のは芽切期前に橋起しし移動による刺激効果を狙っている。

栂場は日田地方においては一般にスギ林が多いためこれを使用しまた防風

垣の設置も多し、。氏はさらに工夫を加え，秋出系および「こうしんJ を目的

とする場合は低地のスギ林を利用するが，春出系と「どんこ J を目的とする

ときには松林，落葉樹林とし、う具合に光線、量を考えに入れて実施している。

また防風塩にしても風の強さに応じて材料，施工方法を変え風の強いところ

はトタン張りとする。橋場湿度s 楠木合水量調節のため水道，揚水機も設備

した。

品種の選定については大分県で、は椎茸農協等の指導によれ優良品種を数

少なくとし、う方針で進んでいるが，氏はこれを一層徹成し具銘柄混入による

品質{底下を防いでいるO その結果春出系 2 品種，秋出系 2 ，品種を主体として

いる。[""どんこ」系， [""こうしんJ 系の導入にも環境条件を考えながら行な

う。

発生期の管理については氏の場合シ (ア)春の前半と明るい橋場では「ど

んこ」採取に努めるO すなわち， 11月頃雨の少ないときは 1 月頃の寒子の芽

切りが少なくなるので， 4 0C以下になるのをまって倒木しておき，寒子の芽

切りを促進する。(イ)春の後半は「こうしんJ 採りに努力する。すなわ
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人工栂場〈清岸考)

ち， 2 月下旬から 3 月にかけてを利用し，傍tl木または浸水打木を行な

う。(ウ)春先は雨後寒風が強く芽切った幼茸が枯死し易いので楠場の巡視

をなし乾燥する場合は柄後でも散水する。

また採取については， (ア) rどんこ」は 6~7 分間きで， rこうしん」

は 9 分間き(多雨時は 8 分聞き)で採る。 rこうしんJ U寺期に発生したもの

でも形の乱れたものは「どんこ」で採取する。(イ)採取適期までにまギが成

長ずれば雨中でも採取し，また降雨模様のときは夜中であっても採取を行な

う。(ウ) r天白どんこ J は雨にあてぬよう注意する。(エ)採取用カゴは

「えびらJ 1 枚分が入る程度の小形のものを使用している。これはjitが少な

いので、品傷みを防げる。

2) 乾燥技術 乾シイタケの製品価艇を支配するものは乾燥の設備と操作

で，ここに氏独自の工夫が凝らされている。

(1 ) 乾燥設備:第 1 事業地には誌の工夫による初期乾燥室(松下式)が

あり，第 2 事業地にはその後改良新設されたブ戸ツク建重油バーナ一式(原

理は初期のものと開様)と東洋式回転乾操室がある。第 1 事業地のものは乾

燥技術についての氏の試行錯誤の過程が如実に窺がわれ，今日なお研修生等

の乾燥原理修得の良い手段となっている。第 2 事業地の回転式乾燥室(第 7

表参照)についても氏は未利用の空間にさらに「えびらJ を装置しうるよう

工夫し熱効率の向上をはかつているO ここで氏苦心の松下式乾燥室のメカニ

ズムを略述しよう。

(ア)地中へ吸収されあ熱損失と地下水分の室内蒸散の訪止。この目的の、
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改良された松下式乾燥室
c;審岸寺)

第 7表回転式乾燥室

乾燥室内 乾燥時間 燃

商 事完 日和子 雨子 日和子

東洋式 28.9m' 13時 17時 1801) 

中盤式 29.7 15 21 150 

料
えびら数

雨子

2501) 230枚

220 120 

〔注〕東洋式回転乾燥室は松下氏が長年にわたって研究考案した中壁式乾燥室をさら
に工夫し近代的に機械化したものである。 そしてこの両者の乾燥時間と燃料使用量を

比較すれば上表のようである。

ため地下を約 80cm 掘り下げ最底部に約 5cm の赤土，その上に割石約60

.cm 入れて最上部を約 15cm の三和土で仕上げ， 断熱， 防湿さとはかる。

(イ)放熱管よりの上昇気流の温度ムラの防止。このために乾燥室と煙管を

地下 2m ぐらいに掘り下げ配置し， 放熱管と「えびらj の最下段の間隔を

広げる。(ウ)熱効率の向上をはかあ。薪の乾燥室にドラム管を使用1...-，こ

れから出る煙管を迂回させて放熱面積の拡大をはかる。なお煙突を室内に立

て余熱を利用するとともに燃焼部分の下に割票を敷く。(エ)通嵐効率を高

める。室内温度のムラを少なくするため排気口を高く (約 5m) してドラフ

ト効果をねらう。

(2 ) 乾燥操作上の特徴ア)乾燥開始前に室内温度を約600Cにし，次

に「えびら」を入れ約 400C から乾燥を始める。(イ) Iどんこ」のみを乾

燥するときは「天白どんこ」は下から 4~5 段自に入れる。(ウ)乾燥中期

以降は乾燥室内上部の空間部にも「えびらJ ~置き熱の逸散を防くや。(エ)
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給・排気口の操作は氏調

製の ri昆湿度関連表J (第 G5 

3 図参照)に基づいて合 桜 60

理的に行なっている。
内

ρ回\l. 55 

2. 経営技術の特色 Aーか 50 

氏の経営は天白「どん
(ぴ)

45 

こ」をはじめとする箆良
40 

製品の安定的生産に特色

があり，上述の生産技術

第 3関混湿度関逮表

¥ 
¥ 

以
内

A
け
υ

%
閉
山
川
山

i温よ主←一- • 50", 
k¥  湿度ドー I fl" 

「\L イ40 1え

明-X_ー|似)

詰合主)f先口の間関広 一~咽一一刻 -120

会関 与令聞 1á間 企郎
6/うo 初。水分系労率 1/10 

もこの目標に向って研究

開発され次のような特徴のある経営技術となって現われたのである。

J 2 3 4 5 G 7 8 9 10 11 12 
給過 E寺問

1) 生産の安定性 昭和43年は大分県は全般に豊作年であったが， 44 , 45 

年は低地域および高j民地域は平年作に近い作柄とはいえ，高冷地は60~7096

どまりとなった。日間地方は43年に比べ44年は 65.596 ， 45 年が 65.496 と

なり第 8 表の示すごとく県平均よりは遥かに低くなっている。松下氏はこの

ような日団地方に在りながら県平均に近い収設をあげている。これは氏の時

期に即応した優れた管理技術と合理的経営の所産といえよう。

2) 優秀銘柄「どんこ」の生産 民間地方は湿度が高く fこうしん」地帯

であるため，芽切って雨があると一斉に開傘する。 rこうしんJ 採りを主に

した場合には採取期間が短かくなれ労力配分および乾燥能力に問題を生じ

てくる。

第 8表生産量の比較

大 分 J来 日 田地方 松 下 氏

トユノ /OU zf トン pz トン ヌrコヨノ

昭43 2, 530 100 316 100 3.5 100 

44 2,015 81 207 66 2.7 77 

45 2, 108 83 207 65 2.8 80 

(J果資料)
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このため松下氏は一部を「どんこ」採りにし一部は低地の松林などで「こ

うしん」採りを行なう。かくして採取期間を長く，労働配分を良くし，施設

の利用率を高め，歩11二りのよいシイタケを造っている。

「どんこ」栽培については特に次の諸点に留意する。

(1 ) 日当たりのよい落葉樹林を使用し，できるだけ暖かし、環境下で採取

時期を早めるとともに肉質の充実をはかる。

(2 ) 落葉樹林の楠場においては寒子として芽切った幼芽が厳寒期に枯死

することもある。これを防ぐため従来はビニールを利用したが，部分的に日

焼けを起したり，高温高湿となり害菌が発生する場合があった。そこで氏は

バロンスクリーン 500m 0:使用したとろこ適度の通気があり， 幼芽が枯死

することなく好結果が持られた。

(3) rどんこ j 採取時期は早いほど春子の芽切りが多く，増収となる。

(4 ) 幼茸時分に乾燥の強いときは少量の散水を行ない茸の成長を維持す

る。

(5 ) 原木はクヌギの15年生以上， 径 15~25cm ぐらいの太いものを使

用し，小粒「どんこ」の発生を減少し肉質の充実した品揃いのよいものにす

る。

(6) r こうしん」発生時期でも変形のものは「どんこ」に採る。

(7) r こうしん」発生時より通成をよくし湿度を上げないようにする。

(8) r どんこ J が発生したときはできるだけ「天白どんこ」に成長する

ように管理する。というのは傘に天白の亀裂が生じるのは明るい場合で通風

が良いと傘の内部肉質が充実生長するからであるO なお「天白どんこ」は採

取前雨に当てないように注意し，雨の気配があるときは早採りを行なう。

3) 発生分散による労働力の有効利用 専業生産者たる松下氏にとって採

取期の労働配分の適否が問題となる。日間地方においても近年の過疎化現象

により，労働量が不足している。そこで氏は栽培楠場と品種の選定により，

茸の発生時期を分散し労働量の分散をはかり，その有効利用に務めている。

そのために次のような作業方法を行なっている。
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第 9 表 労働分自主のための発生順序

長期品種 i場所|銘柄| 備 五号 11議岸|品穏|場所|銘柄
秋 509 ① こうしん ①第 1 苓業地(回米原) 春 121 ① どんこ

" W4 ② " ②第 2 事業地 Cì育岸寺) " 205 ② " 
" 510 " " 標高① 550m " 205 ① " 
白 F 127 ① " ( 150m " 127 ② こうしん

" 127 ② " 気温差約 5 0C " 121 " " 
" 121 ① 

こうしん 生長差約 58 " 127 ① " どんこ

" 121 ② " " 121 " " 
春 127 " どんと " 205 ② 

どんこ
こうしん

" 121 " " " W4 " " 
" 127 ① " 
(1 ) 気象による豊凶の差をなくする目的と発生を分散するため I作り

子」を行なうが氏は倒木散水法を活用し少ない労力で大素系茸を採取するよ

うにしている。

(2) 現在の市場傾向を加味し採取乾燥に労力を要しない大葉系品種を選

び，原木不足を補う目的で栴持ちのよい品種を選んでいる。また発生が一時

期に集中しないよう発生時期の異なる数種の品種を使用している。

(3 ) 楕場環境(場所，林相)を変え生育銘柄別に採取時期を調節してい

る。

(4 ) 楠場および精木念集中化し， 2 人 1 組となり 1 人は中葉以上 1 人

は中葉以下を採取し Iえびら」並べ時の選別を省力化している。

以上の労働分散のための発生服序を一覧表に示ぜば第 9 表のようである。

第 9 表の発生服序のほか自然発生の少ない時期に W4 号を主体に 510 ，

121 , 127 号を「作り子J とし遊休労力を有効に活用している。

4) 総括 このようにして松下氏の経営は単価の高い製品を持続的に生

産し得たのである。これを大分県全体との比較で第 10 表，第 11 表に示そ

う。
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第10表銘柄加生産割合 (45年)

銘柄

天白ど、んこ

その他どにこ

こラしん

ft 
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県松茸農協

松下氏

第11表 県;f住ヨ立て幾協販売平均単価との比絞 (kg当り)

警護受賞財の技術経営の分析および普及性と問題点

45 

2， 486門

2, 815 

かくして必下氏は優れた技術により経営を確立したのであるが，その ìH'J昭

和 16 年以来県椎茸農協の理事をも勤め，とくにお年~37 年の間決協再建

整備にあたり増資などの面で率先立邸宅し， OSK のマークのもとに海外でも

信用の厚い大分県椎茸農協の基盤づくりに貢献したのである。この民協は今

日整備し組織と施設により流通話に素晴らしい業績を挙げており，このこと

は当然のこととして氏の経営の収益田に好結果をもたらしている。

1. 経営の分析

一般に経営分析という場合，貸借対照表，損益計算書などの期務諸表を用

いるのであるが，その基礎となる諾11長簿が目下整備過程にあることからここ

では現在得られる資料で、昭和 45 年の概要をみることにする。

1) 栂木造成費の試算 この経営の資産となる楠木造成政は一体どの位か

かるであろうか。 45 年投入の楠木は 17， 600 本(露木畳 220m3 ) で，その

投入労働長は，自家労働 361 人(男 221 人，女 140 人) ，雇傭労働 565 人

(男 217 人，女 348 人) ，計 926 人(賃金男 1 ， 500 円/人，女 1 ， 000 円/人)

である。これに流動財費，使用器械の減価償却費， 資本利子を加算し第 12

表のように 45 年次楠木資産額三と得る。

この試算で楠木資産は 3， 740， 975 円 (212.6 円/本)となる。

2) 栂木年鍵却額と現在評価額 楠木の耐用年数を 4 年として算出すれば

第13表のとおりである。

3) 乾シイタケ生産費の試算 さきに示した作業別労働延人数表の掃;場管

理から不時栽培にいたる労働蛍(第 14 表参照)を投入し，流動財費，減師
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第12表楠木造成費(充当原木量 220m3) (45年)

I ~ '"' I構成比i種別|費用 |%i 内 容

1.流動財費 2, 446 , 800 63.3 

(1) 直接材料費 (2 , 386, 800) 3が原2千代木，0代0100円，l8， 09080円，0,00 円， 費種2駒8，代OO396 ，O00 械円， 繕燃器具 0 円，機修
(2) 共通費 60 , 000) 

2. 労働費 1, 145 , 000 29.6 伐6木，O7O5 ， 500 伏円込，玉み切18築9，材OO194， 500絡門起， 接運種搬
26 円， tR::i6，~ 189 ， 000 円，し
323 ， 000 円，その他 97 ， 000 円

3. 減価償却費 51, 667 1.3 軽架線，穿子L機(第 3 表)

4. 資本利子 223 , 508 5.8 

(1) 閤定資本 8 , 000) 133 ， 333円(軽架線，穿孔機) xO.06 

(2) 流動資本 ( 215 , 508) 3 , 591, 800門(1+ 2) xO.06 

5. 青「 3(l+2 3, 866 , 975 100.0 
+ 3 + 4) 

6. 副産物価額 126 , 000 笠木その他

差引(5費-用6合)計 3 , 740 , 975 

第13表 楠木資産言平価および年償却額

造成年次 楠木霊 造成年次価額 年償却額|現在評価額

昭 42 年 217m3 3 ， 779 ， 923内 944 ， 980門

43 244 4, 250 , 236 1, 062 , 559 1 ， 062 ， 559円

44 200 3 , 483 , 800 870 , 950 1, 741 , 900 

45 220 3 , 740 , 975 935 , 244 2 , 805 , 731 

計 3 ， 8孔 733 I 5, 610 , 190 

第14表椅場管理から不時栽培に至る労働長

自家労働 康保?労働 単 f罰

男 108人 108人 216人 1 ， 500円/人

女 126 227 353 1, 000/人
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第15表乾シイタケ生gg星空(生産量 3 ， 800kg) (45年)

種 別|数金|金額 i匂比| 内 容

1.流動財星空 189,500 3.2 

(1) 直接材料費 (186,000) 燈料治56 ， 000円， 薪T湾代総50 ， 000円， 電気
10 ， 000円，出代70 ， 000円

(2) 共通費 ( 3,500) 

2. 労働星空 7人 677,000 11.4 収管穫理3そ62 ， 000汚， 乾00燥箱詰164 ， 000円
の他15 1，0 円

3. 減価償却費 4,330 ,552 72.8 

(1) 建 物 429m2 ( 249,300) 乾燥感 第 3 ;J長

(2) 構築物 ( 131,000) j散水施設，フレーム I! 

(8) 機械類 ( 136,519) 乾燥機，バーナー I! 

(4) 栂 木 (3 ,813 ,733) 

4. 地 代 48,000 0.8 府;湯，乾燥感用地 (f出血)

5. 資本利子 703 ,645 11. 8 

0く〔.05) ， 25O ， 725円0(軽架(楠線木，評穿価孔額機)を除
(1) 間定資本 (651, 655) +5 ， 610 ， 19 円 J x 

6 
(2) 流動資本 ( 51, 990) 866 ， 500円 (1+2) xO.06 

計(生産毅) 5,948,697 100.0 1+2+3+4 

保i考:乾ジイタケの庭先売波{íllî格は2 ， 815門jkg

鍛去[J費，地代，資本利子を集計して第 15 表を得る。かくして乾シイタケ 1

kg 当たり生産授は 2， 124.5 円と計算される。ただしこれには販売技486， 920

円および租税公課は含んでいない。

4) シイタケ部門の経営成果の試算 以上の資料から損益計算の考え方で

成果を試算すると第 16 表のようになる。

2. 技術・経営の普及性と問題点

1公下氏はその技術および経営の特色を訪れる人に惜しみなく公開してい

る。昭和 25 年高知県の産業留学生な受け入れたのをはじめとし 36 年か

らは林野庁計践による山村中堅青年技術交流生 (10 年間に県内を含め 14 県

178 名)を引き受け指導して来た。氏の技術普及に対する努力はまさに鷲具

に飽ずる。とはいえシイタケ生産は土地~1境等に左おされる点が多いので，

真の普及性は受講者のさらに独自の研究開発に期待さるべきものが多いとい
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第16表 シイタケ部門経営成果表 (45年)

1震 曻Jj 数量 金 額 I j誌ヂ。ノ 内 容

1.総収主主 11 , 622 , 975 100. 。

(1) 所得的収入 2 ,800kg (7, 882, 000) 車2シイタケ 2 ， 815門 x 2 ,800 

(2) 楠木域殖 220m' (3 , 740 , 975) 

2. 収益原価 8, 840 , 519 76.1 

(1) 所得的支出 (3 , 698 , 800) し 062 ， 500円(雇傭労賃)+2， 636 ， 300

(2) 日γ 基 ( 759 , 500) 
男329人 (493 ， 500円)+女門2(流66動人財費)

(2666定，円O資00産円>
(3) 減価償却費 (4 , 382, 219) 3 ， 813 ， 733円(精(槻木木) +568 ,48 

以外の悶 >

3. 総利益

4. 販売管現費

c
u
n
v
 

弓
υ

内
4

4

9

 

,, 内
L
d

生

8

3

 

け4

同b

, q
L
 

I 1-2 

4.6l486 ， 920円(販売費)十48 ， 000門
I (地代)

5. 資本利子 927, 153 8.0 

(1)固定資本 (659 , 655) 10 ， 994 ， 248円(楠木を含む間定資産

の(現所資在得評見的価支事立額) xO.06 
(2) 流動資本 (267 , 498) 4 ， 458 ， 300円 出+自家労

積額) x O. 06 

6. 企-業4利-益 1, 320, 383 11. 3 家計，租税公諜等3-4-5 

備考:この表の総収益，収益原価，総利益とは売上高，売上原価，売上総利益

の代用語である。というのは普通の売上高に楠木増殖資産を含め総収益

としたからである。

ラ齢 、ブ

え Q 。

次に氏の経営における問題点といえば，やはり信頼しうる経営分析を可能

にする諸帳簿の記帳，整理である。かくしてこそ氏のシイタケ経営は企業と

しての成果を挙げるに至るであろう。
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酔磁繍関車場

人並み以上の努力を

松下徳市

今聞はからずも天皇杯授与を賜わり

よ干に余る光栄に存じている次第であり

ます。椎ま手作り一筋の過去60年の歳月

を採返ってみますと，全く悲喜こもど

もの述続でした。戦後，森喜作先生に

よって純粋穏養種駒が出現し，栂付き
の心配が全くといってよい程なくなり

ましたが，館自式当時は真剣lそのもの
でした。

銃自を入れてから後は夜もおちおち
i成れず毎日が神に祈る気持で、した。培

養種菌を使う今日，楠付きが惑いとい

う話しな稀に聞くことがありますが，

椴茸作りで大切なのは槻木作りであ
り，最近のように生lJfllfーが増え楠木が
多くなると雑菌も増えてくるので栽i告
を安易に考えることは禁物と思いま

す。それには適期作業が大切で，私は

t?と変らずこのことを守っています。

昭和25年から推茸作りの研修生が来
ていますが，私は学問がないのでただ

体験をお話しています。

「人並みの努力をしたのでは人並み

にしかなれない。人並み以上の努力を

しなさい。そうすれば人並み以上にな
れます。勿論研究心がなければなりま
せん。 j と。昔の乾燥t土木占誌を熱源に

f克っていた関係上，温度調整がむつか
しく，よく火災が発生したものです。

このため夜逃げt主でした生産者がいま
したが，この災容を何とが紡ぐ方法は

ないものかと考えた末，煙管'd:J哀し芳f

'd:たく方法を考えだしたわけです。し
かし，松下式乾燥庫として完成するま

でには何度も失敗を重ね人からもあざ

けられましたが，乾燥品をみて始めて

新式の俊秀性が認められ，手弁当で指

導に廻ったものです。
私の伎んでいる地方は湿度が高く，

いわば呑信採りの地帯でありますが，

選手は霊祭く呑信採りを主体とした場合採

取期間が短かくなり，労働配分が思う
ようにできなくなります。また一度に
発生すると乾燥能力を越えますので一
部を「どんこ」作りにもっていってい

ます。椅場は比較的日当りのよい所

で，落葉樹林または明るい松林を使用

しています。
栽培上特に注意している点は rか

んこJ の採取が早ければ王手いほど泰子
の努切りが多く増収となるわけですか
ら，厳9長期に芽切ったjlJ~予は枯死しな
いよう乾燥の強いときは，少ままの散水
をするとか，バロンスクリーンで覆う

などの措置をし充実した「どんこ」を

作るよう心掛けています。

近年は兵状気象が毎年のように続き

さ当初の計商が綴底から狂うことがあり
ますが，要はそうし、う事態にいつでも

対処できるよう目煩からの研究，斜誌

が肝要ではないかと思います。私も故

人となられた月本組合長や森喜作先生
など多くの指導者を得たことが今凶の

受賞となったもので感謝の気持でーば
いです。今後は過去60年の体験を活か
し余命を椴341産業発展のためいくらか
でもお役に立てばと思っている次第で

あります。
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日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一一

出品財林業経営

受賞者佐藤与吉郎
(秋田県由利郡東由利村館合字館前45の 1)

警護拡大造林と林業後進地における企業的林業経営の先駆者一一受賞

者の略歴

佐藤さんの住む東由利村館合字館前は本荘市で日本海にそそぐ子古川を遡

ること 10 余 km，余由利町で分蚊した石沢JII とその上流高瀬川をさらに 20

km 遡ったところ，本荘市からも横手市からも 32km 離れ，両市の中間に位

置する出羽丘陵の北部にある。この地帯は山形県境に近い典型的な多雪寒冷

地で，標高 300~400 m の起伏の多い丘陵が続き，村面積 14， 851 ha のう

第 1 図受賞者の所在地 ち?林ド休ド野面積約 1ロ2， 0∞O∞o ha 

ゲ 1 一てて:一ナ吋一一:アア「「一一一一7一(併林野率 8昭2妨矧%刻)でで、， その

十 /¥¥¥¥¥¥ \川J 〈イk /A 過半は薪炭林であるが，
B ;1ソJ主同附荘柿市 、\\\\い、

山 jf34県
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J泉則黒引| りれ， 農林兼業農家が揮め

て多し、。

このような環境のうち

で，佐藤さんの家は代々

家業として，麹製造業を

営んできたが，父与一郎



さんの代になれ家業による利益を山林購入にあて，氏が昭和 2 年浜松高等

工業学校を卒業する頃には約 96ha ほどの山林を保有するに到った。氏は学

校を卒業後兵役に 1 年従事しそのあと 1 年半ほど秋田市の銘醸会社に勤め，

ここで働くもの，使われる人の考え方や立場を十分心得るようになったとい

われてし、る。この 1 年の勤めの後，帰郷し，父与一郎さんの山林経営含まか

され，一方， I日玉米村の老方良業倉路に昭和 12 年までつとめ，この開同時ー

に村会議員としても活躍し，昭和 14 irからは応召する昭和 17 主f:ーまで村助

役として村政につくした。

このように村自治につくすとともに，この地方の自然的条件から見て最適

な産業は林業とくにスギの造林であることを考え，スギの適地と出役可能労

働力を考慮しながら，積極的に林野の購入をすすめ，薪炭林を伐採しスギを

植栽してきた。昭和 20 年復員後も!日玉米村消防団長および民生委員として

民生につくすとともに，農業委員など、の農業関係の公職につき，一方林業関

係としては， I日玉米村森林組合長として 7年余つとめ，現在は東由利村総化

推進委員，林業構造改替審議委員，秋i五県林業改良普及協会理事(由利支部

長) ，向県林業経営者協会理事， 林業経営協議会林業試験部会専門委員とし

て林業分野で活躍している。

佐藤さんはこのような多くの公職につきながら，その主業とする林業経営

にも J極めて意欲的で，全国の有名林業地をほとんどすべて視察し，林地購入

による規模拡大を図りながら，多雪地帯におけるスギ林経営に独自の工夫を

こらし，スギを主体にするキリの混槌，高密路網の開設と機械化の促進，労

務関係の近代化と福祉向上，生産物奴売の合理化などすべての分野にわたっ

て，きわめてすぐれた成果をあげているO このように佐藤さんの 40 数年に

わたるたゆまない研究熱心と旺盛な行動力と卓越した食業意欲は，佐藤さん

の山林経営を今日では，長的にも質的にも第一級の企業として確立したもの

といえよう。

さらに同氏は林業研究グループには進んで講師として，また長男謙さん左

大学林学科に学ばせるなど，後継者の育成にも努力している。
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佐藤さんは人格円満誠実で，地域住民の信望も厚く，県議長会，全国議長

会などから前後 7 自の自治功労で表彰され，さらに昭和 44 年には普及協会

20 周年にあたり知事より表彰をうけ， 46 年には県，郡の造林品評会にはと

もに11'立となっている。

佐藤さんの林業経営は，近年における一般的な林業不掠のなかにあって，

林業の後進地域における今後の発展方向を示唆する貴重な教訓を提供してお

り，その普及性は高く評倍されてよい。

警護林業経営の模範一一受賞者の経営概況

1. 地域の概況

出品財の所在地はその 81必は東由利村にあり， 18% は東由利村と境を

接する羽後町軽井沢に，残りは本荘市にある。よって，大半をしめる東由利

村の概況を述べることとする。

東由利村は総面積 14， 851 ha のうち約 82労が林野で占められている山村

地帯である。 標高は 300~400m と低く， ほとんど小丘陵言どなし起伏の多

い地形をなしており，地質は一般に第 3 紀層の黒色泥岩および凝灰岩である

ので，スギ林の生育にとって好適とはいわれない。村の中央を子吉川の支流

である高瀬川が西北に向って貫流し，その周辺に農耕地が存在する。気温は

平均 10.40C，極最高の平均 33.50C，極最低の平均一 17.30C で， 10 月中

旬に初零をみ， 3 月下旬の終雪まで 5 ヵ月聞は積雪期間で，3JZ均積零 1m 山

間部は 2m をこすことがある。

東由利村は昭和 30 年旧下郷村，旧三五米村が合併して誕生したが人口は年

々減少しているO

産業としては農林資産が主で他に商業，製造業がある。農家戸数は 1 ， 148

戸で一種兼業が 6696 である。

林産物生産額としては， 45 年には素材 6， 500 m3 の 70， 200 千円，薪(チッ

プ)の 15， 200 m3 の 15 ， 200 千円， 木炭の 270 トン 11 ， 160 千円， 苗木

400， 000 本の 6 ， 000 千円，計 102， 560 千円が生産販売されている。
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荒沢林相，スギに桐が若手混交している

由利村の成業をみると，林業林産関係のしめる比重が高いことと，いま

だに薪炭の生産量。が大きいことが住目される。また冬期間が長いため，連年

/:L\かせぎ者が増加し， 45 年には男 932 人，女 65 人， 計 997 人にものぼ

ることも注目されよう (40 :q二は男女計 552 人)。

2. 経営の現況

とに述べたように，現在でも素材生産 6， 500 m3 に対し薪炭生産が15， 200

m3 もあること，地質的にも気候的にもスギ林生7ぎのためにも必ずしもよい

環境とはいえないうちで，佐藤さんは 40 数年にわたり，たゆまない研究熱

心，旺盛な行動力，卓越した企業f削J日1I1のもとに，新民Jドfや原野に立派なス

ギ林やスギキリ j見交林を造成し，規模も当初の 96ha から現在の 481 ha に

拡大し，人工林率も約 9096 弱に高めた。この 481 ha は多数の小団地から

なるものであるが，このような多くの部地にわかれたことは，林野の購入に

際し，立地を仔細に検討し，スギ生育適地のみを選んだことと当時は部落も

多く，労働力を地元から得ることが使なことなどの理由からM悶的に多くの

小団地として購入したものである。しかし，現在は過疎化が進みつつあるの

で，佐藤さんは独特の労務対策や経営の合理化，高度の技術により，労務不

足を克服し，後進地域としてはきわめて進んだ経常を営んで、いる。

氏の山林については 38 年伺別経'{J;計隔を作成され，森林計践と総合し

て独自の施業計闘を作っている。そのため自己山林の開設測樹を行ない空中

写真をも活用しているO
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その経営方針としては，スギは伐期 70 年程度，桐は 15~20 年とし，ノ、

ギの植付本数は ha 当たり 3， 000 本程度で，その中に ha 当たり 200 本位

の桐を混植し，経営上の比重としてはスギ 60 に対し楠 40 にする。現在90

労近く林種転換を行なっているが，利用可能林地は昭和 48 年まで転換を完

了する。ただし，松の天然林はそのままとし，岩山，雪崩地，風笥地などは

広葉樹を残存するO

スギは除伐で将来性のないものを全部おとし， 20~35 年で、中間伐を行な

し、。一部無節柱材，他は一般材を生産し 50~70 年で主伐するが将来性のあ

るものはごく僅か群単位に残存する。桐は 15~20 年で-~材をとる外，一

部長物を生産し，生育よく風もあたらない地域の桐は 30 年以上残し，琴材

や特殊材や銘木として生産する。

(1 ) 森林構成 いま佐藤さんの森林構成をみると第 1 表，第 2 表のとお

りである o 付属苗畑 O.5ha)

第 1 表森林構成

8996 

第 2表用材林の齢級配置

分 I 1 IITlmINIVI~IWI~IKIXI 変 i 斑|討
す 面積ha 117 88 681 22 25 23 加 13 22 17 428 

用

ぎ
蓄積m3 2,200 4,210 5,030 6,125 5,810 8 ， 8∞ 6 ， 89哩 3,560j 3,015 44,642 

村ー

あか 国積ha l 2 3 
まつ

林
その他 蓄積m3 156 156 

面積 117 88 681 24 25 23 初 13 22 

1116  

431 

計
蓄積m3 2,356 4,210 5,030 6,125 5,810 8,800 6,8921 3,5601 3,015 44,798 

第 1 表，第 2 表からわかるとおり，人工林率はきわめて高く，後述する林
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区

持，J

第 3 表網の齢級配置(スギとの混槌 ha 200本~250本)

分 I 

93 

20,050 

地の規模拡大のため 1~3 齢級の面積は大きいが， 4 齢級以上の齢級構成は

大体法正化している。

佐藤さんの独自の特色とみられる柄については第 3 表のとおりである。

桐の混槌は~又入を早期にあげ，しかも混植のため桐の生育，形質共に良く

経営に寄与すること大きく，この点他の経営にみられない特色がある。

(2 ) 林業生産など佐藤さんの山では過去 5 年間に用材主伐 2， 574m'"

間伐 1 ， 252 m九柄 1， 973玉，薪炭材 956m3 伐採，販売されている。

造林については ， 10 カ年の実績を示すと第 4 表のとおりで，年平均 20.5

ha であるが，造林不掠の近年においても 44 年 27ha ， 45 年 25ha と造

林しているのが注闘に値する

第 4表過去10カ年造林実絞(単位 ha) 第 5 表年度別経営路(作業道)

五2 摘 要
開設状況

311 延長 ltil--36 杉 15 混組柄400本

37 " 17 600本 37 1,700 540 918 ,000 

38 1,800 670 1,206 ,000 
38 " 22 700本

39 2, 400 620 1,488,000 
39 " 15 こばはん4 ， 710本 500本 40 2,700 520 I ,404, ooooj i 
40 " 19 36~40年小計88ha 800* 41 3,500 610 2, 135,00 

42 2,650 1,050 2,782,500 
41 " 16 こ十まはん2 ， 400本

43 3, 483 630 2, 194,290 
42 " 31 44 3,573 1,050 3,751 ,650 

43 IJ 18 45 4, 2471 1, 18015,011 , 4601 

44 " 27 音1- 126，吋 120，肌叫 5当4mりIhat 

45 " 25 41~45小計117ha桐600本 ※昭和45年度の開設単価は700円Im~.4 

2 ， 000円1mである。

※事業星空は自己所有ブノレトーザ使用の

ため実現金支出ではなし、。
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さらに同氏は林道(作業道)の開設は早く

からきわめて積極的に進めてきており，その

過去 10 ヵ年の実績をみると第 5 表のとおり

である。

このほか氏は製麹，養鯉業を営なんでいる

がその収入は微々たるものであるO

雪地帯における企業的集約林業

経営 受賞財の特色

佐藤さんの林業経営は，多雪地帯でしかも

地味のょいとはいわれない林地で， IJJ村の過

疎化に伴なう労務不足の中で，これら悪条件 作 業 道

を克服する独特な造林技術を開発し，さらに長期産業である林業の不利をカ

ノミーするために桐の混植を導入し，濃密な林内路網を開設し，機械設備を充

し，生産物の版売方法を合理化し，労務関係の近代化と労務者の福祉向上

を図るなどJ休業経営のすべての分野にわたって努力し，企業的立場から一貫

した合理的な経営システムをとっていることに顕著な特色がみうけられる。

この体系の中でとくに着目すべきものについて次に述べる。

1. 林地の規模拡大と積極的な拡大造林

氏が山林経営にとりくんだ当初の林地面積は 96ha で，部分的には，造林

地が含まれていたものの，主として製炭原木の供給源として利用されてい

た。氏は当地域の自然条件に最も適合した産業は林業で、あれしかも林地内

に生立する天然杉に目をつけ，林業でもスギの育成林業であると確信し，徹

底した適地適木主義のもとに所有林のスギ林化に努め， 昭和 6 年までに 96

ha のうち 29ha の人工林化を行ない， 一方，麹や林業生産による収益を林

地購入にあて，昭和 7年から 15 年まで，地位，地利良好な林野を選択的に

66ha (うち人工林 7ha) の購入を行ない，積極的に造林宏進めた。しかし，

規模拡大と林種転換が最も活発に行なわれたのは戦後で、あわこの 25 年間
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ほとんど毎年林地購入と拡大造 第 6表年度別林地購入状況

林を行なっていることが第 6

および第 4 表の 10 ヵ年の造林 If:泉地原野|人工林

実務!{表から知られる。 (額五) (96)ha (29) (67) 

2. 多雪地帯における造林技 7~10 37 1 2 34 

術の確立 11~15 29 1 5 23 

16~20 。

この地方は積零 2m におよ
21~25 91 6 8 77 

ぶ多雪地帯でしかも地質は第三 26~30 61 2 5ヲ

紀j習で，スギの造林上雪害や成
31~35 72 1 3 68 

36 25 1 24 
長関係で、問題の多い地方であ 37 5 1 4 

る。この点に関しては氏は非常 38 1 

に苦心'â: L 数々の試行錯誤的
39 

40 10 10 

な実験を行ない，最近の労力不 41 6 6 

足にも対応できるような独特の
42 18 18 

,13 10 1 9 
植栽，保育，伐採更新技術を確 44 20 2 18 

立している。 45 

まず，苗木はずんぐりした下 購入計商j1!ll 385 21 I 351 

校のはったものを選ぶ。地推は 所有国税| 481 

;最も労力を要する作業なので，

植栽個所の地形に最も適切と思われる省力的な地排法を採用し，現場ごとに

作業員に細かい作業方法を印馴したものさと配布して行なわせている。したが

って，全刈，筋刈(ニ条植)坪刈などすべて行なわれているが，将来は省力

と功程を考えて先行地捺による坪刈，筋刈を多く採用し，下刈の進行過程に

おいて全刈にもって行くとし、う考えのもとに実行を進めている。 i随栽は二条

総と巣植を主に行なっている。二条槌筋刈の中心の間隔は 2 開とし，そこに

5 尺間臨で 4 本のスギを植栽する。 (ha 当たり本数 3， 000 本以上)その後 3

年間は毎年 2 田下刈を行ない， 4 年自には機械で全刈する。巣植の着想は氏

が天然杉が群状に成立していることから得たものであるが，この;場合は， 4 
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開間関で中心を設定し，中心に 1 本と中心より 3 尺離して 6 本のスギを植え

る。この他正方形植，長方形槌，正三角植なども実験した結果，省力的な方

法として上述 2 方法を確立している。植付は雪害対策上斜植法をとり 1 日

功程 100~130 本のていねい植を行なっている。施肥については，その有効

性を桐の施肥によりスギにも有効なことを知り，実行ーした結果林分のうっぺ

いが 3~4 年早くなり，下刈期間もそれだけ短縮されたので，今は全J摘栽木

に基肥を施用し，植栽後 3 年まで追肥を施し， 3 年経過して生長の悪い木に

はその後は肥料を施さないで，下刈段階で漸次除伐して行く。なお施肥はN

10, P8 , K8 の都合で施すが N の過用は徒長を生じ雪害の虞れがあるの

で厳につつしむようにしている。

下刈は，いわゆる下刈でなく整校除伐をもかね行なっているのが，氏の考

案した多雪地帯で形質優良な材を生産する独特の技術で，雪害による根崩り

を最小限にとどめるため，すそ校を払ったり，校打をして樹形を整えたりす

るとともに，地位良好な土地に生育するひ弱なスギに対しては芯切造林を行

ない萌芽合立ててやる方法である。大出りや将来性のない造林木は思い切り

よく零害予防をもかねて途中切りをしてやり，そのため林内に多少の孔状面

が生じても問題としていなし、。したがって，下刈除伐段階で不良木はほとん

ど整理されてしまうので，間伐j時には不良木はなくなるので，氏は間伐とい

う用語を林業からなくしたいと述べている。従来の利用間伐にあたる伐採は

4 年に 1 度ぐらいづっ頗繁に行ない，ヨ三伐時には丸太材積に換算して平均生

長缶 40 石以上生産している。なお，峯筋や林縁には，防雪，防風，肥培を

目的としてコノミハンノキを混植している。なお， 氏の山林の一部は昭和 46

年開始の県単の「共同間伐枝打事業」のモデルとなっている。

3. 桐の混搭

氏は造林費その他の費用の早期回収を罰り 30 余年前から桐の混植を始

めているが，本格的には終戦直後より実行した。氏はスギが少なくとも植栽

後間伐まで 20 年間は無収入であるのに網は 15~20 年の伐期で相当多額の

収入をみられることと，炭窯跡に網が自生していることに着目し，スギ林の
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スギと桐の混交林格

スギ林内の桐の大径木

ヰ?に禍を混植することに思いつき，混植のための諸研究，たとえば苗木の育

成法，適地選定法，混交の様式などについて実証的な研究を行ない，氏独自

のスギと桐の混交林経営投手!;Yを確立した。とくに混交様式としては，

イ スギに対1-- 2 年先行植栽(スギの主伐まで桐 2 間伐採可能)

ロ スギと欄の同時植栽(稿は 1~2 田伐)

ハ スギ植付後 8~1O年に栴を植栽する(棉は 1 間伐)

の 3 方法を実行しているが，主主長関係からはハがよいが経済的には口が最良

であるとのことである。

桐混植の収支と収穫予想は第 7表のとおりである。

綱の売値は 1 玉につき 44 年 3， 400 円， 45 年3， 900 円~4， 480 円，羽生i三

7， 000 円と急騰しているので，収穫予想の表は 3， 000 円でなく， 7， 000 円で

計算してみると， 25 玉で 175 ， 000 円となり差引 20， 165 円の利益となり，

第 8 表の赤字はすべて黒字となり， 100 三までは 554， 835 丹の大きな利益とな

る。氏の桐材の販売方法は独自のやり方で，近畿以北北海道までの需要者に

対し保証金をとらず指名入札(郵便でもよい)を行ない，落札者の注文通り

に玉伐るようにしている。そのため綱材は作業道に全幹築材して雄積してお

く。なお，生育良好な棋は 30 年以上残存し，銘木として売るよう心掛けて
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いるこのような桐は 第 7，表桐混植栽培収支(杉と混植lO a 当り 25本)

胸高直径仇m~60 年同種別|金額| 説 明 |後価 6 忽
cm，樹高 16~18m

にもなっている。

4. 資本装備と林

内路網の充実

経営規模の拡大，

過疎化による労務不

足などに対処するた

め上述のような省力

造林法を確立すると

ともに経営全般にわ

たり省力化を図れ

各種林業機械を導入

し省力作業を実施し

ている。昭和 46 年

10月現在の保有機械

台数とその利用状況

は第 9表のとおりで

ある。

この他にロビング

バインダー 1 台を保

有し稲の刈取期に作

業員に貸与し，農作

業主ピ卒く終了させ，

林業に出役しやすい

ようはからってい

る。

I J 元肥25本人 x@@3102%O 1 槌付費 1,750 
人夫 1 Ax (âJ，l， OOO円

苗木代 6 , 250 250内 x25本

植及穴運搬掘 1, 500 1. 5人 x@l ， OOO円

追肥 2, 000 肥料及人夫主主

管理費 1,000 虫防除，芽かき，雪おこし他

下刈費 2, 000 年 2 回 1 ， 000円

噌
E
A

F
h
υ
 

ウ
'4
 

内
ふ

15,889 

3 2 年目同 7, 000 14, 930 

4 " 7 ,000 14,085 

5 " 7 ,000 13 , 288 

6 管理費 5 ,000 施肥土寄せ 8 ,954 

7 " 5 ,000 8 ,447 

8 " 5 ,000 7 , 518 

9 " 5, 000 7 , 092 

10 " 5 ,000 6, 696 

11 " 5,000 施肥土寄せ 6,312 

12 " 5, 000 " 5, 955 

13 " 5 ,000 /J 5 , 618 

14 " 5 ,000 " 5 ,300 

∞
 
5
 

ウ
40
0
 

戸
、υ
q
t
u
 
oo 
, 4
 

p
h
1
υ
 

'za 

第 8表収穫予想

② i ③ 
50玉 75玉

|(| 
去数 I 25玉 x

i3， 000円!

収穫見込 75, 000 I 150, 000 I 225, 000 I 300, 000 

経費計 I 154, 835 I 154, 835 I 154, 835 I 154, 835 

差引利益 !c一)町村(ー)仰や)70， 165!C + iι165 
備考: 1*で 2玉以上の所にのみ植栽する。

④ 
100玉
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第 9表林業機械の稼動状況

機 種 |護審議!語習 ~I 会議首長|総延臼数| 摘 要

メ司 払 機 18 10 45 450 

チェ ンソ 一 4 2 80 160 

総 íょ、，、 掘 機 3 

施 flE 機 υ w 

集 1オ 機 3 1 60 60 

刈払機丸鋸目立機 3 2 45 90 

刈払機アサリ出 1 1 45 45 

チェンソ一目立;機 1 1 12 12 

ウ イ ン チ 1 

携帯電話器 1 

彩? う ん 機 1 1 10 10 

紡 除 機 1 1 11 11 

ジ 一 7
0 2 2、 174 348 

マイクロノミス l 1 170 170 

来 用 王宮 1 1 312 312 

ト ブ ク タ 一 1 I 214 214 ブルドーザー

また，ブルドーザーは作業道開設においても，集林においても大きな働き

を果している。

また率先して林内路網の充実につとめ，過去 9 年に総延長 26， 053m の作

業道 (ha 当たり 54m) と到達林道 7， 000 m を開設し，機械化とあわせて

造林伐出の省力化，有利な販売に資している。

5. 叛売方法

氏の企業精神の旺盛さは上述の桐の服売方法に端的にあらわれている。ス

ギについても，林道または作業道沿線に搬出し，材種別用途別にしわけを行

ない，たとえば，

イ 丸太は大中小

ロ 打出し木(長さは全く規定しない)

ハ足場丸太

ニ稲杭

ホ 注文用電柱材
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第10表最近の販売実績

年 41 42 43 44 45 

PJ 
用 (間伐 1 m3~ t..:り 12, 11,202 13 ,202 18,341 15,658 

材 ::l::伐 1 m3当たり 13 ,399 13,350 15 ,796 17,025 14,560 

桐 1 ご正当たり 3,468 4, 122 

薪炭材 1 m3 当たり 3,000 3,000 3, 100 3,200 3,655 

などに仕わけして入札さぜるというきわめて有利な販売法をとっている。ち

なみに近年における販売単師を示すと第 10 表のとおりであるO

第 10 表で主伐材と間伐材の単価はほとんどちがわない理由は，校打に際

して主伐予定木は弱く，間伐予定木は強く校打し，いつで、も需要に応じられ

るよう間伐しておき穂付丸太として乾燥させ，注文と同時に全木集材し，林

道作業道で王切ることにあるが，開伐木でも除伐時には不良木を除去してい

るので良木が多く，しかも上述の枝打により節が小さいことによるものであ

る。

6. 労務管理

氏の家族は 4 人でこのうち林業労働に専念できるのは氏のみで，林業労働

のほとんどはもっぱら雇用労働力に依存せざるを得ない。最近 5 カ年間の年

平均雇用労働量は延べ 7957 人，昭和 45 年には 100 日前後から 230 日出役

する作業員は 11 人，他は 90 日未満の人ばかりで 107 人であった。 出役

者の年齢は 16 才から 60 才にわたるが，その平均年齢は常用で39.7才(出

役目数加霊平均) ，その他で 33.5 才 (ï訪問様)であり， 30 才以下 52 人，

31~40 才は 33 人， 41~50 才 19人， 51~60 才 14 人で、地の林業家に比

べ，青壮年震の労働者ムが多いのが特徴である。年間の労働配分をみると 6 ，

7 , 8 , 9 月の下刈期を除いては 2 月の 305 人を別とすれば月 400 人台で

比較的安定している。氏はまたで、きるだけ雇用の通年化をはかるため，枝打

や伐採の冬季問実行を企画している(第 11 表参照)。

なお，農家の林業出役を便ならしめるため稲の刈取期にパインダーの無料
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第11表作業計図

地 J存 +一一 ひま をみ て 由一一一今

j協 ヰ比 杉和l
下 メ1 ，一一

E長 伐 校 打 4一一ーー ー一ー一今

間 伐 :=l: 伐 一一一〉 ←一一一今

道路 ツ F リ 〈一時守山日 mω令

手!Ë 木 伐 採 ←ー 岡田町一今

桐 畑 仕 島司令 -，ル -，・

貸与を行なっている。各種林業機械を完備し省力化を図っていることはすで

に述べたが，とくに就労条件の改善のためジープ，マイクロパスなどによる

人員輸送，現場の休憩施設としての作業小舎やテントの配践を行ない，労働

の効率を高めている。

労賃はすべて日給11ìUだが出役目数に応じた年 2 回のボーナスを支給するほ

か，退職金制度や労災保険などの社会保障制度を取り入れるほか作業衣，地

下足袋，手袋の支給，作業器械の無償貸与を行ない，さらに花見とか慰安旅

行を例年慣例的に行なっているO

機械作業の技術者育成には特に力を入れ，旅費， 日給， 受講料を支給し

て，機械作業の講習会，研修に作業員合参加させ，その技術の向上に努力し

ている。

このように，労務管理にも熱心で，林業就労者の育成，その所得，福祉向

とを重点に経営を進めているので労働力不足には悩んでいない現状である。

機受賞者の技術経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

氏の技術ならびに経営はこれまで詳細に述べたのでここでは省略するがそ

の地域に完全に調和したもので，類似した環境にある地方においては十分迎
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月できょう。とくに多雪地帯における造林保育技術，費用の早期回収のため

の桐の混植伐採や販売などの技術に到っては，技術的にも経営面よりみて，

も推奨に値する。中でも保育において，下刈段階で不良木を除去し，間伐木

の枝打は立て木のそれより強度に行なうことは従来の林業における間伐の既

成概念を打破し，企業的林業，商品生産林業の面を強く打出したものといえ

よう。向じことが伐採販売菌についてもいえる。このような技術や経営の進

め方，氏のJ休業に対する考え方は拡大造林が停滞しつつある今日広く倍え普

及するに値する。

林業経営においては経営改善や計画i泊施業の突行を行なうには記録記帳が

完備していることが要件である。この点からも氏の実行している例は好い参

考となると思われるので次にかかげておく。

( 1) 山元作業日誌(現場ごとの作業内容，人数，功程)

(2) 作業実績整理簿(月ごとの作業員の出役目数，機械稼働日数，現場

ごとの作業量の集計)

(3 ) 賃銀台帳(個人別出役目数，賃銀の支払状況)

(4 ) 個人別貸借対照簿

(5 ) 苗木受払簿(自家富，購入苗別)

(6 ) 木材販売関係簿(入札，木材発送関係)

( 7) 出納得

(8 ) 出納簿から作った元11長(脊林，伐出，販売(スギ，キリ別)別〉

(6 ) 森林台帳(林班沿革史，施業内容を林分ごとに記載)

(10) 森林調査簿(県のものをもとにして修正)

(11) 森林基本図 (1/5 ， 000，航測と実測を組合せたもの)

(12) 桐の育林簿(桐のみの手入日誌)

(13) 作業道整備簿(開設場所，延長など)

(14) 機械台帳(車輸整備をも含む)

(15) 税金関係帳簿

(16) 試験関係帳簿
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氏の山林をみて感ずるのは従来の有名林業地の森林のようにみた自には美

林という感じは与えられなし、。しかし，その経営の内容をしらべて行けば行

くほど突に企業的合理性の高いのに驚くべきものがある。全留の有名林業地

主と視察し，実地に山林で突!肢をし，試行錯誤を霊ね，血のにじみでるような

7fJ心のもとに案出した技術や経営の方法ーには深く頭をうたれるものがある。

現在林業後進地における林業振興，拡大造林の進め方，多雪地帯の造林技

術などはわが国の林業がかかえている多くの諮問題のうちでも重要な課題で

ある。佐藤さんの技術，経営はこれに対し，十分に応えてくれ同じような環

境の地方にはひろく哲二及され，また，環境の異なる地方においても氏の思想

を取り入れその;地方独自の林業を発)良させることが可能であろう。
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雪害を最小限にくい止める

佐藤与吉郎

ありふれた平凡な林業経営をしてい
るのに拘らず，今回はからずも入賞の
栄に浴すことのできましたことは，一

震に関係皆後方のご指導の賜と深く感
謝申しあげます。
元来，私は山が好きだと言うより

も，山が私を好きにさせたといった方
が当っているかも知れません。参考書
を読むことも，他人の山を見学するこ

とも大事でございますが， 自然をみ

る，山から木から学びとるということ

がより大事ではあるまいか。自然に逆
らわない脊林こそ効果があがるものと

信じております。
私の処は 2m を超す豪雪地帯であり

すので，雪を考慮しない経営は成り立
ちません。

雪害を最小限にとどめる施策が私の
本命ともいえるでしょう。斜面に杉を
植えて積雪のため狼曲りの出るのはあ
たりまえのことであり，斜面に対し斜
植をしてはじめから根幽りを作らせて
支持根が出やすい被付や，二条並木巣
植などによって雪の積り方を変えるこ

と。
さらに雪の鎮圧で引き込まれるのを

少なくする「すそ校払」を行ない，除
伐を少し早自に繰返し実施します。そ

のとき将来の見込みのないものや，太

くも幽りの大なるもの，胴曲木などは

遠慮なく整理することによって直材の
み残すわけです。 2さ隠ができてみにく
いは!となりますがその後の間伐法が楽
しみになります。

林業経営は気のめいるような長期に

及ぶ産業でありますので，中間収入が
必要であります。私はこれを杉と柄の
混植によって実施しております。杉と
桐は大変柏伎のあう木でございますの

で，地味の肥沃な杉林に桐を混植して

杉間伐材プラス桐材の収益によって，

これまでの経費が回収できるように作

業をすすめております。そのためには

間伐材を有利に販売ができるかどうか
が問題であり，これからの林業経営
上，最も大切なことと思っておりま

す。安全で比絞的低廉にできる作業道

を高密度にはりめぐらし，全幹集材し
て作業道が注文材ーの土場に早替りする
ような仕組になれば間伐材ーといわれる
ことなく売却ができます。秋田杉とし

て親しんでおられました天杉も先が見

えてきております。秋田に生れたが放

に秋田天杉には及ばなくとも，少くと
も親，子，孫と三代がかりで各所に点々

と天然杉のような大径良質な保残木を
存立させたいという夢をもっておりま

す。
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一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞一一一一一

出品財肥培林地

受賞者菊池友平

(宮崎県西臼杵郡五ヶ湖町三ケ所)

機受賞者の略歴

菊池友平氏の住む五ヶ瀬町は，宮崎県の西北端部，すなわち，五ヶ瀬)11 の

上流部に在って熊本県境に接している。延岡より中聞の高千穂に至る開は断

崖の峡谷が多く，現在もなお，鉄道は下流部の日ノ影町までしか通じてい

ず，過去においては東部の海岸・よりの交通は至難であったことがしのばれ

る。高千穂町と五ヶ瀬町の間には標高， 約 680m の津花峠があれこの間

は閤遊の整備もおくれている。五ヶ瀬町の自然環境，社会環境とも，むしろ

第 1 塑受賞者の所在地
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熊本県仮IJに近い条件にある。同町の面積の 83必は山地であり，田畑は僅か

に 4.696に過ぎず，典型的な山村地域である。

菊池氏は明治 36 年，当地の桶製造業の長男として生まれたが大工を志望

し，高等小学校を卒業後は故郷を離れて大工見習として修業し，兵役服務後

帰郷して自立した。氏は青年時代より林業への意慾が強く， 自立直後の 24

才の若さで， 出品財が所在している下長野の林地 5.00 ha を借財によって

入手したのが林業への始まりであるO 当時， これを 350 円で取得している

が，大工賃は 1 日 50 銭の時代であり， 10 年間で返済するためには昼夜の別

なく人一倍の働きを続けた。その間， にさらに 4ha ばかりの山地を買い足

し，そのほか荒蕪地を入手して田畑化するなど，生活の基盤を作るための苦

労を重ねている。その後， 5 名の子女の成人するに及んで，世間並みの高等

教育をつけるため多くの資金を要したが，この所有山林が精神的にも大きな

支えとなり，教育費の借財も昭和 32 年の初代の主伐で返済し，安定した生

活に入っている。

菊池氏は，その後逐次林地を取得して今尽に及んでいるが，自分で植栽し

た林分を自分の生存中に伐採収獲したいということが，当初より一番希望す

るところであったので，常に早期育成に関心女もっていた。昭和 29 年に森

林肥料のあることを知り始めて林地肥培を実施した。当時の林業常識からす

れば，林地に施肥することは異常視されるので，人知れず施肥をするなどの

苦労をしている。全国的にみても林地肥培の先駆者の一人であり，所有山林

のほとんどの林地に肥埼をおこなっている。さらに五ヶ瀬町林地肥培研究会

を結成し，その会長として先頭に立って林地肥培の推進指導にあたってい

る。

また，良質材の生産には枝打が最も必要であることを認め，地域の林業一

般にさきがけて枝打を励行し，自ら枝打鎌を改良試作して効果を挙げてお

り，地域林業の技術発展に賞献している。宮崎県拡大造林推進員として，地

域の人工林化の推進に貢献している点も誠に大きし、。氏はこれまでの林業体

験に立脚し，林地肥培，造林上の諸問題についての講演をしばしばおこな
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い，また，氏の山林見学者に対する指導等，林業技術の普及に献身している。

菊池氏は進攻の気象に富み，力行型の人物で、あるばかりでなく，誠実，円

満な性格は，多くの人望を集め，昭和 36 年以来町会議員に選出され，本年

7 月までにu汀会副議長，昨会議長にも選{壬されている。

一方，地元社会への貢献によれ 過去において文部大臣，陸軍大医，消防

庁長官より表彰されているほか，多くの表彰状，感謝状をうけている。林業

技術に対しての受賞も多く，昭和 46 年には林地肥培に対して農林大臣賞を

うけている。

鰯経営の概要

1. 地域の林業事'罷

菊池氏の居住する五ヶ瀬JllJの気象条件をみると，年平均気温 13.40C ， 年

降水去をは 2， 083mm である。冬季は気温も{尽く， 例年降零をみるが零害は

ない。顕著な台風被害もみられず，宮崎県南部の気象条件とはかなり異なっ

ている。この;地方の土壌条件も全般的に良好であって，県当局の林野土壌調

査の結果ではスギ造林適地は 7896 もあり，林業を主体とする自然条件を具

えている。したがって，近年の拡大造林の推進も順調に進み，私有林の人工

林化率は 72労に述し，県平均を大きく上回っている。五ヶ瀬町の森林の齢

級別面積をみると，スギ，ヒノキ

造林地の 8796 は 3 t姶級以下の林

分である。

五ヶ瀬町の造林の拡大は大体に

おいて11取を越したとみてよく，今

後は，これらの造林地の保育に重

点をおくべき時代にあるといえ

る。

2. 菊池氏の山林経営の概要

菊池氏が昭和 3 年に林地を取得

5.10 

7. 8 

12. 4 

33. 4 

33. 5 

37. 7 

40. 5 

41. 3 

言j-
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第 1 表林地取得経過(単位 ha)

iID ff( 位 i註 {市J 考

5.00 五ヶ?扇町下長野

1.00 " 天貫部
1.50 " 下瀬越
1.22 " 下長野
1.80 " 若屋越7.40 " 久保
3.60 " 下一長野 既造林地

0.40 " 戸川 " 
2.00 " 戸/臼



して以来，現在の 23.92 ha の山林を所有す

るまでの経過は第 1 表のようであって大まか

に昭和 3 年よりの 10 年間と，戦後昭和 33

年以降の 2 期に分かれているO この中間の空

白は氏の家計的な事情が多分に影響している

ものと考える。

菊池氏の山林は 7 ヵ所に散在し，その齢級

配置も第 2 表のように必ずしも法正な状態で

はない。この地方では山林の売買が非常に少

ないので，希望の条件を満たすことが困難で

あることが大きな原因ともなっている。

23.92 ha 中，岩石地の 0.50 ha 以外はす オピスギとアヤスギ混模林分

第 2表樹種品種別齢級配震 (単位 ha)

長石石止と1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 計
ジ ス ギ 1.50 1.00 

ス アヤスギ 4.20 3.00 3.80 11.00 

クモトオシ 0.92 0.92 

イワオスギ 0.20 0.20 

ギ
オ ピスギ 0.20 1.50 1.62 3.30 

計 0.40 5.70 5.52 5.30 1.00 1. 00 1.00 19.92 

ヒ ノ キ 1. 00 1. 50 1. 00 3.50 

広 主主 樹 0.50 0.50 

11.4017.20 15.5216.30 1. 00 1. 00 11. 50 1 お 92

ベて人工林化しており，高齢級と中間の齢級はジスギとアヤスギの林分であ

る O 幼齢級はオピスギ(アラカワ)であるがオピスギ中にアヤスギを 3 : 1 

の都合に混植している。早生系のオピスギを柱材として利用間伐し，続生系、

のアヤスギを 60 年前後まで育成する計岡である。

特種な品種の造林として，クモトオシ (0.52 ha) , イワオスギ (0.20ha) 

がある。これら比較的小面積の林分は，これより採穂養苗することによって
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イワオスギと立て木

有平IJに処分し，早期に育林践を回収し，あわせて早生品種としての短伐期収

獲を期待した特殊な筋業林分である。

菊池氏は昭和 29 年以来，各林分とも ~jf[栽時 3 カ年の施肥をおこない，生

産力を高めることによって下刈労力を省力し，伐期を短縮することを I~l 的と

している。総裁当初の肥椛は可能な限りは間作をおこなうこととし，土壌の

理学的性質をも改良して肥培効果を高めることに努力している。

なお，初期の肥培のほか，出品財のクモトオシ林分やその隣接の 7 齢級の

ジスギ等に対し，中間的な林分閉鎖後の施肥をおこなっている。これは，肥

培によって肥大成長を促進させることを主民的とぜず，枝打の繰返えしと弱

!交の間伐によって，完満， 1庶:節材を多く生産すること~主張としている。し

たがって，当地域においては，弟池氏の山林は校打の励行が非常に目立って

いる。

過去において主伐をおこなって，林分を更新するさいには， ha 当たり 10，

本の割合で前生樹を保残し，不時の出費にそなえているのも特色である。

奈川12氏は昭和 36 町会議員に選ばれてより，建築業主f廃業しているの

で，以後は農林業となっている。しかし，収入の主体は議員報誌IH等のその他

収入であり，林業部門については現在までは投資の段階であるといえる。す

なわち，林業収入のうち，器商による純収入の年平均は 7万円弱で僅かであ

り， 32 年以来の 2 間の主伐と 3 回の間伐の収入合計は約 330 万円であるO

一方， 33 年以来の林地購入は 5 件で 180 万円を支出しており，その残余で

新規1ft[栽と保育に支出していることになる。しかし 43 年以降は新規造林
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出品財所在の菊地氏所有山林

もなく保育費も減少してお

り，一方， 4 齢級以上の林

分で間伐の時期に達したも

のが多く，今後はこれらの

間伐収入と間断的におこな

える主伐によって，林業収

入が主事rh となる見込みであ

る。

機受賞財の特色

受賞財は宮崎県西臼杵郡

五ヶ瀬町大字三ケ所字下長

野に所在する 0.52 ha に

スギ品種のクモトオシを植

栽した 13 年の肥培林地で

あるO

この林分は，菊池氏自ら

出品財の林相

第 2 図 出品財。所在下長野団地見取図
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至高千穂 バ0Ò{~\Z

ム/

ケ

F庁

イ7オZ寺、 ι~~

第 3 図 出品財林地土壌断面
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第 3 表 出品財の年次別施業内容

年次 施業内容 (0.52 ha) 1 ha 当たり計算概数

昭和 植栽 1 ， 378本 6 月槌栽 2， 650本

施肥 マノレヤマ 2 号 1 本当たり 10偲 マノレヤマ ( 5 -3 -3) 400kg 

環状施周 N:P205:K20=20 kg: 12 kg: 12 kg 
33年

間作陸稲(無償小作)

間作用施肥硫安60kg，過燐酸石灰 N:P205:K20=24 kg: 18 kg:20 kg 

60kg，坂化加塁40kg

間作大豆，小主主

34年 間作用施肥硫安40kg，過燐酸石灰 N:P205:K20= 16 kg: 12 kg: 13 kg 

40kg，塩化加毘14kg

下刈転石カ所で一部実施

間作大豆，小豆

35年 街作用施肥硫安40kg，過燐酸石灰 N:P205:K20= 16 kg: 12 kg: 13 kg 

40kg，海化加盟14kg

下刈一部で笑施

36年

37年 採穏 5 ， 000本

38年 枝打荷さ 2mまで

39年 採穂 5 ， 000本

40年 間伐 82本 (5 m3) 160本 (10m3)

41年 採糠 5 ， 000本

施肥住友特号 (20- 1O -10)200kg N:P205:K20=80 kg:40 kg:40 kg 

42年 枝打 4mの高さまで

間伐 100本 (8 m3) 200本 (15m3)

43年|施肥住友附200 1 N:P20品O=80kg:ωωOkg

44年|施肥住友特号2叫 1 N:P20品
45年|枝打 6mの高さまで
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が植栽したジスギ 28 年生林分を昭和 32 年に伐採し，跡地へ翌年に植栽し

たものである。前生林分の伐採時の平均樹高 17m，蓄積 ha 当たり約 380

m3 であったことからしても，この林地の生産力は相当高いものである。こ

のことは，その土壌断面よりも推定され，火山灰の風化物と基岩の風化物の

混合崩積した BD 型土壌であって，腐植の浸透も深く，スギの細根も極めて

深くまで伸長している。

この林分の保育の概況は第 3 表のとおりである。まず， 1.8mx2.1 m の

間隔にJ槌栽した苗木に，マルヤマ 2 号肥料を 1 本当たり 10 個施用した。施

肥は，根元より 20~30cm 離した位置で環状に， 深さは 25cm 前後にお

こなっている。植栽当年より，施把をともなった間作を他人に実施させてお

り，第 1 年は陸稲， 2 年目， 3 年目には大豆，小立が栽培されている。肥料

は農作物と同時にスギにも吸収され，耕転によってスギの根の伸長にも好結

果を与えている。農作物栽培により雑草の繁茂がなく，一部，林内の転石の

多い個所で間作困難な処を 2 年， 3 年に若干の下刈をおこなった以外は下刈

は完全に省力されているO 成長促進の効果によって，スギの校葉が伸長し，

4 年目よりは下刈は不可能となっている。

5 年 7 年 9 年目の 3 田にわたって採穂し，育苗し処分することによっ

て，第 4 表のように，所要した経費以上の収入を挙げているO すなわち，植

栽後 7年目ですでに収入計は支出計を上回れその後も保育経費以上の収入

を挙げ，昭和 45 年度までの計で 72 ， 430 円の収入超過となっている。しか

し，これらの採穂の結果は後述の第 6 留のように成長の減退がみられ， 10年

より 3 回の施肥をおこない成長の回復をみている。枝打はすでに 2m ずつ

3 回実施して校下高は 6m までになれ この間 2 田の弱度の間伐によって

非常'に均斉のある林に仕立てているO

このような保育経過を経た受賞財の現在の林況は，本数は ha 当たり 2，130

本， O.lha の標準地調査による平均胸高直径は 16.2cm で，その経級別本

数分布は第 4 閣のとおりである。標準地調査による樹高の平均は 15.15 m 

であって，標準木の伐倒，樹幹析解の結果は第 5 図であるO この資料より推
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第 4 図 出品M林分の標準木隊
幹事rr解断面図

第 5 図直径別本数分布(擦築地
O. 1 ha, 213*) 
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定した当林分の蓄積は 320

m3 で，宮崎県， スギ収穫表

1 等地の樹高度径ならびに林

分材積成長に比較すると第 6

図~第 8 図のようであって，

前生林分の成長とも勘案し，

i極めて大きな肥培効果を挙げ

ていることは大きな特色であ

る。

枝打は直佳 8cm に達した

m3 

700 
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500 

400 

300 

200 

100 

。

第 8 図 出品財の林分材積成長

出品敗林fJ-

ル

宮崎県収紘一友
・) J等地

@ー出品数母初代の

伐採跨苔夜

30 40 年

部位より 2m 上部までをおこなっているため， この林分よりl1 cm の柱

材を生産した場合には類、節材をえられることは確実である。施肥の効果によ

って，枝打後 2 年で完全に切面を巻きこんでいる。また，昭和 45 年に枝打

を実施しているにもかかわらず，肥培によって 46 年度には林冠は閉鎖して

いる。現状でもさらに上部へ枝打が可能で、あり，肥培によって高度な枝打の

可能性を示している。

この林分の単木の形状をみると，形状比(樹高/直径)は 94 で， 今後生

産される材は完満なものを得られることが期待される。また，年輪幅をみる

と，中心部より 4cm 以内は粗大であるが， 5.5cm よりも外局の年輪幅は

4mm前後であって，上記の形質と併せて考えると柱材としては良好なもの

が生産しうることを示している。

従来，林地肥培で大きな効果をあげている林分の多くは，その材の年輪|揺

が粗大で、あって，品質よりみて一番問題にされていたが，この受賞財の林分

は，菊池氏の技術的な努力によって，これを克服していることが最も大きな

特色であれ林地肥;培による生産量の著しい増大とともに，無節，完満とい

う優良な形質財の生産，および肥培による年輪の粗大の抑制に成功してい

マ
Q 。

さらに，菊池氏は病虫害について常に留意し，九州地方で広く蔓延したス
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この林分にも幼時に発生したi怒も，早期にこれを発見し，

コウモリガの被害に対して

ギノタマノミェが，

BHC を撒布してこれを防除している。とくに，

は根株のまわりに土盛りをしてムシロで包み， これによって不定i恨の発生を

促がし，枯死を免れることに成功している。

菊池氏はこの林分の材が通直完満な性質であることを活用し，シボ丸太生

産の試みを実施し，さらに，その価値を高めることに努力を払っている。

機受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

菊池氏の林業の技術面よりみた最も大きな特色は，林地肥培を枝打，間伐

等の保育と複合し，品質の良好な材を出来るだけ多く生産する方向に努力

し，成功したことであって，従来の林地)J巴培が単に下刈省力のみを目的とし

ていたり，肥大成長を{足進して早く利用窪級に逮せしめて短期に伐採収穫す

ることを目的としていたことに対して，大きく前進している点である。

まず，植栽当初の肥培によって，下刈年数を短縮し，造林木の下校が~:日正

に接触する時期に直ちに 2m の高さまで枝打をおこなっている。林地にお

ける養分循環は，造林木の校の増加伸長に伴って下草が衰退し，下草の毎年

の枯死による自己施肥笠が乏しくなり，一方，造林木よりの落葉が未だ少な
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い時期には養分供給量が減少することが想定される。したがって初期の裾払

いは，地表被覆と同時に積極的に自己施肥を促進させる効果があるO さらに

短期間に 2 回 3 回の枝打によって高さ 6m までに実行できたことも施肥

の効果によるものであって， さらに現状でも 8m までの枝打が可能で，無

節柱材の 2*どりが可能で、ある。一方，弱度の間伐によって高密度に保ち出

来るだけ年輪幅の粗大することを抑制しており，これらの施業方式は特定ス

ギ品種のサシ木苗による造林とこの地方の気象害の危険が少ないことと相ま

って，きわめて適切な施業である。今後はさらに校打を高め，弱度の間伐を

繰返すことによって現状の肥大成長抑制を続ける場合は良質な材の生産は確

実であろう。

林地肥培を伴った林業は，とくに中小規模経営においては，重要な手段と

してとり入れられるであろうが，その場合の施業方式としては，基本的には

木林分の在り方は妥当なものである。その先進的な事例としてきわめて貴重

な存在であるO

現在までの施肥量については，多くの肥培事例をも参考とすると， ;植栽当

初 3 ヵ年の施用量は一般に比して若手少ないが，これは間作による耕転によ

って十分な養分吸収がおこなわれて効果をあげているものと考える o 11年目

よりの施用最も特に過剰とはいえず第 6 図で見られるように， 3 回の採穂期

間中での樹高成長の低下を顕著に回復させていることは，氏の意図する効果

を十分に挙げている。

菊池氏は，この林分でシボ際丸太材の試作をおこなっており，肥培と校打

の組み合せによって通直完満な材が得られる利点を活用しての一つの特色と

いえるO この技術は極めて特殊なものであって，この技術を体得するにはさ

らに十分な研究が必要で、あるが，内部の心材の色や年輪幅には関係の少ない

磨丸太，シボ丸太の生産は，この種の林地肥;培林の進みうる方向として考え

る余地が多く，氏がこれに着思しての試みは非常に意義があり，これの成功

は心持ち柱材生産以上に大きな価値を高めることになろう。

11直栽当初の施肥は普通には 10cm 程度の深さに施用するよう指導されて
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いるのに対して 25cm 程度の深さに施用している。 サシキのスギ前の根

は，先端の切口音1;位近くに偏って発生していることが多しこのことよりみ

て，一般の嬬種苗櫛栽より深く施用していることは適切な処置であり，持71王

国1簡裁の施肥の基準として推奨すべきものであろう。

氏は間作の作物の種類と林木の肥効との関係についても，サトイモ>馬鈴

薯>陸稲のl順位であるなど貴重な経験をえているが，近年は間{乍は一般に実

施が困難となってきているO 氏は昭和 29 年以来，林地肥培の多くの体験と

自ら結果を測定調査しての住宮な知識を有し，林地肥培の普及に貢献してい

る。

林業で、は一つの林分については楠栽後，利用問伐に至る間は投資一方で，

資金の間収に相当年月を要する。法王林による経営ならば兎も角，不法正で

とくに中小規模の林業経営においては，個々の林分単位に出来るだけ早く資

金の田収を図ることが得策であるO 出 i引1~ は間伐による下刈省力，これに伴

なう施肥は他人の手によっておこなわれ，大きな経費節減をおこなっている

が，さらに 3 聞の採穂議l請によって 10 年以内にすでに投入額以上の収

入を得ている。小規模経営においては，このような創意は必要なことであ

れ 1判明の資金回収策の好例としての模範林分といえるであろう。さらにイ

ワオスギの林分もこの目的で作られたもので明年度より採穂の予定になって

いるが，総裁本数 2， 000 本で三角摘を突摘しているのは， 均等に十分な一校

条の拡張をj招待したものとして，細かし、配慮がなされているものといえよ

う。イワオスギ林分は材生産林にさらに強く採穂罰的な性格をもった施業林

である。

菊池氏の全体を通じての経営の実態をみると，まず，採穏を兼ねた林分，

濃密な肥;惰林，立て木方式など特殊な，キメの細かい施業は下長野の団地に

集中しており，他の団地ではほぼ一般的な施業を実施していることであっ

て，地利，地位ともに良好なこの団地で，これら特殊な施業を実施すること

は賢明な策である。

ほぽ，全林地に対して日巴培を実施して省力ならびに生産の向上を意図して
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いるが，基本的には立地条件に対応した適地適木の原則によって，スギ，ヒ

ノキの植え分けをおこなっており，一団地内においても，斜面の凸部などの

小面積単位にヒノキを植栽し，堅実な経営方針が貫ぬかれているO

齢級別に植栽品種の相違をみると，ジスギ，アヤスギより近年は早生種の

オピスギに移っているような印象をうけるが，オピスギの中にアヤスギを混

植し，オピスギを早期に間伐で収入を得，アヤスギを 60 年程度まで残存さ

せる計画であれ比較的まとまった久保団地では地利条件とあいまってアヤ

スギ，ヒノキな植栽しており，全体を通じて，ジスギ，アヤスギが基本の品

種であって，長伐期的な意図がみられる。とくに，オピスギとアヤスギの混

植は早期に大部分の資金田収をおこなって，その後は比較的大径木を生産す

るもので，この方式が今後の主要な施業となるであろう。中規模経営でしか

も長期的な経営を意図する場合には適正な方法であり，地域林業に対する一

つの見本となるであろう。

全林におよぶ楠栽当初の肥培と幼齢時よりの確実な校打の突行は，地力向

上と良質材生産の複合の目的の施業として，今後の肥培林の保育の在り方の

先駆的な見本であり 20~30ha 規模の林業としては優秀な見本として，氏の

経営は高く評価されるものである。また，拡大造林の計画は大体終了し，今

後，ほとんどが保育段階に入る当地方の林業事情からすると氏の経営は先進

的な指導見本林として代表的なものであり，氏の今後の技術指導普及への貢

献に期待する処が大会し、。
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ー愛情がなくては育ちが悪いー

菊池友平

「愛'情をもって育林しよう。J r木は
愛情がなくては育ちが惑い。」という

ことが私の信念です。
まず，私の植栽までのあらましを申
しますと，よい沼木の選定，ていねい

植え，そして施肥です。紘穴をなるべ
く大きく搬り，根を自然に広げ，土な
入れそのとに肥料をまき，また土を入

れよく踏みつけます。

2 年目からも施肥しますが，一番困

ったのは害虫キマダラコウモリガに根

元地ぎわを食害されることです。
初めて私が発見したのが，昭和33年

7 月でした。はi一回を見渡すと，点々

と黄色くなった木を見つけたのです。
行ってみるとキマダラコウモリガにや
られているので、す。もうだめかとあき

らめましたが，よくその傷口を見ます
とそのよ部から細かい根を 1:1:\し始めて
いるのです。とにかく平自に手当てを

してやらねばと.子供の足がマムシに

食われた気持ちで，皮日を会廻し，幹

に食入っている虫を木校で刺し殺し，
支柱てど立て狼元に土を盛り，草で襲っ
てやりました。

ものこそ言いませんが，木は生きて

います。待っていたかのように根を伸
ばし始め， 10年生では他の木と見分け

のつかぬほど成長しました。この答虫

の予防については，その後研究したこ

とな実施していますが，絞慣の都合で
略します。

今日投山村では入手不足，賃金上

昇，労働時間の短縮など淡林業の作業
を進めるのに困難な情勢にあります。
勤労容イ土作業という言葉は，私達の
年代の者には太平洋戦争中のあの苦し

かった生活とともに，いまわしい盟、い

出として心の奥深く刻まれています。
経済的にも，また精神的にもゆとりの
ある現在の社会の中で，毎日を平和に

暮らすことのできる私にとって，あの
i時代に体験した耐乏と苦難は何らかの
形で今の1去にプラスしているのだとい

うことを考えるので、す。月月火水木金

金と私には今もなお日総日はありませ
ん。

「あしたにはおをふみ，タべには尽
をいただき」とし、うすの人の教訓を一

生いかし続け，勤労又勤労こそ理想の

0-1が出来上ることを倍じております。
このたび沼木農林漁業振興会長賞を

受賞'できましたことに感激し，心身と
もに新たな気持ちで今後ますます林業
振興に寄与していきたいと思っていま

す。
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第 10回

農業祭受賞者の

技術と経営
昭和46年度

水産部門



明治神宮御社殿に

おける新宮葬祭々典

第 10自農業祭行事のm-





発刊の
ち隣

、司 とば

農業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための閤民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23日の勤労感謝の祝臼を中心として，天皇杯授与

などを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と沼本農林漁業掠興会が各

方面の協力をえて関寵してきており，昭和46年度は，その10回目を迎えたの

である。

第10回農業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事:は 269 {tf二で，それら

行事において農林大臣賞を受賞したものは 429 点にのぼったが，その中から

農業祭中央審査委員会において 6 部門(農産，閤芸，畜産，蚕糸， I休産およ

び水産部門)ごとに天豊杯が，さらにこれに準ずるものとしての日本農林漁

業振興会会長賞が， 12名(団体を含む)に授与された。

農業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する

林漁業近代化への生きた指探として，農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経

営に関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここに

とりまとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者および編集協力者各位に

対し深甚の謝意を表する。

昭和 47 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



天皇杯受賞/日生町漁業協同組合.. ・ …・ 6
(漁業協i可組合整備基金/黒 問竹弥)

B本農林漁業振興会長賞受焚/楠 ) 11 光 栄…・・……・・…....・ H ・ ...22

(漁業協同組合整備基金/恐 III 竹 弥)

!B 本農林漁業振興会長賞受賞/マルトモ花かつを株式会社-…υ31

(東京水産大学助教授/須 111 



二二ア…ー…一一一二:二二天皇杯、受

出品財 事昆 ム
a::I 車至 尚南

昌

受賞者日生町漁業協同組合

代表者坪木正

(1荷札幌f和気郡日生町 1:1 生864-10)

機協力一致の精神一一受賞者の略歴

日生町は!日幕時代は池田藩に屈し，民生， 大多)f，j， 寒河， 福tIIì ， ~日浦新

国，寺山の 6 カ村からなっていた。明治22年町村fj;U実施の際に日生村，招河

村の 2 村となり，昭和30年町村合併促進法に基づき，日生IHJ，福江村を合せ

て日生町とした。

兵庫県境に接しているので，昭和38年 9 月に新市町村建設促進法によって

第 i 図受賞者の所在地

間 山
…
目 来

船穂線ひなぜ駅下車 徒歩15分
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大字福捕のうち，寺山地区以

外は兵庫県赤穂市へ越県合併

した。この際漁業上は複雑な

問題があり，長期間もめたが

漁業権はそのままとして，全

国でも珍らしい越県分離とな

ったので、ある。

瀬戸内海国立公悶の東端に

あたっているので，風光明眉

である。そのうえ，野生の鹿

が居るとし、う鹿久属島や， {:え



5 生町漁業協同組合のメンバー

説;こむ頭，大多府，鶴おなど大小14の日生諸島によって屈まれた内湾を有

しているので，漁業の函から見ても，比較的恵まれた地勢にあるということ

ヵ:で、きる。

日生町の人口は約12千人であるが，漁業就業者数は約 300 人で就業者総数

から見れば 6Z 程度である。漁業協同組合は日生fllJ漁協と頭島漁協の 2 組合

があるが，組合数は日生町漁協が多く， E白鳥漁協の約 2 倍である。

さて，最近の瀬戸内海は工業排水，都市下水等による水質汚ìn~がし、ちじる

しいといわれてし、る。しかし，この処， EI ~tJllJには棟瓦，絹製造の 6 事業所

があるが，現在のところ心配する公害はほとんどないと思われる。 1ヨ生/f汀漁

協は赤穂iiil 日生釈に近く，道路も整備されてし、るので，交通は極めて箆利で

ある。したがって，物の販売国で、も恵まれていると言うことができる。

当組合は，水協法制定の昭和241rに設立されたが，当時は比較的小規模紹合

であり，事業j止は少なく， も不足していたので経営部はかなり習しかっ

た。しかし，その後の努力によって，現在では伺111県ドの箆良組合になり，

全国的に見ても，校範的組合となったので、ある。それは，組合長を中心にし

て，役職員，組合良が，協同組合の約千Ij1"â:'守り，協力一致して，組合の経営

の合理化に努め，組合員の所得の向上に遇進したからである。

現在の:1:'['-本組合長は昭和38年，若くして組合長に選ばれて以来，率先して

総合を指導し，組合員の信望念集めているが，県~f~\連，県漁船保険組合，県

[i3用基金協会，県漁業共済組合の理事におされ，県海底漁業調整委員として

河山県の漁業t辰男lに尽力している。
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組合事務所と荷さばき所

さらに，瀬戸内海漁業語整委員会委員に選ばれ，広く漁業界に貢献してい

るのである。組合長以下役員も若いので，積駆的に卒業を進めている。した

がって，組合として数多く表彰されているが， 42年以降でも次の通り受賞し

ている。

昭和42年 5]月 漁船保険中央会会長(事業協力)

I! 44年 5 月 全漁連会長(漁協貯蓄運動優秀)

11 11月 農中理事長(貯蓄土問強)

I! 11月 全漁連会長(経営合理化)

45年 2 月 水産庁長官(水産業技術改良近代化，雑魚加工)

I! 10月 間山県知事(優秀経営)

I! 10月 農林大臣(漁業近代化霞秀)

機漁場の総合利用一一受賞財の特色

第10田岡山県農林漁業近代化表彰行事で，水産部門から受賞したものであ、

る。当漁協は小型底びき網漁業，つぼ網漁業が::t'lf.\\業で、あるが，地先海面を

有効適正に利用して，漁船漁業の生産の維持，増加に努めている。

一方，ハマチ， ノリ， カキ， アカガイ等の養殖事業丞を:1:振辰輿するととも:にl亡こ

築磁によつて，漁場を改良し，特に栽培漁業としてクルマエピの育成，放j宏

事業を積極的に実施して，つくる漁業を実践する等，増殖業を振興し，漁場

を総合利用している。また，共同利用事業主f拡充し組合員の所得の向上に努J
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生自 湾

め，組合経営の近代化を図っていることは， iíの海地区漁協としてきわめて俊

秀である。

機業種別組組織の活用一一一受賞者の経営概況

組合員は 194 人(内正組合員 122 人)で比較的小人数の組合で、あるが，第

1 表の通り，購買事業，販売事業，出資金，貯蓄額等は全国王子均より高く，

もちろん，製氷，冷凍事業についても，岡山県平均よりも多く，間山県内で

は路指の優良組合である。経営の主な特f款は，次の通りである。

1. 信用事業

貯金額は組合員 1 人当たり約40万円でかなり大きいが，貸付については，

漁業近代化資金制度を有効に活用して，漁協として 3 千万円を利用し，岡山

県全体の6096に述していることは，その積J副主を物語っているものというこ

とヵ:で、きるので、ある。

2. 販売事業

生産基盤の増強に努め，協同精神が強いので，販売事業は年々増加してい

るが，地元販売は少量で，大部分は直接消費地へ共同出荷し，特に活エピの

ように生かしたままの方が有利な場合は， *n合の自動率に水1告を結んで， rr!i 
エビで消費市場へ出荷し，魚、価の維持，向上に努めている。

3. 利用事業

製氷，冷蔵，冷凍，荷さばき所，漁具保全施設，ノムカキ処翌日施設等沿
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第 1 表経営概況

日 生 漁、 協 (44 年度) (44 年度)

項 自
44 年度 45 年度 岡山県平均 全国平均

組 正組合員 123人 122人 114人 204.2入、

メ員数3、 f佳 " 68 72 89 58.8 

計 191 194 204 263.0 

戦 員 13人 8.8人

出 資 金 10 ， 975千円 11 , 8 ， 600千円

(資本勘定) (17, 150) (32, 176) 

購質事業 65 ,298 56, 656 11, 699 26, 387 

販売 " 250 ,805 349,808 88,420 183 ,662 

製氷 " 2, 611 3,269 1, 754 6,790 

冷凍・冷蔵 η 721 1, 103 516 2 ,774 

その他利用" 435 394 450 1, 742 

貯 中m 、 62, 206 82 ,522 25 , 000 61 , 000 

岸漁業構造改善事業等によって建設しているが，経合員のために十二分に活

用している。また，利用料は生産量に比例して徴集し合理的に運用してい

る。

現在の主な組合施設は次の通りである。

事 1多 所 368m2 (鉄筋 2 賠建)

冷 蔵 庫 90 (鉄筋ブロック)

カキ処理場 465 (鉄筋スレート 2 階建)

水揚荷さばき 568 ル'

漁具保全施設 438 ノア 平屋)

ノリ処理場 650 F 

1/ 1 , 457 庁

自営漁船 69.98 トン(錦 船)

けいこ小型トラック 2)
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取得価格

10， 680千円

447 

3, 328 

4 ,387 

2 , 589 

4,299 

2, 510 

85, 498 



つほ網(窓側i立米子湾)

4. 自営事業

県の指導によって，サケ，マス，サンマ漁業(鉄frri ， 68.9 トン)を自営し

ているが，毎年利益をあげ，その利益によって，技術指導員を採用し，組合

員の技術，経営の改普にも当たっている。 44年度において，全間沿海漁協で

443，向山県では 11 漁業が自常漁業を営み，それぞれ組合員のために有意義

となっているが，それ等の経営の大半ば赤字である。それにもかかわ

らず，当組合の自営事業は， 45年度ーはサンマ(漁獲高16， 767千円)サケ，マ

ス(漁獲高42， 482千円)で，約 240 万円の手IJ誌を Ul しているのである。

5. 業種間組組織の活動

)氏びき網漁業(大こぎ，小こざ) ，つぼ網漁業，ノリ養殖業，カキ誌獄業等

の漁業種類lJJ:に組組織があり，各組織は長，会計係を置き，自己共済資金の

積立をしている。この組織の団結はきわめて岡く，月 2 日の休漁日を定め

て，資源の保護，出荷の調整に役立てている。この休i魚沼を設けたのは，そ

れだけでなく，漁業も毎日銭日を11出動らくだけでなく，休養も取って，業し

い漁業とするためで，このことは後継者の育成にも [J然に役立っている。と

いうのは，親の漁業の操業状態を見て，子供も後を縦ぐ気になるので，いか

にただ後継者をつくろうとしても，漁業そのものが魅力がなければ駄目であ

るというのが組合の方針である。

休漁日に出漁する違反者には罰金が探せられるが，まだ，その{fUが売れ、の

は，組合員一人一人が，この休漁日の意義を自覚し，そのうえ，この組組織
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がしっかりしているからで、ある。

また，組組織に常に会合して，話合いの中で，研究が進められている。

毎年組織毎に先進地視察が計画されているが，実践は組合が負担し(年間約

150 万円)全組合員が出羽‘げて，何かを身につけて米るので，新しい技術，

来Ir しい経告は次々と実際の事業のIゃに取り入れられることになるのである。

主な組組織は次のものがある。

大こ ざ(底びき閉口板 40人

小こざ( !!ビーム 18

カキ養殖 28 

ノリ養殖 30 

つぼ網 24 

アナゴカミご 12 

建網その他 18 

6. 婦人部の活動

婦人部もこの業種別に分かれて組織されている。他組合の婦人部と同様に

貯蓄補強の中心になっていることはもちろんであるが，最近は，水揚金の全

額貯金振替によって毎月の生活費を計悶的に支出しているし，また，農林中

金，県漁連の指導もあって，生活設計を中心とする学習もしている。

なお，今まではほとんど商品価値がなかったエソ等の小魚、を加工して，婦

人部製品として有利に販売している。決協婦人部と製I弘交換もしているが，

この交流の中で農村と子供の教育，後継者問題も話合われ，良い方向を見出

す等広範囲の活動をしていることは，他にも推せんできることであるO

7. 職員に対する待遇と就業内容

職員の就業規則があることはもちろんであるが，待遇は町役場を恭準とし

て実行している。また，組合は土曜半休，日曜全休制をとって，一般職場と

問様にして働き易いようにすることに努力している。一般の沿海漁協では，

勤務が不規荊で，まだそこまでいっていない現状に比較すると，先進的であ

るということができる。

- .12 ー



婦人部の加工

鰯栽培漁業の実践一一一受賞者の技術面

漁場の適正利用によって漁船漁業の生産を安定すると共に，的養殖の振興

によって，需要の多いし好性の高い水族の梢産に鍔めているO その特微をあ

{ずればげくの通りである。

1. 増殖事業

瀬戸内海は投後水道下院j海峡と紀伊水道で外海と通じているが，陸地に閉

まれた海域で，そのlIrî~貨は悶悶とほぼ向じである。強度は高く，魚寝室は112富

で，古くから漁業が発述し，沿岸漁業の縮図と言われているが，最近の漁獲

高はむしろ瀬清傾向にあり，約 40 万トン， 500{;窓内に述している。しかし，

その魚種別の組成を見るとアジ，サパ等の大衆魚、が多く，タイ，クルマエビ

等し、わゆる J奇抜魚が減少しているのである。

この原因はいろいろあるが，中高級魚に対する漁獲の集中もその一つであ

ると忠われるので，瀬戸内海で創期的な事業として，昭和37if.から栽培漁業

が始められた。実際に種詰の放流を始めたのは38年度からであるが，新しい

事業で，受益者は不特定多数の沿岸漁業者で、あるので次の方法が取られたの

である。

|主j Jl't 種前生産施設，積l窓生産

閤補助金(関保14府県) 中間育成，漁民研修

瀬戸内海栽培漁業協会(社団法人)へ委託(関係14府県および
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漁連)

現在 5 事業場で，天然採J甫種苗と人工ふ化種苗を養成し，その種宙を府県

育成場で更に保護育成して放流している。施設の整備と技術の進歩と相まっ

て，放流種苗は年々増加し，タイ，クノレマエピ等の放流毘数は38年度は約60

万尾であったが， 40年度では約 1 億 7 千万尾に達しようとしている。特にク

ルマエビは種苗生産の投手jìj も確立し，放流効果もあげて来たので，栽培漁業

は瀬戸内海だけでなく全国的に始めようとする機運が熟している。

大規模な放流事業としては，回帰性の強いサケ，マスについては古くから

人工ふ化放流が実施されているが，海水魚介について大最に放流されたのは

瀬戸内海栽培事業からで，種苗を放流しただけで、事業が終ったので、なく，漁

民研修を通して栽培漁業の知識を得，種苗育成によって体験をして，栽培漁

業を漁民自らが実践することにその意義がある。そればかりでなく，幼稚魚

の保護，育成場の造成，漁獲の規制等をして，栽培漁業をより効果あらしめ

るように努力していることはもちろんである。

さて，このような事業の中で，クノレマエピの種商の量産が進んで来た昭和

41 , 42年度で，放流後の生態をつかむために追跡調査が実施されたが，この

結果に基づいて，昭和 43 ， 44, 45 年度の 3 カ年間関係 14 府県仮に 1 カ所の

実践漁場が設けられ，種苗を集中的に放流して，漁民の実践活動を中心にし

て，漁場を管理し，県，県水試，栽培m会，漁民が協力して，放流管理技術

の開発と放流効果の確認の努力をしてきた。その結果40年度からクルマエピ

種苗の一般放流については国の二分のー補助として行なうことに進んで、来た

のである。

当日生漁協地先の米子湾は岡山県の適地に選定され，中間育成して放流す

ることになった。 42年は栽培センター玉野事業場で生産した稚エピ 100 万尾

が網聞いで約 2 週間育成され放流したのであるが， 43年 130 万尾， 44 年 250

万尾， 45年 500 万尾を放流した。この事業に対して，組合が全間的に協力し

て，養成に当ったことはもちろんであるが，漁獲日誌を正確に記帳してい

ータ
屯コ。
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第 2 図 クノレマエピ漁獲定数

JO 

5万J!

昭和 36 37 35 33 40 41 42 43 +4 45年皮

クルマエピは夜間活動するので，昼間の観察では不充分なので，夜間の潜

水調査を組合自ら実施して成長度，移動等の縫認に努め，クノレマエピ資源の

保護，育成に当ったのである。なお， y県水試，栽培協会の指導を受けて，組

合計ßで種苗を生産し(ナイロン円形水槽2 伺，直径 8m ， r~~ さ 1m，容EE

50 トン) 44年度から約30万足を追加放流している。クノレマエビは「つぼ網」

1, r底びきJ 2 の割合いで漁獲される。天然発生の種12I も生育して漁獲され

るのであるが過去10カ年の漁獲尾数は第 2 国の通りである。

このように積極的に栽培漁業の突接に努力し，資源保護，育成の効果をあ

げていることは特筆されることである。また，昭和42 ， 43年度には築磯事業

(1哀し県，町補助)による漁場改良を図り増殖事業にも努めている。

2. 養殖事業

@ カキ 小型!まびき網漁業の菜作として「いかだ式J で48台 (28人)経

営し，約90 トン(むき身) 4 千万円生産している。 42年に構造改善卒業で組

合施設として処理場を建設・した。組組織で共同利用していることはもちろん

であるが，指生問題がやかましくなる前から「むき身」の塩素殺閣をそれ以

来引続き実行している。

また，カキ殻はそのまま積んで置くと，くさくなって，付近から苦情も出

るのであるが，当組合では，処理場の護岸先の海中を囲んで，カキ殻捨場と

し，カキ殻は海水に洗われて清浄となり，きわめて衛生的で、あるO したがっ

て，カキ殻販売の際もよろこばれて，取引されているのである。

- 15 ー



綱聞によるクルマエビの

中間育成

② ノリ 瀬戸内海の中でも養殖を計画したのは比較的おそく， 43年に10

柵試験養殖したのに始まるが，成績が良いので毎年明加して，現在は 80 柵

(30人)になり，約 520 万枚 (67百万円)の生産をあげるようになったので

ある。 浮流し養殖法であるので，養殖場の総合利用の中でも，まだ余裕があ

る。

44年にノリ共同処理加工施設を建設し，組毎 (4~5人)に共同利用してい

るが，養殖から加工まで共同経営となっている。したがって，統制のとれた

進んだ方式であるので，現在のところでは，新しい希望者には就業の機会主f

与えている。

③ ハマチ業 昭和33年に当組合員の故片岡氏が，現寺湾(鹿久居島)で

制仕切りによる養殖、会始めたが，香川県安土池の築堤式養殖を視察して，網

仕切りを思いついたので，この方法の創始者であるといわれている。現在は

ミカン狩等の観光と結びついて，ハマチ釣を目的として，年15千足程度養殖

されているが，養液場の老化の現象も出ているので，その対策を研究中であ

る。

魚類では「つぼ網J 研究班で漁獲されたノ、ゼ類の蓄養が試みられ，貝類で

はアカガイがまきつけられているが，イ沙泥底の場所もあるのでモガイ養殖も

計画されている。また，冬期間の漁場利用の方法として，組合自営でニジマ

スの養殖事業を試験しようとしている。

このように，できる寵りの努力をして養殖業の振興に当っている。当組合

16 



ノ 1) カキ処理場

の漁獲金額は約 2 億 8 千万円であるが，そのうち，約 2 分の 1 は養殖による

生産で、ある。

漁業種類別漁獲監と主要魚種別漁獲最は第 2 表，第 3 表の通りである。

くしい海，豊かな海 今後の発展方向

日生町には当組合の外に頭;!~~漁協があるが，災質的には当組合が種々面倒

を見ているので，将来は名実共に合併して，より強力になることを期待して

いる。

治組合が，総合長を中心;こして，役職員，総合員が，組組織を基本にし，

協力一致，漁場の適正利用，増養殖の振興に努めているこの見事な姿は県内

漁協に波及してゆくばかりでなく，全閣の模範となるものである。

特にノリ養殖の総組織による養殖から加工まで、の協業経営方式は，今後の

この穣養殖業の新しい方向を示すものである。本来海の生物の養殖業は充分

な管理をすることによって成績が上がるのであるが，農業の土地に相当する

漁場は共有の形であって，農業とは基本的に異なるし，最近の省力化に(=r=う

器機の導入はより資金力を要するので， 111iJ人企業では過剰投資の傾向が出て

きているのである。 この対策としては9 より規l撲の拡大か， 協同作業形態

か，協業形態による方向があるので，種々岡難な問題はあろうが，せっかく

進んで、いるこの方式を今後とも発展させるように努力することを期待する。

さて，栽培漁業は瀬戸内海で卒業な開始してから 9 年になり，ょうやく経

- 17-



ノリ養殖(種ひび)

済効果をあげて来た。当組合が突践で示したように，この事業に積極的に協

力し，自らも努力を加えるならば，治岸漁業も明るい光がさして来るのであ

る。国や県が如何にカを加えても，各沿岸漁業者が共に栽培漁業の実践に参

加し，資加を保護育成しなければその効果は期待できないのである。今や栽

培漁業が全国的に実施されようとしている時，当組合のクルマエピの育成，

放流に対ーする努力は全国の範として，今後の漁業のあり方を示すものであ

る。この方向は日本漁業ばかりでなく，世界漁業につながるものであると思

う。

なお，当組合は，サケ，マス，サンマ漁業主ど自営して，組合経営に役立て

ているが，で、き得れば，乗組員も地元から出して，名実共に漁村に役立つ自

営漁業としたいものである。

当組合地先は瀬戸内海では水質汚i均等の公害は少なく，比較的美くしい海

に恵まれているO 漁業生産をあげるには清浄な海水，豊かな海であることが

第ーである。この海域も;限立や原子力発電所建設の計画があるとのこと，海

は国民に魚介ZiZ類とし、ぅ重要な食糧源を供給するばかりでなく，美くしい海

は精神的栄養源を与える大きな役割を果しているO 当漁協地先は，この点、恵

まれた条件にあるので，この美くしい，豊かな海を永久に守り，組合の発展

と組合員の生活向上を図るよう強く要望する。

- 18 



第 2表漁業種類別漁獲量 (45 年)

派[ 栄 護E ?瓦 漁 選定 f立

定 i註網漁業 ぐ〉 ぼ 約 314 t 

え び 弔<<問i 網 414 

ひき網漁業 なま こ ~'11N 約 2 

け た 1'!I~t 高司 1 

さわら流総 19 

京リ 融専 i日{ ずだ まなかっお I! 3 

建 I! 19 

@'~延京III 漁業 あなど延縄，その他 1 

つぼ，かど縄漁栄
たこっぼ紹 6 

あなご絡等 8 

長i 'iJf 採 取 2 

その他の漁業 19 
その他の漁業

か き 一主主会 孤 (むきみ) 91 

の り タムf七乙 嫡 5 ， 168千枚

899 
f:コk 

5 ， 168千枚

第 3表三t~;f;~\~設別漁獲泣と金額 (45年)

穏: 類 漁 強 ii江守宇 金 額

コ ノ シ ロ 104 t 7 ， 633千円

魚 ノ、 モ 34 13 , 341 

カ レ イ ~m 27 13 , 358 

サ ワ フ 14 13 , 953 

英資 そ の イ也 53 , 906 

音l‘ 496 102, 191 

只 カ ザぷレ「 (むきみ) 91 40 , 482 

Y に の イ庖 4 269 

類 計 95 40 , 751 
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種 類 漁 獲 主長主ETL-- 金 額

クノレマエピ 5 t 14 ， 302千円

そ! その他のエピ 72 26 ,382 
シ ヤ コ 115 12 ,520 

の| ノ リ 5 ， 168千枚 67 , 471 

そ の 他 116 t 18 , 268 

他|
計 138 , 943 

l口h、 281, 885千円
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惨騒繍齢磁場

大量放流の指導体制充実へ

日生町漁業協同組合

(代表者坪木正一)

今国務10回災業祭において当組合が

水腹部門における天皇杯を受賞いたし

ましたことは身に余る光栄と一同感激

いたしております。

受賞対象となりました「クノレマエピ

協業経営」は単に我が簡のみならずlli:

界の水産業の授かれた立場から着想さ

れた漁妨姿勢ということができ，今後

の漁業の指針ーとして御評価を裁いたも

のと存じます。特にその受益範屈が従

来行なわれております養狐漁業のそれ

と兵ーり， ~jfj聞いのない海中に放流する

ことから，不i\・定多数の漁業者がその

対象となることに1主義があると存じま

す。

このタノレマエビ協業経営にあたり，

私が腐心したことは，間や燥の方針と

する瀬戸内海水産資源のよ断立という雄

大な構想を，さて実践的に如何にとり

入れるかということ，又その効果を如

何にして確証するか，言い換えれば，

漁業者に「これはすばらしい。今後の

漁業はこれに限る。」とし、う意識を綴

付けるか否かにありました。私といた

しましては，漁業者の恋解協力を得る

ため説得につとめましたが，幸いにし

て百関一見に然かずの諺とやおり 8 月

放流時，約 2cm~3cm の稚エピが12月

初旬にlOcm~12cm の取エピとなって

放流;放の約 3PZの漁獲をし，又一方，

統計J二年々上向きの漁獲設をみるに安

り，組合員の栽培意欲をあおり，単な

るセンター，試験場への協力態勢から

一歩進んだ稚エピの自家生産，放流へ

と発展的に結びついたものでございま

して，この底流をなすものはあくまで

も栽培漁業のもつ合理性と開発された

技術の勝手IJであると考えます。

そしてこの体験と発見こそが私のよ

ろこびとするところであり，私の苦心

も充分報われた快心事でございます。

今回の受賞を機に，クノレマエピ栽培

漁業について俗越乍ら意見を申しのべ

ますと

1. 栽培漁業の中継であります栽培

センターと，水産試験場の拡充をはか

り，広範囲に，しかも大量放流への指

導体制をより充実して頂きたい。

2. 放流効果の確認の為の具体的方

法について充分な研究が，のぞまれま

す。

3. 稚エピ，生産授の一部漁業者負

担の戸がありますが，栽培漁業が定着

するまで従来どおりとして頂きたい。

以上三点でございますが，今後益々

栽培漁業が普及され発渓することを念

じノ戸らベンをおく次第でございます。

- 21 ー



三二二三日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財金魚(琉金〉

受賞者橘川光栄

(東京都江戸川区春江町 5-5-3)

一一一一一一一

襲撃金魚と共に生きる生活一一受賞者の略歴

日本の金魚の生産は毎年増加して現在は約 1 億 7 千万尾に達している。東

京都における金魚の養殖は明治20年に深)11千石町で始められたといわれてい

第 i 図受賞者の所在地

るが，奈良県の郡山，愛知県の

弥富と共に日本の 3 大生産地と

しての伝統を持っている。

東京都の販売尾数は農林統計

によると約 7 百万尾で、あるが，

需要が多いので，最近の減反に

伴う水田利用による各地の金魚

生産の関係もあって，イ中継地ま

たは菩養池的の役割りを果して

菜 i いる面もあって，相当数量の金
東京湾 J長

地下鉄(東西線)蕊商駅下車 ノミス(錦糸

町行)乗車，三角下車徒歩10分

-22-

魚、が取引きされているようであ

る。深川で始められた東京都の

金魚、養殖業は附近の人口も橋加

してきたので，出作りと称して



養魚;場を江戸JIIIRの方に持つよ

うになり，戦災後は順次事業;場

を江戸川症の方へ移すようにな

ってきた。

橘川氏の祖交は金魚を好み養

殖を始めていたが，父の時代

(明治30年)から深川千若町で

家業として専門に金魚を養殖す 第二議魚場

るようになった。大正11年から江戸川方面に出作りしていたが，その後17年

から事業場を現在の春江町に移している。氏は明治42年深JIlに生れたが，小

学校高等科を終えると底ぐ，家業である金魚養殖に従事している。

昭和20年復員後，一般に，金魚、の養殖が再び始められたので，氏も養殖業

に専念することになったが，若くして東京都淡水魚養殖漁業協同組合の役員

におされ， {I晶厚篤実な性格は衆自の一致するところで，会計監事の役割りを

果してきた。また，組合の競売場を建設することになるや建設委員として敷

地の買収，競売場の建設に努力した。昭和27年以降は組合の理事に選ばれ，

会計を担任し，引続き現在まで組合の会計を預かっているのである。

このように公には組合のため，骨身を惜しまず献身的な努力を続けている

が，家にあっては良き夫であり，良き父であって，長男夫婦と共に金魚と共

に生き，金魚と共に生活する毘々を送っている。したがって，養殖管理もき

わめて行き届いているので，優良な金魚を生産し，品評会に出品する毎に数

々の賞を受けているが，最近の主な受賞だけでも次の通り表彰されている。

東京都の金魚が日本農林漁業振興会長賞を受けたのは始めてで，これは，氏

の日頃の努力の賜であるが，伝統ある東京都金魚を代表して受賞したものと

I~ 、うことができるのである。

昭和42年 3 月 11 日 全日本金魚品評会，琉金の部，農林大問賞。

昭和44年 3 月 14 臼 全日本金魚品評会，琉金の部，農林大臣賞。和金の

五[1，水産長官賞。
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昭和46年 3 月 26 日 全日本金魚展示品評会，琉金の部，農林大臣賞。出白

金の部，水産庁長官賞。

機優良品の量産一一受賞財の特色

昭和46年 3 月 26 日 ~4 月 4 日の間，東京都において，東京都淡水魚，愛知1

1尽弥富，奈良県郡山，埼玉県観賞魚，各養殖漁業協同組合共催で開催された

全日本金魚畏示品評会で唯一の農林大臣賞を受賞したものである。

各組合員から出品された琉金17点，和金15点，出白金15点，朱文金13点，

キャリコ 13点，計73点を慎重審査の結果，姿，形，色彩，品位，風格，特異

性などを総合して最高点を獲得したのであって，次の優良金魚の特徴を持つ・

た体長 25~30cm ， 300g の見事な穀魚である。

① 背中が丸く盛上がって高い。

② 尾筒が大きく，太く，しっかりしている。

③ 尾ひれが長い。

④ 丸顔で目先がつまっている。

⑤ 模様は腹と尾ひれが赤く，両体側に平均して，紅白のさらさ模様を描

く。

この品評会には 1 点につき 5 尾出品するのであるが，氏の出品琉金は43年

5 月に自家の親魚から採卵ふイヒした10万尾の中から，先ず千尾を親魚、候補と

して残し，その後満 3 年間飼育しながら選び抜いたものであるO

出品金魚はこのように優秀なものであるが，氏の生産する金魚は常に選別

室f厳重にし，管理が行き届いているので，すべて優良品でしかも最産に成功

しているのである。

錦地道な経営一一一受賞者の経営概要

養殖の事業場を江戸川に移し，努力を続けていたが，生産が安定してきた

ので， 10千m2 あった敷地を21年に 9 千m九 23年 4 千m2 ， 36年11千m2 と附

近のハス油を順次買上げ，養魚池を拡張し，現在池面積は 23千m2 に達して
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いるのである。

養魚池田積の拡張と同時に生産尾数も増加はしてきたが，江戸川匹も人口

の過街化の波が押し寄せ.，養殖には恵まれない環境となってきた。したがっ

て，他の養魚、場よりも余分の経費を要することも多いが，専門家の意見も取

り入れて常に経営の合理化に心掛けているO

このような悪条件を克服して，売上尾数は43年約 132 万尾， 4伝子 143 万

足， 45年 148 万尾， 46年 166 万馬と毎年増加している。

45年魚種類別売上尾数は次の通りである。

親もの，約 5 千尾(琉金，和金， j士i 白金，朱文金，キャリコ)

2 才，当才もの

来日 金 550 千尾

玩i 金 210 

出回金 80 

朱文金 160 

ヒメタゃカ 400 

キャリコ 40 

ヒゴイ 30 

合 計 1 ， 475 千足

常時，養殖の経営に従事しているのは，氏と袈，長男夫婦，義姉の S 人の

親族だけであるが，簡時にはほとんど、人を使わず，しかも管理が行き届いた

養殖で，地道な経営ということができる。

45年の経営概要は，次の通りである。

売上金額

売上原価

経費

専従者控除

所得

約10， 860千円

1 ， 150千円(餌料，売上手数料等)

4， 700千円(水道光熱費，消耗品費，減{面償却費，

給料食金，修鱗費等)

3， 450千円(妻，長男夫婦)

1 ， 560千円
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選

なお，長男は大学で商業を専攻したが，現在は父と共に金魚、養殖に従事

し， 4 代自として金魚養殖業を経営するとのことで，このことでも氏の経営

の堅実性を物語っているということができる。

機水づくりの名人一一受賞者の技術

周囲は住宅と工場が建てられ，環境は決して良いとは言えないが，このよ

うな条件の中で，優良品を量産しているのは，経営改善の外に行き届いた管

理と優れた技術があるからであって，主な特徴は次の通りである。

1. 品種改良

優良競魚を養成するために，厳重すぎる程の選別を繰り返えしている。し

かし，自家の親魚だけで交配を続けると，退化するので，組合競売の際や他

県に行った時などに優良親魚を買い入れて，適宜交配し，しかも東京金魚の

伝統を守るように心掛けている。厳重な選別は優れた親魚、候補を残すだけで

なく，優良品の生産につながっているのである。

2. 水質管理

金魚、養殖の秘けつの一つはアオコを発生させる水づくりといわれている。

この地方も従来は水田用の用水があれ河川水を使っていたが，最近は下水

が流入し，河J1!7j(が使えないので，水道水を使用している。経費の点もあ

り，消毒液が入っているため，大量の水道水を常時使用することができない

ので，特別の注意が必要で、ある。
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{まっ気筒

気象の変化，投餌設などによって水質が変り， PHの測定をすれば，その

状況を知ることができるが，氏は常に金魚の状態を観察しているので， PH  

の変化が出る前に予察し，直ぐ，投餌f立を減らし，注7J('â::加減するので，業

者間では水づくりの名人といわれているO

最近は「ばっ気街J を各地に設寵して，鼻上げに備えていることはもちろ

んであるが，単位当りの生産量も一般の業者に比較して，きわめて多いのは

長年の経験があるだけでなく，魚の気持になって経営している氏の日J頃の養

殖態度ーによるのである。

3. 病害対策

単位商積当りの生産を多くするのには，池を有効に利用する必要があり，

少しでも長く池を使用しがちであるが，池の消毒は完全に実施して，各池を

計画的に使用している。魚、ジラミによる病害がひどかったこともあるが，防

除対策が発見されると直ちに実行し，府水産試験場の指導も受け，病魚処罰

は常に王手自に実施している。

前記のように，水づくりによって環境を良くし，密殖，飼料の投与にも説

15: して病害対策よりも，むしろ健康魚をつくることを第一に心掛けているの

である。

繍悪条件の完服一一普及性と今後の発展方向

一時熱帯魚のブームで金魚の需要が伸びなやんでし、たこともあるが，最近
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組合の競売

は再び金魚、の需要が多くなり，今では国民 1 人当たり 2 尾づっ飼っているこ

とになる。一方，日本の伝統ある金魚として，フランス，オーストラリヤ，

アメリカなど海外へも輸出されている。

日本の内水面の環境条件は，東京都ほどではないにしても，一般に思くな

っている。もちろん，養魚の環境条件を良くすることは，人間の生活条件と

もつながることで，今後できるだけ努力し，いわゆる，公害を除かなければ

ならないが，氏のこの悪条件を克服して，優良品を量産する技術と経営は，

いかに良い条件にあっても，通ずることで，広く一般の模範となることであ

る。

氏は新しい技術，経営はできるだけ取り入れ改替を図っているが，氏の性

格上，大げさに宣伝することはしなし、が，進んで一般に公開しているので，

広く普及している。

東京都は金魚、の伝統ある生産地である。最近は生活にうるおいを持たせる

意味もあって，都市に広く飼われるようになっているので，生産地としての

役割りばかりでなく，仲継地，蓄養場所としての役目がある。氏の技術，経

営は広く業界の指導的役割りを果し，将来とも大衆に親しまれしかも，優良

金魚の伝統が守られて行くものと確信する。
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優良金魚の量産に努力

橘川光栄

私が金魚養般を始めたのは，深JII千

凶町において父の家業である金魚養殖

についた時で、ある。

当時は生産主主も少なく，比較的楽に

生産されていたが，大正17年頃，周闘

が発展したので、現夜地江戸川春江町の

分場池に営業場を移転した。土t!l質の関

係で養殖聞で非?行な苦労をÆね，寄生

虫議<1:(，ジラミ，モムシ)などの被容

で，ふ化から稚魚の中間で，しばしば

全滅の状態をくり返したので，種々駆

除方法を研究したが，完全な方法がな

かった。このような状態で当時はさ走者

間でも出来，不出来が多く「入れ子J

と称して業者向でも稚魚を購入して祁i

う状態、であった。

昭和17年より戦争中，金魚養強は全

間的にw止され，食用コイの養般に転

換したが，戦後平和になると共に残り

少ない金f去を怒とし，また各地より親

1Æ\を集めて養殖を始めた。

その後逐次生産も向上し，議魚池を

拡張し，設備を改良して増産に励んだ

のである。しかし，戦前よりの寄生虫

の警が解消されず，毎年の入総時は

「魚ジラミ J の大発生と戦う日々であ

った。当時は徐虫剤によって傑かに振

り務すだけで 3 回位行なうとふ化数

の約 1/3 に激減してしまい，この状態

で年月が過ぎていたが，昭和30年神奈

川県水産試験場により BHC水平日剤が

路発され，寄生虫が完全に除かれ，飛

躍的な土ZZ産を見るようになった。そこ

で，金魚、品種改良によって，俊秀;魚の
fb支を心掛けたが，俊秀tÆ1.の育成には
長年月の努力が必袈で飼背ー;魚(琉金，

不n金，出罰金，米文錦，キャ P コ) 5 

品目にわたり逐次災い結果が出た。時

には，イ自の優秀f.~\の導入も心r:tf、け，交

配，厳重な選別によって親綴候補も多
数出来るようになった。

現在飼育部では魚卵の完全ふ化を目

標に，ふ化池の中にどニーノレ水槽を設

l官して，ふ化時期における気温と水瓶
の昼夜の差を最ノト限にくいとめ，確実

なふ化尾数と水節税当りの魚卵数主主の

は援に努め，また，ふ化j也は事前に肥

料をほどこし， :fff~~\\育成に欠くことの

できない「ミジンコJ を発生させ，好

状態の水質としておき，維魚の成育度

に応じ不足しないように「ミジンコJ
合追加し，徐々に飼料に切り換えるの

である。

この飼料の切り換えi時期は魚病が設

<次資へつづく>
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く前頁からつづく>

も発生しやすく，水質管理に細心の注
意が必要で、ある。例えば，えら病，白

点病は最も主主戒しなければならず，こ

の対策としては密殖を避け，魚体な終

始健康状態にしておくことである。ま

た，投薬の場合は事前に推察して早自

に予紡措置をし，水質管理は最近「ば

っ気筒j により水中酸素補給が出来，

必あげ，水変り，餌付き不良などの状

態が解消され，成長促進，魚体づくり

に効果をあげている。

当才魚の体力づくりができあがる

と，徐々に池換えと選別をくり返し

粒をそろえ，賓の悪いものを除去して

ゆくが，この段階で成魚となるのであ

る。

投薬ならびに「ばっ気筒」による生

産効果は向上しているが，病虫の免疫

i生も強くなり「ばっ気筒」による病虫

害も新たに発生して来ており，この対

策が今後の研究課題になっている。各

地生産地の増加に伴\"，市場が各地に

鳩設され，従来の尾数単位から室長単

位の大量取引がされ，需給のバランス

がくずれて来ている。また，生産量の

機加につれ，金魚の輸出の促進も図ら

れ，関係方聞から良品質の金魚の生産

が要求されている現在，江戸川区:の金

魚生産地としては，従来の伝統ある生

産技術を生かして，省力化，諸設備の

半永久化による費用の節約などに努

め，従来の江戸川産金魚の持味を十分

生かしながら，他地方の俊良魚の導入

にも心掛け，優秀魚の大量生産になお

一層努力してゆきたいと思っている。

- 30 ー



警護受賞者の略歴

二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財・花かつお

受賞者 マ lレトモ花かつを

株式会社

代表者明関和雄

(愛媛県伊予市米淡1696)

削り節は，節を部j十主!とに ì~IJ って製造した調味料で，かつおi切り節，'ðば商品

り節，いわし削り節，あじ削り節などがある。このうちかつお削り節(そう

だがつお話iJり節を含む)を通称花かつおといい，また数種の自IJ り節を混合し

たものを混合削り節という。

ì~iJり節製造業は，大正の初期に広島県福山市において創業されたといわれ

ている。当初の製造法は，原料節をきわめて簡単な削り機によって ì~IJ る

のもので，生産量も微々たるものであったが，その後愛媛県伊予市において

やや機械化の進んだ ì~IJ り機による生産が始められ，やがてこれが全国各地に

普及するようになって，生産量も急激に増大している。昭和44年度ーにおける

節類総生産設は 83， 200 トンであるが，首IJ り節の総生産主:はその 5796 ìC当

たる 47， 435 トンに達している。

愛媛県は削り節生産量の最も多い県である。特に伊予1ぢはその生産の中心

地で，全閣総生産額約 200 億円の 2096 に当たる約 40 億円の生産があると

いわれている。伊予市において削り節の生産が発展した背景には，かつてイ

ワシ類をはじめ雑節の原料となる各種の;魚類の水揚げが多く，雑節の生産に

過していたこと，伊予節，土佐筋をはじめとする各種のかつお節の集荷に適
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していたこと，はやくから削り工程の機械化が実施されたことなどの理由を

挙げることができる。

マルトモ花かつを株式会社は，愛媛県伊予市に本社工場があるO 向社の母

体は大正 7 年先代社長明関友市氏が創立したもので，昭和 4 年に明関合名会

社に改組しているが，昭和田年に先代社長が死去したため，明関和雄氏が

社長に就任，昭和 39 年にマルトモ花かつを株式会社と改め，現在に至って

七、る。

明間和雄氏は昭和 5 年に伊予市に生まれた。昭和26年に松山経専(現松山

商大)を卒業し，昭和31年に当時若冠 25 才で社長に就任したが，経営には

きわめて熱心で，社長就任誼後に打ち出した社是「優秀な品質，納期の厳

守，合理的な価格」の徹底と，家業から企業への脱皮にまず力を傾けたとい

う。当初，労働組合の強い攻勢に直面しているが，社員のための血の通った

民主経営の確立を掲げる同氏の理念と持ち前の手腕がものをいい，多くの問

題を解決するとともに，労使協調のきずなが強まれ発展の基盤が囲まった

とみられる。

再氏は削り節製造工程の機械化と製品の品質管理には特に積極的な努力を

払っており，後述するように各種の機械・装置を開発して省力化と製品々質

の向上に努めている。

マルトモ花かつを株式会社の代表的製品で、ある「花かつお」は，はやくか

ら品質および製造技術が優れていることが認められ，これまで全国水産加工

たべもの展において水産庁長官賞，大阪市長賞などが授与されてきたが，そ

の後の努力の積み重ねが結実し，昭和46年度の第20回全国水産加工たべもの

展に出品した製品は，特に品質および製造技術が優秀であるとして農林大国

営が与えられ，また今回の農林漁業振興会長賞の授賞となった。

両氏は31才の折に伊予市会議員の選挙に立候補し，最高点で当選している

が，企業の経営と議員生活は両立しなし、とし、う考えから， 1 期だけ勤めて以

後の立候補はとりやめている。しかし，誠実でかつ責任感が強く人柄が買わ

れ，昭和 41 年より現在まで連続して伊予市商工会議所会頭に選出されてい
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砂落とし機

る。一方自らの体験に基づき，積極的に業界の指導に当たっているが，昭和

45年・より全国削宣告工業協会副会長の要職にある。

警護経営の概況

マノレトモ花かつを株式会社は伊予市米湊1696にある本社工場のほかに，消

玉県川口市に東京支店工場，静岡県焼津市に協力工場をもち，大阪には営業

所，九州・仙台・札幌にはそれぞれ出張所をもち資本金 5 千万円，従業員数

296 名の会社である。 3 工場に削り機 166 台，自動計量包装機 8 台，冷蔵庫

1， 150 トン(冷蔵能力)を設!置し 1 日当たり原材料換算で12 トンを Y1~1とし

て標準袋詰め製品12万袋を生産し，年商約15億 5 千万円を挙げている。

経営状態はきわめて良好で，このことは近年の着実な増資からも判断で、き

るが，昭和45年度の年高額の対前年比が15銘柄であることからも明らかであ

る。

製品はいずれも長期の貯蔵に耐えないため，ほぼ受注生産方式による生産

を行なっている。現在需要の増大に対応するため，原料の集荷の拡大，原料

貯蔵設備の噌設，製造工程の機械化，省力化，販路の拡大が金問・検討さ〆れ

ているが，原料節の価格高騰を避ける方策のーっとして，台i湾湾.東南アジア

方菌で

ることは，注目すべきところである。
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節前り機

警察受賞財の特色

今回受賞の対象になった花かつおは，削り節類の代表的製品である。原料

のかつお節は，中型または小型のカツオを用い，身おろし，龍立て，煮熟s

龍離し，賠乾などをへて製造されるが，いわゆる本枯節と呉って魚体の調理

法が簡単で，特にカピ付け工程は省略されているものである。

花かつおの製造は，原料節の加湿・軟化，削り機による削り作業，削り花

の乾燥，計量，包装などによるが，マルトモ花かつを株式会社においては，

原料節の購入・貯蔵から製品の出荷までの工程において，次に示すような工

程管理ならびに製法の改良を実施している。

まず削り節の品質および師格を決定する要因の第ーは，原料の品質および

価格であって，いかにして良い原料を安く購入し変質しないように貯蔵する

かとしづ課題に誼面する。同社で、は品質が比較的すぐれているといわれる西

ものを中心に全国各地より原料節を集め，選別したのち，冷蔵庫(冷蔵能力

合計 1 ， 150 トン)に保管している。殺虫'âé要するときはメチルブロマイド懐

蒸を行なうが，関蒸後は換気により薬品を除去する。この擦メチルブ口マイ

ド検知器を用いて薬品の残留をチェックしている。

製造に当たって，原料節を砂落とし機にかけ，節の砂を除く。つぎに節を

削りやすくするために1l0~1200C の圧力釜(レトルト)内において15~20

分間加熱し，加湿・軟化させるO これにより，節内部の殺虫も向時に完了す

る O

- 34 



�IIJ り!作 i 雲義 援

薄j十状の良質な花かつおを作るため，原料節を適温に保持するように配臨

するとともに，削り作業室の空気調和を実施しているO 削りは，閉転する削

り板の刃に原料節を一定の向きに当てて行なわれる。従来高IJ り機への原料節

の送りは入手によっていたが，最近では半自動送り装置を考案・設置してい

る。この改良により，削り作業に要する人員を約 1/3 に減少させることに成

功しているO

花かつおはベルトコンベアーで熱風乾燥機にj去って乾燥したのち，袋詰め

する。花かつおの品質を維持するため，ここでも室内の空気調和を実施して

いる。袋詰めは一部入手によって行たわれているが，工程管理と省力化のた

め自動計量包装機が開発され，花かつおの大半はこれによって包装さ作てい

る。

花かつおは，削花の形態がそろい，つやがあるものが良し、。色は関西では

淡企のものが好まれるのに対し，関東で、は赤褐色の1&&し、ものが好まれる傾向

にある。花かつおのIR:賢を左右する要点は，だし汁のうま味にあることはも

ちろんで，農林規格では，かつお話IJ り部においてはエキス分が1396以上含有

されるものであることが定められている。向社は農林省認定工場としてすべ

ての製品が規格検査を受けているが，昭和45年 4 月から 9 月までの製品につ

いて加途分析した結果で‘は， 17.3~18.696の純エキス分が含まれ，主主味i生が.

高いことが明らかにされている。
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機受賞揚の普及性と今後の発展方向 I

近年におけるグルタミン酸ソーダ，イノシン酸ソーダ等の化学調味料の普

及度には，きわめて著しいものがある。いずれも使用方法が簡便で，それぞ

れの成分はうま味の主体を構成するものであり，しかもグルタミン酸とイノ

シン酸等の核酸系調味料との開には顕著な味の相乗作用があることなどの利

点があって，使用量は年々増大し，調味の大部分がこれら化学調味料によっ

てまかなわれている感すらある。

しかし，これら化学調味料がうま味の中心的役割を果たすとはし、え，単に

化学調味料のみで調味された味は，いわゆる“こく"に乏しし、。グノレタミン

酸やイノシン酸のかもし出すうま味を補ない，こくを与えるのに役立つのは

各種のアミノ酸，有機酸などである。天然調味料は，うま味の中心となる成

分，こくを与えるのに必要な成分を含むものが多く，化学調味料が普及した

今日において，あらためてその存在が認識されている調味料である。

花かつおはわが国特有の謂味料で，だし汁はイノシン酸をはじめ各種のア

ミノ酸に富み，内エキスなどと同様に，複雑なうま味を作るのに最も適した

調味料であるといえよう。生産量は，創製当初から今日まで順調な伸びを示

し，一般家躍はもちろんのこと，料理飲食店，食品加工業界にひろく普及し

ている。化学調味料の需要が増大している昨今においても，花かつおが強い

需要に支えられていたのは，前記のようなうま味の質の差と，かつお節特有

の香りによるものであろう。ことに最近で、は価格の安し、いわし削り節，さば

削り節などより，価格は高いが風味に富むかつお削り節の方が需要の伸びが

大きしこの種の調味料がし、かに幅ひろく消費者に好まれているかが推察で

きる。

しかしながら食生活の近代化・合理化が叫ばれている今日， rあらかじめ

削ってあるかつお節」というイメージだけでは不満な点もある。この種の関

連業界における当面の問題の一つは，いかにして新しい調味料に脱皮するか

である。マルトモ花かつを株式会社においても，早くからこの問題に取り組
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自動計盤包装機による包装

み，そう莱用としての花かつおや粉末(とした調味料を考案している点は，注

目に値するところで，今後の発展が期待されるのである。
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さらに設備・装置の充実へ

マルトモ花かつを株式会社

(代表者明関和雄)

昭和 46 年 2 月第 20 回全国水産加工

たべもの炭において農林大陸賞を受賞

し，このたび昭和46年度農業祭におい

て栄えある日本農林漁業振興会長賞を

受賞しましたことは，当社のこの上な

い喜びであり，従業員一同深く感激を

いたしますとともに，今後の責任の重

さを痛感する次第です。

マノレトモ花かつを株式会社は社是に

「和をもって誠心を示すj ことを掲げ

「援実経営，計数管理，積極姿勢J を

社訪11三条とし，組織では会長lIilJ ilÆ'â:: l授

き，社長が実務を総括し，総務計理，

営業，購買，生産，技術機械の各部に

分れ，重役会議，営業会議，生産会議

をそれぞれ 1 週に 1 団関いて活発な討

論をしながら営業をしております。

最近の入手不足，原料高騰による企

業収益の低下への対策としましては，

機械化による合理化，省力化を推進し

全ì~U機械 160 台に自動投入機を取り付

けた結果，従来の半数の人員で足りる

こととなり，しかも生産量は80必の上

昇さとみました。また「花かつお」では

至難とされていた自動計量包装機を機

械メーカーとの共同研究によって開発

し，作業効率を倍加することができま

した。

「花かつおj は消費者がじかに食べ

るものですから，味，臭い，光沢，エ

キス分与:については特別注意をし，農

林規格に合致するよう努めており，冷

蔵庫や乾燥機での温度管理についても

細心の注意をはらっております。

衛生首では，毎朝干し時に“消費者の

気持ちになってつくること"を従業員

にくりかえし周知徹底を図るとともに

自動空気調節機 5 基を設置し，虫，カ

ピに対し万全を期しております。この

たびの受賞を契機といたしまして，早

急に集じん装置，脱臭装援を設援し，

また従来の削機械の10台分ばかりの能

力をもっ大型削機械の開発研究やかん

な材質についての研究を推進していく

所存であります。

農林関係の諸先'1&には，今後ともよ

ろしくご指導ご支援を賜わりますよう

お願い申し上げます。
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